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ご　挨　拶

2024年度関東弁護士会連合会シンポジウムにご参加いただき、まことにありがとうございます。

関東弁護士会連合会は、東京高等裁判所管内の13の弁護士会で構成されている団体で、管内

弁護士会が共同して司法の改善、発達並びに人権擁護と社会正義の実現のために活動すること等

を目的としています。例年、年に1回開催される定期弁護士大会に併せてシンポジウムを開催し、

会員のみならず市民の皆さまにもご参加いただき、その時々の社会状況等に応じた法的な問題や

司法をめぐる課題をテーマに研究成果を発表し共に考える、という取組みをしております。

今年度のシンポジウムのテーマは「初等・中等教育における弁護士の役割」です。

当連合会ではこれまでも2002年度、2011年度に「法教育」をシンポジウムのテーマとして取

り上げてきました。2002年度には、当時まだ「法教育」の意義がほとんど認識されていない中で、

21世紀の我が国が自由で公正な民主主義社会として発展していくために、子どもに対する「法

教育」が必要であり重要であることを訴え、その普及を提言しました。2011年度のシンポジウム

ではさらに「法教育」を広く普及させていくための課題を分析し、法教育の内実の明確化、教材

づくりや体系的な法教育プログラムの開発等における教育現場と法律実務家等との連携の構築、

法教育を推進していくためのセンターの設置、等を提言しました。そして、当連合会としても法

教育センター（当初は法教育委員会）を設置し、提言内容の実現のために取り組んでまいりました。

今回のシンポジウムでは、2020年度から始まった学習指導要領において「社会に開かれた教育

課程」として、学校が地域の人的資源を活用し社会と連携しながら教育を行っていくとされたこ

とをふまえ、改めて弁護士・弁護士会が学校と協働して何ができるか、何をすべきか、を考えます。

この間、いじめ問題の授業や消費者教育・労働教育のための授業、模擬裁判の指導等で弁護士が

学校に行く機会も増えてきましたが、それらの特定分野の教育活動といわゆる「法教育」との関

係は整理されておらず、それぞれがバラバラに行われ情報の共有や連携もなされていないのが実

情です。学校との協働を進めていくためにはこれらの点の検討も必要です。シンポジウム委員会

では当連合会管内の小中高校及び弁護士会に対してアンケートを行うなどしてこれらの課題を

調査・分析し、弁護士が授業を行う場合の授業案を作成し、実際に出張授業を行い結果を検討す

るなど、1年にわたって研究してきました。この大部の報告書はその研究成果をとりまとめたも

のです。シンポジウムではこの報告書のポイントを報告しつつ、教育関係者にも登壇していただ

いて議論を深めていきます。

法教育の目標は、子どもたちが法の基礎にある「個人の尊重」などの価値を理解し、身の回り
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に起きる問題や社会の問題を自立的主体的に考えて判断し、行動する能力を身に付けることにあ

ります。このシンポジウムが、その目標に向けて、学校や教育に関わる行政機関と各弁護士会・

弁護士との協働を進め、弁護士がさらに学校における教育活動に取り組んでいくきっかけとなる

ことを心より願っております。

	 関東弁護士会連合会

	 　　　理事長　　菅　　沼　　友　　子
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はじめに

2024年度の関東弁護士会連合会シンポジウムの報告書が完成しました。

最初に本書の構成と概要について説明しておきます。

第1章では、2002年に関東弁護士会連合会シンポジウムで「法教育」が取り上げられて以来、

関東弁護士会連合会及び各弁護士会に「法教育」に関する委員会が作られ、「法教育」の普及活

動に勤しんできたが、なお学校現場に十分に浸透しなかったことが指摘されています。他方で、

社会の情勢の変化に伴い、「法教育」委員会だけでなく、さまざまな委員会が学校に行って授業

をするようになった状況が挙げられています。ただ、そこにおいても、結局は、子どもたちに「法

教育」が目指した「法の根底にある価値」を身に付けさせることが必要だとし、その価値こそが「個

人の尊重」に他ならないとしています。2020年度から始まった学習指導要領において、「社会に

開かれた教育課程」が掲げられ、弁護士が学校現場に赴くチャンスが増えることが予想されたこ

とから、この機にこそ弁護士会として各委員会がより連携して、弁護士の口から直接、子どもた

ちに「これからの『個人の尊重』の話をしよう」と結ばれます。

第2章は、学校及び弁護士会に対するアンケート結果の分析です。関東弁護士会連合会の管内

の小中高校に弁護士と連携して授業を行ったことがあるか、これから連携して授業を行いたいか

等の調査をした結果、実際に弁護士と連携する授業を行ったことのある学校は16％に過ぎませ

んでしたが、弁護士と連携する授業を行いたい、条件次第で行いたいと答えた学校は80％を越え

る結果となりました。ただ、その約半数が「無料であれば行いたい」というものであり、費用面

での条件クリアが難しいことが浮き彫りとなりました。

他方で、管内の各弁護士会に対しても、弁護士を学校に派遣したことがあるか等を調査した結

果、ダントツでいじめ予防授業に派遣されていることが分かりました。これもいじめ予防授業に

は予算が割り当てられていることが1つの要因だと推測され、やはり費用の面が1つのネックに

なっていることが分かります。

第3章は、管内の各弁護士会に対して、子どもたちや学校等への広報としてどのようなものが

あるか取り寄せたものです。さすがに講師派遣が多い弁護士会は広報もしっかりしていることが

分かります。

第4章は、学校アンケートで弁護士と連携することに興味があるとして数字が挙がった15個の

分野すべてについて、1つ以上の授業案を作成して、全部で37個の授業案を載せたもので、本報

告書のメインとなる部分です。これは既に実施したことがあるものにとどまらず、このシンポジ
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ウムのために急遽作成してもらったものを含みます。当初は、シンポジウム委員各自がそれぞれ

授業案を持っているだろうと考え、授業案の書式は自由でいいと言ったところ、標準の書式を指

定して欲しいと言われたので、指定したものの、結局、指定にきちんと従った授業案は少なかっ

たという結果となりました。書式が統一されておらず読みにくいところもあり、さらには逐語的

に語られるものから要点のみを記載するものまで内容もさまざまですが、これも「個人の尊重」

ということでご容赦を願う次第です。

また、学習指導要領の関係、弁護士が授業をすることの意義を各節の冒頭ないし各授業案の冒

頭に書かれています。これは、教員の方々が自分の授業の中のどこに組み込んで、どこで弁護士

を呼んだらいいか、さらには弁護士を呼ぶメリットがどこにあるのかが分かるようにとの配慮です。

もちろん、まだまだ不十分なところがあることも自覚しております。ただ、このように授業案

を公表することにより、ご意見・ご批判をいただき、ブラッシュアップすることでより良いもの

が作られていくものと信じています。教員の皆さま、弁護士の皆さまからのご意見・ご批判をお

待ちしております。

第5章は、授業の実践結果の報告です。37個の授業案全て実践したかったのですが、さすがに

それは無理ということで、そのうちの7個をピックアップして、学校に協力をお願いして授業実

践をしたものです。結果として、授業案の改善点が見つかるなど、やはり授業案自体がまだまだ

完全でないことを露呈した部分もありましたが、授業後の児童・生徒のアンケートを読むと、授

業は分かりやすいとする意見が多数を占め、総じて好評でした。ただ、授業の効果として自分の

意見が変わったかという質問もしたのですが、回答は「変わった」と「変わらなかった」がほぼ半々

というところであり、その評価はこの質問だけからは分からないところです。消費者問題の授業

では「変わらなかった」が74％ですが、これはもともと消費者トラブルに警戒的な意識を持って

いたともとれるのであり、こうした意識の変化はもっと質問を具体化しないと知れないものだと

改めて思ったところです。

以上、まだまだ拙い内容ではありますが、これから成長していく進化の第1歩であると認識し

ていただき、多くの方の手に取って読んでいただければ、これに勝る喜びはありません。

2024年9月27日

	 関東弁護士会連合会

	 2024年度シンポジウム委員会

	 　　　委員長　　根　　本　　信　　義
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第１章　初等・中等教育における弁護士の役割

第１章　初等・中等教育における弁護士の役割

第１	 これまでの役割・関わり方について

2002年以前の学校教育における弁護士の関わり方は、統計があるわけではないのではっきり

とは言えないものの、中学・高校において職業教育の一環として呼ばれて話をするか、あるいは

司法関連の授業の際にゲストティーチャーとして授業をしたりする程度だったと思われる。

関東弁護士会連合会（以下、「関弁連」という。）は、2002年に茨城県で開催されたシンポジウ

ムのテーマとして「子どものための法教育」を取り上げた。そこで言う「法教育」については、

シンポジウムの内容をまとめた『法教育－21世紀を生きる子どもたちのために』（現代人文社・

2002年）に詳しいが、要約すると、「民主主義社会における法の背後にある価値や原理に従って

行動できる態度」を育てるために必要な教育ということである。そして、関弁連定期大会におい

て、「全国の各単位弁護士会、弁護士、教育者及び関係諸機関、マスコミ、国民などに対して、21

世紀の我が国が自由で公正な民主主義社会として発展していくために、子どもに対する法教育の

必要性と重要性を訴え、これら諸機関や広く国民と連携しつつ、子どものための法教育を我が国

に普及させるために尽力する」ことを宣言した。

その後、全国の各弁護士会においても「法教育」に関する委員会が作られ、各弁護士会に小中

高の児童・生徒を呼んで「法教育」授業を行ったり、学校へ出張授業に行くなどの活動を行うよ

うになった。

他方、関弁連においても、日本弁護士連合会（以下、「日弁連」という。）においても、同様の

委員会が作られ、「法教育」の普及・発展に関する研究が進められた。

このような日弁連・関弁連・各弁護士会の取り組みの結果、2008・09年の学習指導要領の改

訂においては、特に中学社会科・高校公民科において、法に関連する事項が多く取り入れられる

に至った。

2011年には、再び関弁連が、東京で開催されたシンポジウムのテーマとして「これからの法

教育」を取り上げた。その内容についても、『これからの法教育－さらなる普及に向けて』（現代

人文社・2011年）として本にまとめられている。そして、関弁連定期大会において、「法教育」

を広く普及させるべく、「法教育の内実の明確化・評価方法の確立、優良な授業案・プログラム

の作成、教員養成課程等における法教育、法教育に関する広報、普及のための組織づくり（法教

育センター）」を実施していくことが宣言された。

そのような中、日弁連、関弁連では教員が使いやすい教材開発に取り組んだ。その成果として、
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日弁連から『小学生のための法教育12教材』（東洋館出版・2017年）、『中学生のための法教育

11教材』（同・2018年）、関弁連から『法教育教材　わたしたちの社会と法』（商事法務・2018年）

が出版されている。

2002年宣言においても、2011年宣言においても、学校教育法上、学校における教える側の主

体は教員とならざるを得ないところから、弁護士はあくまでも後方支援という位置づけであった。

すなわち、必ずしも弁護士が直接学校に行って授業を行うことを想定せず、授業案の作成、教員

への法教育の普及を想定していたのである。

しかしながら、中学社会科・高校公民科の教員といえども、法学部出身の教員は数が少なく、

法の意義・役割を正確に理解しているとは言えない状況が続いた。加えて、教員も日々の激務の

上に、諸方面からの「『○○教育』を採用してほしい」という洪水の中で、弁護士・弁護士会と教

員・学校との連携も十分にはとれずに、事後的に教員に法的素養を身に付けてもらうという体制

を構築することもできずにいた。

一方で、その後の社会情勢の変化などから、弁護士としても、特定の分野に特化した教育を要

請され、法教育委員会以外の様々な委員会が学校に出向くなどして教育活動を実施するように

なってきた。2002年当初から、裁判員裁判の導入に向けて活発になってきた模擬裁判の指導は法

教育委員会が行っていたが、その後も、いじめの多発によるいじめ予防授業を子どもの権利委員

会が、18歳選挙権のための主権者教育を憲法委員会が、18歳成年のための消費者教育・労働教育

を消費者委員会や労働問題委員会が担当するといった具合である。

弁護士が実際に高校に授業に行った場合、成年に達しようとする若者たちが、他と異なること

を極端にきらい、自己を主張しないと感じることも多いのは事実である。選挙権があるといって

も、実際には若者はなかなか選挙に足を運ぼうとしないし、18歳成年といっても、自分の権利を

守ろうという気迫は感じられないし、高校生でも自分たちと異なる他者がいると排除したりいじ

めたりもする。

「法教育」とは「民主主義社会における法の背後にある価値や原理に従って行動できる態度」

を育てるために必要な教育だと言ったが、民主主義社会の法の意義・役割とは、端的に言えば「個

人の尊重」を実現することである。「個人の尊重」とは、一人ひとりがそれぞれに固有の価値をもっ

ていることを前提に、それぞれの人がもっているそれぞれの価値を等しく認めあうことであり、

社会や国家は「個人」のためにあると考えることになる。「個人の尊重」とは、他者に対して単

に「思いやり」や「優しさ」を持てということではない。「思いやり」や「優しさ」は自分が仲間

だと思う他者に対してだけ向かう。これに対して、「個人の尊重」は、自己とは異なる信条や意見、
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第１章　初等・中等教育における弁護士の役割

さらには外観を持つ他者に対しても向かうものである。異なっている個そのものの存在価値を認

め、そうした多様な個人が生活できる空間として民主主義社会を形成しようとする価値・原理な

のである。それは主権者・有権者としての公的空間だけではなく、消費者・労働者・家族・学校

などの私的空間においても適用される価値・原理である。公的空間においても、私的空間におい

ても、他者と共存するためには、自己を理性的に主張し、逆に、他者のことも認め、その主張に

耳を貸し、合意を形成していく資質・能力が必要となる。

そうだとすると、いじめ問題にしろ、選挙権の行使にしろ、18歳成年の諸問題にしろ、究極的

には「個人の尊重」という価値を共有する自由で公正な民主主義社会の構成員として必要な資質・

能力の育成の問題として括ることができよう。

だとすれば、「法教育」という言葉を使うかどうかはさておき、もう一度、これらの各委員会

に割り振られている活動を「個人の尊重」という価値の共有のための活動と捉え直し、弁護士会

全体の活動として統合的に作動させることが必要であると思われる。

第２	 これからの役割・関わり方について

これまでは、学校教育法上、学校における教える側の主体はあくまでも教員であることから、

弁護士・弁護士会は後方支援という立場をとっていたが、2020年度から始まった学習指導要領

において、「社会に開かれた教育課程」を掲げられた。その内容であるが、文部科学省の「令和5

年度学校教育における外部人材活用事業の公募について」を読むと、「教育課程の実施に当たっ

て、地域の人的資源等を活用し、学校教育を学校内に閉じずに社会と連携しながら実現すること」

とまとめられている。そうだとすれば、弁護士・弁護士会としても、より積極的に学校教育に関

わることが可能になったといえよう。

前述したように、中学社会科・高校公民科の学習指導要領においても法に関連する事項が盛り

込まれ、各教科書には、「人権の保障」や「憲法の意義・役割」について触れられており、そこで

は「個人の尊重」についての説明もある。また、「法の意義・役割」についての説明もある。しか

しながら、憲法と法の関係の説明は形式的であり、法と個人の尊重の関係については触れられて

いないのが現状である。

日本社会においては、「みんな同じ」がいいこととされ、「自己主張」は全体の利益を害するも

のとして扱われてきた。そこでは、自分の権利・利益を守るために自分で何かする必要はなく、

集団に従ってさえいれば集団が守ってくれるという甘えがあった。しかし、集団には必ず指導者

＝権力者がいるが、個々人が自己の主張をしないでいれば、その権力者は必ず腐敗し、集団はい
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つかは崩壊することは歴史が証明しているのである。

このような歴史の反省の上に、近代憲法は「個人の尊重」を謳い、この「個人の尊重」という

価値・原理をバックボーンとして民主主義社会の法は組み立てられているのである。

これまでも、我々弁護士は、「法教育」の名のもとに、自由で公正な民主主義社会の構成員と

して必要な資質・能力として「個人の尊重」という価値を共有してもらうための教材づくりに励

んできた。しかしながら、前述したような状況に照らすと、弁護士が「個人の尊重」という価値

を共有するのに最適と考える教材を提案するだけでは子どもたち・若者たちにその価値を十分

に伝えられなかったと言えよう。

そうだとすれば、2020年度から始まった学習指導要領において、「社会に開かれた教育課程」

が掲げられたことは、弁護士として、学校において自らが授業をする絶好の機会を得たと言える

し、積極的に「個人の尊重」の価値をよりよく伝える授業をすることが必要になったと言えよう。

このように、様々な分野で弁護士が積極的に学校に授業に行き、「個人の尊重」の価値を伝え

ることが、これからの弁護士の役割だとすれば、弁護士・弁護士会としても、次のような体制を

準備することが必要になる。

１	 弁護士会の各委員会の授業内容の再点検と委員会相互協力体制の整備

学校側にも様々な要望があり、これに対して各弁護士会としても様々な委員会もしくは個々の

弁護士が対応しているのが現状だと思われるが、そこで必要なのは子どもたちに「個人の尊重」

という価値を共有してもらうことであり、各委員会において、そのような見地から授業内容を再

検討してもらう必要がある。さらには、各委員会でバラバラに対応するのは非効率的であるし、

人的資源も有限であることから、どのような活動を行っているか情報を共有し、相互に協力する

体制を整備する必要がある。また、既に、弁護士会においては、学校からの弁護士派遣要請に対

して受入窓口を一本化し、効率的に配点できるようにしているところも見られるところ、未整備

な弁護士会においてはこのような体制づくりをすることも検討してよいように思われる。

２	 弁護士の授業能力の向上のための体制作り

1の目的実現のためには、各弁護士に「個人の尊重」を基礎にして授業を組み立てる授業能力

の向上が必要である。ところが、現状は個々の弁護士に委ねられており、授業能力の向上のため

の制度的な枠組みは存在しないことから、各弁護士会及び当連合会において、法学者、教育学者、

さらに初等・中等学校の教員との勉強会を定期的に開くなど、弁護士の授業能力向上に向けての

体制作りをすることが望まれる。
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３	 授業内容の共有・公開

学校に授業に行った弁護士としても、せっかく作った授業案が個々の弁護士の手元にとどまっ

ており、他の弁護士と共有する機会が少ないのが現状であるが、1の目的を達成するためには、

これを委員会（さらには弁護士会）の垣根を越えて共有する必要がある。また、そうすることで

2の弁護士の授業能力の向上につながるし、教材もブラッシュアップされてより良いものになる。

さらに、学校側が弁護士を呼ぶことを躊躇する1つの原因としてどのような授業が行われるのか

分からないという点が上げられるので、これを公開することでそうした教員の不安の払拭につな

がるので、できる範囲で公開することが望ましい。

４	 学校側との協同体制の確立

学校側としては弁護士に授業をしてもらいたいとの要望があっても、実際にはどのような方法

があるのか分からない、もしくは予算がないなどの理由で断念している場合が少なくないと思わ

れることから、学校との協同体制は必須である。これは2002年・2011年の宣言においても謳わ

れたことではあるが、ここでは、各弁護士会において、自治体レベルで、弁護士が学校に行くた

めの基本的な協同体制を構築することを念頭に置いている。できれば、自治体との間で弁護士派

遣の協定を結ぶことが望ましい。特に、弁護士の活動としてどのように予算を手当するかは問題

であり、この点の協議も必要である。

弁護士の日頃の業務からすると、個々の紛争を解決することが重要なのは言うまでもない。し

かし、そうした紛争が、往々にして、「個人の尊重」という基本的価値をおざなりにしているこ

とから発生しているのではないだろうか。そうだとすれば、子どもの頃から、自由で公正な民主

主義社会を支えている法の背後には、単なる「優しさ」や「思いやり」ではない「個人の尊重」

という基本的価値があることを正しく理解してもらい、主権者・有権者としての公的空間だけで

はなく、消費者・労働者・家族・学校などの私的空間においても、それを実践できるような資質・

能力を育成することもまた、弁護士にとっても重要な使命というべきである。

このことを踏まえて、これからの初等・中等教育における弁護士の役割を一言で言うならば次

の通りである。

これからの「個人の尊重」の話をしよう！
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第１節　学校に対するアンケート結果及び分析

第１	 総論

１	 アンケートを行った経緯

2002年に茨城県で開催された関東弁護士会連合会シンポジウムのテーマは、「子どものための

法教育」であった。それから20年以上の間、弁護士が弁護士会館や裁判所に子どもたちを招い

てイベントを行ったり、学校に出向いて授業を行う出張授業を行ったりするなど、様々な形で子

どもたちに対し授業を行っている。

これまで、法教育は、自由で公正な民主社会の実現を目的としてきた。日本国憲法の下では、

一人一人の人がそれぞれの多様な考え方・生き方といった個人を尊重するべきであり、そうした

考え方を一人でも多くの人に身に付けてもらいたいと考え、これまで法教育の授業は続けられて

きている。

そして、このような考え方は「知る」のではなく、「身に付けて」もらう必要があるため、単に

一方的に知識を伝えるのではなく、グループワーク等を通して、体験してもらうことが重要であ

ると考えてきた。

しかしながら、弁護士会館等に子どもたちを招いてイベントを行うときは、あくまでそのイベ

ントに参加することを希望した子どもたちしか参加していないのであり、自由で公正な民主社会

の実現のためには、より広く法教育を子どもたちへ伝えていく必要がある。そのため、弁護士が

学校に出向いて出張授業をするという方法を今後広げていく必要があると考えたことが、本アン

ケートの出発点である。

アンケートを取る前段階の弁護士の印象においても出張授業自体は数が多いとは感じていな

かったことから、弁護士による出張授業を広め、弁護士が学校現場において学校教員と連携しな

がら子どもたちへ授業をしていくために、今後弁護士において何をすべきなのか、との観点から

アンケートを設計することとした。

学校において弁護士が出張授業をする際に、実際に授業の申込みをするのは学校現場にいる教

員であることがほとんどである。そこで、教育現場にいる教員の方々への弁護士による出張授業

の周知を図るとともに、現場の教員において、弁護士と連携して学校で授業することの障害と

なっているものは何なのか、どうすれば弁護士と連携する授業が広がっていくのかを調査するこ
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ととし、あわせて、弁護士以外の機関による出張授業の経験や、障害の一つと予想される費用面

についてもアンケートに加え、弁護士による出張授業と比較検討を行った。

２	 アンケートの実施方法

今回のアンケートはより広く意見を応募するために、アンケート配布の方法について事前に教

育関係者から聞き取りをしたところ、各地の教育委員会から学校に対して連絡をする手段が整備

されているとの実情を知った。そこで、各地の教育委員会の方々にご協力いただき、事前作成し

たアンケートのフォームのＵＲＬを、各地の教育委員会から各学校に対して送信する方法を取る

こととした。

実施期間は、2023年7月8日から2024年2月6日である。

このような方法でアンケートを集めた結果、2625校（小学校1418校、中学校728校、高校376

校、小中一貫校21校、中高一貫校14校、特別支援学校68校）から回答を頂き、教員個人からも

188件の回答を得ることができ、非常に多くの回答を集めることができた。

なお、今回のアンケートは集計の正確性の観点から、基本的に学校からの回答を集計・分析の

対象とし、項目によっては教員個人の意見としてアンケートに反映させている。

第２	 学校に対するアンケートの結果の概要

１	 学校においてこれまで弁護士と連携した授業を実施したことがあるか

⑴	 全体回答

全体の回答は、全2625校の回答のうち、「ある」と回答するも

のが413校（16％）、「ない」と回答するものが2212校（84％）

であった。

⑵	 小学校・中学校・高校の別（一貫校を除く）

ア	 小学校

小学校に限定した際の回答は、全1418校の回答のうち、「ある」

と回答するものが197校（14％）、「ない」と回答するものが

1221校（86％）であった。

イ	 中学校

中学校に限定した際の回答は、全728校の回答のうち、「ある」

と回答するものが140校（19％）、「ない」と回答するものが588

校（81％）であった。
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ウ	 高校

高校に限定した際の回答は、全376校の回答のうち、「ある」

と回答するものが63校（17％）、「ない」と回答するものが313

校（83％）であった。

⑶	 公立・私立の別

ア　公立

公立に限定した際の回答は、全2519校の回答のうち、「ある」

と回答するものが381校（15％）、「ない」と回答するものが

2138校（85％）であった

イ　私立

私立に限定した際の回答は、全106の回答のうち、「ある」と

回答するものが32校（30％）、「ない」と回答するものが74校

（70％）であった。

⑷	 小括

全体の回答として、弁護士と連携して授業を行ったことのある学校は16％にとどまっている。

約6校に1校と考えれば、決して少なくない数字であるが、多い数字ともいえない。

小中高別でみた場合も大きな割合の差はなかった。

公立と私立で比較した場合、若干ではあるが私立学校の方が弁護士と連携した授業を行ったこ

とがあるとの回答の割合が多いことが判明した。

⑸	 関弁連管内の都県別

ア	 全体

回答校数 ある ない 弁護士との連携授業を　
行った学校の割合

全体 2625 413 2212 16％
東京都 205 68 137 33％
神奈川県 136 14 122 10％
埼玉県 297 52 245 18％
千葉県 426 49 377 12％
茨城県 561 90 471 16％
栃木県 159 5 154 3％
群馬県 154 14 140 9％
静岡県 73 13 60 18％
山梨県 181 52 129 29％
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長野県 184 15 169 8％
新潟県 249 41 208 16％

東京都が33％、山梨県が29％と全体の数字と比較して比較的高い割合であることが判明した。

イ	 小学校

回答校数 ある ない 弁護士との連携授業を　
行った学校の割合

全体 1418 197 1221 14％
東京都 102 27 75 26％
神奈川県 84 8 76 10％
埼玉県 110 26 84 24％
千葉県 246 26 220 11％
茨城県 350 47 303 13％
栃木県 73 0 73 0％
群馬県 83 7 76 8％
静岡県 0 0 0 0％
山梨県 118 33 85 28％
長野県 118 15 103 13％
新潟県 134 8 126 6％

小学校のみで集計した場合、山梨県、東京都、埼玉県の割合が比較的高いことが判明した。

ウ　中学校

回答校数 ある ない 弁護士との連携授業を　
行った学校の割合

全体 728 140 588 19％
東京都 57 22 35 39％
神奈川県 48 3 45 6％
埼玉県 75 17 58 23％
千葉県 129 18 111 14％
茨城県 145 37 108 26％
栃木県 42 2 40 5％
群馬県 42 4 38 10％
静岡県 3 3 0 100％
山梨県 58 17 41 29％
長野県 62 0 62 0％
新潟県 70 18 52 26％

中学校のみで集計した場合、サンプル数が比較的多い中では東京都が39％と非常に多く、次い

で山梨県、新潟県、茨城県、埼玉県と続いている。
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エ　高校

回答校数 ある ない 弁護士との連携授業を　
行った学校の割合

全体 376 63 313 17％
東京都 37 15 22 41％
神奈川県 2 1 1 50％
埼玉県 80 6 74 8％
千葉県 34 5 29 15％
茨城県 54 4 50 7％
栃木県 37 3 34 8％
群馬県 26 3 23 12％
静岡県 70 10 60 14％
山梨県 4 2 2 50％
長野県 2 0 2 0％
新潟県 30 14 16 47％

高校のみで集計した場合、サンプル数は少ないが山梨県及び神奈川県が50％と高く、サンプル

が比較的多い中では新潟県が47％、東京都が41％と高い割合であることが判明した。茨城県や

埼玉県は、小学校や中学校では全体よりも高い割合であったものの、高校になると割合が大きく

下がっている。

２	 弁護士と連携して行う授業を知った経緯について（複数回答有）【回答数413校】

授業を知った経緯 回答数 回答割合
行政（教育委員会を含む）からの紹介 124 30％
学校に配布されてくる授業紹介（冊子・チラシ等）を見た。 104 25％
他校で実施していた。 41 10％
経緯は不明だが毎年実施されている、実施例があった。 39 9％
弁護士による授業が適切と考えてインターネットで検索した。 32 8％
スクールロイヤーによる紹介 28 7％
弁護士個人からの紹介 27 7％
新聞等メディアで紹介されているのを見た。 12 3％
いじめ等の問題が起きているので、自ら調べた。 5 1％
書籍等で紹介されていた。 4 1％
その他 21 5％

弁護士と連携して授業を行ったことがあると回答した学校413校のうち、弁護士と連携して行

う授業を知った経緯についてまとめたものが、上記の表である。

「行政からの紹介」が30％と多く、おそらくこの数字の大半は教育委員会と推測される。次いで、

「学校に配布されてくる授業紹介を見た」と回答する学校も25％と多く、次章で紹介するが、各

弁護士会の取組によって数多くの授業が行われていることが分かった。
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他方で、教員や学校が能動的に行おうとして授業が行われたケースは、「弁護士による授業が

適切と考えてインターネットで検索した」「いじめ等問題が起きているので、自ら調べた」との

回答であり、合わせても9％程度の回答であり、多くはない数字である。

その他の回答の例としては、「卒業生に弁護士がいたことを知っていたため依頼した」や「教

員個人の知り合いに弁護士がいた」などである。

３	 弁護士と連携して行う授業を行った科目について（複数回答有）【回答数425回】

科目 回答数 回答割合
総合 130 31％
特別活動 91 21％
道徳 76 18％
社会科・地理歴史科・公民科 58 14％
人権教育 7 2％
ＳＮＳについて 2 0％
キャリア教育 2 0％
家庭科 2 0％
情報科 2 0％
その他・不明 55 13％

弁護士と連携して授業を行ったことがあると回答した学校413校のうち、実際に授業が行われ

た回数は448回であった。そのうち、回答のあった425回について弁護士と連携して行う授業を

どの科目内で行ったかの回答をまとめ、割合を算出したものが、上記の表である。

「その他・不明」の回答の中には、全校集会やＰＴＡ後援会、学校行事や講演会といった回答や、

国語科（1校）、いじめ防止授業（10校）などの回答があった。

４	 実際に実施された弁護士と連携して行った授業内容

実際に弁護士と連携して実施された授業について、当委員会で想定し、あらかじめ16のカテ

ゴリーに分けてアンケートを実施した。具体的には以下のとおりである。

①　法や決まり、ルールの必要性、意義（ルール作り・ルールの評価・子どもの権利等）

②　個人の尊重・人権保障と国家との関係（自由・平等・立憲主義・社会契約論等）

③　国民主権・民主主義の意義（選挙制度・議会や政府の役割・政治への国民の関わり方等）

④　公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段（司法の役割・交渉・模擬調停等）

⑤　犯罪の処罰と刑事司法制度（罪刑法定主義・無罪推定・裁判員裁判・模擬裁判等）

⑥　契約と消費者保護（契約とは何か・消費者はどのような場合に保護されるか等）

⑦　労働者の権利（労働契約の重要性・不当解雇・労働者を守る方法・ブラックバイト等）

⑧　家族関係と法（親の権利義務・子の権利義務・虐待への対処等）
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⑨　情報リテラシー（ファクトチェック・ＳＮＳへの接し方・ＡＩ技術・著作権等）

⑩　議論の能力（交渉・模擬調停・模擬裁判等）

⑪　犯罪予防・非行予防

⑫　いじめ予防

⑬　差別をなくす教育（ジェンダー、LGBT、障害者、発達障害、外国人等）

⑭　校則問題

⑮　性教育・性と法（性的自己決定権、性暴力、デートDV、児童ポルノ等）

⑯　職業調べ・キャリア教育

その上で、実際に、弁護士と連携して行われた授業の内容については、以下の表のとおりである。

複数回授業を行っている学校もあったため、授業数は合計で448回であり、それをもとに下記の

割合を算出した

⑴	 小学校、中学校、高校の合計　【回答数448校】

実際に行われた授業の内容 回答数 回答割合
①法や決まり、ルールの必要性、意義 36 8％
②個人の尊重・人権保障と国家との関係 6 1％
③国民主権・民主主義の意義 7 2％
④公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 6 1％
⑤犯罪の処罰と刑事司法制度 24 5％
⑥契約と消費者保護 13 3％
⑦労働者の権利 6 1％
⑧家族関係と法 1 0％
⑨情報リテラシー 32 7％
⑩議論の能力 9 2％
⑪犯罪予防・非行予防 7 2％
⑫いじめ予防 241 54％
⑬差別をなくす教育 7 2％
⑭校則問題 0 0％
⑮性教育・性と法 8 2％
⑯職業調べ・キャリア教育 25 6％
⑰その他 20 4％

半数以上を⑫いじめ予防の授業が占めており、次いで、①法や決まり、ルールの必要性、意義

の授業、⑨情報リテラシーの授業が行われている。

⑵	 小学校　【回答数210校】

実際に行われた授業の内容 回答数 回答割合
①法や決まり、ルールの必要性、意義 19 9％
②個人の尊重・人権保障と国家との関係 5 2％

関弁連シンポ報告2024決.indd   12関弁連シンポ報告2024決.indd   12 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 12 - - 13 -

第２章　学校及び弁護士会に対するアンケート結果及び分析

③国民主権・民主主義の意義 1 0％
④公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 2 1％
⑤犯罪の処罰と刑事司法制度 6 3％
⑥契約と消費者保護 1 5％
⑦労働者の権利 1 0％
⑧家族関係と法 0 0％
⑨情報リテラシー 15 7％
⑩議論の能力 4 2％
⑪犯罪予防・非行予防 0 0％
⑫いじめ予防 138 66％
⑬差別をなくす教育 3 1％
⑭校則問題 0 0％
⑮性教育・性と法 0 0％
⑯職業調べ・キャリア教育 9 4％
⑰その他 6 3％

小学校で行われた授業総数210回のうち、その約66％に当たる138回が⑫いじめ予防授業であ

る。裏を返せば、いじめ予防授業が行われていなければ、小学校が弁護士と連携して行う授業の

大半は行われていないこととなり、いじめ予防以外の分野の授業は、弁護士と連携する授業を

行ったことのない学校を含めれば、小学校においてはほとんど浸透していないことが判明した。

⑶	 中学校　【回答数162校】

実際に行われた授業の内容 回答数 回答割合
①法や決まり、ルールの必要性、意義 9 6％
②個人の尊重・人権保障と国家との関係 1 1％
③国民主権・民主主義の意義 1 1％
④公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 2 1％
⑤犯罪の処罰と刑事司法制度 14 9％
⑥契約と消費者保護 3 2％
⑦労働者の権利 0 0％
⑧家族関係と法 1 1％
⑨情報リテラシー 11 7％
⑩議論の能力 1 1％
⑪犯罪予防・非行予防 5 3％
⑫いじめ予防 91 56％
⑬差別をなくす教育 1 1％
⑭校則問題 0 0％
⑮性教育・性と法 7 4％
⑯職業調べ・キャリア教育 8 5％
⑰その他 7 4％
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中学校で行われた授業総数162回のうち、その約56％に当たる91回が⑫いじめ予防授業であ

る。こちらも小学校と同様にいわゆる法教育的な分野の授業が浸透していないことが判明した。

⑫いじめ予防授業を除いた場合、小学校と比較すると⑤犯罪の処罰と刑事司法制度や⑪の犯罪

予防・非行予防の授業の割合が増加している。

⑷	 高校　【回答数76校】

実際に行われた授業の内容 回答数 回答割合
①法や決まり、ルールの必要性、意義 8 11％
②個人の尊重・人権保障と国家との関係 0 0％
③国民主権・民主主義の意義 5 7％
④公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 2 3％
⑤犯罪の処罰と刑事司法制度 4 5％
⑥契約と消費者保護 9 12％
⑦労働者の権利 5 7％
⑧家族関係と法 0 0％
⑨情報リテラシー 6 8％
⑩議論の能力 4 5％
⑪犯罪予防・非行予防 2 3％
⑫いじめ予防 12 16％
⑬差別をなくす教育 3 4％
⑭校則問題 0 0％
⑮性教育・性と法 1 1％
⑯職業調べ・キャリア教育 8 11％
⑰その他 7 9％

高校で行われた授業総数76回のうち、小学校や中学校と異なり、いじめ予防授業は12回であ

り、割合にして16％とその割合は大きく減少している。他方で、①法や決まり、ルールの必要性、

意義の授業、⑥契約と消費者保護、⑨情報リテラシーや、⑯職業調べ・キャリア教育といった分

野の授業の割合が増え、⑦労働者の権利についても大きく増加している。いじめ自体の数は高校

になると減少することや、18歳で成年となり、社会について学ぶ必要性が増していることが理由

となっていると思われる。

５　弁護士と連携する授業の費用　【回答数348校】

弁護士と連携して行った授業の費用について、回答があった

348校のうち、無料と回答したのが260校（約75％）、有料と回

答したのが81校（約23％）であった。なお、ここにいう無料とは、

学校が独自に費用を支出していないという趣旨の無料であり、

教育委員会やスクールロイヤー事業の一環として支出されてい

になると減少することや、18 歳で成人となり、社会について学ぶ必要性が増していることが理由

となっていると思われる。 

  ５５  弁弁護護士士とと連連携携すするる授授業業のの費費用用 【回答数 348 校】 

弁護士と連携して行った授業の費用について、回答があった 348

校のうち、無料と回答したのが 260 校（約 75％）、有料と回答した

のが 81 校（約 23％）であった。なお、ここにいう無料とは、学校

が独自に費用を支出していないという趣旨の無料であり、教育委員

会やスクールロイヤー事業の一環として支出されているものや補

助金等を利用した場合も無料に位置づけられている。 

 

  ６６  弁弁護護士士とと連連携携すするる授授業業ををここれれままでで行行っってていいなないい理理由由（複数回答有） 【回答数 2212 校】 

授業を行わなかった理由 回答校数 
回答数 2212 校

に占める割合 

弁護士が行う授業内容が不明 973 44％ 

弁護士を必要とする理由がなかった。 911 41％ 

弁護士と連携する方法が分からない（窓口がわからない等） 857 39％ 

実施する授業時間の割り当てがない 871 39％ 

弁護士が授業を行っていることを知らなかった。 657 30％ 

授業費用の金額がわからず不安がある 579 26％ 

授業費用が高い・予算がない（足りない） 374 17％ 

準備打ち合わせが大変 362 16％ 

その他 79 4％ 

 弁護士と連携する授業をこれまで行ったことがないと回答した学校 2212 校に対し、なぜ弁護士

と連携する授業行っていないかを調査したところ、上記の表のとおりであった。 

「弁護士が行う授業内容が不明」「弁護士と連携する方法が分からない」「弁護士が授業行って

いることを知らなかった」といった弁護士と連携する授業内容の不明確性に関する回答について

は、弁護士会側の広報によって改善できる点と思われ、より広く弁護士と連携する授業を行うた

めには、学校側の理解を得る広報活動が必須と思われる。 

75
%

23
%

2%

無料 有料 不明
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るものや補助金等を利用した場合も無料に位置づけられている。

６　弁護士と連携する授業をこれまで行っていない理由（複数回答有）　【回答数2212校】

授業を行わなかった理由 回答校数 回答数2212校
に占める割合

弁護士が行う授業内容が不明 973 44％
弁護士を必要とする理由がなかった。 911 41％
弁護士と連携する方法が分からない（窓口がわからない等） 857 39％
実施する授業時間の割り当てがない 871 39％
弁護士が授業を行っていることを知らなかった。 657 30％
授業費用の金額がわからず不安がある 579 26％
授業費用が高い・予算がない（足りない） 374 17％
準備打ち合わせが大変 362 16％
その他 79 4％

弁護士と連携する授業をこれまで行ったことがないと回答した学校2212校に対し、なぜ弁護

士と連携する授業を行っていないかを調査したところ、上記の表のとおりであった。

「弁護士が行う授業内容が不明」「弁護士と連携する方法が分からない」「弁護士が授業を行っ

ていることを知らなかった」といった弁護士と連携する授業内容の不明確性に関する回答につい

ては、弁護士会側の広報によって改善できる点と思われ、より広く弁護士と連携する授業を行う

ためには、学校側の理解を得る広報活動が必須と思われる。

「実施する授業時間の割り当てがない」という点も、「4　質問4　実際に実施された弁護士と

連携して行った授業内容」と関連し、授業の実例等を示すなど弁護士と連携する授業の内容が明

確になれば改善できると思われる。

「準備打ち合わせが大変」という回答については、弁護士側で授業案を用意し段取り等を明確

にするなど教員側の負担を軽減するような方策が必要となる。

費用の面については、やはり学校予算には限りがあり、行政からの紹介により費用は行政が負

担するといった制度の場合は、この点の不安なく授業を行うことができると思われる。

「弁護士を必要とする理由がなかった」との回答について、学校教育の現場はやはり学校教員

が教育の専門家として教育を行うべきことは尊重されるべきである。そのため、第4章以降で弁

護士と連携する授業案の紹介をするが、その中で弁護士が当該テーマの授業を行う意義について

も説明し、また、法の専門家の立場から授業を行う必要性についても説明することとした。

この質問によって、弁護士と連携する授業をより分かりやすく広報する必要性と費用の面の手

当ての必要性が判明した。
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７　学校において興味がある弁護士と連携する授業内容（複数回答有）

⑴	 全体　【回答数2625校】

興味のある授業内容 回答校数 回答数2625校
に占める割合

① 法や決まり、ルールの必要性、意義 1634 62％
② 個人の尊重・人権保障と国家との関係 864 33％
③ 国民主権・民主主義の意義 593 23％
④ 公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 430 16％
⑤ 犯罪の処罰と刑事司法制度 734 28％
⑥ 契約と消費者保護 935 36％
⑦ 労働者の権利 403 15％
⑧ 家族関係と法 595 23％
⑨ 情報リテラシー 1792 68％
⑩ 議論の能力 324 12％
⑪ 犯罪予防・非行予防 912 35％
⑫ いじめ予防 1750 67％
⑬ 差別をなくす教育 1336 51％
⑭ 校則問題 349 13％
⑮ 性教育・性と法 422 16％
⑯ 職業調べ・キャリア教育 8 0％
⑰ その他 6 0％

⑵　小学校・中学校・高校別

興味のある授業内容
小学校

【回答数1418校】
中学校

【回答数728校】
高校

【回答数376校】
①法や決まり、ルールの必要性、
意義 1016 72％ 436 60％ 169 45％

②個人の尊重・人権保障と国家
との関係 541 38％ 235 32％ 84 22％

③国民主権・民主主義の意義 392 28％ 134 18％ 68 18％
④公正な紛争解決の重要性と紛
争解決手段 192 14％ 158 22％ 84 22％

⑤犯罪の処罰と刑事司法制度 301 21％ 305 42％ 124 33％
⑥契約と消費者保護 356 25％ 316 43％ 235 63％
⑦労働者の権利 89 6％ 131 18％ 167 44％
⑧家族関係と法 309 22％ 174 24％ 104 28％
⑨情報リテラシー 1002 71％ 530 73％ 243 65％
⑩議論の能力 138 10％ 114 16％ 71 19％
⑪犯罪予防・非行予防 488 34％ 309 42％ 98 26％
⑫いじめ予防 1054 74％ 500 69％ 187 50％
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⑬差別をなくす教育 784 55％ 388 53％ 153 41％
⑭校則問題 108 8％ 172 24％ 69 18％
⑮性教育・性と法 158 11％ 158 22％ 80 21％
⑯職業調べ・キャリア教育 5 0％ 2 0％ 1 0％
⑰その他 1 0％ 0 0％ 2 1％

①法や決まり、ルールの必要性、意義、②個人の尊重・人権保障と国家との関係、③国民主権・

民主主義の意義といった、法や憲法と密接に関わる部分について、小学校から高校に行くにつれ

て学校からの興味が薄れていることが分かる。①～③のテーマは年齢を重ねるごとにむしろ重要

になるテーマであり、これらの興味が落ちていく点は、今後弁護士会においても検討を要する課

題である。なお、このことは、中学校や高校は教科担任制となり、教員の専門性がより高くなる

ことから弁護士と連携する授業を必要としないとする考えがあることも予想されるため、やはり

弁護士と連携して授業を行う意義を明確にする必要がある。

⑤犯罪の処罰と刑事司法制度や、⑪犯罪予防・非行予防について、中学校からの興味が最も高

く、この点は子どもの非行などへの対応等もあることが理由と予想される。

⑥契約と消費者保護、⑦労働者の権利、⑧家族関係と法といったテーマは小学校から高校に行

くにつれて興味が高くなっており、18歳に近づくにつれて必要とされる知識・能力に関するテー

マであることが理由と予想される。

また、小学校から高校の全てにおいて高い割合であったのは⑨情報リテラシーのテーマであり、

ＳＮＳの広がりやＡＩの発展によって、学校現場においても教育の必要性を感じているテーマで

あることが分かった。

８　弁護士と連携して行う授業において、弁護士側に求めるものについて（複数回答有）　

【回答数2625校】

弁護士側に求めるもの 回答校数 回答数2625校
に占める割合

連携できる授業の紹介 1870 71％
費用の開示 1398 53％
教科に則した授業展開 1199 46％
各学校の状況に応じた授業の実施 1106 42％
過去の授業実績の開示 1036 39％
学校側の負担の軽減 1004 38％
法律など弁護士の専門性 558 21％
なし 9 0％
その他 10 0％

学校側においては、弁護士と連携する授業のイメージがないと思われることから、7割の学校
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が連携できる授業の紹介を求めている。

費用の開示については5割以上の学校が、教科に則した授業展開や各学校の状況に応じた授業

の実施、過去の授業実績の開示、学校側の負担軽減は約4割の学校が求めている。他方で、法律

など弁護士の専門性は2割程度にとどまっていた。

９　弁護士と連携する授業に対する意欲について　【回答数2625校】

学校からの回答2625校のうち、「無料であれば行いたい」と回答した学校は1034校（39％）、

「行えるのであれば行いたい」と回答した学校は569校（22％）、「費用次第で行いたい」と回答

した学校は332校（13％）、「是非行いたい」と回答した学校は186校（7％）、「行いたくない」と

回答した学校は75校（3％）であった。また、「内容による」と回答した学校は74校（3％）、「検

討中」と回答した学校は28校（1％）その他の回答が13校であった。

「行えるのであれば行いたい」と回答した学校については、授業時間の確保が可能であり、教

員の負担が増えないことを前提としている学校が多く、「行いたくない」と回答した学校におい

ても、やはり、授業時間の確保や教員の負担増を懸念する意見が多く、費用を確保できないとの

意見もあった。

全体として見れば、81％の学校が「行いたい」という意欲を持っており、学校からの弁護士と

連携する授業に対する意欲の高さが判明した結果となっている。

10　弁護士以外の外部機関と連携する授業について

学校においては、弁護士以外の外部機関と連携する授業も行われていることから、弁護士と連

携する授業と比較するために、弁護士以外の外部機関と連携する授業の実施状況についても調査

した。

１６％

弁護士と連携して行う授業を行いたいか
（報告書●頁）

39%

22%

13%

7%

3%
3%

1% 0%
無料であれば行いたい

行えるのであれば行いたい

費用次第で行いたい

是非行いたい

行いたくない

内容による

検討中

その他
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⑴　弁護士以外の外部機関の授業実施の有無

全2625校の回答のうち、弁護士以外の外部機関の講師によ

る授業について、「ある」と回答した学校は1622校（約62％）、

「ない」と回答した学校は1003校（約38％）であった。

多数の機関による授業が挙げられている一方で、約40％の

学校が一切外部機関の授業を行ったことがないということも判明した。

⑵　弁護士以外の外部機関の授業が行われた経緯（複数回答有）【回答数2625校】

授業が行われた経緯 回答校数 回答割合
教育委員会等からの要請・紹介 651 40％
学校に配布されてくる授業紹介（冊子・チラシ等）を見た。 464 29％
外部機関から要請があった。 434 27％
経緯は不明だが毎年実施されている、実施例があった。 427 26％
行政からの要請・紹介 408 25％
他校で実施していた。 333 21％
外部機関による授業が適切と考えてインターネットで検索した。 172 11％
個人からの紹介 109 7％
新聞等メディアで紹介されているのを見た。 50 3％
いじめ等実際の問題が起きているので、自ら調べた。 30 2％
書籍等で紹介されていた。 19 1％
その他 63 4％

弁護士による授業を知った経緯との間に特段の差はなく、その経緯としては教育委員会等の行

政からの紹介や、学校に配布される授業紹介が主な経緯である。なお、一つの学校が複数回授業

を行っていることもあり、授業の総数としては3132回である。

⑶　弁護士以外の外部機関が行った授業内容（複数回答有）　【回答数1622校】

弁護士以外の外部機関が行った授業内容について、具体的に挙げられた授業は以下のとおりで

ある。以下は一部であり、その他にも地域の環境や選挙教育など、様々な外部機関による授業が

行われている。なお、参考であるが、弁護士と連携する授業を行ったことがある学校は416校で

あり、租税教育に次ぐ校数であることから、学校が外部機関と連携して行う授業の中で弁護士と

連携して行われる授業は多い部類であることも判明した。
授業の概要 回答校数 授業を担当した機関

租税教育 765 税務署、税理士会、県や市の職員
薬物乱用防止 352 警察等
情報リテラシー（ネット、SNS） 348 警察、民間企業（通信会社）等
交通安全 273 警察等

 「行えるのであれば行いたい」と回答した学校については、授業時間の確保が可能であり、教

員の負担が増えないことを前提としている学校が多く、「行いたくない」と回答した学校において

も、やはり、授業時間の確保や教員の負担増を懸念する意見が多く、費用を確保できないとの意

見もあった。 

 全体として見れば、81％の学校が「行いたい」という意欲を持っており、学校からの弁護士と

連携する授業に対する意欲の高さが判明した結果となっている。 

 

1100  弁弁護護士士以以外外のの外外部部機機関関とと連連携携すするる授授業業ににつついいてて  

 学校においては、弁護士以外の外部機関と連携する授業も行われていることから、弁護士と連

携する授業と比較するために、弁護士以外の外部機関と連携する授業の実施状況についても調査

した。 

⑴ 弁護士以外の外部機関の授業実施の有無 

 全 2625 校の回答のうち、弁護士以外の外部機関の講師による

授業について、「ある」と回答した学校は 1622 校（約 62％）、「な

い」と回答した学校は 1003 校（約 38％）であった。 

 多数の機関による授業が挙げられている一方で、約 40％の学

校が一切外部機関の授業を行ったことがないということも判明

した。 

⑵ 弁護士以外の外部機関の授業が行われた経緯（複数回答有）【回答数 2625 校】 

授業が行われた経緯 回答校数 回答割合 

教育委員会等からの要請・紹介 651 40％ 

学校に配布されてくる授業紹介（冊子・チラシ等）を見た。 464 29％ 

外部機関から要請があった。 434 27％ 

経緯は不明だが毎年実施されている、実施例があった。 427 26％ 

行政からの要請・紹介 408 25％ 

他校で実施していた。 333 21％ 

外部機関による授業が適切と考えてインターネットで検索した。 172 11％ 

個人からの紹介 109 7％ 

新聞等メディアで紹介されているのを見た。 50 3％ 

いじめ等実際の問題が起きているので、自ら調べた。 30 2％ 

書籍等で紹介されていた。 19 1％ 

62%

38% ある

ない
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職業調べ・キャリア教育 200 多種団体
消費者教育 187 消費生活センター等
人権（いじめ除く） 186 人権擁護委員等
金融 104 銀行等
性教育 104 医療機関等
非行防止 78 警察等

⑷　弁護士以外の外部機関の授業の費用（複数回答有）　【回答数3132回】

弁護士以外の外部機関の授業について、1622校から3132回の

回答があり、無料が2929回（約94％）、有料が189回（約6％）

その他・不明が14回であり、その大半は無料であった。

11　学校に対するアンケート結果の分析・考察

以上の学校からのアンケートを分析した結果、学校としてこれ

まで弁護士と連携した授業を行っている学校は少なく、そもそも弁護士と連携する授業ができる

ことを知らなかった学校も多かった。また、弁護士と連携する授業を行う意欲があっても、弁護

士と連携する授業内容が不明なこと、授業時間の確保が困難であることや教員の負担が増えるこ

とに対する懸念があり、費用についても無料を希望する学校も多いことが判明した。

弁護士と連携する授業内容が不明確であることについては、第3章で、各弁護士会の広報に関

する取組を紹介する。特に、東京都や山梨県は弁護士と連携する授業が比較的広がっており、地

域差もあるものと思われるが、今後の活動の参考にしていただければと思う。

授業時間の確保については、弁護士と連携する授業を、学習指導要領や各学校が利用する教科

書と関連させることが必要である。カリキュラムの中に位置づけることさえできれば授業時間の

確保については一定程度解決できるものと思われる。ただし、第4章以降に挙げるテーマは、必

ずしも現在の学習指導要領や教科書に沿うものばかりではないことから、その場合は「総合」や

「特別活動」において授業を行うことが想定される。

教員の負担が増えることについて、外部講師による授業を行うこと自体の準備等が大変な点は

指摘のとおりであるが、実際に学年が変わるごとに同様の授業を行っていくことで少しずつ教員

の負担感は減少するものと思われるし、授業を行う弁護士側においても極力学校側の負担を減ら

すことができるような工夫が必要である。

費用については、どれくらいの費用を学校側で支出できるかは学校ごとに異なるものと思われ

るが、弁護士側においても会務活動の担い手が不足している現状からすれば、無料で行うべきで

はない。もちろん弁護士側が高額な費用をもらうべきものでもない。各自治体で導入されている

��� ��������������������

���

��

��
��

関弁連シンポ報告2024決.indd   20関弁連シンポ報告2024決.indd   20 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 20 - - 21 -

第２章　学校及び弁護士会に対するアンケート結果及び分析

スクールロイヤー制度のように、一定程度を自治体においてご負担いただき、より弁護士と連携

する授業を使いやすくする制度作りが必要である。

弁護士と連携する授業や弁護士以外の外部機関と連携する授業のいずれについても、授業実施

のきっかけは、教育委員会等の行政からの紹介が一番多いことからすれば、今後は弁護士会と教

育委員会との連携を深めていくことも重要である。

今後、学校との連携を深め、弁護士と学校が連携する授業を広めていくためには、まず、弁護

士と連携して行う授業の内容を公開し、弁護士と連携して授業を行う意義について知ってもらう

必要がある。そして、学校と弁護士が連携して授業を行う体制を、各地の教育委員会と協議検討

し、より学校が利用しやすい授業体制を構築する必要があることが、今回のアンケートから判明

した。
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第２節　弁護士会に対するアンケート結果及び分析

第１	 総論　

１	 実施方法

⑴	 対象

関東弁護士会連合会所属弁護士会の各委員会（ＰＴ等も含む）

⑵	 実施期間

2023年10月12日から同年11月30日まで

（回答については、2024年2月14日まで受け付け）

⑶	 実施方法

関東弁護士会連合会から、所属の各弁護士会に対しアンケートを依頼した。

⑷	 回答

アンケートを送付した時点で、関弁連管内の委員会の総数686のうち、109の委員会に照会を

かけ、90の委員会からご回答いただき、授業総数は3590件であった。

回答に協力いただいた委員会の一覧は巻末付録に掲載する。

第２	 弁護士会へのアンケートの結果

１	 2018年4月から現在までの期間に学校教育に関し会員を学校に派遣したことがあるか

【回答数90委員会】

関弁連管内各弁護士会に照会を依頼し、各弁護士会において学

校と関わりがあり得る委員会に照会をかけたところ、90の委員会

から回答を得た。

その結果、会員を学校に派遣したことがあると回答した委員会

は55、ないと回答した委員会は35であった。

２	 2018年4月から現在までに委員会において、会員を学校に派遣して行った授業の内容

はどのような内容か（複数回答）【回答数3590回】

前項で会員を学校に派遣したことがあると回答した55委員会を対象に、行った授業の内容を

調査したものであり、授業総数3590回の内訳は以下の表のとおりであった。行った授業の内容

は①～⑰項目に分類し、①及び④など科目を複数回答している場合、重複としてまとめて表記した。

第 2節 弁護士会へのアンケートの分析 

 

第第１１  総総論論    

    １１  実実施施方方法法  

   ⑴ 対象 

 関東弁護士会連合会所属弁護士会の各委員会（ＰＴ等も含む） 

   ⑵ 実施期間 

2023 年 10 月 12 日から同年 11 月 30 日まで 

（回答については、2024 年 2 月 14 日まで受け付け） 

⑶ 実施方法 

関東弁護士会連合会から、所属の各弁護士会に対しアンケートを依頼した。 

   ⑷ 回答 

アンケートを送付した時点で、関弁連管内の委員会の総数 686 のうち、109 の委員会に照会を

かけ、90 の委員会からご回答いただき、授業総数は 3590 件であった。 

 回答に協力いただいた委員会の一覧は巻末付録に掲載する。 

 

第第２２  弁弁護護士士会会へへののアアンンケケーートトのの結結果果  

１１  22001188 年年 44 月月かからら現現在在ままででのの期期間間にに学学校校教教育育にに関関しし会会員員をを学学校校にに派派遣遣ししたたここととががああるるかか

【回答数 90 委員会】 

関弁連管内各弁護士会に照会を依頼し、各弁護士会において

学校と関わりがあり得る委員会に照会をかけたところ、90 の

委員会から回答を得た。 

その結果、会員を学校に派遣したことがあると回答した委員会

は 55、ないと回答した委員会は 35 であった。 

 

 ２２  22001188 年年 44 月月かからら現現在在ままででにに委委員員会会ににおおいいてて、、会会員員をを学学校校にに派派遣遣ししてて行行っったた授授業業のの内内容容はは

どどののよよううなな内内容容かか（複数回答）【回答数 3590 回】 

前項で会員を学校に派遣したことがあると回答した 55 委員会を対象に、行った授業の内容を調

査したものであり、授業総数 3590 回の内訳は以下の表のとおりであった。行った授業の内容は①

55

35 ある

ない
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第２章　学校及び弁護士会に対するアンケート結果及び分析

行われた授業の内容 回答数 回答割合
①　法や決まり、ルールの必要性、意義 89 2．5％
②　個人の尊重・人権保障と国家との関係 187 5．2％
③　国民主権・民主主義の意義 151 4．2％
④　公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 32 0．9％
⑤　犯罪の処罰と刑事司法制度 301 8．4％
⑥　契約と消費者保護 118 3．3％
⑦　労働者の権利 86 2．4％
⑧　家族関係と法 0 0．0％
⑨　情報リテラシー 102 2．8％
⑩　議論の能力 32 0．9％
⑪　犯罪予防・非行予防 83 2．3％
⑫　いじめ予防 1627 45．3％
⑬　差別をなくす教育 33 0．9％
⑭　校則問題 7 0．2％
⑮　性教育・性と法 180 5．0％
⑯　キャリア教育、職業紹介・講話等 224 6．2％
⑰　その他 101 2．8％
不明 183 5．1％
未回答 2 0．1％
重複 52 1．4％

学校に対するアンケート同様、⑫いじめ予防授業の割合がほぼ半数と非常に高く、次いで⑤犯

罪の処罰と刑事司法制度の割合が高くなっている。

３	 弁護士を派遣した経緯について　【回答数3590回】

派遣の経緯 回答数 回答割合
学校から弁護士会宛に依頼があった。 2094 58 .3％
学校から委員会宛に依頼があった。 1037 28 .9％
学校から委員会所属の会員宛に依頼があった。 149 4 .2％
各弁護士が自治体や学校へ授業を紹介して、派遣につながった。 6 0 .2％
その他 284 7 .9％
不明 20 0 .6％
合計 3590

４　今後、学校教育に関わりたいと思うか　【回答数90委員会】

本節第1項において回答のあった90の委員会のうち、

学校教育に「関わりたい」と答えた委員会は62委員会、

「どちらともいえない」と回答した委員会は20委員会、

「関わりたくない」、「未回答」の委員会はそれぞれ4委

 学校から委員会宛に依頼があった。 1037 28.9％ 

 学校から委員会所属の会員宛に依頼があった。 149 4.2％ 

 各弁護士が自治体や学校へ授業を紹介して，派遣につなが

った 

6 0.2％ 

その他 284 7.9％ 

 不明 20 0.6％ 

合計 3590  

 

  ４４  今今後後、、学学校校教教育育にに関関わわりりたたいいとと思思ううかか 【回答数 90 委員会】 

 本節第1項において回答のあった90の委員会の

うち、学校教育に「関わりたい」と答えた委員会は

62 委員会、「どちらともいえない」と回答した委員

会は 20 委員会、「関わりたくない」、「未回答」の委

員会はそれぞれ 4 委員会であった。各弁護士会、

各委員会の実情があると思われるが、関わりたく

ないとの回答は極めて少数であった。 

 

５５  今今後後、、学学校校教教育育にに関関わわりりたたいいとと思思うう分分野野ににつついいてて（複数回答有）【回答数 90 委員会】 

関わりたいと思う分野 回答数 

①  法や決まり、ルールの必要性、意義 17 

②  個人の尊重・人権保障と国家との関係 20 

③  国民主権・民主主義の意義 20 

④  公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 14 

⑤  犯罪の処罰と刑事司法制度 15 

⑥  契約と消費者保護 17 

⑦  労働者の権利 14 

⑧  家族関係と法 11 

⑨  情報リテラシー 10 

62

20

4 4 関わりたい

どちらともいえない

関わりたくない

未回答
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員会であった。各弁護士会、各委員会の実情があると思われるが、関わりたくないとの回答は極

めて少数であった。

５	 今後、学校教育に関わりたいと思う分野について（複数回答有）【回答数90委員会】

関わりたいと思う分野 回答数
①　法や決まり、ルールの必要性、意義 17
②　個人の尊重・人権保障と国家との関係 20
③　国民主権・民主主義の意義 20
④　公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段 14
⑤　犯罪の処罰と刑事司法制度 15
⑥　契約と消費者保護 17
⑦　労働者の権利 14
⑧　家族関係と法 11
⑨　情報リテラシー 10
⑩　議論の能力 13
⑪　犯罪予防・非行予防 18
⑫　いじめ予防 17
⑬　差別をなくす教育 18
⑭　校則問題 11
⑮　性教育・性と法 12
⑯　その他　 9
⑰　キャリア教育、職業紹介・講話等 5

６	 弁護士会に対するアンケート結果への分析・考察

各弁護士会、各委員会によって事情は異なるのであり、学校に会員を派遣することが多いこと

が良いわけではないものの、各単位会において会員を学校に派遣した実績があることが判明した。

実際に派遣された経緯として、学校から弁護士会ないしは委員会に対する派遣依頼があったと

するものがほとんどである。上述した学校に対するアンケートとの関連で見れば、教育委員会等

が弁護士会を紹介したり、弁護士会側から連携できる授業を開示したりしていたからこそ、弁護

士会側に派遣依頼が来るものと思われ、今後、学校側との連携を広げ深めていくためには、より

教育委員会等との関係を強化することや学校への広報を積極的に行っていくことが考えられる。

実際に行われてきた授業については、ほぼ半数がいじめ予防授業である。学校側としても、い

じめ対応は深刻な問題であり、これまで弁護士が行ってきたいじめ予防授業がいじめの未然防止

策として有用と認められているからこそ、広がりを見せこの数字となっているものと推測される。

日本弁護士連合会が2018年1月30日にスクールロイヤーの整備を求める意見書を文部科学省に

提出し、その後に文部科学省がスクールロイヤー制度を導入したことでより弁護士に対するアク

セスが容易となったことも一因と思われる。
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第２章　学校及び弁護士会に対するアンケート結果及び分析

今後、学校教育に関わっていきたいかについては、各弁護士会における会務の担い手不足の問

題もあり、約4割の委員会が「関わりたい」と回答していないという問題は、数字以上に深刻な

問題である。6割の委員会が「関わりたい」と回答しているとしても、これが無償かつ交通費も

出ないという状況では数字が変動するものと思われる。いかに子どもたちに対してより良い授業

を提供する準備ができているとしても、弁護士のやりがいのみに頼っていては持続することはで

きないのであり、スクールロイヤー制度のように適切な予算を確保してもらう必要性が高い。

今後の学校教育に関わっていきたい分野についてはほぼ満遍なく回答が得られている。学校教

育で扱う分野をより深めていく授業や、そもそも学校教育ではほとんど扱わない分野もあり、こ

れらについて弁護士会側が関わっていきたいとの意欲を持っている点は非常に有用な結果で

あった。
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第３章　各弁護士会の広報

第１節　広報の重要性

前章のとおり、各弁護士会では、学校教育分野について、それぞれ数多くの取り組みを行って

きた。ところが他方、今回の学校宛アンケートの結果によれば、約84％の学校が弁護士による授

業を実施したことがないと回答している。そして、弁護士による授業を実施していない理由につ

いて、次のような回答をしている（複数回答）。

・	弁護士が行う授業内容が不明（973／2212回答）

・	弁護士と連携する方法がわからない（857／2212回答）

・	弁護士が授業を行っていることを知らなかった（657／2212回答）

・	授業費用の金額がわからず不安がある（579／2212回答）

このアンケート結果は、各弁護士会の努力にもかかわらず、弁護士による授業のことが、各学

校になかなか伝わっていない部分があることを物語っている。

したがって、学校において弁護士による授業を広く実施するためには、広報活動も重要である。

そして、その広報活動では、次の点に留意することが必要であると思われる。

・	具体的な授業内容、対象学年、対応教科の紹介

・	授業費用の紹介

・	情報伝達の手段（媒体等）

・	弁護士側の授業実施申込み窓口の案内

・	学校、自治体との継続的な連携体制の構築

次節以降では、弁護士会の広報活動の事例を紹介する。
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第３章　各弁護士会の広報

第２節　広報活動の事例

※各弁護士会で発行しているチラシ、パンフレット類については、紙幅の関係で、ウェブサイ

トなどで入手できるものはURLを掲載するにとどめたので、そちらを参照されたい。

第１	 東京弁護士会

１	 パンフレット送付

東京弁護士会が実施する法教育授業を紹介するパンフレット（申込書付き）を毎年6月中下旬

に東京都（多摩支部内を含む）の公立・私立・国立の小・中・高、大学（短大、専門学校含む）

の計約2700箇所に送付している。

また、法教育パンフレットに同封する形で個別委員会の法教育イベントのチラシも送付してい

る。同封する法教育委員会のチラシの中には、一年間の個人参加型イベントを紹介するとともに

二次元コードをつけて各イベントへの事前登録ができるようにしているものがある。冬休み裁判

傍聴会のチラシは図書館へ送付している。 
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第３章　各弁護士会の広報

２	 ウェブサイト（https://www.toben.or.jp/manabu/）

法教育授業申込みは、①パンフレットに添付してある申込書を使用してＦＡＸで申し込む、②

東弁ＨＰから申込書をダウンロードしてＦＡＸで申し込む、③東弁ＨＰの申し込みフォームから

ウェブ申し込みをする方法がある（2023年度途中から開始）。これまでは②方法が多数だったが、

③方法の申し込みも増加している。

なお、東京弁護士会の法教育授業は10以上の委員会がそれぞれ法教育授業を実施しており、

法教育全体の意思疎通を図るために「法教育総合センター」を設けている（法教育に関わる委員

会から各数名ずつが委員として参加）。

法教育総合センターでは、自治体連携PTと広報PTを設けており、自治体からの予算取りへ

の働きかけ、東弁ＨＰの改訂などを行っている。

３	 Xアカウント（https://x.com/TobenMedia）

東京弁護士会のXのアカウントでイベントの告知を行っている。

４	 他組織との連携例

警視庁と東京の三弁護士会との間で「若者を犯罪者集団から守るための協定書」が令和4年2

月に締結され、民暴委員会実施の授業（小学生～大学生、短大生、専門学校生、少年院生等を対

象とする「犯罪の加害者にも被害者にもならないために」等の授業）については、警視庁の費用

負担で学校等の団体から弁護士会に申込みが行われている。連携前は年間1、2件（東京弁護士会

宛）の申込みだったが、連携後は年間40件程度（東京三弁護士会宛）の申込みとなっている。な

お、民暴委員会は、実施済みの授業について、学校等からの了解が得られた場合は、委員会ホー

ムページ内に、授業を実施した旨の報告、授業内容の概要、生徒等からの反応を簡潔に掲載して

いる。

５	 東京都への予算要求

東京の三弁護士会は、日本弁護士政治連盟東京支部を通して、東京都議団に対して東京都予算

編成に対する要望書を提出している。（東京都議会の主要政党によるヒアリングも行われ、弁護

士側から予算付けが必要な重点項目について説明している。）その際に、弁護士会の実施する法

教育出張授業について（学校長の判断による予算付けではなく）自治体レベルで予算付けしても

らうことを要求している。
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第２　第一東京弁護士会

１	 出張授業（通年実施）

⑴	 広報活動

第一東京弁護士会では、通年実施している出張授業について、次のような広報をしている。

・	一弁のウェブサイト　https://www.ichiben.or.jp/bengoshi/manabu/mogisaiban.html

・	チラシ　https://www.ichiben.or.jp/data/kouenmogisai20130122 .pdf

・	教員向け研修（法務省主催、三会協賛）（3日間）の中での案内

・	年度末に、過去3年間に依頼のあった学校に対し、郵送で案内（申込書、最新版の教材一覧

を同封）

⑵	 自治体との連携

また、次のように、自治体との連携も行なっている。

・	台東区との間では協定あり

・	学びのキャンパスプランニング授業（台東区教育委員会の提供授業との連携）

・	年度末に、公立小中学校の対象学年に、授業一覧を郵送で案内等（とりまとめは台東区教育

委員会、そこから授業依頼を受ける）

２	 ジュニアロースクール（夏季実施）

夏季に実施しているジュニアロースクールについては、次のような広報をしている。

・	年度ごとに、弁護士会館にて開催

・	一弁のウェブサイト　

	 	 https://www.ichiben.or.jp/news/oshirase/event/2024060627072 .html

・	一部学校には直接チラシを郵送

　　小学生　https://www.ichiben.or.jp/news/data/2024summer_jrlaw_es.pdf

　　中学生　https://www.ichiben.or.jp/news/data/2024summer_jrlaw_jhs.pdf

第３	 第二東京弁護士会

１	 対象

第二東京弁護士会では、23区内の公立・私立、小中高等学校を対象として、広報活動を行なっ

ている。

２	 広報の手段

広報の手段は、①上記学校に対するチラシの年1回送付、②ウェブサイトである。
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https://niben.jp/service/jichitai-kyoiku/education/

ウェブサイト内容には、出張授業プログラムのメニュー（学校種類別、内容別）と、プログラ

ム内容を選ぶためのフローチャート、授業内容パンフレットが掲載されている。

授業内容パンフレット→ https://niben.jp/pdf/niben/pamphlet/pamphlet_22 .pdf

第４	 東京三弁護士会多摩支部

１	 自治体との連携の重要性

外部に対し有償で実施している法教育授業は、各学校の判断（同校の予算）で授業が申し込ま

れる。校長や教員個人が弁護士による出張授業の必要性を感じている場合、毎年のように授業申

込みがあるものの、校長や教員の異動とともに申し込みがなくなるなど（逆に異動先の学校で申

込みが新たにあることもある）、偶発的な面が避けられない。

これに対し、自治体と連携して出張授業を実施する場合、自治体が出張授業のための予算を確

保するため、自治体内の学校で継続的・安定的に出張授業を行うことが可能である。

２	 自治体との連携の実際

東京三弁護士会多摩支部では、複数の自治体と連携して弁護士によるいじめ予防授業を実施し

ている。具体的には、国分寺市（小中学校）、西東京市（中学校）、国立市（小学校）でいじめ予

防授業を全校実施している。また、立川市では全小中学校29校のうち25校前後（残り数校は他

のゲストティーチャーを依頼）で、八王子市では全小中学校108校のうち20～30校（学校数が

多く弁護士会として対応できないため年間30校程度に絞ってもらっている。また、同じ日の午前・

午後で2校まわれるよう授業日程を調整するなどしている。）でいじめ予防授業を実施している。

なお、八王子市は、学校数の関係で講師派遣のキャパシティーを超えてしまい全校実施に対応で

きなかったところ、市の教育委員会から弁護士による出張授業の「代替」となる授業（教員が行

う授業）を作成するプロジェクトの打診があり、2022年度に教員と弁護士の共同で授業案を作成

した。授業案は、道徳などの教科書にある教材を活用しながら弁護士会の授業の要素や視点を盛

りこんだ内容であり、小学校低学年向け、小学校高学年向け、中学校向けの3つの授業案を作成

した。また、その教員が行ういじめ予防授業の中で使用する「弁護士による解説動画」（「人権＝

安心・自身・自由」や「四層構造」の説明）を撮影・制作した。

5市とも教育委員会事務局で授業申込を集約し、弁護士会に伝えてもらっている。

３	 連携に至った経緯

これら自治体との連携に至った直接のきっかけは、いずれも、個別の学校で出張授業を数年重
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ね、好評を聞きつけた指導主事ら教育委員会関係者が授業見学に来た点で共通している。その背

景には、当該自治体内でいじめ重大事態が発生した、いじめ重大事態調査報告書（再発防止の提

言）でいじめ予防対策の一例として挙げられた、いじめ防止条例や子ども基本条例を制定した等、

いじめ防止政策を充実させる動機付けが自治体内にあったものである。

そのような機運が高まった際に、教育長や指導主事による授業見学に加えて、人権擁護委員会

の会合（市長と教育長も出席）でプレゼンをする、いじめ対策審議会の会合でプレゼンをするな

どを経て自治体連携に繋がった。

多摩支部では、いじめ予防授業の他に、デートＤＶの授業を日野市の全中学校で（中3の3月

頃に）実施している。同市の男女平等推進センターとの繋がりで連携に繋がったものである。

以上からすれば、自治体との連携は、自治体側に動機付け・機運が高まったときが好機である

（逆に言えば、そのような取っ掛りがなければ連携に繋げるのが難しい可能性もある）。指導主事

が授業見学に来たときや、授業に外部の取材（地元メディアやPTA等）が入ったときなどは、

授業終了後に懇談会を実施するなどして、授業の意義や弁護士会と連携できること等の働きかけ

を行い、次に繋げる糸口とすることが考えられる。

第５　神奈川県弁護士会

神奈川県弁護士会では、法教育委員会及び子どもの権利委員会にて、次のような広報活動を

行っている。

１	 法教育委員会

⑴	 各学校に対して、出前授業、模擬裁判、裁判傍聴、いじめ予防授業（こども権利）、憲

法に関する授業（憲法問題対策本部）、ワークルールに関する授業（人権擁護委員会）

の案内のチラシの年1回配布

⑵	 弁護士と作る「公共」の授業の案内のチラシの配布

⑶	「法教育センターニュース」の年2回の発行

⑷	 ウェブサイトでの周知

https://www.kanaben.or.jp/profile/gaiyou/torikumi/education/

憲法出前講師派遣チラシ・申込用紙→

https://www.kanaben.or.jp/profile/system/kenpou/data/kenpou.xlsx

２	 子どもの権利委員会

⑴	 各学校、自治体、教育委員会等に対するいじめ予防授業の案内のチラシの配布（法教
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育委員会のチラシ配布と同時）

いじめ予防授業チラシ・申込用紙→

https://www.kanaben.or.jp/profile/gaiyou/torikumi/bully_prevent/pdf/pamph_moushikomi.pdf

⑵	 ウェブサイトでの周知（神奈川県弁護士会ＨＰ内部リンク。一般向けＨＰの左側「こど

もページ」バナーからページを遷移して下部「いじめ予防授業」をクリック）に掲示

https://www.kanaben.or.jp/profile/gaiyou/torikumi/bully_prevent/index.html
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第６	 埼玉弁護士会

１	 郵送の広報

埼玉弁護士会においては、年1回、埼玉県内の国公私立全ての小学校及び中学校、高等学校、

短期大学、大学、各種学校、児童養護施設に対して、講師派遣申込書を郵送し、講師派遣の広報

を行なっている。

2024年度については、令和6年2月28日に各団体（合計1528団体）に郵送した。

２	 ウェブサイトの広報

埼玉弁護士会のウェブサイトには、講師派遣の特設ページが設けられており、当該ページにお

いて講師派遣の案内を行なっている。（https://www.saiben.or.jp/service/）

当該ウェブサイトには、講師派遣申込書のPDFのほか、講師派遣申込用のGoogleフォームを

掲載しており、ページ上から講師派遣の申し込みを行うことも可能である。

講師派遣の実施内容についてわかりやすい説明を行うため、各委員会において講師派遣のチラ

シを作成し掲載している。
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３	 夏イベントの広報

埼玉弁護士会においては、例年夏休み時期に、小学生5・6年生向けのイベントを開催している。

埼玉県では、小学生に対して、将来の夢の実現を応援するため、埼玉ゆかりのプロフェッショ

ナルから職業について学び、職業体験を行う教室を開催している。埼玉弁護士会では、将来弁護

士を希望する小学生の夢の実現を応援するべく、平成29年度（2017年度）から当該埼玉県の企

画に参加し、夏イベントを開催している。

当該埼玉県の企画は、内容は各団体が検討実施し、広報については埼玉県が行うこととなって

いることから、広報は埼玉県に一任している。埼玉県は、埼玉県内の全小学校の4年生から6年

生に対してリーフレットを配布するほか、埼玉県のウェブサイト上にもイベント内容が掲載する

等の広報を行なっている。

４	 ＳＮＳの広報

講師派遣や夏イベントについては、埼玉弁護士会のＨＰ、Xアカウント（旧：Twitter）及び

Facebookアカウントにおいても広報を行なっている。

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0307/mienaichikara/index.html

https://x.com/saiben_info

https://www.facebook.com/saiben.info

第７	 千葉県弁護士会

１	 ウェブサイトでの広報

千葉県弁護士会のＨＰのトップページには「法・裁判を学ぶ」という項目が設置されており、

この項目をクリックすると、「ジュニアロースクール」「憲法出前授業」「裁判ウォッチング」「「公

共」に関する法教育授業」という項目が表示され、その項目の中に「申込用紙」であったり「パ

ンフレット」が入手できるようになっている。

https://www.chiba-ben.or.jp/manabu/

https://www.chiba-ben.or.jp/manabu/koukyo.html

このほか、トップページの「お知らせ」欄に別途「ジュニアロースクール」についてのお知ら

せが掲載されることが通例となっており、千葉県弁護士会のＨＰにアクセスすることで同会の取

り組みに容易に参加できる仕組みとなっている。

なお、この「ジュニアロースクール」については、多数の参加が見込まれる学校に対しては個

別のチラシ送付と掲示依頼も行っている。

関弁連シンポ報告2024決.indd   56関弁連シンポ報告2024決.indd   56 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 56 - - 57 -

第３章　各弁護士会の広報

また、「公共」に関するパンフレットはその表題を裏切り、おおよそ弁護士が行いうる様々な

出張授業を取り扱う優れものである。

２	 千葉県高等学校法教育研究会の取組み

法教育委員会では千葉県内の高校教員と弁護士が、定期的に法教育についての情報を交換し、

教材を作成したりブラッシュアップする機会を持っている。昨年の秋に18歳成年年齢の問題を

幅広く取り扱う授業づくりに取組み、年度内には、その成果物としての書籍出版が予定されてい

る。

３	 校長会を通じての取組み

子どもの権利委員会では、千葉市の校長会を通じていじめ防止授業の普及に取組んでおり、近

年依頼の増加は著しい。初等・中等教育段階では、そもそも教壇に立つのは免許制であり、学校

での授業の実施には学校長の理解と協力は必須のものである。でなければ弁護士は教壇には立ち

えない。この点については、弁護士側も十分に理解が必要である。

４	 高校生模擬裁判選手権

日弁連主催であるが、千葉県弁護士会も共催しており、これまでの参加校は関東大会で優秀な

成績を収めている。県内で参加が可能そうな学校には、弁護士から声をかけるなどしており、複

数校が申込んだ場合には、説明会（勉強会を兼ねる）と予選会を行っている。裁判員裁判の件数

が日本一多い千葉で十分な刑事弁護の経験を持った弁護士が支援弁護士となり、各学校で熱心に

支援に当たっている。

５	 模擬選挙授業

千葉市選挙管理委員会と行っている企画で、毎年、千葉市内の小学校16校程度を回り、模擬選

挙を体験してもらっている。1回につき、立候補役を含め4名が現地に行き、弁護士の仕事につい

ても紹介するなどしている。

第８	 茨城県弁護士会

茨城県弁護士会では、次のような広報活動を行っている。

１	 子ども法律学校チラシ配布

夏、冬、春の長期休みに、水戸及び土浦周辺の小・中学校を対象に、チラシを配布し、生徒を

募集している。

２	 行政連携お品書き

行政を対象に、弁護士会として連携できる事業の一覧表を1枚もの裏表のペーパーで提供して
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いるが、その中に、法教育出前授業の記載がある。

３	 ウェブサイト（https://www.ibaben.or.jp/learn）

茨城県弁護士会のＨＰでは、常時法教育のバナー及び専用ページを設定し、ＨＰ閲覧者が法教

育の情報に接することができるようにしている。

第９	 栃木県弁護士会

１	 広報を担当する組織

栃木県では、とちぎ法教育研究会（栃木県弁護士会法教育委員会に栃木県内の教員等が加わっ

た組織）が法教育に関する広報を担当している。

２	 広報の方法

広報の方法は主にチラシ配布である。

チラシ配布の方法は主に次の2パターンがある。

①　ジュニアロースクール（毎年夏に開催している宇都宮市内の中学生を対象とした模擬裁判

等のイベント）の告知と一緒にチラシも併せて各中学校に配布するパターン

②　栃木県内の学校から出前授業等の問い合わせが栃木県弁護士会にあった際に、問い合わせ

元に同チラシを配布するパターン

 

 

 

 

 

 

  

関弁連シンポ報告2024決.indd   58関弁連シンポ報告2024決.indd   58 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 58 - - 59 -

第３章　各弁護士会の広報

 

 

 

 

 

  

関弁連シンポ報告2024決.indd   59関弁連シンポ報告2024決.indd   59 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 60 - - 61 -

  

関弁連シンポ報告2024決.indd   60関弁連シンポ報告2024決.indd   60 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 60 - - 61 -

第３章　各弁護士会の広報

第10	 群馬弁護士会

１	 群馬弁護士会で行っている出前授業は、次のとおりである。

⑴	 法教育関係

サマースクール、スプリングスクール（本年度からウインタースクールに変更）、出前授業（小

学生～保護者や教職員も含む）、模擬裁判選手権

⑵	 労働関係

ワークルールセミナー（学生向け）

⑶	 消費者関係

高校生以上を対象とした消費者問題に関する出前授業

⑷	 憲法関係

一般市民向けの出前講座

２	 そして、1の出前授業に関し、次のような広報活動を行っている。

⑴	 各出前授業等を担当する弁護士会の委員会から学校や関係機関へ書面で通知し、あわ

せて弁護士会のＨＰへの掲載を行っている。

https://www.gunben.or.jp/activities/education/

⑵	 広報を行う上で特段の工夫は行っていないものの、広報のタイミングが長期休暇など

にかからないよう前倒しするなどして対応している。

第11	 静岡県弁護士会

１	 はじめに

静岡県弁護士会の法教育委員会においては、①教育委員会との協定、②ウェブサイトによる告

知の方法による広報活動を行っている。

２	 教育委員会との協定

⑴	 概要

静岡県弁護士会においては、西部地区の中心都市である浜松市、東部地区の中心都市である沼

津市と協定を締結し、市立学校に対する出前授業を実施している。

浜松市においては、令和2年より協定に基づく出前授業を実施しており、令和6年で5年目と

なる。本年は、25校に対して出前授業を実施する予定となっている。

沼津市においては、令和5年より協定に基づく出前授業を実施しており、令和6年で2年目と

なる。令和5年には6校実施し、令和6年には4校実施する予定となっている。
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行政機関と協定を締結して出前授業を実施する取り組みは、全国でも数少ないと思われるので、

先に協定を締結した浜松市を例に、協定締結の経緯、協定締結後の出前授業の実施状況等につい

て説明する。

⑵	 協定締結の経緯

もともと、静岡県弁護士会では出前授業にも言及した「行政連携のお品書き」（弁護士会でど

のようなことができるのかを記した文書）を作成し、自治体に配布をするといった広報活動をし

ていた。

しかし、このような広報活動をきっかけとした出前授業への応募はほとんどなく、学校からは

職場体験の受け入れ、職業講話の要請等が、年に数件ある程度であった。

このような状況の中で、静岡県弁護士会の法教育委員会では、日弁連における弁護士学校派遣

に関するパイロット事業（学校派遣の実績に応じて日当が支給される制度）を利用して、行政機

関との協定締結を目指すことになった。

まず、先に行政機関と協定を締結していた岐阜県弁護士会に法教育委員会の有志が訪問し、出

前授業を視察するとともに意見交換をして、協定締結までの段取りやその後の運用状況等につい

て理解を深めた。

その上で、令和元年度の静岡県弁護士会会長（浜松支部選出）が法教育授業の推進を目標に掲

げていたこともあり、浜松市教育委員会に働きかけをした結果、令和元年10月31日、浜松市教

育委員会と静岡県弁護士会との間で法教育の推進に関する協定を締結するに至った。

⑶	 協定締結後の出前授業の実施状況

協定の締結後は、次のような運用のもとで出前授業を実施している。

毎年2月頃に、翌年度の出前授業にかかるチラシを教育委員会が作成して、各市立学校に配布

する。

そして、3月頃には、各市立学校からの応募状況を教育委員会が取りまとめて、静岡県弁護士

会の法教育委員会の窓口となっている委員に通知する。

通知後に、学校ごとの日程、コマ数に応じて担当する委員（主担当1名とその他の担当）を決

定し、主担当が学校側の担当教員と連絡を取り、授業時間や授業内容を協議する。

授業内容に関しては、日弁連の市民のための法教育委員会編著の「小学校のための法教育12

教材」、「中学校のための法教育11教材」を使用することが多くなっている。

⑷	 成果

教育委員会から各学校に案内をすることで、弁護士会から各学校に案内をするよりも気兼ねな
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く出前授業に手を挙げやすい状況にあると考えられ、年々、出前授業を希望する学校は増加して

いる傾向にある。

また、各年度末には、教育委員会と静岡県弁護士会の法教育委員会とで意見交換の場を設けて

いる。

この場において、両者で忌憚のない意見交換をすることで、継続的な信頼関係が構築されるこ

とになり、当初は無償（浜松市からは日当が出ない）で開始された協定に基づく出前授業に関し、

令和4年からは有償化（浜松市からコマ数に応じて日当が出る）されることになった。

⑸	 沼津市との協定の締結

県西部の浜松市との協定締結をきっかけに、中部の静岡市、東部の沼津市に対しても協定締結

に向けた働きかけを進め、沼津市との協定締結が実現された。

静岡市との間では、現在も協定締結に向けた交渉を続けている。

３	 ウェブサイトによる告知

（https://www.s-bengoshikai.com/bengoshikai/comittees_list/comittees/#pre-houkyouiku）

静岡県弁護士会のＨＰの各委員会紹介のページにおいて、出前授業の告知をしているが、同Ｈ

Ｐを経由で応募があった事例は皆無である。

ＨＰやＳＮＳなどを利用した広報については、静岡県弁護士会の法教育委員会における今後の

課題である。

第12	 山梨県弁護士会

１	 授業案内の送付

山梨県弁護士会が実施している出前授業について、教科・科目別対応のMAPや各授業の内容

を記載した授業案内を申込書も同封して、毎年2回程度（昨年は4月と11月）送付している。

２	 ウェブサイト（https://yama-ben.jp/org-info/our-action/delivery-law-school/）

山梨県弁護士会のＨＰにおいて、「出前授業のご案内」を掲載しており、そこから授業案内や

申込書のダウンロードが可能となっている。

授業案内→

https://yama-ben.jp/wp-content/uploads/demaejyugyo-jyugyoannai-2023 .pdf

３	 今後の申込方法等

現在紙媒体での申込書をＦＡＸを頂く方式のみであったが、Googleフォームにて申込頂く方

法を検討している。

関弁連シンポ報告2024決.indd   63関弁連シンポ報告2024決.indd   63 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 64 - - 65 -

 

  

関弁連シンポ報告2024決.indd   64関弁連シンポ報告2024決.indd   64 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 64 - - 65 -

第３章　各弁護士会の広報

第13	 長野県弁護士会

１	 ウェブページ

長野県弁護士会では、委員会のページにて、法教育に関する案内を行なっている。

・	法教育委員会（https://nagaben.jp/pages/455/）・・・ジュニアローススクール

・	子どもの権利委員会（https://nagaben.jp/pages/492/）・・・いじめ予防授業

・	消費者問題対策委員会（https://nagaben.jp/pages/452/）・・・消費者出前講座

２	 イベントの募集・広報の方法

⑴	 ジュニアロースクール

①対象

小学校高学年（過去に中学１年生も対象にした企画もあり）

②募集方法

長野県教育委員会を通じて募集し、各弁護士会在住会において講師を派遣している。

③実施頻度

年に２～３回、各地でジュニアロースクールを開催する。内容は刑事模擬裁判（犯人性を争う

事案、量刑を争う事案等）、民事調停などである。１回、模擬選挙を実施したこともある。

④広報の方法

チラシを、開催地域の各公共団体の教育委員会経由で各小学校に配布する方法をとっている。

⑵	 いじめ予防授業

①対象

小学校高学年

②広報の方法

弁護士会から長野県教育委員会を通じて、公立小学校のいじめ予防授業を募集し、各弁護士会

在住会において講師を派遣している。

⑶	 消費者出前講座

①対象・内容

高校生を対象とし、消費者庁作成の「社会への扉」を参考にし、契約の仕組み、取消、クーリ

ングオフ、クレジットカードや多重債務、インターネット被害等に関して出前講座を行う。

②広報の方法

消費者庁のポータルサイトに登録し、応募した高校に対して講師を派遣する形式である。

（https://www.kportal.caa.go.jp/dispatch/001088/）
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第14	 新潟県弁護士会

１	 チラシの配布

新潟県弁護士会学校へ行こう委員会では、新潟県弁護士会が実施している出張授業について、

「弁護士と学ぼう！」チラシを作成・配布している。

２	 ウェブサイト（https://niigata-bengo.or.jp/dispatch/）

新潟県弁護士会のＨＰに「弁護士と学ぼう！」ページを掲載しており、そこから講義メニュー

や申込書のダウンロードが可能となっている。
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第３章　各弁護士会の広報
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第４章　弁護士による授業案の提案

第１節　法や決まり、ルールの必要性、意義

第１	 まえがき

日本国憲法は、基本的人権の尊重を掲げ、全ての国民は個人として尊重されることを謳い、主

権が国民にあることを宣言している。このように、日本国憲法は国民が主体となって、個人が尊

重される自由で公正な社会の形成を目指している。

しかしながら、日本国憲法にこのようなことが謳われているからといって、それによって個人

が尊重される自由で公正な社会が形成されるものではない。一人一人の国民がこのような社会を

形成するための、「能力」を身に付ける必要があり、それに資するために、法教育が行われる必

要がある。

ここでいう「能力」は、知識のみを指すものではない。知識のみを伝えても、その知識の使い

方が分からなければ意味がなく、むしろその背後にある価値や意義という面を学び、一人の国民

として自ら考え行動するための能力が重要であり、法教育はそのような能力の育成を目的として

いる。

本テーマは、「法やきまり、ルールの必要性、意義」と題し、何のために法（ルール）があるの

か、なぜ法を守らなければならないのか、守らなくてよい法はあるのかなどといった、法の根源

的部分について、知識を身に付け、自ら考え行動するための能力を養うテーマである。

人間は、他者との関わりの中で生きていくものである一方で、一人一人が異なる意見や価値観

を有するものでもあるため、他者との間の紛争が生じることが避けられない。そのため、各々の

利害を調整し、より良い社会を作るために法を定める必要がある。法は、国家が国民の自由を制

約するものという否定的なイメージがあるが、法はむしろ、国家などの強制権力を規制したり、

人の活動を促進したりすることで、より良い社会を構成するためのものであり、法がなければ社

会が成り立たないという肯定的なイメージでとらえるべきものである。

このように、本テーマには、実際に自分たちでルールを作ったり、ルールを改正したりする授

業を受けることで、児童・生徒により身近に法やルールを感じてもらい、法を主体的に捉えても

らう狙いがある。
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第４章　弁護士による授業案の提案

第２	 本テーマと学習指導要領との関係について

平成29年度以降、小学校、中学校、高校における学習指導要領が改訂され、令和2年度からは

小学校、令和3年度からは中学校、令和4年度からは高校と順次新しい学習指導要領が実施され

ている。

新しい学習指導要領においては、「社会に開かれた教育課程」の実現が掲げられ、社会のつな

がりの中で学ぶ重要性と、社会と連携・協同した教育活動の充実が求められており、学校と地域

の弁護士の連携はまさに学習指導要領の目的に沿うものである。

その上で、各学校においても以下の点について、本テーマとの関連がある。

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［第3学年］3「内容の取扱い」⑶イにおいて「社

会生活を営む上で大切な法やきまりについて扱うとともに、地域や自分自身の安全を守るために

自分たちにできることなどを考えたり選択・判断したりできるよう配慮すること」と記載され、

同［第4学年］3「内容の取扱い」⑴オにおいても「社会生活を営む上で大切な法やきまりについ

て扱うとともに、ごみの減量や水を汚さない工夫など、自分たちにできることを考えたり選択・

判断したりできるよう配慮すること」と記載されている。

5年生・6年生になると、直接「法」という言葉は使われていないが、同［第5学年］1「目標」

⑵においては、「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課

題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判

断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う」との記載、同［第6学年］1「目

標」⑵においても「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる

課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・

判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う」との記載がある。

このように、学習指導要領上、社会の課題に対し、法がどのように機能しどのように課題を解

決するのかということを、自らの頭で考え自らの考えを他者と議論していくことが求められてい

る点が、本テーマと関連している。

また、小学校学習指導要領第3章「特別の教科　道徳」第2「内容」Ｃ「主として集団や社会と

の関わりに関すること」では、各学年で規則の尊重が謳われているが、こちらは法やきまりを守

ることに主眼が置かれている。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ｃ⑴アにおいて、ア「人
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間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義を理解すること。」、イ「民主

的な社会生活を営むためには、法に基づく政治が大切であることを理解すること。」との記載が

あり、まさに法の必要性が挙げられている。

また、同第3章「特別の教科　道徳」第2Ｃにおいて「法やきまりの意義を理解し、それらを進

んで守るとともに、そのよりよい在り方について考え、自他の権利を大切にし、義務を果たして、

規律ある安定した社会の実現に努めること。」との記載があり、法の必要性のみならず、「そのよ

りよい在り方について考え」との記載からも、法を主体的に考えることが挙げられている。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節第2款第1「公共」2「内容」Ｂアアにおいては「法や規範の

意義及び役割、多様な契約及び消費者の権利と責任、司法参加の意義などに関わる現実社会の事

柄や課題を基に、憲法の下、適正な手続きに則り、法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・

公正に調整し、個人や社会の紛争を調停、解決することなどを通して、権利や自由が保障、実現

され、社会の秩序が形成、維持されていくことについて理解すること」と記載され、さらに3「内

容の取扱い」⑶カ「エ」では「法や規範の意義及び役割については、法や道徳などの社会規範が

それぞれの役割を有していることや、法の役割の限界についても扱うこと。」と記載されている。

また、同第3「政治・経済」2「内容」Ａ⑴アアにおいては「政治と法の意義と機能、基本的人

権の保障と法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、地方自治について、現実社会の諸

事象を通して理解を深めること」と記載されている。

高校においては、法の役割のみならず、法の限界についても触れられており、より高度な法や

ルールに関する教育が求められている。

第３　本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正義を実現することを使命とし、その職責として法令及

び法律事務に精通し、常日頃から法に接し業務を行っている。そのため、法に一番近い立場にあ

る弁護士が法に関する本テーマの授業をすることは自然なことである。

また、法の制定や改廃のプロセスにおいて弁護士が関わることも多く、法の内容面のみならず

手続面についても精通しており、幅広い授業を展開することができることが、弁護士が本テーマ

の授業をする意義として挙げられる。

上述の通り、学習指導要領において、道徳科の中で法の意義に触れられることからも、しばし

ば法と道徳が混同されることがあるが、法と道徳は異なるものであり、ここを明確に伝えられる
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ことも弁護士が授業を行う意義として挙げられる。

また、関弁連管内の単位会でも、東京、神奈川県、埼玉、千葉県、茨城県、静岡県、山梨県、新

潟県とすでに半数以上の単位会において本テーマに関する授業が行われ、ほぼ全部の単位会にお

いて、今後学校教育に関わりたい分野として本テーマを挙げている。

第４　本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校対象アンケートにおいて、弁護士が本テーマに関する

授業を行うことに興味を持っている教員が多数いることが判明した。

具体的には、小学校においては回答数1418校のうち1016校（72％）、中学校においては回答

数728校のうち436校（60％）、高校においては回答数376校のうち169校（45％）といずれも非

常に高い割合の回答があった。

中学校、高校と学年が上がるにつれて教員からの興味が減少しているが、これは教員における

教科に関する専門性が高まることにより、法やルールについての授業について弁護士の関与が必

要ないと考えることが原因の一つと思われる。しかし、前項で述べた通り、弁護士が授業に関与

することの意義は、実務として法に携わっている立場から授業を行えることにあり、むしろ学年

が上がるにつれてよりリアリティーのある授業を行うことができるため、弁護士が本テーマにつ

いての授業を行う意義が減少するものではない。

第５	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

１	 多数人の利益を調整した上で法を定める能力

法が適用される人達には多様な考え方があり、利害が関わる。

できる限りの意見を聞き、法が適用される人達全員においてより良い法を定める必要があるこ

とを理解し、そのような能力を身に付けてほしい。

後に紹介する授業案の中では、実際に多数人の利害を調整し、より良い法やルールを作る授業

案を紹介する。

２	 法を批判的に捉え、法の廃止・改正を検討する能力

社会の状況や人の価値観は時代の推移に伴って変化していくものであり、法もその変化に伴い

変わっていくものである。例えば、かつて父母や祖父母を殺害した場合には通常の殺人罪よりも

重い罪が定められていたが、この規定は後に削除されている。

このように、法が作られた当時は社会の中で適切に法として制定されたものが、後の社会や価
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値観の変化によって廃止されることがあり、その時代の社会に合った法にするために、現在適用

されている法を批判する必要がある。ただし、批判するといって、闇雲に批判しても説得力がな

いことから、法を説得的に批判する能力を養う必要がある。後に紹介する授業案の中では、存在

する法やルールを批判的に捉え、どのように批判すれば説得的かを学ぶ授業案を紹介する。
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授業案①　ルールは必要？体育館利用におけるルールを考える

１	 対象

小学生

２	 獲得目標

・ルールとしての法の必要性を理解する。　

・法は、権利を規制するものだけではなく、国家による恣意的な制約を抑制し、活動を促進す

るものであることを理解する。

・ルールは内容が公正であり、多数人の利益が考慮されるべきであることを理解する。

・ルールは明確でなければならないことを理解する。

・ルールは、議論をすることでより良いものとしていくことができることを理解する。

３	 本授業案の意義

本授業は弁護士からの講義のあと班で話し合い、合意形成をした上で、一定の結論を導くとい

う進め方であり、課題解決応力を養うこともできる構成となっている。

本授業案は、体育館の限られたスペースの調整を題材に、その取り決め作成のための協議を児

童に行わせることを通じて、自分たち自身の力で、他者の意見を聞きながら紛争解決を行うこと

の意義と心構えを児童に実感として理解させようとするものである。与えられた題材の中で、自

分が考える解決案の利点を正確に把握し、その上で、どのような言葉づかいで自分の案を相手に

伝えるか、どのような態度で相手の解決案を聞くか、各人の意見を踏まえて、結論案を作成する

ためにどのように意見調整を行うべきかを、児童なりに考えさせるよう工夫されており、読む、

話す、聞くといった基本的な言語能力を身に付けることも期待される。

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
	 ◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
5分

○身近にあるルールを挙げてもらう。

○そのルールは誰がどうやって決めたのかを質問し
ながら進める。

⇒法律、条例、校則、道路交通法、
家の中でのルールなど
⇒議員や校長先生、両親など
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展開1
10分

◎ルールの必要性を考える
○ルールは必要か。ルールは制約であり、ない方が
良いのではないか。

　ルールには制約が伴うことを
意識付け、制約があるのであれ
ば、ルールはいらないのではな
いかという考えを伝える。
　全体に向けて児童の意見を聞
いてみる。

○ドラえもんの例で考える。
のび太、スネ夫、ジャイアンが無人島で遭難した
という事例において、ジャイアンがのび太に対し、
「のび太！食料集めてこい！」という命令をした。こ
の命令に従わなければならないか。

⇒従う、従わない、両論あり得
る。

では、のび太が食料を集める係、ジャイアンが料
理する係となった場合はどうか。のび太は食料を集
める係であるため、ジャイアンは正しい命令をして
いることになる。

ルールが設定された場合にお
けるジャイアンの命令の正当性
を考える。

◎ルールがあれば紛争を予防し、紛争が起きてもど
ちらが正しいのかが判断できるという紛争解決機能
を説明する。
「社会には、自分一人だけではなく、多くの色んな
人がいます。自分の意見ばかり通そうとする人をそ
のままにすると、最後は声の大きい人や力の強い人
の意見ばかり通ってしまうことになり、みんなが安
全に暮らしていくことができません。そのため、あ
らかじめみんなで話し合って、より良いルールを定
め、問題が起きないようにする必要があります。
みんなが好き勝手にしていたら、争いがあっちこ
っちで起きてしまう。みんなの意見が異なるときに、
その意見の食い違いを解決しなければ、争いがその
ままになってしまいます。そういう時にルールがあ
ることで、その争いについてどちらが合っているか
間違っているかの判断をすることができます。」

ルールがあることによりジャ
イアンとのび太の紛争が予防で
き、紛争が起きたとしても一定
の方針の下で解決できることを
伝える。

◎ルールの枠内であれば自由に行動することを保障
する「自由保障機能」を説明する。

食べ物を集める係であるのび
太は、ジャイアンの嫌いな食べ
物ばかりを集めてきてもルール
には反しないことを伝える。

◎ルールが決まれば、ルールが適用される人たちは
拘束され、社会が統制される「社会統制機能」を説
明し、外部の権力を持った人によって変えることは
できないことを説明する。

無人島の主が出てきたとして
も、ジャイアンとのび太が決め
たルールを外部の人間は変える
ことはできないことを説明す
る。

◎自分たちのルールは自分たちで決めるべきこと
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○一人の人間がルールを決めてしまうとどのような
メリットとデメリットがあるかを考え、誰がルール
を決めるべきかを考える。1組のルールを学級委員
長が決めてしまうことの弊害について。

⇒一人で決めるからすぐルール
が決められる一方で、みんな
の利害を考えないでルールが
作られてしまう。

○1組のルールを2組のみんなが決めるはどうなの
か考える。
○自分たちのルールは自分たちみんなで話し合って
決めることが大切であることを伝える。
◎民主主義について学ぶ

⇒自分たちのルールなのに関係
ない人が決めるのはおかし
い。

○選挙で国民が選ぶのは「代表者」であり、代表者
同士が話し合って日本の法律が作られていく。皆さ
んが選ぶ代表者が法律を作るということは、皆さん
の意思が法律に表れるということであり、自分たち
の法律を自分たちが話し合って決めている。

ルールと法の関係性について
意識させる。
法の成り立ちについて説明す
る。

◎良いルールの中身について考える。
みんなが納得するルールが良いルールであるこ
と、みんなが納得するために公正なルールである必
要があること、納得するために議論する必要がある
ことを伝える。

展開2で行う検討について、
各班が納得する公正なルールを
考えることを意識させる。

○今回の議論する内容についての説明。
班活動における体育館利用のルールを決める。

班ごとに要望があること、スペースや時間に限りが
ある中で、どのようなルールを作るべきかを考える。

展開2
15分

○資料および各班からの要望について再度説明し、
班ごとの議論をする。
資料1は各クラブ活動が必要とする場所を示すもの
資料2はワークシートであり各自が書き込むもの
資料3は各班からの要望であることを説明する。

できれば事前に資料を読んで
もらい時間短縮をしたいが、再
度資料を確認する時間を設ける
ことで議論に入りやすくする。

発表
5分

まとめ
10分

◎社会には「法」というルールがあることと、「法」
の必要性を確認する。
◎法の考え方について、個人の尊厳や自由・平等・
公平などの基本的な価値や概念を背景に、その基本
的な価値や概念を実現し、また害しないように配慮
しながら定められるべきものとされることを学ぶ。
◎法の役割・機能について確認する。
◎法が社会の変化と共に改正・廃止されるものであ
り、ルールは必要であるが、ルールを変える必要が
ある場合があることを学ぶ。

今回検討したルールが社会に
おいては「法」であることを再
び意識させ、「法」はどのよう
な考えを元に作られていくか、
どのような役割があるのかを再
度確認する。

違憲判決などを元に、社会の
変化によって法は改正・廃止さ
れるものであることを理解す
る。
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資料１　体育館見取り図　　　　　　　　　　資料２　ワークシート

10 
 

資料１ 体育館見取り図          資料２ ワークシート 

  
 

資料３ 各班からの要望 

● ドッジボール班 ２０人 

ドッジボールの試合をやるときは体育館の半分くらいの面積を使いたいけど、体育館の４分の

１くらいの面積でも１０人くらいは練習できます。 

ただ２０人いるのでみんながひまにならないように人数を考えてほしいです。 

 基本的には片方のチームが全員退場になるまで試合は続くけども、時間で区切って試合をする

こともできます。 

 体育館全体をみんなで仲良く使いたいからドッジボール班だけで占領とかはしたくないです

ね。 

● バスケットボール班 ８人 

ゴールがないとバスケが楽しくないから最低でも４分の１の場所はずっと使わせてほしい。 

バスケは時間で区切るスポーツなので、時間が区切られればその時間内にゲームを終わらせるこ

とはできる。 

 バスケ班はこれまでずっと体育館の半分を使ってきたし、急に面積を減らされても困る。 

私たち８人は、昔からずっと一緒のバスケチームでやってきていて全国大会にも出場している。

全国大会に出場すれば、私たちの小学校も有名になるし学校にとってもいいことだと思う。もっ

と練習させてほしい。 

● 卓球班 １９人 

あまり広い場所は希望していないけど、ひまな人が多くなるのはちょっとかわいそうです。 

卓球台は最高で４人まで試合ができます。なので、全員で試合をするには卓球台が５台必要で

す。 

 １１点をどちらが先に取るかを競うスポーツなので、できれば最後までやらせてほしいし、人

数も多いのでトーナメント戦とかもやりたいので長く使わせてほしいです。 

● バドミントン班 １５人 

 試合をするには最低でも体育館の８分の１は場所が必要です。８分の１あって初めてバドミン

トンコートが一つ作れますが一つのコートでは４人しか試合できませんので、全員が一度に試合

をするには、体育館の半分の場所が必要です。 

資料３　各班からの要望

●　ドッジボール班　20人

	 	 ドッジボールの試合をやるときは体育館の半分くらいの面積を使いたいけど、体育館の4分

の1くらいの面積でも10人くらいは練習できます。

	 	 ただ20人いるのでみんながひまにならないように人数を考えてほしいです。

	 	 基本的には片方のチームが全員退場になるまで試合は続くけども、時間で区切って試合をす

ることもできます。

	 	 体育館全体をみんなで仲良く使いたいからドッジボール班だけで占領とかはしたくないで

すね。

●	 バスケットボール班　8人

	 	 ゴールがないとバスケが楽しくないから最低でも4分の1の場所はずっと使わせてほしい。

	 	 バスケは時間で区切るスポーツなので、時間が区切られればその時間内にゲームを終わらせ

ることはできる。

	 	 バスケ班はこれまでずっと体育館の半分を使ってきたし、急に面積を減らされても困る。

	 	 私たち8人は、昔からずっと一緒のバスケチームでやってきていて全国大会にも出場してい

る。全国大会に出場すれば、私たちの小学校も有名になるし学校にとってもいいことだと思う。
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もっと練習させてほしい。

●	 卓球班　19人

	 	 あまり広い場所は希望していないけど、ひまな人が多くなるのはちょっとかわいそうです。

	 	 卓球台は最高で4人まで試合ができます。なので、全員で試合をするには卓球台が5台必要

です。

	 	 11点をどちらが先に取るかを競うスポーツなので、できれば最後までやらせてほしいし、人

数も多いのでトーナメント戦とかもやりたいので長く使わせてほしいです。

●	 バドミントン班　15人

	 	 試合をするには最低でも体育館の8分の1は場所が必要です。8分の1あって初めてバドミン

トンコートが一つ作れますが一つのコートでは4人しか試合できませんので、全員が一度に試

合をするには、体育館の半分の場所が必要です。

	 	 バドミントンは21点をどちらが先に取るかを競うスポーツなので、点が入るまで最後まで

やらせてほしい。

	 	 バドミントンは、あまり上手じゃない子も多いので、試合だけではなく、基礎練習も必要だ

と思っています。基礎練習は体育館のすみの方でできるので場所は必要ないです。
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授業案②　24時間営業のカラオケ店の深夜営業のルール

１　対象

中学生

２　獲得目標

・	ルールを決める際には、様々な立場の人の利害を考慮する必要があることを知る。

・	様々な利害を調整する際の議論の方法について学ぶ。

・	考慮した利益、考慮しなかった利益について、自分なりの意見を持ってルールを定めること

ができる。

３　本授業案の意義

本授業は弁護士からの導入講義のあと班で話し合い、カラオケ店を中心とした地域の問題につ

いて、それぞれ別の立場となり、地域のルールを決めるというものである。

それぞれが別の立場から議論をするという点が特徴的であり、一定の結論を出すために互いに

譲歩等をしながら地域におけるより良いルールを定めていくことが重要になる。

本授業は一度多数決でルールを決めるものの、議論がうまくできない状況において多数決で

ルールを決めることにより、全体の利益を考慮できていないという結論を想定している。その後

に、再度議論をして全会一致でルールを定めるという流れを経ることで、ルールの成立過程にも

着目し、より良いルールを考えるという過程が本授業案のポイントである。

４　授業の流れ

第１限
段階
時間

○教師の主な発問・指示
	 ◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入　
15分

◎ルールがどのようにして作られていくのかについて
○ルールの決め方について、誰か代表となる一人を
決めて、その人にルールの内容を決めてもらう方法
がある。この方法だとルールを決める人は比較的内
容を自由に決めることができるし、その人以外の人
は、ルール作りの負担を負わなくていいので楽をす
ることができる。もっとも、一人の意見が色濃く反
映されるから、みんなの希望に沿うとは限らない。

まずは、友達となにか決め事
する際にどのように決めるか
等、生徒に問いかけて、関係を
構築する。

一方的ではなく、なるべく双
方向な授業となるようにする。
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○みんなで話し合いをして決める方法がある。みん
なが参加する方法だと、みんなの意見をルールに取
り込むことができる。しかしながら、意見同士を調
整することは大変な作業となる。

ルールの説明は、黒板等に書
いても良い。

◎今回の授業の説明
	 事案の概要の説明をする。
	 登場人物の紹介をする。
１　最初のアクティビティーは、地域のルールにつ
いて、多数決でルールを決めるものである。
２　多数決は全体の過半数の賛成によって成立す
る。
	 棄権は禁止
３　具体的なルールは、各人が随時提出可能で、ル
ールの案が提出され次第、投票に入る。
４　7人1班を作る
５　配役は学校側で事前に決めておいてもらう。
６　担当の配役の要望事項の熟読を指示する。　　
（他の配役の要望事項は知らない。）

最初のアクティビティーは、
役に入れるかが大きなポイント
なので、しっかり生徒を盛り上
げて、役の通りに動けるように
する。
時間が余れば、再度状況や登
場人物の概要を説明する。

展開1　
25分

机の配置を変える。

○大学生役となった人が司会進行を行う。
議論と議題の提出、採決を複数回行う。
議決がまとまったら、メモをする。
ルールが決められなかった場合も、その結果を記録
する。
①営業時間
②防音設備
③酒類の提供（フリードリンクの是非）

班を担当する弁護士はそれぞ
れの役に入り込めるように、生
徒を盛り上げる。
大学生役の切り出し方の一案
として、
喫茶店マスター役と中学校
PTA会長役から苦情意見を出
してもらう
→カラオケ店店主役から現状の
営業方法について説明してもら
う
→サラリーマン役、周辺在住高
校生役、コンビニ店オーナー役
にカラオケ店の評価を述べても
らう
→大学生役が、「このカラオケ
店の良さを残しつつ、周辺住民
の理解を得ることができるよう
な、ルールを作ってみたいと思
います。」という流れが考えら
れる。
適宜見回り、生徒の議論を促
す。

10分 班ごとに発表
この時点では、後半につなげるために詳細な講評
とは行なわず、各班の意見を比較する程度にとどめ
る。

前半部分は議論にならない方
向が良い。
結論が出ない。極端に誰かに
有利な結論が出ることも良い。
後半部分につなげる。
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第２限
導入
5分

○全登場人物の要望を把握する
○町内会の評議員の立場になり、よりよい町を作る
ための中立的な視点で本件においてよりよいルール
を検討する。今回は多数決ではなく、全会一致でこ
れを決める。

ルールが変わるので、しっか
り理解してもらう。

展開　
25分

班で議論の開始
それぞれの班の結論を出す。
司会者は最初に決める（速やかに決まらない場合に
は、大学生役だった人に司会者を継続してもらう。）。
全会一致であるので、意見が違う部分については、
他の人を説得したり、意見を変えたり、より柔軟な
対応が求められるとのアドバイスもありうる。

適宜班を見回り、議論がスム
ーズに言っているか見回る。

発表
15分

それぞれの班に、作ったルールについて発表しても
らう。
当事者として多数決で決めたルールと、利害関係の
ない立場から決めたルールを比べて、どちらがいい
と思うかも発表してもらう。
（そもそもルールができたかも含めて、発表しても
らう。）

発表について、教師・弁護士
から質疑応答もあるとよい。

まとめ
5分

弁護士からまとめ
・ルールの成立過程
・どのようにルールは作るべきか
・ルールの作成のあり方とは
・各々が自分の利害のみを追求することの是非等

そもそもルールとはなにかと
いう問いもあるとよい。
本授業は、ルールの成立過程
を重視したものであるが、適切
な手続きを経たうえで成立した
ルールであっても、少数者の人
権をみだりに制約することは許
されないことなど結論の正当性
にも触れたい。答えがあるわけ
ではないが、あまりに不合理な
結論の場合は司法等により是正
される可能性があることにも触
れたい。
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アクティビティー１　
～私の好きなようにさせてくれ～

Ａ市Ｂ町において、昨年カラオケ店がオープンした。カラオケ店は人気を博し、連日多くの客

でにぎわう一方で、周辺住民等からは苦情も出ていた。

そこで、まず、周辺の大学生が発案者となり、利害関係者たちが話し合いを行い、多数決でルー

ルを決めることとなった。

なお、そこで決まったルールについては、皆が従うことで合意した。

【登場人物】

１	 カラオケ店の店主

	 	 最新の機械を入れ、音の大きさが好評。学割制度もあるので中高生も利用している。また、

客を集めるためにフリードリンク制で酒も自由に飲めるシステムを取り入れるなどのアイ

ディアを持っている。

２	 サラリーマン

	 	 カラオケ店の常連客。Ａ駅周辺にはここしかカラオケ店がなく、仕事帰りに通うことも多い

ため、深夜営業も求めている。

３	 周辺在住高校生

	 	 カラオケ大好きの高校生。アルバイトの帰り道によく利用し、友達と盛り上がると夜10時

まで歌っていることがある。カラオケ店は家から近くて便利。迫力のサウンドも大きな魅力。

４	 喫茶店のマスター

	 	 自宅兼店舗として、カラオケ店のとなりに住んでいる。深夜まで鳴り響く騒音に悩まされて

いる。

５	 コンビニ店のオーナー

	 	 カラオケ店の客がよく利用するので売上が大幅に増加している。しかし、酒に酔った客が店

の前で騒いだり看板を壊したりするなどの被害を受けている。

６	 中学校ＰＴＡ会長

	 	 中学校でもカラオケボックスは問題になっている。夜遅くまで中学生が利用しているとのこ

とで困っている。自分の娘についても心配。

７	 大学生

	 	 カラオケボックスについての皆の意見を集約してルールを作ることを提唱している。
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17 
 

 
  

 

プロフィール（１　カラオケ店の店主について）

カラオケ店は、大手カラオケ店の直営店として、地域に根差すことを目標に営業中。

直営店のため、売上が少ないと本社から怒られる。売上を伸ばすためにさまざまなサービスを
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考え実行している。

	 ○大音量の迫力あるカラオケ。

	 ○24時間営業にしていつでも誰でも利用できる。

	 ○学生割引を導入して中高生の利用を増やす。

	 ○フリードリンク制（酒を含む）で飲み物は飲み放題。

実のところ近所から苦情を受けて困っているが、今のサービスを続けないと売上が落ちるので

はないかと心配している。

そのため、カラオケ店店主の要望としては、

１　大音量のカラオケの維持

２　24時間営業の継続

３　学生割引の継続とフリードリンク制の維持（条件付きでも可）

である。

 

プロフィール（２　サラリーマンについて）

Ａ駅周辺に住み、カラオケ店をよく利用する社会人。仕事はストレスが多く、家族ともうまく

いってない。

	 ○仕事が忙しいのでカラオケに行くのは夜の10時過ぎが多い。

	 ○とにかく大きな音を出さないと気がすまない。

会社のカラオケ大会で優勝して以来、自分の声に自信を持ち、一層カラオケが好きになる。友

だちは少ないので、一人で歌うことが多い。会社帰りにＡ駅を降りてカラオケに寄り、大声で歌っ

て、酒を飲み、家に帰るという生活を続けている。

そのため、サラリーマンの要望は

１　大音量で歌える環境

２　早くとも深夜2時までの営業

３　酒を含むフリードリンク制の維持

である。

プロフィール（３　周辺在住高校生について）

Ａ駅周辺の高校に通い、Ａ駅周辺に住む高校生（17歳）。とにかく楽しい高校生活を送りたい

と考えている。友達と誘いあってカラオケに行く。カラオケ店は高校からも近く便利。
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	 ○アルバイトが終わった後、カラオケに行くと帰りが午後10時を過ぎることがある。

	 ○友だちと大きな音を出して歌うのが何よりの快感。

	 ○このカラオケ店は学割があって他のカラオケ店よりもいい。

そのため、周辺在住高校生の要望としては、

１　夜10時までの営業

２　大声で歌える環境の維持

３　学割の維持

である。

プロフィール（４　喫茶店のマスターについて）

カラオケ店の隣の住居兼店舗で喫茶店を営む。20年前、駅に近いわりに静かで環境がよいと開

業。妻と大学生の娘と3人で暮らしている。毎日夜9時には寝ている。

	 ○夜中にカラオケ店から大きな音がもれてくるので睡眠不足になる。

	 ○酔っぱらいが外で騒ぐので迷惑している。

カラオケ店ができてからは毎日騒音に悩まされ、たいへん怒っている。ちなみに、彼はカラオ

ケ店が嫌いで、一度も行ったことがない。

そのため、喫茶店のマスターの要望としては、

１　カラオケ店の営業を夜9時までにすること

２　カラオケ店からの騒音を止めること

３　カラオケ店に深夜の酒類の提供をやめさせること

である。

 

プロフィール（５　コンビニ店のオーナーについて）

カラオケ店の向かいにあるコンビニ店のオーナー。本社の指示で24時間営業にしているが、

住宅地の中心にあるので深夜の売上は全く伸びなかった。なお、酒は扱っていない。

	 ○カラオケ店ができたことによって、カラオケ店の客が自分の店を利用し、昼間はもちろん、

深夜の売上が大幅に伸びる。

	 ○カラオケ店帰りの酔っぱらった客が店員にからんだり、店の看板を壊したりしたことがある。

	 ○カラオケ店の騒音についても、コンビニ店の従業員から苦情が来ている。

カラオケボックスができたことで売上が伸びたのはたいへん嬉しいことだったが、同時に迷惑
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第４章　弁護士による授業案の提案

しているところもある。

そのため、コンビニ店の要望は

１　カラオケ店の深夜営業の維持

２　カラオケ店の酒類の提供をやめさせること

３　カラオケ店からの騒音を止めること

である。

プロフィール（６　中学校ＰＴＡ会長について）

中学3年の女の子と中学1年の男の子の母。ＰＴＡ会長になってからは生徒の親からたびたび

相談を持ちかけられる。カラオケ店を問題だと言っている親も多い。ＰＴＡで問題になっている

（心配している）のは以下の点である。

	 ○夜遅くまでカラオケで遊んでいる中学生がいる（中学校でも問題になっている）。

	 ○塾帰りの中学生が、カラオケ店から出てきた酔っぱらいにからまれるなどの情報もあり、地

域の雰囲気が悪くなると言われている。

自分の子どもについても、受験勉強をしてほしいと思っているが、友だちとカラオケに行くよ

うになって困っている。また、自分の子どもが酔っぱらいにからまれないかと夜の外出が心配で

ある。

そのため、中学校ＰＴＡ会長の要望は

１　カラオケ店の深夜営業の廃止

２　カラオケ店の酒類の提供をやめさせること

３　中高生がカラオケ店を利用しづらくすること

である。

プロフィール（７　大学生について）

Ａ市内の大学に通学する20歳の大学生。

選挙権の行使年齢が18歳に引き下げられたことをきっかけに政治に興味を持ち、大学では政

治学を専攻している。

大学の論文のテーマとして、ルール作りと民主主義について考えており、フィールドワークと

して、本件の仲裁に乗り出す。

本件の話し合いの議長であり、論文のネタとして、ルール作りを成功させたいと考えている。

関弁連シンポ報告2024決.indd   85関弁連シンポ報告2024決.indd   85 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 86 - - 87 -

そのため、大学生の要望は、

１	 ルールができること

２	 できたルールは各人の要望を必ず最低1つは満たしていること

３	 できたルールが各人の要望をできれば2つ以上満たしていること

である。
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授業案③　地域猫制度を考える

１　対象

高校生

２　獲得目標

・ルールとしての法の必要性を理解する。

・法は、権利義務を定めるだけでなく、社会の形をデザインする機能を有することを理解する。

・ルールは内容が公正であり、多数人の利益が考慮されるべきであることを理解する。

・ルールは明確でなければならないことを理解する。

・ルールは、議論をすることでより良いものとしていくことができることを理解する。

３　本授業案の意義

本授業案は、実際に社会問題となることもある野良猫の問題を題材として扱い、市民の意見を

踏まえた上で、市の提案する地域猫制度をよりよく改善していく授業である。

実際の社会問題となり得る事例を扱うことにより、生徒たちには条例をより身近に感じてもら

うとともに、条例によって地域における自分たちの行動のルールが定められていることを知り、

法や条例がどのようなものを規制し、またその規制は何のためにあるのかなどを考える契機にな

る授業である。

また、実際の条例も改正等によって社会のルールが変化していくことを知り、自分に適用され

る法やルールについて、改正の必要性についても自分なりの意見を持つ能力を養う。本授業案は

第一東京弁護士会法教育委員会から提供を受けた教材を参考に、本委員会が作成したものである。

４　授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
5分

○この授業では、ある町で検討している「地域猫」
に関する条例について生徒同士で話し合い、最後に
発表してもらうことを説明する。
◎「条例」の意味について簡単に説明する。

正解があるわけではないこと
を理解させる。
条例が町のルールであること
を理解させる。

展開1　
10分

○配布した教材に基づき、地域猫制度案の概要と、
市民の意見を読み上げ、内容を簡単に説明する。

教材を各生徒に配布する。

展開2　
5分

地域猫制度案について、自分の考える問題点と、
その理由をワークシート①に記入する。

机間指導を行い、ワークが進
んでいない生徒や誤解している
生徒がいれば個別に助言する。
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展開2　
15分

（授業前に班分けを決め、机を動かしておく）
班（4－5名）に分かれて話し合い、市の提案に対
する改善案とその理由をまとめる。　班で話し合っ
た結論を、改善点とその理由という形でワークシー
ト②に記入する。

各班の議論の状況を観察し、
議論が進んでいない班では適宜
サポートする。
どの意見が正しいというわけ
ではなく、利害関係を調整する
のが大事であることを理解させ
る。
意見には、理由が必要である
ことを説明する。
スムーズに発表できるよう、
発表者や発表の順番も決めてお
くよう指示する。

発表
10分

班ごとに改善案と修正の理由を発表する。
発表された内容を要約してまとめる。

発表内容を板書で整理する。
一つの班の発表が長くなりす
ぎないよう時間調整に留意す
る。

まとめ
5分

立場によって異なる意見があることを説明する。　
利害関係の調整には議論が必要であることを説明す
る。
条例のように一定のコミュニティに適用されるル
ールは、各利害関係者の意見が適切に反映されなけ
ればならないことを説明する。

関弁連シンポ報告2024決.indd   88関弁連シンポ報告2024決.indd   88 2024/09/13   18:082024/09/13   18:08



- 88 - - 89 -

第４章　弁護士による授業案の提案

教材「地域猫条例を作ろう」

虹色市では、今まで行っていた野良猫の殺処分を廃止し、新たに「地域猫制度」を導入するこ

とを検討しています。以下の「資料」を読んだうえで、その下の「ワーク」に取り組んでください。

＜資料＞

１	「地域猫制度」検討の背景

	 	 虹色市はＳ県東部に位置する人口約10万人の街です。江戸時代から城下町として栄え、Ｓ

県の中核として発展を続けてきました。豊かな自然に恵まれ、農業や漁業が盛んです。また、

街の各所に古い寺院や文化的建造物があり、観光シーズンには県外からも多くの人が押し寄せ

ます。

	 	 近年、虹色市内に野良猫が増えており、市民からの苦情が多く寄せられています。そのため、

現在、市では、野良猫を捕獲し、一定期間内に新しい飼い主が見つからなかった猫については

殺処分することとしています。毎年、約100匹の野良猫が殺処分されています。

	 	 しかし、最近野良猫の殺処分に対する批判が強まってきたことから、新しい野良猫対策とし

て「地域猫制度」を定める条例の制定を検討しています。

２	「地域猫制度」の内容

	 	 現在、市が検討している「地域猫制度」の概要は以下のとおりです。

	 	 ①猫には、飼い主のいる「飼い猫」と、飼い主のいない「野良猫」がいます。地域猫制度は、

野良猫を「地域猫」に変えていくことで、野良猫を減らす制度です。

	 	 ②地域猫活動を行う個人・団体は、市に申請することで「登録ボランティア」として登録で

きます。登録ボランティアは、野良猫を発見したら捕獲し、不妊去勢手術を行います。手術費

用は市が全額負担します。不妊去勢手術を行った猫は、目印として耳に三角の切れ込みを入れ

ます。不妊去勢手術を行い、耳に切れ込みの入った猫を「地域猫」とします。

	 	 ③市は、猫用のトイレや餌やり場（地域猫ステーション）を市内に複数設置します。地域猫

ステーションは、登録を受けた登録ボランティアが無償で管理します。

	 	 ④市が負担することとなる費用は、地域猫ステーションの設置費用として約1億円、不妊去

勢術費用として年間約300万円と見込まれています。

	 	 ⑤市民や、市に滞在する者（観光客を含む）が野良猫に餌やりすることは禁止します。

	 	 ⑥飼い猫の飼い主は、自費で不妊去勢手術を行わなければならず、また、飼い猫を屋外で飼
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育することを禁止します。

３　市民の意見

●赤羽さん（48歳男性・自営業）の意見

	 	 市の提案に賛成です。

	 	 私は、市内の観光地でみやげ店を経営しています。観光地周辺は飲食店も多いので、野良猫

が多く集まってきます。それが話題になり、猫と触れ合うことを目当てにやってくる猫好きの

観光客も増えてきました。私の店も含め、多くの観光客相手のお店で、猫をモチーフにしたオ

リジナル商品を販売しており、人気になっています。

	 	 野良猫は確かに迷惑なこともしますが、どうせ集まってくるなら邪魔者扱いせず、むしろ名

物として積極的に活用するべきだと思います。市の負担で不妊去勢手術を行い、地域猫ステー

ションを設置すれば、野良猫が野放図に増えることも防げるのではないでしょうか。

	 	 ただ、観光客は、猫に餌をやるのも触れ合いの一つとして楽しみにしています。観光客向け

に猫の餌を販売しているお店も多いです。登録ボランティア以外の餌やりを禁止するのはやり

すぎだと思います。

●青田さん（30歳女性・会社員）の意見

	 	 市の提案に反対です。

	 	 私は、家族代々この町に住んでいますが、何年前からか野良猫が一気に増えて大変迷惑して

います。町中、猫のおしっこ臭いです。ゴミ捨て場もよく荒らされています。近所の人は庭の

花壇に糞をされたとおっしゃっていました。車を傷つけられたという声もよく聞きます。我が

家の3歳の息子は猫アレルギーを持っており、猫を飼っていないのに、年中目がかゆいと言っ

ています。家族のためにも引っ越しも考えています。

	 	 地域猫と呼び方を変えても、野良猫は野良猫です。不妊去勢手術を推進しても猫がすぐに減

ることはないでしょう。むしろ殺処分を廃止することで、猫が増えるのではないでしょうか。

	 	 地域猫ステーションの設置や不妊去勢手術に市のお金を使うというのは、市のお金で野良猫

を飼うようなものです。他にもっと有益な使い方があると思います。

	 	 地域猫のおかげで観光客が増えるという意見もあるようですが、恩恵を受けるのはごく一部

の人たちです。一部の人たちのお金儲けのために多くの住民が不便を強いられるのでは本末転

倒です。
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●緑川さん（72歳女性・無職）の意見

	 	 市の提案に反対です。

	 	 我が家では長年猫を飼っています。私が小さいころ母が拾ってきた捨て猫が子を産み、代替

わりしながら、今は3匹の猫がいて、家族だけでなく近所の人からも愛されています。我が家

では、子猫のうちからきちんと家の中でトイレを使うようしつけていますので、外でひと様に

迷惑をかけることはありません。

	 	 そんな家族同様の猫たちに、今から去勢手術を受けさせるなんて考えられません。去勢手術

は安全だと聞いたことはありますが、手術である以上リスクはあります。それに、人間の都合

で、生き物である猫から子供を産み、育てる能力を奪うというのは、あまりにも乱暴な話です。

また、屋内飼育の方が猫にとっても安全というのは確かにその通りかもしれませんが、安全の

ために家の中に閉じ込めるのは、好奇心の強い猫にとって強いストレスです。

	 	 うちの猫が、たまたま外にいるときにボランティアの人に捕獲されて、勝手に手術されたら

と思うと不安でなりません。

●白石さん（22歳男性・学生）の意見

	 	 市の提案に賛成です。

	 	 私は、大学の仲間と、野良猫を保護し、不妊去勢手術を行ったり里親を探したりするサーク

ル活動を行っています。私たちはみんな猫が好きで、殺処分される野良猫を何とか救いたいと

いう思いから自主的に活動しています。誰かからお金をもらっているわけではありません。

	 	 不妊去勢手術は1回5,000円程度かかります。これまでは、募金などで集めたお金をこの費

用に充ててきました。市の提案では、不妊去勢手術費用を市が負担してくれるとのことなので

大変助かります。

	 	 ただ、私たちはあくまで学生サークルなので、卒業などでメンバーが減ることもあります。

いつまでこの活動が続けられるか不安があります。

	 	 市の提案では、地域猫ボランティアの活動は全て無償とされています。しかし、ボランティ

アの善意に頼った制度ではいつか破綻してしまいます。誰も活動に参加しなかったら誰が地域

猫の面倒を見るのでしょうか。地域猫を観光資源として活用したいのであれば、ボランティア

ではなくしっかりと仕事内容に見合った報酬を出すべきです。
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４　ワーク

①市の提案する地域猫制度について、あなたが問題があると思う点とその理由を書いてくださ

い（いくつでも）。市民から指摘がない点でも構いません。
問題点 その理由

②市の職員になったつもりで、地域猫制度がより多くの市民に受け入れるためにどのような改

善をすればよいか、班で話し合い、改善案をまとめてください（いくつでも）。
改善すべき点 その理由
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授業案④　15歳以下インターネット禁止法を考える

１	 対象

中学生

２	 獲得目標

・法の必要性を理解する。

・自分に適用される法が不合理であるかどうかを論理的に説明する能力を身に付ける。

・自分に適用される法が不合理な場合、法の改正・廃止のプロセスについて学ぶ。

３	 本授業案の意義

本授業は、身近にあるインターネットが規制されるという権利の制約を感じ、その制約が不合

理かどうか、不合理であるとして法に従うべきなのかどうかなどを考えてもらう授業である。

法に対して説得的に批判を述べる能力は民主主義社会において非常に重要なものである。時代

の変化と共に法も変化していくものであり、今後の日本を担っていく子どもたちにはぜひ、法を

身近に感じ、説得力のある批判をすることができる能力を養ってほしいと思い、本授業案を作成

した。

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
	 ◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
5分

○生徒の趣味を聞く
○日ごろ余暇に何をしているか、友人と何をしてい
るかという質問

⇒YouTube、友達とＬＩＮＥ、
ＳＮＳ等インターネットを利用
する趣味の回答を待つ。

○直接的に、「皆さんは、日ごろインターネットを
どのように利用しているのか。」という質問もあり
得る。

⇒全世界の人と瞬時につながる
ことができて、社会を支える重
要なもの

○インターネットがないとどうなってしまうか。社
会におけるインターネットの役割について考えてみ
よう。
○インターネットを利用することによるメリットや
利点にはどのようなものがあるか。

知らない情報をすぐに調べる
ことができる重要なもの
いろいろな人と出会って会話
したり、人の考えを聞いたり自
分の考えを伝えたりできる。

⇒詐欺や闇バイトなど犯罪の人
ともつながってしまう。
・情報が正しいかどうか分から
ない
・楽しくてのめり込んでしまい、
時間を忘れてしまう。
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○インターネットにはどのような弊害があると思う
か。

展開１
10分

○（資料を説明する。）今日皆さんには、この法律が
皆さんの権利を不当に制約するものかどうかについ
て検討してもらいたいと思います。ただ、「こんな
法律はおかしい」と批判しても説得力がありません。
そこで、法を批判するときのポイントについて説明
します。
○何かしらの目的を達成するために、一定の行為や
権利を制限するというきまり（法律）ができたとし
ましょう。その権利を規制するきまり（法律）が不
当かどうかということを考える際には、「必要性」
と「許容性」があるかという視点から検討すること
がよくあります。
1つめの「必要性」は、法律がどのような目的で
今回のような規制をしているのかです。例えば、差
別を目的としていたりする場合などは、そのような
目的で人の行動を制約すること自体そもそもおかし
いということになります。
2つめの「許容性」は、法律による制約が、目的を
達成する手段として合理的かどうかです。その制約
をすることで目的を達成することができるのか、制
約が「やり過ぎ」となっていないか、その手段より
良い手段はないのかという点を考える必要がありま
す。

法律制定の経緯、法律の内容
を共に確認し、クラス全体で法
律の目的、内容について共有す
る。
法律の読み方を知らない生徒
のために、経緯、第1条及び第2
条を講師が読み上げることもあ
り得る。
「法律」と「条例」という言葉
が出てくるものの、この言葉の
違いで混乱しないよう、「きま
り」や「ルール」という言葉に
置き換えて説明することもあり
得る。
目的と手段から考える視点を
伝える。

○では、この法律が皆さんの権利を不当に制約する
ものか、それともこの制約は許されるかについて班
で検討してください。

正解はないこと、自分なりの
意見を持つことが重要であるこ
とを伝える。

検討
18分

○15歳以下のインターネットの利用を制限する法
律について簡単に説明する。
○班ごとに検討を始める。
右記のとおり、検討の視点は自由であり、もしも
自分がこのような制約を受ける立場になったとき
に、どのような気持ちになるのかという点から考え
てもらうこと
不満を持つ場合、規制自体に対する不満なのか、
一部の規制に対する不満なのかといった自分がどの
ような点に不満を持っているのか、その条例をどう
したら自分の不満が解消するのかといった視点から
考えること　仮にインターネットの利用を一定程度
に制限しなければいけないという前提に立つと、ど
のような制約であれば、納得が得られると思う？と
発問をすることで、各人の問題意識を明らかにさせ
ることが考えられる。

議論のポイント
・目的自体は正当と思われる。
・パターナリズムによる規制で
あること
・「インターネット」という広い
規制であり、「ネットゲーム」
に限定すべき可能性があること
・利用時間を60分と制限するこ
とが過度な制約とも思われるこ
と
・18歳以下ではなく、15歳以下
とする理由が不明であること
・罰則が重すぎると思われるこ
と

発表
7分

○班ごとに特に問題があると思った点を発表をして
もらい、なぜその点が特に問題があると考えたのか
を発表してもらう。

適宜講師側で意見について講
評をする。
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第４章　弁護士による授業案の提案

まとめ　
5分

○ルールは基本的に守るものとされています。なぜ
守らなければならないのでしょうか。ルールが適用
される人の中で議論して決められているからこそ、
自分たちが決めたことは守るべきというルールを守
る正当性が生まれると考えられています。
○いま皆さんに考えてもらったように、法律や条例
などのきまりも無制限に決めることができるもので
はなく、合理的なものである必要があります。そし
て、合理的かどうかの一つの考え方が、「必要性」と
「許容性」の観点から考えてみるということです。原
則として、皆さんには様々な自由があり、その自由
を制約することが許されるかという問題ですから、
常に、そのきまりは、「必要性」があり、「許容性」
があることが求められるのです。皆さんの身の回り
には、様々なきまりがあります。そのきまりを先ほ
どのような観点から検討することによって、私たち
の自由の確保とより良いきまりの両立を図ることが
できるのではないでしょうか。
○今ある法律や条例といったルールについて、その
法律が守ろうとしているものは何なのか、手段とし
て適切なのかという視点で社会の中で生きて行って
ほしい。

全てのルールが不合理なわけ
ではないこと。不合理なルール
がなぜ生まれるのかという点を
知る。
ルールそれ自体の合理性につ
いて常に検証する必要があると
いう視点の提示。
例１：野球のピッチングクロッ
ク（一定時間内に投球動作に入
らなければならないというルー
ル）には、投手のケガを招くと
いう指摘がある。
例２：女子の制服について、ス
カートに限定する校則が、スラ
ックスでも可というものに変化
している学校がある。

ルールは法だけではなく様々
な場面にあることを意識しても
らう。
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【資料】

『15歳以下の人のインターネットの利用を制限する法律』

第１　法律を作った経緯・目的

インターネットの過剰な利用により、以下のような社会問題が発生している。

①子どもの学力低下や体力低下をもたらすこと

②引きこもりや睡眠障害、視力障害などを引き起こすこと

③ＷＨＯ（世界保健機関）においても「ゲーム障害」が正式に病気と認定されたこと

④インターネット上のオンラインゲームについて、15歳以下の子どもの依存症が増えているこ

と

⑤子どもがインターネットを過度に利用することで親子関係が薄くなっていること

こうした点を踏まえて、子どもたちをインターネット依存症から守る目的で本法律を制定する

ものである。

第２　法律の内容

第１条（目的）

この法律は、保護者が、15歳以下の子どもをインターネット依存症（インターネットにのめり

込むことにより、日常生活または社会生活に支障が生じている状態をいう。）から守る責任を有

することを自覚させ、子どもたちの健やかな成長を目的とする。

第２条（保護者の責務）

１　保護者は、15歳以下の子どものインターネットの利用時間を1日あたりの利用時間を60分

（学校等の休業日にあっては、90分）に制限しなければならない

２　保護者は、15歳以下の子どものインターネットの利用（ただし、家庭との連絡及び学習に必

要な検索等を除く。）について、午後9時までとしなければならない

３　保護者は、子どもがインターネット依存症におちいる危険性があると感じた場合には、すみ

やかに、学校またはインターネット依存症対策に関連する業務に従事する者等に相談しなければ

ならない。

第３条（罰則）

第2条の規定に違反したことが判明した場合、その保護者を、10万円以下の罰金に処する。
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授業案⑤　1000人集会の規制をもとに法の規制が正当かを考える

１	 対象

高校生

２	 獲得目標

・	現在ある法令について、法による規制の目的の正当性や手段の相当性、法令に基づく処分の相

当性の判断枠組みに沿って検討する能力を養うこと

・	当該事案の事情を論理立てて説明し、自分の意見を説得的に他者へ伝えることができること

・	反対派の意見に対し、説得的に反論すること

３	 本授業案の意義

本授業における題材は、「人口減少社会」という社会の重要なテーマについて、一度公共の施

設において集会が開催されたものの、次回の開催について周辺住民からの不安の声が上がり、施

設を管理する行政側より公共の施設の利用が制限された事案である。

表現の自由の一般的な重要性や本件における集会の重要性といった個人の人権の重要性を学

び、その上で人権に対する制約の正当性を考え、法による規制の在り方を考える授業である。

４　授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
	 ◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入１
10分

○生活する上で、市民の自由を制約するルールにつ
いて
○法は何のためにあるのか
　法がなかったら生活はどうなってしまう？

⇒法、条例、道徳、慣習、校則、
契約
⇒世の中を安定させるため、社
会の秩序を保つため、法がない
と全ての人たちが好き勝手に動
いてしまいまとまらない。

◎法は単に国民の自由を制約するものではないこと
①社会統制機能
②活動促進機能
③紛争解決機能
④資源配分機能があること
①から④については具体例を示して説明する。
○「18歳未満の人は、月曜日は外に出てはいけない。
外へ出た人は1年間の懲役に処する。」という法律に
ついて従うか？

⇒従いたくないけど従う。
	 従わない。

○従うといった人はなぜそんな法律に従うのか？ ⇒決まりだから。法だから。
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○法に従いたくないときはどうすればよいか。
誰が法を廃止したり改正したりするのか。

⇒国会議員、地方議会の議員　
裁判所

○国会議員など議員へどうやって声を届けたらいい
か？

⇒ＳＮＳ、手紙など

◎法律は国会で、多数決で作られるため、少数者が
生まれる。
○少数者は声を挙げなければ届かない。自分自身が
こんなに不利益を受けている。だからこの法律はお
かしい、変えるべきだ！などと言った主張は非常に
重要。

法の制定過程と憲法上の権利
の重要性について講義する。

声の数が多ければ多いほど、よりその問題の重要
性が伝わる。1人の主張と1万人の主張ではより深刻
度が変わると感じると思います。
日本国憲法で保障された権利があり、このような
権利はみだりに奪うことはできない。

⇒署名の意義

導入２　
8分

◎憲法上の権利に対する合理的制約について
チャンネル登録者数10万人の動画配信者による
中華料理店に対する辛口コメント
「うっわ。味濃すぎる。味濃すぎて逆に味しない
わ。」
この辛口コメントを聞いて、ある中華料理店のお
客さんが激減した。この表現は許されるか
このケースでも適法か違法かの判断は実は難し
い。動画配信者側に「表現の自由がある」。動画配信
者は別に嘘をついて中華料理店を傷つけたいわけで
はなく、正直に自分の意見を話しているだけ。「味
が濃すぎる」ということを言ってはいけないのか。

⇒良くない。飲食店の利益が下
がるような発言はダメ。事実で
あれば別にいいのでは。
このような表現をしても良い
というわけではないことは伝え
る。

チャンネル登録者が10万人いる＝それだけ見た
い人がいる表現であるともいえる。
他方で、中華料理店の人の財産権や営業の自由を
制約するような表現に当たる可能性もある。もっと
違法な言い方としては「こんな豚の餌みたいなメシ、
誰が食えるか！」など。

表現の自由の価値の重要性は
当該表現の内容によって変わる
ことを説明する。

今回の表現も違法となることは十分あり得るので
あり、このように、憲法上の権利とはいえ、他者の
権利をむやみに侵害する表現は許されない。

例とはいえ、汚い言葉である
ため、授業前にそのような表現
をしてよいかを確認する。

展開
20分

【事前に事案は読んでおいてもらうこと】
○1000人集会の題材をもとに、集会側と行政側に
分かれてそれぞれの主張を検討する。
①伊藤さんの主張
②風戸市の主張をまとめ、
③自分の班としてはこのような処分は認められるか
どうかとその理由を発表する。
その際に考えてほしいこと

・伊藤さん側の権利と風戸市側が守ろうとしている
市民の利益のいずれが重要か　

検討のポイント
・規制の目的
・規制の手段の強度（事前許可
性であること、表現内容に対す
る規制か方法に対する規制か）
・ほかに取りうる手段があるか、
そのような手段をとることが容
易か
・表現の自由の重要性
・本件における集会の重要性

関弁連シンポ報告2024決.indd   98関弁連シンポ報告2024決.indd   98 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 98 - - 99 -

第４章　弁護士による授業案の提案

・許可には条件が付けられること（条例2条3項） （「人口減少社会」というテーマ
について）
・条例自体の不明確性
・合憲限定解釈
・パブリックフォーラム論・表
現の場所が屋外であること

発表
5分

○各班ごとに結論と一番重要だと思う理由を述べて
もらう。

まとめ
講義
7分

○結論としてどちらが正しいということはないこと
を伝える。集会を行う権利も公園を利用する人の方
たちの権利もどちらも重要。
前例がある以上、市が再び集会を行えば、また前
回よりもより大規模な集会を行えばより多くの被害
や苦情が来ると考えることも自然である。
重要なのは、市側と伊藤さん側でもっと議論する
こと。開催するために条件をつけることも考えられ、
たとえば、ゴミの問題等はゴミ拾い用のスタッフを
伊藤さん側が準備することで解決もできる。大きな
声を出す人がいるのであれば警備員等を配置するこ
ともできる。規模が問題なのであれば1000人であ
れば許可するといった方向も考えられる。
○社会の問題には答えがない問題が数多くあり、お
互いがお互いの利害を考え、議論し、お互いに理想
の結論を出すことを目指してほしい。

・今回の条例の目的は、公園の
利用を適正にすることで、公園
利用者の安全を確保すること
・今回の条例は、「事前許可制」
を取っていること
・表現方法の規制であること（別
の場所で同じような集会をやる
こと自体は禁止されていない）
・テーマの重要性
・条例の不明確性（公衆の都市
公園の利用に支障を及ぼすこと
が明らかであるとき）

【事案の概要】

昨今の少子高齢化に伴い、これからの若者たちの社会への負担増が社会問題化されている。人

口減少社会に歯止めをかけることを第一とするべきと訴えるため、伊藤さんは人口減少社会を危

惧している人を集め、「ＳＴＯＰ！人口減少！ 1000人集会！」の実行委員会を立ち上げ、風戸（か

ぜと）市内の大規模な公園である白鳥湖大規模公園で1000人集会を開催することにした。

実行委員会は集会の計画を立て1000人集会をするために、ＳＮＳで呼びかけたところ、参加

希望者が1200人ほどになった。

たくさんの人が集まり、有意義な集会を行うことできる目途が立ったため、伊藤さんら実行委

員会は風戸市公園利用条例1条に基づいて、風戸市に対し白鳥湖大規模公園の利用許可申請を

行った。

風戸市公園は、閑静な住宅地にあり、子どもからお年寄りまで様々な人が利用している。公園

はとても広く、サッカー場やラグビーの試合ができる芝生の公園が2つ、野球場が1つ、子ども

の遊具や屋根付きのベンチがある広場が1つあり、2000人を収容することができる武道館も併設

されている。風戸市長は、公園の一部であるサッカー場の1つのみの利用を許可するという条件
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付きで公園の利用を許可した。

当日、伊藤さんや実行委員会は、公園の利用者に迷惑をかけないために、拡声器の使用をしな

いこと、ビラなどを配らないこと、ゴミを捨てないことについてＳＮＳには記載していたが特段

の措置をとることはせず、1000人集会は終了した。参加者からは「同じ意見を持った人や、少し

異なる意見を持った人との情報交換ができ非常に勉強になった」、「また是非参加したい」といっ

た声が大多数から寄せられ、参加者にとっては大変有意義な集会となった。また、集会の結果、

人口減少社会に歯止めをかけるためのアイディアが多数出されたため、伊藤さんらはこれを風戸

市に直接提出し、今後の政策の参考にしてもらうための意見書として提出した。

しかし、普段公園を利用している人たちから風戸市に対し、「怖かった」「ゴミが散乱していた

ので拾いました」などの苦情が多く寄せられ、「もうこのような集会は開催しないでほしい」な

どの声も寄せられた。

そうした中で、風戸市では、10月に風戸市議会選挙が行われることとなり、伊藤さんは次の市

議会選挙において、住民にもっと人口減少社会の問題を知ってほしいとして今度は同じ公園で9

月に3000人集会を企画することとした。

伊藤さんは再度ＳＮＳで呼びかけたところ、前回の集会の噂もあって今度は5000人の参加希

望があった。そこで伊藤さんら実行委員会は、人数は後で絞ることとして、風戸市に対し、3000

人規模の集会を行うため、風戸市公園利用条例1条に基づいて、公園の利用許可申請を行った。

しかし、風戸市側は、前回の集会の様子を踏まえ、風戸市公園利用条例1条2項3号の「公衆の都

市公園の利用に支障を及ぼすことが明らかであるとき」に該当するとして、伊藤さんの申請を不

許可とした。

この問題について、伊藤さん側の立場、風戸市側の立場で、そもそもこのような条例がよいのか、

条例に基づく不許可が妥当かどうかについて議論をする。 

【風戸市公園利用条例】

第1条　風戸市の公園において、次の各号に掲げる行為をしようとする者は、市長の許可を受け

なければならない。

⑴　物品の販売、募金その他これらに類する行為をすること。

⑵　業として写真又は映画を撮影すること。

⑶　集団で行進若しくは集会を行おうとする場合

２　市長は、次の各号のいずれかに該当する場合のほかは、これを許可しなければならない

⑴⑵　略
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⑶　公衆の都市公園の利用に支障を及ぼすことが明らかであるとき

３　市長は、管理上必要があると認めるときは、第1項の規定による許可に条件を付すことがで

きる。

第2条　前条第1項の許可を取らずに、前条第1項各号に掲げる行為をした者は、1年以下の懲役

または50万円以下の罰金とする。

【地方自治法】

（公の施設）

第二百四十四条　普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的をもつてその利用に供するた

めの施設（これを公の施設という。）を設けるものとする。

２　普通地方公共団体（次条第三項に規定する指定管理者を含む。次項において同じ。）は、正

当な理由がない限り、住民が公の施設を利用することを拒んではならない。

３　普通地方公共団体は、住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取扱いをして

はならない。
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第２節　個人の尊重・人権保障と国家との関係

第１	 本テーマの意義

本テーマは、日本国憲法のまさに中核たる分野である。基本的人権は人間の固有の尊厳に由来

するとされており、これを日本国憲法では、「すべて国民は、個人として尊重される」（憲法13条）

と規定している。

日本国憲法では、第三章国民の権利及び義務において、人権規定を置いており、またいわゆる

新しい人権も含め、これら人権が保障されることによって、人間が社会を構成する自律的な個人

として自由と生存を確保し、その尊厳を維持することができ「個人として尊重される」こととなる。

そのため、各人権規定の内容を正確に理解することが重要である。

各人権規定の内容理解とともに、各人権が私人間ではなく、対国家との権利であることも併せ

て理解する必要がある。独裁国家において政府批判が検閲され、弾圧される例のように、国家の

思惑と人権保障が対立することがある。そこで、日本国憲法は、国家によっても奪うことのでき

ない権利として人権を規定した（立憲主義）。「国家からの自由」とも言われる自由権を筆頭に、「国

家への自由」とも言われる参政権、「国家による自由」とも言われる社会権という性質を人権が

持っていることを理解することが必要である。立憲主義が形骸化すれば、人権規定は画餅に帰す

ことになりかねず、立憲主義は憲法の根幹であり、本テーマにおける授業に欠かすことはできな

い。

他方で、いくら人権が重要なものとはいえ、人権が無制限だということではない。表現の自由

とプライバシー権が対立するように、人権は「公共の福祉」（13条）による内在的制約を受ける。

公共の福祉は人権相互の矛盾、衝突を調整する原理と説明されているように、個人は社会との関

係を無視して生活することはできないのであって、そのような中で人権が他者の人権との関係で

制約される場面があることもまた理解する必要がある。そしてまた、人権が制約される場面が主

として他者の人権との調整の場面であって、国家の利益との調整の場面ではなく、国家利益のた

めの人権制約が安易には認められないことを理解する必要がある。

第２	 弁護士が教える意味

上記意義の通り、人権の授業では、人権が重要であることを教えることはもとより、人権が対

国家との関係で重要であること、人権が制約される場面はあるが、制約は無制限ではなく、特に
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国家利益との対立場面では制約は極めて慎重でなければならないことを理解してもらう必要が

ある。

「基本的人権を擁護し、社会正義を実現することを使命」（弁護士法1条）とする弁護士は人権

に関する事件も扱い、過去の人権に関する判例を踏まえて授業することができる。憲法に関する

説明はどうしても抽象的、理念的な説明に陥りがちであるが、過去の判例等具体的事例をもって

授業できることは弁護士ならではである。

人権を対国家との関係で重要性を認識しなければならないという点についても、弁護士には弁

護士自治が認められ、弁護士には監督官庁がおらず、国家との対峙につき資格上の不利益を受け

ないことが保障されている。日本弁護士連合会が、例えば安保法制や秘密保護法、共謀罪等、違

憲の疑いがある法令について反対の立場を明確にし、また、個々の弁護士が時には国家相手にい

わゆる憲法訴訟を提起するなど、弁護士は日頃から、人権の対国家性を意識しながら業務に臨ん

でいる。この点の視点は、弁護士だからこそ教えることができるといえる。

第３	 本テーマと学習指導要領との関係について

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［第6学年］2「内容」アアにおいて身に付ける知

識及び技能として「現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていること

を理解する」、同イアにおいて身に付ける思考力、判断力、表現力として「日本国憲法の基本的

な考え方に着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国会、

内閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現すること。」と記載されている。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］1「目標」⑴として、「個人の尊厳

と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を広い視野から正しく認識し、民主

主義、民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係

などについて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めるとともに、諸資料から現代の社会的

事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。」とされ、同2「内容」

Cアアでは、身に付ける知識として「人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、

法の意義を理解すること。」と記載されている。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節第2款第1「公共」2「内容」A⑴アイにおいて、身に付ける
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知識として「人間は、個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに、対話を通して互い

の様々な立場を理解し高め合うことのできる社会的な存在であること、・・・について理解する

こと」とし、同⑶アアにおいて、「人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主義、法の支配、自由・

権利と責任・義務など、公共的な空間における基本的原理について理解すること」としている。

また、同第3「政治・経済」2「内容」1アアにおいて、身に付ける知識及び技能として「政治と

法の意義と技能、基本的人権の保障と法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、地方自

治について、現実社会の諸事象を通して理解を深めること。」、同イアにおいて、身に付ける思考力、

判断力、表現力として「民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政治の在り方との関連につい

て多面的・多角的に視察し、表現すること。」と記載されている。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心と弁護士側の意欲

学校側のニーズとしては、2652校からの回答のうち864（33％）と相応のニーズがあるものの、

学校別で見ると、小学校541（38％）、中学校235（32％）、高等学校84（22％）と、小学校から

中学校、高等学校と学年が上がっていくにつれ関心が低くなっている。この点、個人の尊重や人

権というテーマは学校の授業内でも扱われることから、弁護士が関与する必要性がないと考えら

れていると推測されること、学年が上がり社会進出が近くなるにつれ実生活で必要とされる知識

に関する授業（消費者教育、労働教育等）の需要が高まり、相対的に理念的な面が否定できない

本テーマの需要が低迷しているものと考えられる。

弁護士側についてみると、本テーマの授業実績（2018年4月から現在まで）は、授業実績総数

が3590件のうち187件（5.2％）と突出して実績の多いいじめ予防授業（1627件で45 .3％）を除

いて他の授業と実績数は横並びである。もっとも、学校教育に関わりたいと思う分野では、本テー

マは20と最も高い結果が出ており、弁護士側としては今よりも授業数を増やしていきたいとい

う意欲の高さがうかがえる。
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授業案⑥　個人の尊重と法

１	 対象

中学生～高校生

２	 獲得目標　

・人間社会において社会の秩序を形成・維持のために法が必要とされたことを理解する。

・近代以前には権力者のために法はあったが、近代市民革命によって、「個人の尊重」のため

に権力者を縛る憲法が作られ、法もまた個人が尊重されるためにあることを理解する。

・「個人の尊重」の意義を正しく理解し、自己の意見をはっきりと主張するとともに、他者のこ

とも認め、その主張に耳を貸す資質・能力を身に付ける。

・こうした理解に基づき、法を批判的に見る能力を身に付け、その上で法に従うという態度を

形成する。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節第2［公民的分野］1⑴には「個人の尊厳と人権の尊重の意義」

について、広い視野から正しく認識させるとし、同2Ｃ「私たちと政治」⑴アアで「人間の尊重

についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義を理解すること」としている。

さらに高等学校指導要領においても、第2章第3節第2款第1「公共」2Ｂアアにおいて、「法や

規範の意義及び役割……などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、憲法の下、……権利や自由

が保証、実現され、社会の秩序が形成、維持されていくことについて理解することと」として同

様の要求がなされ、さらに同第3「政治・経済」2Ａ⑴において、「個人の尊厳と基本的人権の尊重、

対立、協調、効率、公正などに着目して、現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりす

る活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する」として、さらに、同アア

において「…法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支配…について、現実社会の諸事象を通

して理解を深めること」としている。

つまり、これらの記述は、民主主義社会における法は、各人の人権が守られる社会を形成・維

持するための規範であることを理解させようとしている。言い換えるならば、近代の法は、個人

の尊重という価値を実現する（もちろんその実現の仕方は一様ではないが）ためにある。しかし

ながら、実際の教科書では、中学段階はもちろんのこと高校段階においても、法と憲法が関連づ

けて教えられておらず、教員もまたそうした法的知識が希薄なため、上記の点を十分に理解させ
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ていると言い難い。

そこで、本授業案によって、人びとの間で法がどのように生まれたのか、そしてそれが実際に

は権力者の命令として発展してきたという経緯を踏まえた上で、近代憲法の誕生により、憲法に

よって権力は抑制され、法は個人の尊重のためにあるという法の意義を正しく理解してもらうと

ともに、個人の尊重の意味を正しく理解して行動できるようになることをねらいとする。

４	 授業の流れ
1限目
段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
10分

○法とは何か？ ⇒　「国会が決めた決まり」、「み
んなが従っている決まり」

◎法とは、ここでは全員が従うべきルールのことを
言う。
○全員が従うべきルールと言えば、スポーツのルー
ルがあるが、サッカーのルールで知っているものは
あるか。

⇒・足でボールを蹴る。
・	キーパー以外は手を使えな
い。

・	オフサイド
など
ワークシート1を配る

○これから次の事例に基づいてサッカーのルールが
いつの時点でできあがったといえるか、班で検討し
てもらう。5分後に発表をしてもらうので、発表者も
決めること。

Ｑ1についてだけ考えさせる。

（事例）ボールの奪い合いをする遊びがあった。ただ人や地域によってバラバラ。そ
れでも楽しく遊んでいた。
その後、ボールを足で蹴って相手のゴールにボールを入れて得点を争うという今
のサッカーと同じ基本的なルールができあがったが、細かいところで各地域で差が
あった。そのため、地域が交流するようになると細かいルールでもめるようになった。
そこで、統一サッカー協会のようなものができて、ルールの詳細が話し合われ、文
書化された。またサッカーの試合にはサッカー協会公認の審判がついてルールを裁
定するようになった。またサッカー協会はルールの変更についても権限を持った。
こうして各地で統一したルールによるサッカーが行われるようになった。

○発表してもらう。 ⇒統一サッカー協会ができたと
きとする意見が多いか？村で草
サッカーのルールができたとき
とする答えがないときは村でや
っていたときはルールはなかっ
たのなどと誘導。

◎特定の人たちで了解されている「ボールを足でけ
って相手ゴールに入れて得点を競う」という草サッ
カーのルールができた時点で、第一次的にはサッカ
ーのルールは規範性を取得したと言える。
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展開1
20分

○我々の社会には「人を殺すな」というルールがあ
りますが、これは法だろうか。

⇒法である。∵「全員が従うべ
きルールが法である」と定義し
たから。

○ではなぜ人を殺すなというルールを守らなければ
ならないのか。

⇒「法律に書いてある」と言う
答えが返ってきたら、「法律に
書いてあれば何でも守るのです
か」などと揺らして、もう少し
具体的に考えさせ、「安全に暮
らせないから」などの答えを導
く。

○人を殺してはいけないと何かに書いてあるのか。 ⇒「法律に書いてある」と答え
た子がいればその子に当ててみ
て、その後、刑法もしくは殺人
罪という答えが返ってくるまで
当てる。

○殺人罪について規定する刑法199条を見せる。「人
を殺すな」と書いてあるか質問する。

「人を殺すな」とは書いてい
ないことを確認する。199条の
意味は後で触れる。

○では、なぜ「人を殺すな」と書いてないのだろうか。 ⇒当たり前のこと
◎国民が守るのが当然だと思っている決まりであれ
ば、法律に書いてなくても「法」、つまり、全員が従
うべきルールとなる。
○では、人を殺すなというルールはいつからあった
か。

⇒昔から

◎「人を殺すな」「人の物を盗むな」といった社会
秩序を維持する最低限のルールは社会ができたとき
からの慣習により、法として存在した。

文字や文章で表現されていな
い法の存在に気づかせる。

○例えば、宮崎駿監督の「もののけ姫」の冒頭に出
てくるアシタカが住んでいたような村社会では長い
間かけて成立した慣習で生活しており、村の長老が
たたり神を退治したものの右腕を呪われてしまった
アシタカに対して「たたり神に呪われた者は村を出
て行かなければならない」という法の存在を告げた。

www.ghibli.jp/works/
mononoke/
のフリー画像を見せる。

○先ほどのサッカーの例でも、ボールを足でけって
相手ゴールに入れて得点を競う」ということが仲間
内で共通する認識になった時点で、ルールができた
と話した。これは慣習法として成立したということ。

この時点では、ルールが文章
化されてはいない点で不文法と
もいうことを確認。

○では、サッカーの例で、各地域で細かいルールに
差がある状態で、地域が交流をするようになると、
どんな問題が起きたか。

ワークシートQ2に記入させる。
⇒何がルールかわからず、もめ
ごとが起き、新しいルールが必
要になった。

○同様のことは、現実の社会でも起こる。社会が大
規模化・多様化し動的になるにしたがってどういっ
た問題が発生したのか、サッカーの例を振り返りな
がらワークシート2で整理する。 ワークシート2を配る。
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○Q1「もめ事が起きる」ということだが、もめ事
がおきたときに何が法か分からないとどうなるの
か。

⇒・どちらが悪いか分からない
・	適切な対応ができない

◎その人が法に違反したかどうか分からず適切な対
応ができない。
○Ｑ2「新しいルールが必要になる」ということだが、
すぐに作れるか。

それまでのルールが慣習で成立
していたことを指摘し慣習法が
成立するには時間がかかる点を
気づかせる。

◎法を変えることが困難である。
○Ｑ3　大規模化した社会では、これらの問題に対
してどのような対応が必要か。班で検討する。
○班ごとに発表させる。
①それが法であるかどうかを誰かが確認する必要 ⇒①～③が理想的な回答である

が、先取りして国会、裁判所が
必要などの答えがでてもかまわ
ないが、そこでは何をしている
かを尋ねる。

②古いルールを廃止し、新しいルールを誰かが導入
する必要
③ルール違反の有無を判断し、そう判断した場合に
どんな制約を課すかを誰かが定める必要
○先ほどのサッカーの例では、スムーズに統一サッ
カー協会ができたかのように話したが、現実の社会
の方はそうスムーズに進んだわけではない。 ⇒慣習
○まず伝統的な村社会の在り方についてもう一度整
理すると、アシタカの村では法はどうやって作られ
たか。 ⇒長老
○「村を出て行かねばならない」との法をアシタカ
に伝えたのは誰だったか。
◎伝統的な村社会では法は慣習として長い時間をか
けて作られていった。従って、法を語るのも村の長
老の役目であった。 ⇒争ったとか戦争とかいう言葉

が出てくるまで聞く。○では、そうした村社会は現実にはどうやって大規
模化していったのか。
◎「もののけ姫」でも、アシタカが村を出て里に下
りると、いきなり戦闘場面に遭遇していた。歴史の
教科書を見ると、「農耕や牧畜が発達し、食料をた
くわえられるようになると、争いが起こり、強い集
団が弱い集団を従えるようになって国ができ、人々
を支配する者は王や貴族となり、支配される者は農
民や奴隷となった」とある。つまり、社会が大規模
化するには権力者の存在が必要だった。
○大規模化した社会では、①それが法であるかどう
かを確認し、②古いルールを廃止して新しいルール
を導入し、③ルール違反の有無を判断し、どんな制
約を課すかを定めたのは誰であろうか。 ⇒王様、殿様等の権力者
○王様。もちろん、全てを一人で行うことはできな
いので、臣下たちが分担して作業はしたでしょうが、
いずれにしても最終的には王様が決めるという形を
取っていた。
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◎そこでは、法は国民のために制定するという部分
ももちろんあっただろうが、その場合でも権力者目
線であり、多かれ少なかれ権力者のためにあるのが
法であった。

展開2
15分

○昔のヨーロッパの話をする。
昔のヨーロッパでは、王様が権力を持ち、王様が考
えることが「法」として機能していた。フランスを
例に挙げると、身分制度があり、第一身分はカトリ
ック聖職者で、第二身分は貴族で、第三身分は平民
であった。そして、第一身分、第二身分の財産は免
税されるなどの特権があり、第三身分だけが納税を
強いられ、政治的な権利はなかった。その中で王は
神から権限を与えられた者として絶対的な権力を握
っていた。

第一身分、第二身分を合わせる
と人口の2％ほどであり、第三
身分は人口の98％であった。
アンシャンレジームの諷刺画を
見せる。

○ただし、平民といっても、労働者や農民だけでな
く、銀行や企業の社長などいろいろな職業の人がい
て、たくさんお金を持っている人もいた。
○1774年にはルイ16世が即位したが、財政は困窮
を極めていた。そこで、増税を考えたが、このころ
になると一部の市民はかなり力をつけてきて、簡単
に命令を出せるような状況ではなくなってきてお
り、第三身分の平民たちから大きな反発を受けた。
そして、平民達は、自分たちのことは自分たちで決
めたいという考えから、平民による「国民議会」を
発足する。

即位直後から慢性的な財政難に
悩まされ続けたにも関わらず、
イギリスの勢力拡大に対抗して
アメリカ独立戦争ではアメリカ
を支援したため財政がさらに苦
しくなった。

○この「国民議会」が決めたことに、王様は従うだ
ろうか。

⇒従わない。

◎そこで平民たちは革命を起こした。この革命によ
って、王は倒され、国民議会は「人権宣言」を採択
した。

スライドに映す。

１　人は、法の下に生まれながらにして自由かつ平等である。社会的差別は、公共の
利益に基づくのでなければ、存在することはできない。
２　すべての政治的組織の目的は、人間の生まれながらの取り消し得ない自然権の
保全である。それらの権利は、自由、所有権、安全、及び、圧政に対する抵抗である。
３　あらゆる主権の根源は、本質的に国民に存する。いかなる集団、いかなる個人も、
明示的に発せられていない権力を行使することはできない。（後略）
16　権利の保障が確保されず、権力の分立が定められていないすべての社会は、憲
法をもたない。

◎この1、2、3条の規定こそが、個人を尊重するため
にこそ国家はあり、そのためには憲法において人権
保障が定められなければならないとする近代立憲主
義の本質を謳ったものにほかならない。
そして、国民議会が権力を持つとしても、1つに権力
を集中させるとまた同じことが起きてしまう。その
ため、人権宣言16条において、権力の分立が定めら
れた。
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○権力が分立した社会では、①それが法であるかど
うかを確認する権能、②古いルールを廃止して新し
いルールを導入する権能、③ルール違反の有無を判
断し、どんな制約を課すかを定める権能もまた特定
の機関に分担されるようになる。ワークシート2Ｑ
4を班で検討する。
○Ｑ4②について発表させる。 ⇒国会、議会
○Ｑ4③について発表させる。 ⇒裁判所
○Ｑ4①について発表させる。 ⇒国会との答えが予想される。
◎議会も慣習法を新しく制定法にするという場合に
は関係する。しかし、法を「全員が従うべきルール」
とする以上、制定法でなくても、慣習法の存在が確
認されればそれに従うことになる。その場合、紛争
を解決する過程である裁判を通じて法が確認される
のが一般である。つまり法を発見する機関としては
裁判官や裁判所ということになる。

例えば、お金を貸すのに担保
を取るという成文法がない時代
に、商人間では当然のように担
保をとってお金を返せなければ
当然に担保をお金に換えていと
して、そうした行為も有効であ
るという裁判を通じて、担保を
取ることも有効という法規範が
人々に浸透していくことにな
る。

小活
5分

◎これまでの流れを要約する。
法とは社会の構成員全員が安全な暮らしのために不
可欠だとみんなが確信するルールのこと。
原始的な村社会のころから存在した。 存在形式は慣習法・不文法
社会が大規模化・多様化すると、何が法か分からな
い、新しい法を作りたくてもそう簡単には新しい慣
習は成立しない、各村でルールが違うので違反した
かどうかも決められないなどの問題が発生。
他方で、社会が大規模化するには権力者が必要だっ
た。権力者は、自分の支配のためにも慣習法・不文
法から法を文書化するようになる。

法は国民のために制定すると
いう部分ももちろんあったが、、
多かれ少なかれ権力者のために
あるのが法であった。

しかし、おごる権力者は国民の怒りを買い、ついに
市民革命が起こり、近代国家が生まれた。

「絶対的権力は絶対に腐敗する」

近代国家の成立により、立法の権限が、国王から国
民の代表者である国会に移ることになり、また、権
力の分化が進むことになった。
○日本国憲法もその例外ではない。次の時間では、
日本国憲法がどのような基本的な価値・原理を採用
しているかを考えてみることにする。
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2限目
段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
10分

◎1限目の授業の流れ説明する。
社会秩序を維持する最低限のルールは社会ができた
当初から慣習法として存在→やがて集団の規模が大
きくなり、強大な権力を持った王が統治するように
なり、人民を抑圧する法が作られるようになった→
王様が権力におぼれ、国民のことを考えなかったの
で、やがて市民革命が起きて、人権保障と権力分立
を定める近代憲法が制定された。
○では、「人権」とは何か。 ⇒「誰もが生まれながらにして

持っている権利」というような
答えが出たら先に進む。

○小学生のときに「国民には人権があるのだから、
人権を侵害しないように他人を思いやる・他人に優
しくするように」と教わらなかったか。

たぶんそのように教わった経
験のある子どもは多いと思われ
る。

○では、次のような場合にあなたはAさんの表現の
自由を守ろうと思うか、正直に答えよ。
あなたは、日頃あなたの意見にことごとく反対意見
を言っているAさんに良い感情を持っていなかった
が、ある日、Bさんの意見に対しAさんが反対意見
を言い始めると、Bさんが「うるさい、黙っていろ」
と言った。

日頃よく思っていない相手の
権利保障には消極的になること
に気づかせる。

◎「思いやり」や「優しさ」は自分が仲間だと思う
他者に対してだけ向かう。これに対して、「人権の
保障」は、自己とは異なる信条や意見、さらには外
観を持つ他者に対しても向かうものである。
○そもそも「国民には人権があるのだから、人権を
侵害しないように他人を思いやる・他人に優しくす
るように」と教えは、法的に見ると前提に誤りがあ
るのだが、それは何か。

答えが出づらいと思われるの
で、適宜「優しくするというの
は法なのか」、「憲法はなぜ生ま
れたのか」などのヒントを出す。

◎「優しくする」というのは道徳であり法とは違う。
また、法律は国民が従うものだが、憲法は権力を制
限するものであるから、国家が従うものである。

展開1
15分

○日本でも、市民革命こそ起きなかったが、軍部の
独走により第二次世界大戦を引き起こしたあげく、
敗戦となり、アメリカの主導のもと国民主権、人権
保障、権力分立を定める日本国憲法が制定された。
○日本国憲法は、第1条で国民主権を謳い、第3章で
基本的人権を保障し、第4～6章で三権分立を定めて
いる。
○確認問題。19条は「思想及び良心の自由は、これ
を侵してはならない」としているが、誰に対して侵
してはならないと言っているのか。

第1条、第11条、第41条、第
65条、第76条の条文をスライ
ドで見せる。適宜、簡単に解説
する。
⇒国家、権力者、公務員
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○人権が保障される根拠を考えていくことを告げた
上で、「自分が他人に強制されたら嫌なことは何か」
と聞く。

⇒自分の時間を邪魔される、個
人情報を勝手に公開される等

◎人にはそれぞれ他人に侵されたくない固有の領域
がある。それが他の人と違っていても、その人の人
格の核となっていれば、保護されなければならない、
これが人権が保障される根拠である。
◎その元となっているのが13条の「個人の尊重」と
いう考え方である。「個人の尊重」とは、一人ひとり
がそれぞれに固有の価値をもっていることを前提
に、それぞれの人がもっているそれぞれの価値を等
しく認めあうことである。そこから個人が持ってい
る人権を侵害してはならないということが導かれ
る。ただし、13条第2文は「公共の福祉」による制
約を認めている。

13条第1文「すべて国民は、
個人として尊重される」
13条第2文「自由及び幸福追
求に対する国民の権利について
は、公共の福祉に反しない限り、
立法その他の国政の上で、最大
の尊重を必要とする」
「公共の福祉」も難しい概念
なので深入りはしない。
これに対して、明治憲法下で
は、共産主義という思想を持つ
こと自体が「治安維持法」によ
り取締の対象とされたことも紹
介。

○「公共の福祉」は、ここでは人権といえども他者
の権利・自由を侵害することまでは許さないとする
原理だと説明する。
○19条を例にして説明。国民主権を否定し、天皇主
権に戻したいと思うこと自体は自由である。そうし
た思想を持つことを法律によって禁止することはで
きない。
○これに対して、それを暴力的に実現しようとする
こと自体を禁止することは、「公共の福祉」に反す
るので憲法に反しない。実際、「破壊活動防止法」な
どにより禁止されている。

展開2
20分

○「個人の尊重」は、異なっている個そのものの存
在価値を認める原理だとすると、そうした社会はど
うあるべきだと思うか。

⇒多様な個人が生活できる社
会。いきなり民主主義社会とい
う答えが出てきてきても可。

○それは政治的には民主主義社会を意味するが、日
本の民主主義社会は本当に異なっている個が共存で
きる社会なのか、現状の国会審議を見てどう思うか。

⇒国会を見ていると与党が少数
意見を聴かずに数に任せて政策
を決定している、野党の側も建
設的な反対意見を出さない。

○どうしたら良いのか班で検討。（5分）
○発表。 ⇒すぐに多数決をしない、少数

意見を聴く時間を増やす、国会
の制度を変える等

◎民主主義にとって、反対意見は自己の意見をブラ
ッシュアップする貴重な材料。形式的な討論ではな
く、真摯に反対意見に向き合えるかが民主主義の練
度を測る試金石である。
○政治的な民主主義ではなく、日常の生活においては、
「個人の尊重」は、どのように働くか班で検討。（5分）

ヒント「社会や国家は個人のた
めにある」

○発表。 ⇒婚姻の自由、契約の自由など
◎結婚・離婚などの身分関係、契約の締結やなどの
財産関係などについて、個人の自由な意思に任せて、
国は関与しない。これを私的自治の原則という。こ
れによって個人は活動の自由が保障される。
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◎自由な活動の結果、他人の故意または過失による
行為によって損害を被った私人は、加害者に対して
損害賠償を請求できる。
◎私的自治が成立するためには、個人がその法的関
係の意味を理解するだけの能力を有していることが
前提となる。

まとめ
5分

◎「個人の尊重」とは、一人ひとりがそれぞれに固
有の価値をもっていることを前提に、それぞれの人
がもっているそれぞれの価値を等しく認めあうこと
であり、社会や国家は「個人」のためにあると考え
ることになる。
それは、公的空間では、異なっている個そのものの
存在価値を認め、そうした多様な個人が生活できる
空間として民主主義社会を形成すべきであるとする
原理につながるだけでなく、憲法を越えた価値とし
て、私的空間においても、身分関係、財産関係につ
いて、個人の自由な意思に任せて、国は関与しない
とする私的自治の原則に繋がる。
したがって、民主主義社会の法は、こうした「個人
の尊重」を実現するためにあるのである。
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ワークシート１ 

（事例）サッカー 

ボールの奪い合いをする遊びがあった。ただ人や地域によってバラバラだった。それでも楽し

く遊んでいた。 

 その後ボールを足で蹴って相手のゴールにボールを入れて得点を争うという今のサッカーと同

じ基本的なルールができあがったが、細かいところで各地域で差があった。そのため、地域が交

流するようになると細かいところでもめるようになった。 

 そこで、統一サッカー協会のようなものができて、ルールの詳細が話し合われ、文書化され

た。またサッカーの試合にはサッカー協会公認の審判がついてルールを裁定するようになった。

またサッカー協会はルールの変更についても権限をもった。 

 こうして各地で統一したルールによるサッカーが行われるようになった。 

 

Q１ サッカーのルールはいつ出来上がった？ 

 

 

 

 

 

Q２ 各地域間で細かいルールに差がある状態で地域が交流するとどうなる？ 

 

  

ワークシート２ 

 社会が大規模化・多様化し動的になるに従って次のような問題が生じた。 

① 何が法[＝ルール]なのかよくわからない 

② もめ事が起きた 

③ 新しいルールが必要になった 

Q１ ①「何が法か分からない」とすると、②「もめ事が起きた」ときにどうなるか 

  

 

 

Q2 ③「新しいルールが必要になった」ということだがすぐに作れるか 

 

 

 

Q３ 大規模化した社会で、Q1 の①～③の問題を解決するためにはどのような対応が必要か 

 ①：                              

 ②：                              

 ③：                              

 

Q4 そのような対応をするための機関はどのようなものか 

 ①：             

 ②：             

 ③：             
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ワークシート１ 

（事例）サッカー 

ボールの奪い合いをする遊びがあった。ただ人や地域によってバラバラだった。それでも楽し

く遊んでいた。 

 その後ボールを足で蹴って相手のゴールにボールを入れて得点を争うという今のサッカーと同

じ基本的なルールができあがったが、細かいところで各地域で差があった。そのため、地域が交

流するようになると細かいところでもめるようになった。 

 そこで、統一サッカー協会のようなものができて、ルールの詳細が話し合われ、文書化され

た。またサッカーの試合にはサッカー協会公認の審判がついてルールを裁定するようになった。

またサッカー協会はルールの変更についても権限をもった。 

 こうして各地で統一したルールによるサッカーが行われるようになった。 

 

Q１ サッカーのルールはいつ出来上がった？ 

 

 

 

 

 

Q２ 各地域間で細かいルールに差がある状態で地域が交流するとどうなる？ 

 

  

ワークシート２ 

 社会が大規模化・多様化し動的になるに従って次のような問題が生じた。 

① 何が法[＝ルール]なのかよくわからない 

② もめ事が起きた 

③ 新しいルールが必要になった 

Q１ ①「何が法か分からない」とすると、②「もめ事が起きた」ときにどうなるか 

  

 

 

Q2 ③「新しいルールが必要になった」ということだがすぐに作れるか 

 

 

 

Q３ 大規模化した社会で、Q1 の①～③の問題を解決するためにはどのような対応が必要か 

 ①：                              

 ②：                              

 ③：                              

 

Q4 そのような対応をするための機関はどのようなものか 

 ①：             

 ②：             

 ③：             
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授業案⑦　表現の自由とプライバシー権

１	 対象

中学生、高校生

２	 獲得目標

日本国憲法は、人が生まれながらにしてもつ当然の権利で、侵すことのできない永久の権利と

して、基本的人権を保障していることを理解する。わたしたちが、自由に人間らしく生きていく

ためには、この基本的人権が尊重されなければならない。基本的人権の種類としては、自由権・

平等権・社会権、参政権・請求権がある。自由権は、国から制約を受けずに自由に活動する権利、

平等権は、差別を受けない権利、社会権は、国に対して生活の保障を受ける権利であり、基本的

人権を守るための権利として参政権や請求権がある。その上で、経済の発展や社会の変化により、

憲法には明示されていなかった新しい人権が認められていることを確認する。

自由権は身体の自由・精神の自由・経済の自由が保障されていることを前提として、精神の自

由には、人間の心の中の自由と、それを表現する自由の2種類があることを確認する。人間が自

由に考えたり発表したりすることは、人間として生きるための基本である。そのため、日本国憲

法は、ものごとを考え、自分の良心に従う自由（思想良心の自由）、どんな宗教を信じてもよく、

また宗教を信じなくてもよい自由（信教の自由）、学問や研究を好きに行える自由（学問の自由）、

同じ考えの人が集まり、組織をつくったり、自分の意見を述べたり発表したりする自由（集会・

結社・表現の自由）が保障されている。

この授業では、まずは、憲法が誰に対する規定であるかを学び、表現の自由に焦点をあてて、

自分が考えたことを、国や他人の決めつけたことに影響されることなく、自由に表現できること

の重要性を理解する。他方で、ＳＮＳ等の発達により、個人の表現行為によって、他の誰かのプ

ライバシー権を侵害することもあることを学ぶ。そして、表現の自由とプライバシー権は、対立

する関係性のみではなく、国家等から個人のプライバシー権が守られることで、表現の自由が実

質的に実現される関係性にあることも学ぶ。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］1「目標」⑴には、民主主義に関す

る理解を深めるためには「個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関

係を広い視野から正しく認識」することが必要であることが述べられている。実際、同2「内容」
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第４章　弁護士による授業案の提案

Ｃ「私たちと政治」⑵「民主政治と政治参加」イアにおいては、「民主政治の推進と、公正な世論

の形成や選挙など国民の政治参加との関連について多面的・多角的に考察、構想し、表現するこ

と。」とある。国民が積極的に政治に参加するためには、必要な情報を十分に得て、世論を形成し、

それを自由に表現できることが必須である。その礎となる表現の自由とそれから派生する様々な

権利等を学ぶことは意義がある。

４	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

生徒の反応
指導のポイント

導入
15分

○テレビ、新聞等から、多彩な内容の情報を得るこ
とができ、また、インターネット（ＳＮＳ含む）を
使って、自由に情報を得たり、自由に発信できたり
することは、社会生活にどう役立つか。

好きな音楽を聴き、好きなテレ
ビ番組を見ることや、実際に起
こっている社会現象に関心を持
つことが出来ることを通じて、

○他方で、言いたいことが言えず、知りたい情報が
入ってこないと、何が困るか。または、国によって
決められた情報のみしか知ることが出来ないと何が
困るか。

①自己実現：個人が言論活動を
通じて自己の人格を発展させる
こと、②自己統治：言論活動に
よって国民が政治的意思決定に
関与することを確認する。

◎憲法21条の確認
集会、結社及び言論、出版その他一切の表現の自由
は、これを保障する。検閲は、これをしてはならない。
通信の秘密は、これを侵してはならない。
○憲法21条は誰が守らなければならないルールか。
→表現の自由は国民の権利
→国民のこの自由を制約するのは誰か。
→政府などの行政機関に限らず、国が作った法律
によって制約されることも禁止している。

人権規定が、対国家との権利で
あることを確認

○もっとも、人権保障もときには制約がやむを得な
いという場合もある。
→他の人の名誉やプライバシー権を侵害するよう
な場合。
→ただし、その場合でも、原則として表現の自由
が憲法で保障されている以上、安易に規制すること
は許されず、なぜ規制する必要があるのか厳密な理
由が必要になる。

表現の自由も、無制約ではない
ことを確認する。

◎導入以降は、表現の自由の発展（展開1－1）、プ
ライバシー権の発展（展開1－2）、国家による監視
（展開1－3）のいずれかを選択ないし混合して授業
を実施する。
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展開
1－1　
20分　
（表現
の自由
の発
展）

◎表現の自由について、憲法制定当初から、その後
の社会変化等によって、どのような新しい権利が認
められてきたかを考える。
→表現が自由にできるだけでは、不十分なことは
ないか。
→知る権利の必要性、重要性
→報道の自由、アクセス権、取材の自由、自己情
報コントロール権、忘れられる権利、ＳＮＳの禁止
問題（通信の秘密との関係性）などを例に挙げて新
しい社会問題などを検討する。

「知る権利」の説明を必須とし
て、適宜、社会情勢に適した権
利を深く掘り下げることも触れ
る。

◎知る権利の充実のための法整備について学ぶ　
→情報公開法等　
→政府等によって、重要な情報が隠蔽等された場
合に、国民が受ける不利益を検討する。

国民が主権者として、活動して
いくためには、十分な情報を得
ることが必要であることを確
認。

展開
1−2　
20分　
（プラ
イバシ
ー権の
発展）

◎表現の自由が保障されているとしても、絶対では
なく規制が必要な場合もないかを確認する。

個人のＳＮＳを利用しての事案
や、ホームページ作成、学校新
聞の製作活動の事案を想定し、
ワークシート等でグループワー
クを行う。

○プライバシー権とは
→私生活をみだりに公開されないという法的保障
ないし権利
○自己情報コントロール権の紹介（有名なプラット
フォームは、プライバシー権は基本的人権とし、さ
らに自己情報コントロールについて言及している）。
◎現代社会においては、個人も、ＳＮＳ等で自由な
情報発信が可能になっている。　
→他者のプライバシー権の侵害や名誉毀損等の問
題点を確認する。　
→プライバシー権侵害となる要件の検討　
→名誉毀損の構成要件の検討
◎他者のプライバシーを侵害することは憲法違反で
はなく、民事上の不法行為責任を負うことを確認し
た上で、事例検討をする。
◎発信する内容や、プライバシー権等の侵害対象と
なる人物の属性等で何か変わるかを検討する。　　
→飲食店の評価、プライベートな秘密、ある程度
知られている事実、人の容姿、趣味、日常行動、差
別的な言動への批判　
→政治家、評論家、有名人、学校の先生、友人
◎以下の内容をSNS等へ投稿した場合を想定し、①
投稿自体が問題になるか、②問題になるとしてその
理由等を議論させる。
○食事をしたレストランについて、「あの料理の材
料では、ぼったくりだ」、「味が犬の餌の様だ」と投
稿すること。

値段が高いことを消費者につた
えることと、事実に基づかない
評価は表現内容として違いがあ
ること。
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第４章　弁護士による授業案の提案

○増税ばかりする政府を批判するために、「増税す
る総理はバカだ」と投稿すること。（風刺画の紹介
など）

政治批判は、民主主義国家にと
って必要であることを認識させ
る。

○自分が住んでいる市の市議会議員が、不倫してい
ると投稿すること。
○偶然、逮捕された人の近所に住んでいて誰かが分
かったため、その人の情報をＳＮＳ等で拡散するこ
と。（実名報道の問題点や日本版DBSの紹介など）

被疑者等の情報は、一定程度有
益な情報ではあるが、どこまで
認められるか議論する。

○いじめをしている者を告発するために、その事実
とともに、その者が過去、万引きしていたことを投
稿すること。

発展１
－３　
20分
（国家
による
監視）

○プライバシー権の侵害を防ぐためや国の安全とい
う目的を掲げ、国等の監視によって、発信、受領で
きる情報を制限することは許されるか。
→無秩序に他者の名誉を毀損する内容の投稿がさ
れる掲示板や、発売されている漫画を違法にアップ
ロードされているサイトを国がサイトブロッキング
することに問題がないかを検討する。

国家による情報統制が民主主義
にどのような影響を及ぼすかを
議論する。

→政府が許可した内容だけをテレビ番組で放映す
ること、インターネット検索で特定の事項などが出
てこないことなどによる問題点を検討する。
○国等にとって不都合な情報を調べたり、それにつ
いて発信を行う個人を監視することに問題はある
か。

萎縮効果によって、自由な言論
行動ができなくなることの問題
点を議論する。

→ある内容の情報を収集しているものを危険人物
として扱い、それらの者の表現活動が、国等から監
視されてしまう（ときには処罰される）としたら、
どのような社会になるか。
○そのほか、監視カメラ、秘密保護法、セキュリティ・
クリアランス、諸外国の国家安全条例、デジタル庁
によるスーパー認証アプリなど、適宜社会的な問題
を題材として議論する。

まとめ　
10分

○発展1－1
→表現の自由は、知る権利等の充実によって、様々
な情報を制限なく得ることで初めて意味をなすこと
を理解、確認する。

表現の自由及びそこから発展し
て認められた権利が、個人の尊
重と併せて、主権者として行動
する際に必須であることの確認

○発展1－2、3
→表現の自由が保障されているとしても、他者と
の関係で制限されることはあり、また、表現すべき
思想や良心の形成の自由が保障されていなければ意
味がないことを理解する。
○表現の自由が行使できることで、公正な世論形成
が可能となり、国民の実質的な政治参加が可能とな
ることを確認する。

憲法の授業、主権者教育として
重要な点として強調する。
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授業案⑧　生存権保障の意義を考える

１	 対象

中学生

２	 獲得目標　

憲法25条で定める生存権は国民に対して具体的な権利を付与するものではないが、国家に対

して生存権規定に基づき「権利」を具体化すべき義務を負わせ、この具体化を怠っている場合に

は立法不作為による国家賠償請求の対象となり得ることや、具体化をしていても著しく低い基準

を設定する等憲法や法律の趣旨に反し裁量権の逸脱や濫用がある場合にも司法審査の対象とな

るという意味で、極めて重要な意義があることを理解する。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」B⑵アアでは「社会資本

の整備、公害の防止など環境の保全、少子高齢社会における社会保障の充実・安定化、消費者の

保護について、それらの意義を理解すること。」とあるが、中学校学習指導要領解説社会編142

頁によれば、「社会資本の整備、公害の防止など環境の保全、社会保障の充実、消費者の保護」

などは、「市場の働きにゆだねることが難しい諸問題」であるから「国や地方公共団体が果たし

ている役割について」多面的に考察することを求めている。憲法25条に基づく生存権保障は「市

場の働きにゆだねることが難しい諸問題」の典型であり、自由主義経済における競争社会の中で

生活が困難な人々のセーフティーネットとして必要不可欠なものである。

本授業案では、自由に職業選択をして稼ぐことができる自由主義経済を成り立たせるために、

社会保障の充実・安定化を図っていくことが必要であると理解することを目的とする。

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント等

導入　
15分

○みなさんは将来なりたい職業について考えたこと
はありますか。どうしてその職業に就いてみたいと
思うのでしょうか。グループ内で順番に発表してみ
ましょう。

・話しやすい話題で議論がしや
すい雰囲気を作る。

○（グループワーク終了後）今のグループの中では、
色々な職業が出たことと思います。将来なりたい職
業を自由に目指していけるのが今の日本の社会です
が、これは当たり前のことでしょうか（当たり前で
ある、当たり前ではないのいずれかに挙手をしても
らう）。

⇒当たり前（職業選択の自由が
保障されているから）、当たり
前ではない（かつての身分制社
会、カースト制度等ではむしろ
自由に選べないことが普通だっ
た）等の意見が想定される。

関弁連シンポ報告2024決.indd   120関弁連シンポ報告2024決.indd   120 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 120 - - 121 -

第４章　弁護士による授業案の提案

○日本国憲法の第22条第1項には職業選択の自由が
定められていますが、大日本帝国憲法では職業選択
の自由は規定されていませんでした。今の社会では、
職業選択の自由のもとで、好きな職業を選んで職業
を遂行することができます。職業は、生活の維持に
必要な社会・経済活動であって、かつ、個人が個性
を全うすべき場でありますので、自由に選択できる
ということが非常に重要です。自由に職業が選べな
い社会を考えてみてください。どのような社会にな
るでしょうか。

・職業選択の自由の意義を解説
する。
・憲法22条1項
何人も、公共の福祉に反しない
限り、居住、移転及び職業選択
の自由を有する。

展開1　
15分

○ところで、職業選択の自由のもとでは、仕事をし
てたくさん稼ぐことができる人がいれば、少ししか
稼げない人もいますね。皆さんそのことはわかりま
すね。中には、突然病気や怪我をして一時的に働け
なくなってしまう人や、生まれつきの障害や後遺障
害によって働くことができない人もいますよね。働
けない人はどうやって生活をしていけばいいでしょ
うか。グループ内で話し合ってみましょう。

⇒働けない理由について障害や
病気に限らず、多種多様な理由
を前提に考えてもらう。また、
働けない人の家族の有無、年齢
等、働けない人の状況も変えつ
つ考えてもらう。

○それでは各班代表者は、どのような意見が出たか
発表してください。

⇒貯金を使う。家族に助けても
らう。行政に頼る。生活保護を
使う等の意見が想定される。○一時的に働けないときに、貯金がない人や頼れる

家族がいない人はどうすればいいですか。そのよう
な人が頼ることができるしくみを何か知っている人
はいますか。生活保護、傷病手当、労災保険給付と
いう言葉は聞いたことがありますか。
○もともと障害があって働けない人や、後遺障害で
働けなくなってしまった人は、どうすればいいです
か。障害年金、介護保険という言葉は聞いたことが
ありますか。
◎社会保障制度について、どのようなときにどのよ
うな給付が得られる制度なのかを簡単に説明する。
各制度を知っていたかどうか挙手してもらう。

⇒あくまで、どのような事態が
生じた場合にそれを支える制度
があるのか、簡単な説明にとど
める。

展開2　
5分

○今、この国には働いて収入を得ることができない
人のためにいろいろな制度があることを説明しまし
た。このような制度は必要だと思いますか、必要な
いと思いますか。

⇒大半は必要に挙手すると考え
られる。

○自由に仕事を選んで稼ぐことができる社会なの
に、なぜ働いていない人のためにここまで手厚い制
度が必要なのでしょうか。このような制度がなかっ
たら、どのような社会になることが考えられますか。

⇒犯罪の多発、餓死等

◎働いていない人に対して金銭的な給付をすること
はマイナスのようにも思われるが、皆が安心安全に
生活するために必要性があるということを説明す
る。
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まとめ　
15分

○職業選択の自由があるから自由に仕事をして生活
に必要なお金を稼ぐことはできます。このような社
会を自由主義、資本主義などと言います。この自由
主義、資本主義のもとでは、うまくいけばたくさん
稼いでお金持ちになることができますが、その反面、
お金を稼ぐことができない人も出てきてしまいま
す。お金を稼げない人たちを見捨てずに助けるため
には、何らかのしくみ（セーフティーネット）が必
要になるというわけです。
○お金を稼ぐことができない人たちを見捨てる（見
殺しにする）社会ということもあり得ますよね。し
かし、みなさんは、そのような社会が良い社会だと
思いますか。生まれながらに障害がある人、後遺障
害で働けなくなってしまった人は好きで働いていな
い、好きでお金を稼げないわけではないですよね。
働きたくても、この自由主義、資本主義社会の中で
は稼ぐことができないわけですよね。
○ここで質問です。みなさん生存権という言葉は聞
いたことがありますか。誰もが、いつ、何があって
突然働けなくなるかわかりません。好きで怪我にな
ったり、病気をしたりする人はいません。責めるこ
とができない人たちを皆で支え合って安心・安全な
生活を送るためにも、何らかの助け合うためのしく
みが必要ではないでしょうか。このようなしくみが
ない社会を想像してみてください。生きていくため
のお金を稼げない人たちはどうなるでしょうか。食
べることができずに餓死してしまうか、犯罪などの
非合法的な手段で食いつないでいくしかありませ
ん。健康で文化的な最低限度の生活を営む権利とい
うのは、個人を尊重する（誰もが人らしく生きる）
ために必要なものであり、社会全体が安心・安全に
生活していくためにも必要なものといえるのではな
いでしょうか。

・憲法25条1項
すべて国民は、健康で文化的な
最低限度の生活を営む権利を有
する。
・憲法25条2項
国は、すべての生活部面につい
て、社会福祉、社会保障及び公
衆衛生の向上及び増進に努めな
ければならない。
⇒現在は働けている人でも、将
来病気や事故で働けなくなる可
能性があることも踏まえ、生存
権の保障が他人事ではないこと
を理解してもらう。

◎職業選択の自由を保障する社会においては、稼げ
ない人たちが生じてしまうこと、このような人たち
を助けるためのしくみが必要であること、このしく
みが社会全体の安心・安全な生活に繋がることを説
明する。
○日本の憲法では健康で文化的な最低限度の生活を
営む権利が保障されていますが、広い世界を見れば、
このような保障がない国（保障できない国）もあり
ます。戦後の日本では、このような手厚い保障があ
るわけですが、その反面、少子高齢化で社会保障費
が増大して、負担が大きくなっているという話を聞
いたことがある人もいるのではないでしょうか。こ
れからの時代、このような保障を同じように続けて
いくのか、形を変えながら続けていくのか、やめて
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しまうのかを決めるのは、これから大人になってい
く皆さんです。18歳になればみなさん選挙権があり
ます。選挙のときには、今日の話を思い出して、自
分の一票をどうするのかを真剣に考えてみてくださ
い。
◎今後の社会を担う生徒1人1人に社会保障の問題
を真剣に受け止めることを促す。
（質疑応答）

関弁連シンポ報告2024決.indd   123関弁連シンポ報告2024決.indd   123 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 124 - - 125 -

授業案⑨　平和主義

１　対象

中学生、高校生

２　獲得目標　

日本国憲法は、第2次世界大戦の悲惨な体験を踏まえ、戦争についての深い反省に基づいて、

平和主義を基本原理として採用し、戦争と戦力の放棄を宣言している。近年、集団的自衛権の行

使を容認する安全保障法制の成立等、日本の平和主義に対する変動が生じている。そのため、国

民一人一人が、日本国憲法の平和主義の内容を再確認し、あるべき日本の平和主義について考え

ていく必要がある。

また、憲法は国際協調主義をうたい（憲法前文）、日本のみならず世界に向け、平和を実現す

るために積極的行動をとるべきことを示している。そのため、昨今のロシアによるウクライナ侵

攻やパレスチナ問題といった世界の武力紛争についても、世界的な平和の実現のため、日本が何

をすべきか、考えていく必要がある。

３　指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ｄ⑴アアにおいて、身に

付ける知識として「世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには、国際協調の観点から、国家

間の相互の主権の尊重と協力、各国民の相互理解と協力及び国際連合をはじめとする国際機構な

どの役割が大切であることを理解すること」とあり、同イアで、身に付ける思考力、判断力、表

現力等として「日本国憲法の平和主義を基に、我が国の安全と防衛、国際貢献を含む国際社会に

おける我が国の役割について多面的・多角的に考察、構想し、表現すること」とある。

高等学校学習指導要領第2章第3節「公民」第2款第1「公共」2「内容」Bアイにおいて、「国

家主権、領土（領海、領空を含む。）、我が国の安全保障と防衛、国際貢献を含む国際社会におけ

る我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、よりよい社会は、憲法の下、個人が

議論に参加し、意見や利害の対立状況を調整して合意を形成することなどを通して築かれるもの

であることについて理解すること」とある。
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４　授業の流れ

段階
時間

教師の主な発問・指示
学習内容

生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○自己紹介、弁護士の仕事紹介

展開1　
15分

○憲法前文、9条の確認 ⇒日本において平和主義を考え
る上での基礎となる部分であ
り、前文の該当箇所や9条を配
布資料等で読んでもらうことが
望ましい。

→恒久平和主義の確認
→国際協調主義の確認

○日本が徹底した平和主義を採用した歴史
→第二次世界大戦の惨禍

○世界で起きている戦争の状況 ⇒実際に授業を行う際に世界で
起きている戦争等をあげ、また
状況を簡単に説明する。なお、
本授業ではここで説明する当該
戦争の原因や善悪について触れ
ることが目的ではないため、客
観的な状況の紹介にとどめる。

→ウクライナ問題
→パレスチナ問題

○近時の日本の安全保障に関する経過と議論状況 ⇒展開2以降で今後の日本の安
全保障について検討してもらう
上での前提となる現在の状況の
説明である。これに限らず、授
業時点において日本の安全保障
状況の変化があれば、それを説
明することも重要である。

→集団的自衛権
→敵基地攻撃能力　
内容の紹介と意見をもらう。
→生徒の意見をもとに、集団的自衛権や敵基地攻
撃能力の問題について考えてもらう。
	 集団的自衛権について
	 敵基地攻撃能力の問題について ⇒集団的自衛権や敵基地攻撃能

力の賛否を決めることが本授業
の目的ではないことに留意し、
賛成・反対の立論を紹介する。

展開2　
20分

○グループワーク　
【日本は今後、安全保障についてどうしていくべ
きか？（軍備を増強していくべきか？）】
→考えてもらう時の視点
・北朝鮮が日本を攻撃する危険性
―ミサイル発射

・台湾有事が起きたら、日本は中国と戦うべきか
―中国と戦争になった場合の日本の被害（死傷
者、経済、食料）
―第二次世界大戦下の国民生活

・軍備増強をする際の原資は
―増税負担。社会福祉の削減。生活への影響は

・戦争に実際に行くのは誰か
―ウクライナ・ロシア双方での徴兵

グループワークでの留意事項
①結論を誘導しないようにする。
本GWは、結論を押し付ける
ものではないことに留意しつ
つ、生徒各自が生徒自身の結
論を導き出すために多用な視
点を提供するように努める。
：例えば、軍備を増強する場
合に自衛隊員を増加するべ
きという意見があった場合
に、その増加する自衛隊員
の候補には生徒達が含まれ
ること、徴兵制が出来た場
合には生徒も対象となりう
ること
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―戦争に実際に行く者は？国会議員か官僚か市
民か、年齢は？性別は？

・戦争になったら食料は？（日本の食料自給率）
―令和4年度カロリーベース自給率38％

・日本は防衛できる状態か？（全国の原発）
―ウクライナのザポリージャ原発の例
―日本に点在する原発

・日本が軍備増強したら、敵国はどうする？
―軍備増強合戦（防衛のための国費投入増加）
―東西冷戦

	 その際には、各論拠に対して
反対する・矛盾する論拠を提
示することで、各論拠を深堀
できるようにする。
②GWに際しては、各論拠が、
生徒自身（市民）にどのよう
に影響するか、抽象的な議論
ではなく実生活への影響とい
う視点を忘れないようにす
る。
：例えば、軍備増強する場合
には原資が必要であるが、
その場合に増税のおそれが
あること

：例えば、実際に戦争が起き
た場合、日本の食料自給率
では国民全員が飢える可能
性があること

：例えば、軍備を増強しなか
った場合に他国から攻撃を
受けた場合に対応できるか

⇒どのような意見を持つにして
も、そのような意見を反映する
ための手続が選挙であることを
意識してもらう。

○グループワークまとめ
→GWで出た意見をもとに、日本がどうしていけ
ば良いか各自が意見を持つことが重要であるこ
と
→国民主権と選挙権の行使

終わり
に5分

○本授業の安全保障状況に限らず、日々変化する状
況を把握し、考え、自分なりに意見を持つことが大
切である。
その際には、一度決めた意見に固執する必要はなく、
意見が変わることもあることも踏まえ、日々社会に
目を向けることが大事である。
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第３節　国民主権・民主主義の意義
　

第１	 本テーマの意義

国民主権、民主主義は、日本の統治の根幹をなすものである。

憲法前文は「ここに主権が国民に存することを宣言し」「国政は、国民の厳粛な信託によるも

のであって、その権威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国

民がこれを享受する。」と規定し、また、憲法第1条には「主権の存する日本国民」を規定し、日

本国憲法は、繰り返し主権が国民にあることを確認し、国民主権原理、民主主義（間接民主制）

を定めている。

国民主権は、第2節の個人の尊重、人権保障と密接に関連し、不可欠なものである。明治憲法

下では、主権は天皇にあり、人権は臣民の権利であり、天皇から与えられているにすぎないもの

であった。そのため、明治憲法下における人権保障は不十分なものであり、その反省から人権保

障をまっとうするため、日本国憲法では国民主権原理が採用された。他方で、いくら主権が国民

にあるといっても、人権侵害的法律が制定されることはあるのであり、国民は「不断の努力」に

よって、自由及び権利を保持する必要がある（憲法12条）。

国民主権、民主主義のもと、主権者としての重要な意思表示が、選挙権の行使である。長年、

投票率が低いことが問題とされてきているが、日本の人口ピラミッド上そもそも人口が少ない若

年層の投票率が低くなると、同世代の意思や意向が国政に反映されにくいこととなる。そのため

主権者としての選挙権の行使が重要であることを理解する必要ある。

また、第2節ともからみ、民主主義が完璧な制度でないこともあわせて理解する必要がある。

すなわち、民主主義は多数決の方式をとるため、多数派の意見が採用され、少数派の意見が無視

されやすいという構造的な問題を抱えている。そのため、日本国憲法は、多数決によっても奪う

ことのできない人権の保障を実現するため、立憲主義を採用し、多数派がいかに多数であったと

しても、憲法に規定する人権を侵害することはできないこととした。

これら国民主権、民主主義、立憲主義の重要性及び関係性を学び、理解することは主権者とし

て備えておくべき素養といえる。

第２	 弁護士が教える意味

国民主権、民主主義を制度として理解することはもとより、人権保障との関係で理解すること
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が必要である。そして、弁護士は、「基本的人権を擁護し、社会正義を実現することを使命」（弁

護士法1条）とし、実際の判例等を通して、実社会生活における人権保障をリアリティをもって

語ることができるのであり、本テーマで欠かすことのできない人権保障との関係性を弁護士が授

業することは有用である。

第３	 本テーマと学習指導要領との関係

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［第6学年］2「内容」⑴アアにおいて、身に付け

る知識及び技能として「現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいている

ことを理解する」とあり、同イアにおいて、身に付ける思考力、判断力、表現力として「日本国

憲法の基本的な考え方に着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役

割や、国会、内閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現すること。」とされている。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」C「私たちと政治」⑴ア

ウにおいて、身に付ける知識として「日本国憲法が基本的人権の尊重、国民主権及び平和主義を

基本的原則としていることについて理解すること。」とあり、同⑵アでは、ア「国会を中心とす

る我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割を理解すること」、イ「議会制民主主義の

意義、多数決の原理とその運用の在り方について理解すること。」と記載されている。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節「公民」第2款第1「公共」2Bアイにおいて、「よりよい社

会は、憲法の下、個人が議論に参加し、意見や利害の対立状況を調整して合意を形成することな

どを通して築かれるものであることについて理解すること」とあるし、さらに、同第3「政治・

経済」2「内容」A⑴アアにおいて、身に付ける知識及び技能として「政治と法の意義と技能、基

本的人権の保障と法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、地方自治とについて、現実

社会の諸事象を通して理解を深めること。」とあり、同イアにおいて、身に付ける思考力、判断力、

表現力として「民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政治の在り方との関連について多面的・

多角的に視察し、表現すること。」とされている。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心と弁護士側の意欲

学校側のニーズとしては、2625校からの回答のうち593（23％）と相応のニーズがあるものの、

関弁連シンポ報告2024決.indd   128関弁連シンポ報告2024決.indd   128 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 128 - - 129 -

第４章　弁護士による授業案の提案

学校別で見ると、小学校392（28％）、中学校134（18％）、高校68（18％）と、小学校と比較し

て中学校・高校の関心が低くなっている。この点、国民主権や民主主義というテーマは学校の授

業内でも扱われることから、弁護士が関与する必要性がないと考えられていると推測されること、

学年が上がり社会進出が近くなるにつれ実生活で必要とされる知識に関する授業（消費者教育、

労働教育等）の授業が高まり、相対的に理念的な面が否定できない本テーマの需要が低迷してい

るものと考えられる。

弁護士側についてみると、本テーマの授業実績（2018年4月から現在まで）は、授業実績総数

が3590件のうち151件（4.2％）と突出して実績の多いいじめ予防授業（1627件で45 .3％）を除

いて他の授業と実績数は横並びである。もっとも、学校教育に関わりたいと思う分野では、本テー

マは20と最も高い結果が出ており、弁護士側としては今よりも授業数を増やしていきたいとい

う意欲の高さがうかがえる。
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授業案⑩　立憲主義と民主主義の関係について知る
（偉い人に任せて決めてもらっていいのか？多数決で全部決めてもいいのか？）

１	 対象

小学生

２	 獲得目標　

立憲主義についての根底の理論を理解するとともに、民主主義が採用された場合に、民主主義

に潜在する問題点について気付いてもらい、その解決方法についても検討することで、立憲主義

と民主主義の関係やその重要性について根本的な理解を深め、これが現在の政治に反映されてい

ることを理解し、政治への理解をより深めていく。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

小学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［第6学年］1「目標」⑵では、「社会的事象の特

色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現す

る力を養う」とされており、同2「内容」アアでは、「現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基

本的な考え方に基づいていることを理解する」こととしている。

このことから、日本国憲法の基礎にある近代立憲主義がどのような理念のもとから生じている

のかを理解してもらい、これに続いて、民主主義、特に多数決による集団の意思決定という点に

ついて、個人の尊重という観点から考える機会を持ってもらう。

その際には、特に小学生という点にも配慮し、身近な題材を選び、政治を考える際にも参考に

なるような授業とすることで、政治に対する興味を持ち、自主的に学習していけるきっかけとな

るようにする。

弁護士が本授業を担当する意義としては、歴史や理論、知識として暗記するというレベルにと

どまることが多い立憲主義や民主主義というものについて、小学生の実生活の中でも実感できる

ようなものであることを理解してもらうため、これに精通する弁護士が担当する意義がある。加

えて、小学生の自由な発想に対して柔軟な対応をしながら議論を導く必要があるため、この点に

ついても、弁護士が授業を担当する意義が大きい。
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４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

児童の反応
指導のポイント

導入
5分

○自己紹介、弁護士の仕事紹介
自己紹介の際に好きな食べ物などを話しておく

展開1で児童に好きなものを聞
くため、発言しやすい雰囲気を
作る

展開1
10分

○好きな料理について質問
児童に好きな料理を答えてもらう。

・給食なども参考にする
 出前授業の場所の名物など

◎第1の問題設定について説明
学校のお楽しみ会で料理を作る際に、校長先生が
質問で出てこなかった料理を作ることに決めた場合

児童の好きなものを作れないことは良いのか？
校長が料理を選んだ理由は？

・絶対主義の平板な理解
偉い人が全てを無制限に決め
て、これに従わせる考え方。独
裁
・独断で決めることの問題点
みんなのためになっているの
か？

◎立憲主義についての平板な説明
偉い人が独断で決めることが児童の幸せにつなが
るのか？

・立憲民主主義のわかりやすい
説明
偉い人の決定権を縛り、児童た
ちが自分たちの行うことを決め
る

◎一人に全体の意思決定を任せることの危険性の説明
校長が選んだ理由が正当だったとしても、児童が
従わなければならない訳ではない

校長が暴走する場合の例示
サバの味噌煮やゴーヤチャンプ
ル
正当な理由があったとしても、
まずは児童が決めるべきことを
説明

展開2
15分

○どうやって料理を決めることが良いのか質問
全員一致で決めることができるか？
決められない場合にはどうするのか？
○多数決で決めることの問題点を質問
多数決は全体の意見を反映しているのか？
クラスの人数に合わせて比率を変える。

・全員一致や多数決など
・くじやルーレットなどの運に
任せるものは除外する
・多数決が原則として公平な決
め方であることを説明（集団の
最大多数の幸福が集団の幸福に
つながる）

○アレルギーで食べることができない人がいた場合
かわいそうではなく、尊重すべきという考え方

・99対1の場合に1の人達は我
慢しなければならないのか？

展開3
10分

○アレルギーの場合を例示として、少数者の犠牲や
我慢はやむを得ないのかを説明
○その他の例示として、宗教上の理由で豚肉を食べ
ることができない場合なども説明
○多数決では解決できないこと、尊重しなければな
らないことがあるのではないか？という疑問を説明

・全体の利益からスタートする
のでは無く、個人の尊重からス
タートすべき

○アレルギーがある児童を各児童が全て把握できる
のか？
誰なら把握できるのか？

・担任の先生か？校長か？

関弁連シンポ報告2024決.indd   131関弁連シンポ報告2024決.indd   131 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 132 - - 133 -

○校長が把握しているなら、校長に意見を調整して
もらうのはどうか？
①　アレルギーのある児童は別の料理を作る
②　アレルギーのある料理は候補から外す

・立憲民主主義からスタートす
る権力者の立場や使い方を提示
する
・権力者による意見調整と解決
案の提示

○民主主義（多数決）の欠点の説明
民主主義においては、少数派の意見が制限、無視
されやすく、少数派が軽視されやすいため、これを
解決するために権力者を利用するという構造の提示

民主主義と立憲主義の関係をま
とめる
偉い人の独断は許さないが、
みんなでやりたいことを決める
ために、偉い人の持っている情
報などをうまく使う

まとめ
5分

○授業のまとめと質問コーナー

ワークシート 

 

 

多数決で作る料理を決める場合 

多数が賛成すれば少数は我慢しなければならないのか？ 

多数ってなにか？ 

 

 

 

 

 

 多数決は全員にとって公平な決め方なのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数決で問題になる場合を考えてみて下さい。 
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ワークシート 

 

 

多数決で作る料理を決める場合 

多数が賛成すれば少数は我慢しなければならないのか？ 

多数ってなにか？ 

 

 

 

 

 

 多数決は全員にとって公平な決め方なのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数決で問題になる場合を考えてみて下さい。 
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授業案⑪　憲法の役割－もしも今の憲法がなかったら－

１	 対象

中学生、高校生

２	 獲得目標　

憲法が、法律とは異なり、国家権力に歯止めをかけて、国民の権利・自由を守ることを目的と

していることを理解してもらう。

現行憲法上で、このことが中学生・高校生にも理解しやすい例といえるのが、「国家権力が国

民に対して行ってはならないもの」という観点から定められている検閲の禁止（憲法21条2項前

段）といえる。他方、明治憲法下では、検閲の禁止を定める規定はなく、広く検閲がなされていた。

そこで、検閲禁止規定のある世界とない世界との比較検討を通じて、検閲のない世界を目指す現

行憲法が、国民個人の権利・自由を保障するものであることを理解してもらう。また、併せて、

憲法と法律などについての理解も深めてもらう。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ｃ⑴では「対立と合意、

効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究したり解決したりす

る活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。」として、同アウにおいて「日

本国憲法が基本的人権の尊重、国民主権及び平和主義を基本的原則としていることについて理解

すること。」、「我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について多面的・

多角的に考察し、表現すること。」が挙げられている。また、高等学校学習指導要領第2章第3節「公

民」第2款第3「政治・経済」2「内容」Ａ⑴では「個人の尊厳と基本的人権の尊重、対立、協調、

効率、公正などに着目して、現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動を通し

て、次の事項を身に付けることができるよう指導する。」として、同アアにおいて「政治と法の

意義と機能、基本的人権の保障と法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、地方自治に

ついて、現実社会の諸事象を通して理解を深めること。」が挙げられている。しかし、これらの

事項・概念等は極めて抽象的であるため、生徒自身にとっても、知識として得たとしても、体感

をもって理解しづらいと思われる。

そこで、本授業案では、国内で国民の基本的人権が脅かされる深刻な事案として想定されるの

が、国家権力との関係においてであることや平時ではなく戦時においてであることを踏まえ、現
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行の日本国憲法の存在しない戦時中の日本における表現活動に関するケースをもとにした意見

交換を通じて、現行の日本国憲法が国民の基本的人権や平和主義の実現にとって重要な役割を

担っていることを学んでもらう。

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント等

導入
10分

○自己紹介、弁護士の仕事紹介
好きな映画、舞台、音楽、本、漫画、アニメ、ゲー
ムなどの話をする。

⇒生徒それぞれに好きな表現物
があることを確認する。

○生徒にも好きな映画ほか上記について自由に答え
てもらう。
（○上記に加えて、可能であれば、事前に生徒たちに
アンケートをとっておく（質問項目は例えば、エン
タメの好きなジャンルとか、本日の弁護士による出
前授業が楽しみであったか否かなど）。その上で、実
際の、アンケート結果とは異なる結果（例えば授業
担当者に都合の良い結果）を発表して、思想・表現
の統制ないし世論の誘導等が行われることに関する
問題意識を持ってもらう）。

⇒表現物には、人それぞれの考
え方や感じ方等が詰め込まれて
いることも確認する。

展開1
15分

○今の日本では、基本的に、作家さんやアニメータ
ーさんなどが自由に作品を作ることができ、それを
皆さんが自由に見たり聞いたり読んだりできるとい
う前提があります。
では、突然ですが、ここで、ちょっとタイムスリ
ップしたとします。今は、1942年頃の日本で、日本
はアメリカ等と戦争をしているとします。
ここで、班分けをします。Ａ班は政治家等の国を
動かすリーダーのグループ、Ｂ班は戦争に賛成の国
民のグループ、Ｃ班は戦争に反対の国民のグループ
です。Ａ班は、今、国を一致団結させて戦争に勝た
ないといけないと考えています。Ｂ班も同じです。

⇒Ａ班、Ｂ班、Ｃ班の立場に応
じた活動を確認する。特に、国
家権力側の活動を体感してもら
う。

しかし、Ｃ班は、今からでも戦争を終わりにした方
が良いと考えていて、その意見をＡ班やＢ班に聞い
てもらいたいと思っています。Ｃ班の中には、新聞
記者や作家さんもいます。この場合、Ｃ班は、どん
なことをしますか。
○Ｃ班の行動・アイデアを聴く ⇒デモ、投書、出版等色々な手

段・方法を出してもらう。
○Ｂ班の中で、Ｃ班からの意見・アイデアで出た表
現活動を見て、Ｃ班に移りたいと思う人はいますか
（例えば、自分の好きな芸能人等がそういう表現活
動をしたらＣ班に移りたいと思いますか。）。
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○Ａ班としては、Ｃ班からの意見・アイデアで出た
表現活動をされると、このまま一致団結を目指して
戦争をすることが難しくなると考えています。この
場合、Ａ班は、Ｃ班の活動に対してどんなことをし
ますか。
（Ａ班の行動についての生徒からの回答としては、
Ｃ班の人の身体拘束をして、その考え方を変えさせ
るというものが予想される。生徒からこのような回
答があった場合には、その身体拘束の根拠も質問す
る。その回答としては、例えばＡ班の人たちが作ろ
うとしている世の中の秩序を乱す表現活動を法律等
で禁止しておいて（また犯罪として定めておいて）、
それに違反した人たちを犯罪者として逮捕等し、刑
罰を科すというものが考えられる。そして、Ｃ班の
人たちがそのような表現活動をすることを事前に封
じ込めるためのＡ班の手段として、「検閲」がある
ことを説明する。）

⇒手段として、検閲が選択され
得ることを理解させる。その際
に、生徒から上げられた手段が、
判例上の「検閲」（「行政権が主
体となって、思想内容等の表現
物を対象とし、その全部又は一
部の発表の禁止を目的として、
対象とされる一定の表現物につ
き網羅的一般的に、発表前にそ
の内容を審査した上、不適当と
認めるものの発表を禁止するこ
と」）に当たらないと考えられ
るものである場合、検閲に当た
らないものであっても表現に対
する事前抑制に当たり得ること
を説明する。なお、Ａ班は、Ｂ
班の表現活動は推進する可能性
が高いことも補足する。

展開2
10分

○今の日本で、検閲はできますか。 ⇒憲法21条2項前段に「検閲は、
これをしてはならない」という
規定があり、検閲ができないこ
とを確認する。

○タイムスリップした1942年頃の日本では、検閲
はできましたか。

⇒その頃適用されていた明治憲
法では、検閲を禁止する規定が
なく、検閲はされていた。
⇒検閲があると、日本が戦争に
勝っているのか負けているのか
の情報さえ国民に届かなくな
る。

まとめ
10分

○世界にも様々な憲法があり、同じ日本の憲法でも、
明治憲法と今の日本国憲法とでは違いがあります。
◎今の憲法は、国民の権利・自由を保障することを
第一の目的として、それを実現するためのルールを
定めています。そして、ここで大切なのは、憲法は、
国家権力と国民を区別して、国民の権利・自由が国
家権力から奪われないように定められているという
ことです。

⇒国家権力と国民個人の権利・
自由との区別を理解してもら
う。

◎もしも憲法に国家権力による検閲を禁止する規定
がなかったら、国会は検閲をするための法律を作る
ことができます。そして、行政機関は、その法律を
使って、国民の表現活動に対して検閲をし、取り締
まることができます。そのため、今の憲法は、この
ようなことを防ぐ重要な役割を担っています。

⇒憲法と法律の区別を理解して
もらう。
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◎今回は、今の憲法に定めのある検閲の禁止につい
てお話ししましたが、今の憲法は全体をとおして、
国家権力に歯止めをかけ、国民の権利・自由が国家
権力から奪われないようするために定められていま
す。この授業がそのことを知るきっかけになればと
思います。なお、憲法の改正が議論されることがあ
りますが、その際には、その改正により、国民であ
る皆さんの権利・自由にとって今よりも良い状況が
生じるのか、悪い状況が生じるのかを想像して考え
てもらいたいです。
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授業案⑫　社会問題に興味を持ち、選挙に行こう

１	 対象

中学生、高校生

２	 獲得目標　

国民主権原理、民主主義について理解するとともに、民主主義の欠点を憲法（立憲主義）が補っ

ていることを理解する。すなわち、民主主義を貫徹すると、少数者の人権が侵害される危険があ

ることを理解する。これらを理解した上で、選挙権の重要性、選挙権行使の動機付けとして日頃

から社会問題に興味を持つことが重要であること、1票が選挙結果を左右することもあるほど重

要であることを理解する。

社会問題について生徒なりの考えをもってもらうため、実際に社会問題を検討してみる。また

これにより、社会問題を考える上で学校教育が重要であることも理解してもらう。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

高等学校学習指導要領公民編では、「人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主義」等の公共的

な空間における基本原理について理解することが求められている。

国民主権原理、民主主義、立憲主義をそれらが実際に作用する場面を通して理解するとともに、

また各原理相互の補完関係を理解することは重要である。これらを理解する上で、その定義、内

容、成り立ちを解説することは重要であるが、その理解度を深めるためには、日々社会問題につ

いて興味を持ち、考察する姿勢が求められる。そこで、本授業案では、現在の社会問題を題材とし、

社会問題に興味を持ち、また学校で習得した知識を用いて考察する能力を養うことを目的として

いる。

また、社会問題に興味を持つことで、選挙権行使の動機付けとなることを目的とする。

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

生徒の反応
指導のポイント

導入
5分

○自己紹介、弁護士の仕事紹介

展開1
10分

○現在の日本、世界で起きている社会問題の提示
Ex　物価高、ウクライナ問題、北朝鮮・中国等の
日本の安全保障状況、原発、防衛費増加、少子
高齢化、憲法改正、パレスチナ問題

・可能な限り、授業時に社会で
話題となっている問題を例示
する。
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・社会問題に興味を持つことが、
選挙に興味を持つ重要な要素で
あることから、生徒に興味を持
ってもらえそうな社会問題を提
示する。

○社会問題を国民一人一人が考える必要性の説明。
独裁国家では独裁者が一人で全て決めてしまう。
しかし、独裁国家が国民に幸福をもたらさないこと
は歴史が示している。

・国民主権、民主主義の理解
主権が国民にない独裁国家を
例に、主権が国民にあることが国
民の幸福に寄与することの説明

そこで、現在では民主主義のもと、国民が国家の
在り方を決める（国民主権）
⇒国民一人一人が社会問題に関心をもって、考え
る必要性

○民主主義（多数決）の欠点の説明
多数派の意見が通りやすい民主主義においては、
少数派の意見が制限、無視されやすく、少数派の人
権が軽視されやすい。

そこで、多数決によっても、奪うことのできない
権利を定めたものが憲法（立憲主義）

・立憲主義の理解
国民主権に基づく民主主義の
限界についての説明

展開2
10分

○投票に行くことの重要性についての理解を現実の
投票数から説明する。

・1票を投票したところで結論
に影響がないとの声に対する回
答部分である。

Ex　2021年衆議院長崎4区　391票差
	 その他、地方選挙での僅差

展開1とは異なり、実際の投
票結果を見ながら、1票が価値
を持っていることを理解しても
らう。

○当落に影響が出ない場合の投票の意義
当選者・落選者にとっての得票数の意味について
説明する。当選者の場合でも圧勝か、僅差かでその
後の政治活動に影響を与えうるものであり、落選者
の場合でも得票数は次回選挙への動機となる

・部活の試合結果等を例に、圧
勝したか僅差かでその後の練習
や作戦に影響があることを理解
してもらう。

○現在の日本の人口ピラミッドを説明しながら、若
者世代が投票に行く意味を説明する
少子高齢化の中で、若者世代は分母自体が少ない。
若者世代の投票率が低ければ、候補者の政策が高齢
者寄りになってしまうことを理解してもらう。

・人口ピラミッド上、若者世代
が積極的に投票に行かないと、
意見が国政に反映されないこと
を説明する。

展開3
15分

○展開1で例示した社会問題の一つを取りあげて、
社会問題について考えてみる。また、社会問題につ
いて考える際には授業で習う知識が有用であること
を確認してもらい、授業の大切さも理解してもらう。

・実際に社会問題を考えてみる
ことで、さまざまな社会問題を
考える際の基礎をつくる。

【以下はパレスチナ問題を例とした場合】 ・社会問題を考える際には、ど
ちらが正解かを決めるのではな
く、生徒各自が自身なりの結論
に至るための考慮要素や考え方
を提示する。

○パレスチナ問題がどこで起きているか地図の確認
○パレスチナ問題の現状の確認
○ハマスがなぜイスラエルを攻撃したか？
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①この問題を考える上で、重要な要素はユダヤ教
とイスラム教の歴史。
②ユダヤ教とイスラム教の衝突は初めてではない。
③歴史を遡ってみると大きな衝突としては、第4
次中東戦争。
④第4次中東戦争がなぜ起きたか？これを考察す
るには第3次中戦争を見てみる必要がある。
⑤第3次を考えるためには、第2次、第1次を見る
必要がある。
⑥第1次中東戦争はなぜ起きたか。これを考える
には、第2次世界大戦を見る必要がある。
⑦第2次世界大戦を考えるには、第1次世界大戦
を見る必要がある。
⑧更に第1次世界大戦を考えるためには、それよ
り前を考える必要があり、進めていくと、ユダ
ヤ教とイスラム教の誕生までさかのぼる。

【パレスチナ問題を例とした場
合】
・世界史の授業ではないため、
各歴史を事細かに解説する必要
はない。
・社会問題を考える上で、歴史
を古い方から新しい方へ見るだ
けでなく、新しい方から古い方
へ見ていく視点も重要であるこ
とを理解してもらう。
・左記の例では、用いた知識は
いずれも学校で学ぶ範囲の知識
である。

まとめ
5分

○授業のまとめと質問コーナー
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第４節　公正な紛争解決の重要性と紛争解決手段

第１	 本テーマの意義

社会生活を送る上で、大なり小なり紛争に直面することは避けられず、これを解決していくこ

とが不可欠である。社会に出た後は当然のことながら、多様な第三者とどのように関わっていく

か及び対立が生じた場合にどのように（対立関係を）解消・解決していくかは重要である。また、

学校生活を送る上でも、学校や他の児童・生徒等との間で立場や見解の相違などがあるときに、

どのように解決をしていくかを考えることは、児童・生徒にとっても身近な問題であり、重要な

ものである。

本テーマでは、弁護士が携わることの多い裁判所における紛争解決手段を中心に、学習指導要

領との関係や弁護士が関わる意義を考察する。

第２	 学習指導要領との関係

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第2節第2［第6学年］2「内容」⑴アアには、「日本国憲法の基本的

な考え方に着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国会、

内閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現すること。」との記載がある。上記記載によれば、小

学校段階から、学習過程で紛争解決のための機関である裁判所について学ぶ機会がある。

２	 中学校

中学校学習指導要領第1章第2「教育課程の編成」2⑴には、「各学校においては、生徒の発達

の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力 （情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習

の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横

断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。」との記載がある。上記記載によれば、中学

校段階において、紛争解決に資する「問題発見・解決能力」は、重要な資質・能力であると考え

られている。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節第2款第3「政治・経済」2「内容」Ａ⑴には、「個人の尊厳

と基本的人権の尊重、対立、協調、効率、公正などに着目して、現代の諸課題を追究したり解決

に向けて構想したりする活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ア 
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次のような知識及び技能を身に付けること。 ア政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と法

の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、 地方自治について、現実社会の諸事象を通して

理解を深めること。 イ経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済の大きさと経済成長、物

価と景気変動、財政の働きと仕組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組みについて、現実社

会の諸事象を通して理解を深めること。 ウ現代日本の政治・経済に関する諸資料から、課題の

解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に付

けること。 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 ア民主政治の本質を基に、

日本国憲法と現代政治の在り方との関連について多面的・多角的に考察し、表現すること。 イ

政党政治や選挙などの観点から、望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方 

について多面的・多角的に考察、構想し、表現すること。 ウ経済活動と福祉の向上との関連に

ついて多面的・多角的に考察し、表現すること。 エ市場経済の機能と限界、持続可能な財政及

び租税の在り方、金融を通した経済活動の活性化について多面的・多角的に考察、構想し、表現

すること。」との記載がある。

上記記載のうち「個人の尊厳と基本的人権の尊重、対立、協調、効率、公正などに着目して、

現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動」は、まさに紛争解決で要求される

視点や能力に関係するものである。また、紛争解決においては柔軟かつ多角的な思考が糸口を見

つける一助となることから、上記に列挙された知識や技能は、紛争解決能力養成に大いに資する

ものである。

第３	 弁護士が関わる必要性

弁護士は、実務において日常的に紛争解決手続に携わっており、議論における基本的なスキル

を身に付けているから、児童・生徒にこれを共有することで、教員とは違った立場や経験に基づ

き、社会における議論の能力についての見方、考え方を提供することができる。

裁判所及び裁判所外で日々多数の紛争解決に当たってきた弁護士が、これからの学校生活や社

会に出てからも何らかの紛争に直面し得る児童・生徒に対し、紛争解決に当たっての知見を示す

ことができる点から弁護士が学校現場に関わる意義はあるものといえる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校に対するアンケートにおいて、紛争解決を弁護士と連

携して行うという実績自体はそれほど多くはない状況が見受けられた。具体的には、学校に対す
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るアンケート結果（「4 実際に実施された弁護士と連携して行った授業内容」）を見ると、実際に

行われた授業に関し、紛争解決に関する授業を行ったと回答したのは、小学校においては総回答

210のうち2（1％）、中学校においては総回答162のうち2（1％）、高校においては総回答76のう

ち2（3％）であった。

他方で、学校側の本テーマへの関心自体は低いとも言えない。具体的には、学校に対するアン

ケート結果（「7 学校において興味がある弁護士と連携する授業内容」）を見ると、学校において

興味がある弁護士と連携する授業に関し、紛争解決に関する授業と回答したのは、小学校におい

ては総回答1418のうち192（14％）、中学校においては総回答728のうち158（22％）、高校にお

いては総回答376のうち84（22％）であった。

紛争解決については、小学校、中学校、高校と、発達段階に応じて重要度が増していく課題で

あり、学校側の関心も一定程度高まっていることがアンケート結果からもうかがわれ、弁護士が

学校と連携しその知見を積極的に還元する機会を創出する方策が検討されるべきである。
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授業案⑬　紛争解決手段と司法の役割

１	 対象

小学生（6年生）

２	 獲得目標　

学校という大小様々な集団があり得る場で他者との関わりを学んでいくなかで、他者との衝突

や紛争に直面することは避けては通れない。トラブルを乗り越える方法を身に付けることは、個

人の人格の形成陶冶、個人（相手を含む）の尊重という側面では、特に発達段階として未成熟な

小学校段階において重要といえる。そこで、学校における紛争の具体例とその解決手段について

振り返り、ひいては実際の社会において、どのように紛争が解決されているかを学ぶことで、社

会の担い手として必要な能力を養うこと、紛争解決を担う司法への関心を持つことを目的とする。

３	 本授業案の意義

前述したように小学校学習指導要領では、社会科において第6学年で「国会、内閣、裁判所と

国民との関わりを考え、表現すること。」を身に付けるべき思考力、判断力、表現力等としている。

本授業案は、上記三権の中でも司法（裁判所）の紛争解決機能に着目し、学校生活の身近な紛争

解決をきっかけとし、現実の社会における紛争解決方法となる裁判制度について考えることで、

学習指導要領の目標を達成することを目指す。

４	 弁護士がこの授業を行うことの意義

弁護士は日頃から紛争解決を業務として行っていること、司法に関する理論と実務に習熟して

いることから、児童・生徒に対して、司法や紛争解決のリアルを伝えることのできる立場にあり、

この役割を教員が担うことは難しい。そのため、弁護士が行うことに意義のある授業といえる。

５	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
10分

○以下の問題と関連するものを下から選んでくださ
い。
⑴　Aさんのクラスの給食で、みんな大好きなデザ
ートが出たが、1つ余った。これをどうやって誰のも
のと決めるか。
⑵　Bさんは休み時間に先生に内緒で持ってきたボ
ールでクラスメートと遊んでいたらそのボールで学
校の窓ガラスを割ってしまった。

5分程度で考え、5分程度で想
定する答えを伝える。
⇒⑴じゃんけん
	 ⑵謝るor弁償or先生
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⑶　CさんはDさんと校庭で遊んでいたところ、遊
びに夢中になっていたらEさんにぶつかりEさんに
ケガをさせてしまい、Eさんは病院に行くことにな
った。
じゃんけん　話し合う　多数決　先生が決める
謝る・許す　お金を払う（弁償をする）

	 ⑶謝るor弁償
直面するトラブル（課題）に
よって、解決法が異なることを
理解する。

展開1
10分

○1の問題は、選んだものとは違う方法で解決がで
きるでしょうか。例えば⑴の問題は、弁償という話
になるでしょうか。⑶は多数決で解決するものでし
ょうか。

⇒できない。
1つの解決策が、他の問題の
解決策としても良いとは限らな
いことに気付く。

○1の問題は、当事者の話合いで解決はできますか。 ⇒できる。
○では、もしみなさんが大人になって、トラブルに
巻き込まれたらどういう解決策があるでしょうか。1
の選択肢は、大人になっても使えるでしょうか。

⇒じゃんけんは使えない場合が
あるし、先生はいないが、話し
合いは有効。

○では、当事者の話し合いだけでこの世のトラブル
全てを解決できるでしょうか。

⇒できない。

○どういう場合にできないですか。 ⇒平行線となる場合など。
◎話合いでの力関係や、言うことを聞かない・守ら
ない、その人が言っていることが正しいか分からな
い、などの問題があり得るので、話合いはいつも通
用するルールではないのかもしれません。
◎話し合いが成り立つためには、双方が、自分の主
張だけでなくその根拠を明らかにするとともに、相
手の言うことにも耳を傾けるという態度をとる必要
があります。

話合いは、お互いに言いたい
ことを伝えるだけでは成り立た
ないことを理解する。

展開2
15分

○では、お互いだけでは収拾・決着がつかない場合、
どうやってトラブルを解決するでしょうか。

⇒誰か第三者に入ってもらう。

（答えが出ない場合）
○先ほどの例で、「先生が決める」というのありま
したね。何かもめ事が起きたときに、みなさんにと
っての先生には、どういう役割があるでしょうか。

答えが出ないような場合、先
生が決める、というところをき
っかけにして、第三者がお互い
の話を聞いて調整役をする、と
いう点につなげる。

○社会では、裁判、という仕組みがあって、司法、
という役割を果たしています。

進行の程度によって、裁判と
いう制度があることについて教
員から発問することもある。○裁判、というのは、裁判官が行いますが、次のよ

うな場合、問題はないでしょうか。
⑴裁判官がどちらかの友達、ということはいいでし
ょうか。
⑵裁判官が自分の好みに従って判断したら、受け入
れられますか。
⑶裁判官の判断に相手が従わない。
→5分程度考える
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○⑴についてですが、トラブルを解決する人がひい
きをしそうだと、その解決策が不公平だったり、納
得できなかったりする場合があります。そこで、公
平、中立な人が間に入る必要があります。実際の裁
判制度では、裁判官がどちらかに偏るような場合、
自ら裁判を外れたり、申立てにより外れたりする制
度があります。

⑴裁判の中立性

⑵は、裁判官は法に基づいて判断をします。自分の
好き勝手に判断することはできません。

⑵裁判手続の正当性、手続的正
義、権威の問題

⑶は、裁判を用いるということは、トラブルを実際
に解決できる必要があるので、従わない人には強制
的に従わせる、強制執行の仕組みがあります。また、
納得できない人は、別の裁判官の判断を聞いてみる、
という仕組みもあります。

⑶終局的解決の重要性や、判決
の説得力がトラブル解決に必要
であること。納得できない場合
の上訴制度

いずれの問題も、トラブルがきちんと解決できる
よう、制度が作られています。
また、裁判員制度という、裁判に一般の人たちが
混ざる仕組みがあります。国民の声が司法に反映さ
れるようにもなっていて、よりよい解決を目指して
います。

裁判員制度・国民の司法参加

まとめ
10分

○話合いによる解決が重要であること
○話合いだけでは解決ができないこともあるが、そ
ういうときには第三者が入ることで解決に資するこ
と。

児童たちが大人になっても話
合いをしてトラブルを解決する
ことは重要であるし、第三者が
間に入る制度として調停、裁判
という紛争解決制度があること
を伝える。
話し合うこと、当事者が合意
することの重要性を理解しても
らう。

○実際の社会では調停・裁判という仕組みで紛争が
解決されること、その中には国民が参加できる仕組
みもあること、決して自分と無縁ではないことにつ
いて触れる。

関弁連シンポ報告2024決.indd   146関弁連シンポ報告2024決.indd   146 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 146 - - 147 -

第４章　弁護士による授業案の提案

8 

 

 

ワークシート 

 

１ 以下の⑴から⑶のできごとについて、下の□の中からふさわしい解決方法を考えてみましょ

う。 

⑴ A さんのクラスの給食で、みんな大好きなデザートが出たが、1 つ余った。これをどうやっ

て誰のものと決めるか。 

⑵ B さんは休み時間に先生に内緒で持ってきたボールでクラスメートと遊んでいたらそのボ

ールで学校の窓ガラスを割ってしまった。 

⑶ C さんは D さんと校庭で遊んでいたところ、遊びに夢中になっていたら E さんにぶつかり

E さんにケガをさせてしまい、E さんは病院に行くことになった。 

 

じゃんけん 話し合う 多数決 先生が決める 謝る・許す お金を払う（弁償をする）

 

 

２ 次のようなできごとがあったら、１の□にある解決方法はあてはまるでしょうか。 

⑴ 知人にお金を貸して１週間後に返してもらう約束をしたが、返してくれない。 

⑵ 隣の家の土地から大きな木が自分の家の土地まではみ出ていて、落ち葉がじゃまになる。 

 

 

 

３ 裁判というしくみで、次のようなできごとがあったら、問題はないでしょうか。 

⑴ 裁判であらそっている２人のうち、裁判官が片方の友人だった。 

⑵ 裁判官があらそっている２人の考えについて、自分の好き嫌いで判断をした。 

⑶ 裁判官の出した判決（解決案）の理由に納得できない相手が、判決に従わない。 

 

 

４ 最後のまとめを聞いて、思ったこと、気付いたことを書いてみましょう。 
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第５節　犯罪の処罰と刑事司法制度
　

第１	 まえがき

刑事司法は、捜査公判活動を通じて事件の真相を明らかにし、犯罪を行った人に対して適切な

刑罰を科すことを目的としている。

刑事司法制度の原則として、罪刑法定主義や無罪推定の原則が挙げられ、平成21年からは、重

大犯罪について国民が刑事裁判に参加する裁判員制度が始まっている。

刑事司法は、国民の利益を保護するために犯罪を防止する機能があり、国民により良い生活を

確保するために、犯罪を行った人に刑罰を科すことを許容している。一方で、自分が予期しない

ことが犯罪とされたり、予期しない重い罪を科せられたりすれば、国民において大きな利益の侵

害となり、何より、犯罪の防止には刑罰があらかじめ明示されていなければならないという罪刑

法定主義が刑事司法の基本原則とされている。

また、刑事裁判で有罪が確定するまでは、被疑者や被告人は無罪として扱わなければならない

という無罪推定の原則がある。被疑者が手錠をかけられ連行される様子がよく報道される。しか

し、逮捕はあくまで被疑者の逃亡や証拠隠滅を防止するための手続きであり、逮捕されること＝

有罪ではない。また、逮捕をされたことが報道されることにより、メディアやＳＮＳ等でも逮捕

の情報が広く拡散され、逮捕された人は罪を犯した人であると誤認されることもしばしばある。

児童生徒に無罪推定の原則という刑事裁判の原則について今一度考えてもらう必要がある。

裁判員は、衆議院議員の選挙権を有する人の中から無作為に選ばれた名簿から選ばれる。その

ため、誰しもが裁判員になる可能性があり、裁判員になれば、刑事裁判において被告人が罪を犯

したのか、罪を犯したのであればどのような罰を科すべきなのかを裁判官と共に考えることにな

る。特に裁判員裁判は重大事件が対象にされ、懲役刑を科すことが数多くある。懲役刑は人身の

自由を奪う重大な刑罰であり、このような刑罰を科すにあたり自分なりの考えをもってしっかり

裁判に臨むことができるかどうか、そのような自分なりの考えを持つためには何が重要なのかを

今回の授業案を通じて学んでほしい。

第２	 本テーマと学習指導要領の関係

１	 小学校

学習指導要領第2章第2節第2［第6学年］2「内容」⑴イアで「日本国憲法の基本的な考え方に
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着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国会、内閣、裁判

所と国民との関わりを考え、表現すること」との記載があり、また、同3「内容の取扱い」⑴アで

「裁判員制度・・・について扱うこと」という記載もある。

２	 中学校

学習指導要領第2章第2節3「公民的分野」2「内容」Ｃ「私たちと政治」⑵アウで、「国民の権

利を守り、社会の秩序を維持するために、法に基づく公正な裁判の保障があることについて理解

すること。」との記載があり、同3「内容の取扱い」⑷アで、これと関連させて「裁判員制度につ

いても触れること」とも記載されている。

３	 高校

学習指導要領第2章第3節「公民」第1「公共」2「内容」Ｂアアで、「法や規範の意義及び役割、

多様な契約及び消費者の権利と責任、司法参加の意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、

憲法の下、適正な手続きに則り、法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正に調整し、

個人や社会の紛争を調停、解決することなどを通して、権利や自由が保障、実現され、社会の秩

序が形成、維持されていくことについて理解すること。」と記載され、同3「内容の取扱い」カエ

で「司法参加の意義については、裁判員制度についても扱うこと」と記載されている。

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

刑事裁判に関わる者は起訴された者のほか裁判官・検察官・弁護人であり、弁護士は刑事裁判

手続きに関わる立場として刑事裁判手続きに精通している。他方、刑事裁判手続きに関わったこ

とがある学校現場関係者はほとんどいないと思われる。

さらに、教科書などでは、「罪刑法定主義」などといった言葉は憲法31条と共に紹介されるこ

とがあるが、なぜ罪刑法定主義が必要なのかといった点や、なぜ刑罰が必要なのかといった刑事

司法の根幹についてはほとんど触れられていない。このように単なる知識ではなく刑事司法の根

幹から学ぶためには、弁護士の関与が必要不可欠である。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校対象アンケートにおいて、弁護士が本テーマに関する

授業を行うことに興味を持っている教員が相当数いることが判明した。

具体的には、小学校においては回答数1418校のうち301校（21％）、中学校においては回答数

728校のうち305校（42％）、高校においては回答数376校のうち124校（33％）と中学校、高校
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においては高い割合の興味があることが分かっている。

第５	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

刑事司法の根幹にある原則について、知識よりもむしろ、なぜそのような原則があるのかとい

うことを考え制度に対する理解を深めてほしい。

なお、刑事裁判には「証拠裁判主義」という原則もあり、刑事裁判を扱う授業においては、証

拠に基づいて事実を認定し、事実を評価した上で、一定の判断を下すという論理的思考の展開や

議論の方法、問題解決能力などを養うというねらいもあるが、これは授業案��を参照いただき

たい。
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授業案⑭　刑罰を定める法の特殊性とその意義

１	 対象

小学生・中学生・高校生

２	 獲得目標

罪刑法定主義の派生原理に関連する架空事例について議論することを通じて罪刑法定主義の

重要性を理解し、司法的課題を含む現代の諸課題を捉え、議論・検討する基礎的な能力を身に付

けてもらう。

３	 本授業案の意義

本授業案によって、架空の国の刑罰法規の適用事例の議論・検討を通じて、なぜ罪刑法定主義

が憲法に定められるほど重要なのか、罪刑法定主義がなぜ権力抑制に役立つのか深い理解を得て

知識の定着を図るとともに、社会における様々な場面で活用できる、現代の諸課題を捉え考察し、

選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論を獲得していく機会とする。　

４	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
5分

○ローカルルールで困ったこと、「あとから言わな
いでよ」と思った理不尽なエピソード・経験談を先
生、生徒に尋ねる。

⇒内容が不明確なルール、慣習、
遡及、類推等によって理不尽な
ことが起こりうることをイメー
ジとして共有。

展開1 
16分

◎遡及処罰の禁止の学習
○事例1を確認。 罪刑法定主義の派生原理等の

定義を学ぶ前に肌感覚で罪刑法
定主義の問題について議論して
もらう。
内容の明確性、慣習刑法の否
定（法律主義）、遡及処罰の禁止
に対する気づきを与える。
⇒内容の明確性、慣習刑法の否
定については問題がないものと
する。

○各班10分間で検討し、意見をまとめてください。
最後に代表者に発表してもらいますので、代表者も
決めておいて下さい。
○班内で討論
○10分経ちました。それでは各班代表者が発表して
下さい。
○発表5分

展開2
16分

◎類推適用の禁止の学習。
○事例2を読み上げ 類推適用の禁止に対する気づき

を与える
○この法律について問題点はなかったか、自分が高
橋ひがしさんの立場だったらこの法律・裁判に対し
てどう思うか、各班10分間で検討してもらって、意
見をまとめてください。

⇒「黄信号・自転車」の事案に
対して本件法律が直接あてはま
らないということまでは支援弁
護士で誘導していただきたい。

関弁連シンポ報告2024決.indd   151関弁連シンポ報告2024決.indd   151 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 152 - - 153 -

○10分経ちました。それでは各班代表者が発表して
下さい。
○発表5分

ただし、日本の法律上は、黄
色信号に関する規定や自転車に
ついても明確に規定されている
ことは補足する。
⇒直接適用できない場合に刑罰
を科すことの是非について討論
する
⇒拡張解釈として許されるか否
かの議論が展開されている班に
ついては、支援弁護士から拡張
の限界例の検討を促す。

まとめ
8分

○今回は架空の国の刑罰規定について考えてもらい
ました。いずれも罪刑法定主義が問題になる事案で
した。
○刑罰は国が私たちの日常生活活動を制限したり奪
ったりしてしまうことができる権力の行使です。
○そこで、日本国憲法第31条では、どのような行為
が犯罪となり、どのような刑罰が科されるかを事前
に明確に法律で定めなければならないという罪刑法
定主義という基本原則を定めています。その内容と
して、事後的に制定された罰則を遡って処罰するこ
とを許さないとする遡及処罰の禁止、規定に直接あ
てはまらない行為に拡張して規定にあてはめること
を禁止する類推適用の禁止があります。

　刑罰とはなにかについて説明
する。
今回は架空の事例で、普通の
人でも「罰則が極端ではないか」
と気づくような話をしたが、似
たような状況は多かれ少なかれ
日常的に起きている。新しい法
律ができる時、あるいは古い法
律に疑問を持った時、ニュース
や記事を見た時、現実に事件が
起きた時、今回授業で触れたよ
うな問題がないのか、ぜひ考え
てほしい。

○今回はグループで罪刑法定主義の中で自由主義的
要素が問題となる架空の事例について話し合っても
らいました。この国では、処罰対象と罰則を明確に
した法律について、国会を通じて制定することがで
きました。しかし、1問目では、過去の行為に対して、
後からできた刑罰規定で処罰できてしまうこととし
て小島優子さんを狙い撃ちできてしまうという問題
がありました。2問目では、明文にはないのに権力側
の解釈によって処罰範囲が広げてしまい、高橋ひが
しさんを狙い撃ちで処罰できてしまったばかりでな
く国民の自由を奪う事態に発展してしまいました。
○罪刑法定主義の原理がなかったら、私たちの行動
が制限され自由がなくなる恐れがあることが、小島
優子さんや高橋ひがしさんの立場で考えることで、
イメージできたかと思います。
○もし罪刑法定主義がない、あるいは機能していな
い場合、私たちの生活はどうなってしまうでしょう
か？例えば、「政府と異なる政治意見を持つ者は死
刑とする」という刑罰を行政府が制定できてしまっ
たらどうでしょう？このような法律を行政府が作る
ことができてしまったら、民主主義すら危ぶまれ、
どんな場合に「政府と異なる政治意見を持った」と
認められるのかわからず、私たち国民の自由も奪わ

罪刑法定主義が民主主義と自
由主義の要請に基づくものであ
ること、人権保障、権力抑制に
寄与することを指摘する。
本問の解説をする。
発表内容を具体的に挙げて生
徒達にその人の立場になって考
えられたこと等を評価してもら
いたい。
わざわざこれらを憲法に書い
たのは、私達国民が簡単に感情
に流されてしまうから。今回の
事例の人達も「道義的に悪い事」
をした事に違いはないし、もっ
と重い、殺人、性犯罪、虐待、
あるいは皆さんが想像する「こ
れだけは絶対に人として許され
ない」という悪事を働いた人間
にも、「それでも法律を拡大し
て罰するのは駄目だ」と言える
か。99％の国民が「他人の人権
を奪った極悪人に人権なんてな
い」と叫ぶ時、「それでもや
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れてしまいます。
○このようなことが起きないように、日本国憲法31
条は、国に対して罪刑法定主義を守ることを課し、
これによって私たちの生活の自由や公正を守ってく
れているのです。
　憲法等のこういった規定は、政府等の権力を縛り、
そして感情論に流れて権力的な政府を応援する我々
国民に冷静さを取り戻してもらうためのものでもあ
ります。そういう視点でニュースや世の中の炎上事
案とかを見ていくと、違ったものが見えるかもしれ
ません。

っちゃだめだ」と言えるか。弁
護士ですら、不公平、差別、不
平等、自分の信念に反する「悪」
を見た時、こういった原則を言
えなくなる事がある。周りが正
義の棒で叩いているのを見る
と、一緒になって叩きたくなっ
てしまったりする。
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資料 

【事例１】 

とある国の前田涼総理大臣は、小島優子さんが赤信号を無視して横断歩道を徒歩で渡ったとこ

ろを見かけました。この国でも信号無視はよくないという慣習がありましたが、これを処罰する

法律はありませんでした。その後、信号無視は厳罰が必要だと考えた前田涼総理大臣は、「赤信号

を無視して道路を横断した歩行者は 5 年以下の懲役に処する。」という赤信号無視法を国会に提出

し成立しました。信号無視はよくないという慣習を重んじる国民は大賛成でした。 

小島優子さんは、その法律ができる前の信号無視行為が新しくできた法律に違反するとして刑事

裁判にかけられました。 

みなさんが小島優子さんだったら、この刑事裁判でどのようなことを訴えたいですか？ 

 

【時系列】 

 

 

 

【事例２】 

 高橋ひがしさんが自転車を運転中、黄信号で交差点を横断しました。高橋ひがしさんは「赤信

号を無視して道路を横断した歩行者は 5 年以下の懲役に処する」という法律に違反したとして、

刑事裁判にかけられました。 

 みなさんが高橋ひがしさんだったら、この刑事裁判でどのようなことを訴えたいですか？ 

  

前⽥涼総理⼤⾂が⼩島
優⼦さんが⾚信号を無
視して横断歩道を徒歩
で渡ったところを⾒か

けた

⾚信号無視法が成⽴・
施⾏

⼩島優⼦さんが⾚信号
無視違反で刑事裁判に

かけられる
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8 
 

資料 

【事例１】 

とある国の前田涼総理大臣は、小島優子さんが赤信号を無視して横断歩道を徒歩で渡ったとこ

ろを見かけました。この国でも信号無視はよくないという慣習がありましたが、これを処罰する

法律はありませんでした。その後、信号無視は厳罰が必要だと考えた前田涼総理大臣は、「赤信号

を無視して道路を横断した歩行者は 5 年以下の懲役に処する。」という赤信号無視法を国会に提出

し成立しました。信号無視はよくないという慣習を重んじる国民は大賛成でした。 

小島優子さんは、その法律ができる前の信号無視行為が新しくできた法律に違反するとして刑事

裁判にかけられました。 

みなさんが小島優子さんだったら、この刑事裁判でどのようなことを訴えたいですか？ 

 

【時系列】 

 

 

 

【事例２】 

 高橋ひがしさんが自転車を運転中、黄信号で交差点を横断しました。高橋ひがしさんは「赤信

号を無視して道路を横断した歩行者は 5 年以下の懲役に処する」という法律に違反したとして、

刑事裁判にかけられました。 

 みなさんが高橋ひがしさんだったら、この刑事裁判でどのようなことを訴えたいですか？ 

  

前⽥涼総理⼤⾂が⼩島
優⼦さんが⾚信号を無
視して横断歩道を徒歩
で渡ったところを⾒か

けた

⾚信号無視法が成⽴・
施⾏

⼩島優⼦さんが⾚信号
無視違反で刑事裁判に

かけられる

授業案⑮　罪刑法定主義と集団行進の規制について

１	 対象

高校生

２	 獲得目標　

罪刑法定主義のうち明確性の原則に関連する著名判例である徳島市公安条例事件を元にした

事例について議論することを通じて罪刑法定主義の重要性を理解し、司法的課題を含む現代の諸

課題を捉え、議論・検討する基礎的な能力を身に付けてもらう。

３	 本授業案の意義

本授業案によって、事例を用いた議論・検討を通じて、なぜ罪刑法定主義が憲法に定められる

ほど重要なのか、また、なぜ罪刑法定主義が権力抑制に役立つのかについて、深い理解を得て知

識の定着を図るとともに、社会における様々な場面で活用できる、現代の諸課題を捉え考察し、

選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論を獲得していく機会とする。

４	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
15分

◎罪刑法定主義の基礎知識
○例えば、自転車を安全運転ができない者は停学と
するというルールがあったとします。皆さんはどの
ような運転であれば自転車通学が認められると思い
ますか？
○道路交通法等の安全運転に関する規定は存在しな
いものとします。
○どのような運転が安全運転か答えてもらいました
が、時速30キロメートルなのか、40キロメートルな
のか、ヘルメットの有無、ハンドルを両手で持つな
ど人によってなにが安全運転なのか違うことがこの
教室内でも一致しないことがわかったと思います。
そのため、例えば道路交通法から委任を受けた東京
都道路交通規則では、周りの音が聞こえないような
状態でイヤフォンやヘッドホンを着用することで罰
金5万円がかされるようになるなど、違反事由ごと
に刑罰が定められています。
○良く分からない基準で処罰された場合、どうなる
と思いますか？

罪刑法定主義や明確性の原則
という言葉を覚えてもらう事が
目的ではないため、定義を教え
るより、「刑罰が明確に定まっ
ていないとどんな点で困るか」
という部分を実際に感じてもら
うことに主眼を置く。
「法律に従って運転すること
が安全運転である」という回答
を防ぐため、道交法が存在しな
い状況を仮定した。「生徒それ
ぞれによって何が安全運転か答
えが違う」だけでなく、「曖昧
な基準で罰せられると何が問題
か」知ってもらう必要がある。
感じて欲しいのは、「何が違反
に当たるか分からないので、自
転車に乗ること自体を避けなけ
ればならなくなる」という「萎
縮効果」である。
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○罪刑法定主義とは、ある行為を犯罪として処罰す
るためには、立法府が制定する法令において、犯罪
とされる行為の内容、及びそれに対して科される刑
罰をあらかじめ、明確に規定しておかなければなら
ないとする原則をいいます。
○罪刑法定主義の定義にはいくつかの概念が含まれ
ていますが、そのうち、刑罰を「明確に規定してお
かなければならない」という部分は「明確性の原則」
とも呼ばれています。明確性の原則が要求されてい
る理由は、どのような行為が処罰の対象になるのか
あらかじめ明確に規定していなければ、例えば、私
たちが乗り物に乗るとき、たくさんの人と集まって
集会をするときにどんなことに気をつけておけば、
刑罰を科されないかということがわからない、すな
わち思ったことを行動に移すときに処罰を恐れてた
めらってしまい、個人の権利を奪うことにつながる
からです。
○それでも、法律や法律から委任を受けた条例の文
言が「明確性の原則」に反すると裁判で争われるこ
とがあります。そこで、今日は、実際にあった判例
をモチーフにした題材を使って、明確性の原則ひい
ては罪刑法定主義について検討・議論してみましょ
う。

そもそも、我々は人間社会の
ルールがなければ本来自由であ
るから、出来る限り自由である
方が望ましい。罰則は自由を縛
るもので、曖昧な規定は大きく
自由を制約する（安全運転すれ
ば自転車に乗っていいかのよう
な規定を作りながら、実際には
自転車に乗る自由がまるっきり
なくなる、という欺瞞性も問題）
罪刑法定主義の定義の説明は
後回し（フラットな視点で問題
を感じてもらうため）。
明確性の原則を取り扱うこと
を説明、明確性の原則の趣旨を
具体的に説明する。
挙手あるいは指名で回答して
もらう
⇒速度、免許、ハンドルの握り
方など回答
ある程度出そろったら次へ
⇒明確性の原則についてイメー
ジを持ってもらう
⇒ワークシート①へ移行
（ワークシート②は1コマ目では
配布しない）

展開1　
30分

○では、次にワークシート①に従って授業をすすめ
ていこうと思います。事例の概要を読み上げます。（5
分）

ワークシート①事案の概要を
読み上げ

○表現の自由の価値の重要性やその実現手段につい
ても公共の安全を脅かさない限り、尊重されなけれ
ばなりません。そのため、Ａ市では届け出制、遵守
事項を設けて公共の安全に配慮しつつ、表現活動と
して公道での集団示威行進を認めています。
○それでは、検討課題1について、各班15分間で検
討してもらって、意見をまとめてください。
なるべく、一つ一つの意見について、自分なりで
良いので理由も考えてみてください。
○班内で検討15分
○15分経ちました。それでは各班代表者が発表して
下さい。
○発表10分

支援弁護士は、巡回し、意見
について、理由付けのフォロー
や反対の立場からの再反論の検
討を促す。
⇒なにを考えればいいかわから
ない：感覚的に検察官・弁護人
のどちらに賛成か聞く。
⇒合憲の場合は、この遵守事項
の記載で表現活動の萎縮につな
がらないかどうかについて意見
を集約する。
⇒違憲の場合はなぜこの文言で
は表現活動の萎縮になるのか、
他にどのような表現であれば合
憲といえるのか意見を集約する。
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展開2　
30分

○では、ワークシート②を配布します。この事例の
元になった事件の最高裁の結論と理由が書いてあり
ます。
○まず5分間で内容を読んでください。
○続いて検討課題2について班内で討論してくださ
い。
なるべく、一つ一つの意見について、自分なりで良
いので理由も考えてみてください。
○検討時間15分
○15分経ちました。それでは各班代表者が発表して
下さい。
○発表10分

⇒ワークシート②を2コマ目で
配布する
支援弁護士は、巡回し、適宜質
問に回答。
⇒なにを考えればいいかわから
ない：自分がライブやスポーツ
の観戦をしたとき、これに出場
したとき、場を盛り上げるとき
にどんなことを考えるか尋ねる
⇒デモ行進を成功させたいとき
どんなことをするか、「交通秩
序を維持すること」に違反する
事項としてどのようなことが思
い浮かぶか尋ねる　⇒最終的に
「交通秩序を維持すること」か
ら本件のＸの行為が該当すると
読み取れるか意見を集約

まとめ　
15分

○今回は罪刑法定主義について実際の事件と最高裁
判例に基づいて皆さんに意見を述べてもらいまし
た。

発表内容を具体的に指摘する

○検討課題1では、自分が裁判官だったらどう考え
るかという視点で検討をしてもらい、検討課題2で
は裁判官が判断した内容について批評してもらいま
した。

裁判官が生徒と同じように表
現活動の萎縮について懸念を持
ちながら判決を下したことを指
摘する。

○今回は、Ｘさんの表現活動の自由と公共の安全が
衝突した事案でした。皆さんの中でもどちらの価値
をより尊重すべきか非常に悩まれたと思います。
○この判決には裁判官の補足意見もつけられていま
す。例えば、小川信雄裁判官や坂本吉勝裁判官は、「憲
法の保障する国民の表現の自由にかかわる重要な問
題であるので、この点を誤解した行過ぎの取締りの
ないことを願うものである。」と述べており、また、
高辻正己裁判官は、「直ちに、通常の判断能力を有
する一般人である行為者が、行為の当時において、
理解するところであるとすることができようか。」
と意見を述べています。文言を解釈するとしてもそ
の範囲については国民の自由を萎縮させてはならな
いという悩みをもちながら、この判決が下されたの
です。
判例が言っているからこう、法律に書いてあるか
らこう、ではなく、特に皆さんの自由を縛る刑罰に
ついては、おかしい部分がないか慎重に考えてみて
ほしい。

なお、現実の全ての裁判も、
10対0の結論が出ているわけで
はない。判例1がＡと言ったか
らＡ、判例2がＢと言ったから
Ｂ、と答えが出るものではなく、
裁判官も悩んでいるし、判例の
結論に疑問があるなら指摘し続
ける必要がある。皆さん市民の
声を受けて判例が変わることも
あるし、逆に国会が法律を変え
ることもある。裁判所が結論と
して問題ないと言っても、一部
の裁判官が疑問点を指摘した結
果、皆さんの選出した議員が問
題視して、法律を直してくれる
こともある。でも、「判例が出
たからもう変わらない」と諦め
て意見を出すことを止めたら、
本当に何も変わらない。
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ワークシート①

【事案の概要】

Ａ市の「集団行進及び集団示威運動に関する条例」（以下、「本件条例」という。）は、集団示

威行進についてＡ市公安委員会への届出制を定め、「公共の安寧を保持するため」集団示威行進

を行う者が遵守すべき事項として「交通秩序を維持すること」が定められていた。また、これを

遵守しない集団示威行進の「主催者、指導者または先導者」に対して、「1年以下の懲役若しくは

禁固または5万円以下の罰金」の刑罰が定められていた。

Ｘさんは、事前にＡ市に届出がされていた「ＡＩ生成された著名人を利用した詐欺広告の規制

を強化しよう」というテーマの集団示威行進に参加した。この集団示威行進では、人通りや車の

通りも多い片道2車線の道路のうち、第1車線を約3キロメートルにわたって30分デモ行進する

ことが予定されていた。その際、Ｘさんは、「ＡＩ技術の濫用の危険性があるので、ＡＩ技術の

使い方についてたくさんの人に関心を持ってもらいたい、参加者の気持ちを盛り上げたい」と考

えた。そこで、Ｘさんは、車道において、自ら第1車線の幅いっぱいに広がってニシキヘビがう

ねるように行進し（以下、「蛇行進」という。）、また、笛を吹き、両手を挙げ前後に振る等、後ろ

に続く集団行進者に自分と同じように蛇行進させるよう刺激を与え扇動した。Ｘさんは、集団行

進者に蛇行進させるよう刺激を与え扇動した行為が条例で定められた遵守事項である「交通秩序

を維持すること」に違反するとして、起訴された。

【検察官の主張】

「交通秩序を維持すること」とは「集団行動を実施するにあたり秩序ある交通の形態を維持す

ること」であり、「平穏な集団行動が必然的にもたらす交通秩序阻害の程度を超えて、ことさら

に交通秩序を乱すおそれのある、すなわち、交通秩序に具体的危険を生ぜしめる行為を一切しな

いこと」を意味と解釈できるから、罪刑法定主義に反しない。

【弁護人の主張】

「交通秩序を維持すること」という条例の文言は、一般的、抽象的、多義的であって、これに合

理的な限定解釈を加えることは困難であり、処罰されるべき犯罪構成要件の内容として合理的解

釈によって確定できる程度の明確性を備えているといえず罪刑法定主義に反する。

【検討課題】

Ｘさんの集団行進者に蛇行進させるよう刺激を与え扇動した行為が「交通秩序を維持するこ

と」に違反するとしたことは罪刑法定主義に反するか。結論と理由を検討しましょう。 

関弁連シンポ報告2024決.indd   158関弁連シンポ報告2024決.indd   158 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 158 - - 159 -

第４章　弁護士による授業案の提案

ワークシート②

【徳島市公安条例事件判例（最高裁昭和50年9月10日大法廷判決）の結論】

罪刑法定主義に反しない。

【徳島市公安条例事件判例の理由】

ある刑罰法規があいまい不明確のゆえに憲法三一条に違反するものと認めるべきかどうかは、

通常の判断能力を有する一般人の理解において、具体的場合に当該行為がその適用を受けるもの

かどうかの判断を可能ならしめるような基準が読みとれるかどうかによってこれを決定すべき

である。

そもそも、道路における集団行進等は、多数人が集団となって継続的に道路の一部を占拠し歩

行その他の形態においてこれを使用するものであるから、このような行動が行われない場合にお

ける交通秩序を必然的に何程か侵害する可能性を有することを免れないものである。

「交通秩序を維持すること」が当該集団行進等に不可避的に随伴するものを指すものでないこ

とは、極めて明らかである。

「交通秩序を維持すること」を掲げているのは、道路における集団行進等が一般的に秩序正し

く平穏に行われる場合にこれに随伴する交通秩序阻害の程度を超えた、殊更な交通秩序の阻害を

もたらすような行為を避止すべきことを命じているものと解されるのである。

そして、通常の判断能力を有する一般人が、具体的場合において、自己がしようとする行為が

右条項による禁止に触れるものであるかどうかを判断するにあたっては、その行為が秩序正しく

平穏に行われる集団行進等に伴う交通秩序の阻害を生ずるにとどまるものか、あるいは殊更な交

通秩序の阻害をもたらすようなものであるかを考えることにより、通常その判断にさほどの困難

を感じることはないはずである。

【検討課題2】

最高裁が示した判断基準「通常の判断能力を有する一般人の理解において、具体的場合に当該

行為がその適用を受けるものかどうかの判断を可能ならしめるような基準が読みとれるかどう

か」は妥当といえるか。また、Ｘさんの集団行進者に蛇行進させるよう刺激を与え扇動した行為

が「交通秩序を維持すること」に違反すると読み取ることができるか検討しましょう。
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授業案⑯　無罪推定の原則について（模擬裁判）

１	 対象

中学生・高校生

２	 獲得目標

・	模擬裁判の事例を通じて、無罪推定の原則を理解する。

・	各証拠から導かれる事実をもとに、被告人が有罪か無罪かを理由とともに考える能力を身に

付ける。

３	 本授業案の意義

刑事手続きにおいて無罪推定の原則は重要な原則であるが、教科書では詳しく触れられていな

い。前科というものが人の社会生活上の足かせとなっている状況にある中で、実際に有罪判決を

受けていないにもかかわらず、逮捕されただけであたかも有罪のように報道されている。

被告人は有罪判決を受けるまでは無罪と推定されることを学ぶと同時に、裁判で有罪と判断さ

れるために、検察官において合理的な疑いを超える程度の立証をすることが必要であるとの刑事

事件の基本原則を体感し、身に付けてもらうことが本授業の意義である。

また、模擬裁判の題材は弁護士による授業において様々な使い方がなされるところ、証拠から

事実を導くことを目的とするいわゆる「事実認定」に関する模擬裁判の題材は、授業案�で扱わ

れているため、そちらを参照されたい。

４	 授業の流れ
1限目
段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
10分

◎刑事裁判の基本原則
・刑事裁判は有罪無罪を決め、量刑を定めるもので
ある。
・刑事裁判の登場人物（裁判官・検察官・被告人・
弁護人）
・裁判の手続きの流れ（冒頭陳述→証拠調べ→論告
弁論→判決）
・「疑わしきは被告人の利益に」の原則について
○検察官は合理的な疑いを入れない程度に立証しな
ければならず、合理的な疑いが入る場合には無罪と
なる。
○逮捕＝有罪ではないことを伝える。

刑事手続きの基本的な点を学
ぶ。
概念として難しい部分がある
ため、適宜パワーポイント等で
図示しながら説明することが推
奨される。
無罪推定の原則について伝え
るとともに、「逮捕」との関連
についても説明する。
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○「疑わしきは被告人の利益に」とは、例えば90％
の疑いを満たす必要がある場合、90％未満の疑いし
か満たせなかった事案を全て無罪にすることであ
る。80％疑わしいから8割の懲役を科す、とはなら
ない

90％というのは一例であって、
冤罪を防ぐなら99 .9％など高め
に設定するのが望ましい）

事案
説明
5分

ある夜、亀原市にある亀原学院中学校の校長室か
ら、1枚の肖像画が盗まれた。

　適宜パワーポイント等で事案
を説明する。

警備員飲浦忠広さんがその犯行現場を目撃し、犯
人を捕まえようとしたが、犯人に振りほどかれ転ん
でしまい、犯人に逃げられてしまった。
飲浦さんは、転んだときに地面に頭を強く打ちつ
け、全治約10日のケガをしました。
盗まれた絵は、今では約1000万円の価値がある。
警察が捜査したところ、事件の数日後に嶋　志麻
太郎（しま　しまたろう）さんという28才の男性が
逮捕された。嶋さんは亀原学院中学校の卒業生で、
現在は弁当屋で働いている。
逮捕の決め手になったのは、盗まれた肖像画が嶋
さんの自宅に飾ってあったことや、もう1人の警備
員の目撃証言などであった。
しかし、嶋さんは、「私は肖像画を盗んでいませ
んし、警備員にケガをさせたこともありません。ま
ったく身に覚えがありません。」と犯行を否認して
いる。
果たして、嶋さんは、今回の強盗致傷事件の犯人
なのだろうか。

証拠
説明
5分

◎証拠から事実を抽出する。
・証拠1から8をみて、どのような情報が分かるかを
考える。双方向で生徒たちに答えてもらう。

証拠をスライドで1枚ずつ表
示させ1つ1つ検討していく。

裁判
実演
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◎裁判の流れを体感し、それぞれの手続きの流れを
理解する。
台本に従い、裁判の実演をする。

弁護士が、被告人・裁判官・
検察官・弁護人の配役に分かれ、
裁判の実演を行う。
適宜、この手続きは何のため
に行っているのか、補足説明を
する。

証人
尋問
5分

弁護士役が、目撃者の警備員役に対して、尋問を
行う。気になったことは適宜メモを取ってもらう。

後に生徒たちには裁判員の立
場で、気になることを質問して
もらうことを予告する。

被告人
質問
5分

弁護士役が、被告人役に対して、尋問実演を行う。
気になったことは適宜メモを取ってもらう。

後に生徒たちには裁判員の立
場で、気になることを質問して
もらうことを予告する。

検討
15分

各班で証人・被告人に質問したいことを自由に考
えてもらう。休憩明けに質問からスタートする。

1班1つずつくらいは質問し
てほしい。
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議論が進まない場合、生徒の
中で発言に何か違和感に感じた
ところを聞いて、そこを深堀す
るなど、適宜誘導しながら議論
をする。

2限目
質問と
回答
10分

○被告人役と証人役が前に立ち、各班ごとにどちら
に質問するかを選び、実際に質問してもらう。
質問と回答は適宜板書等によりクラス全員が見え
る形にしておく。

質問事項を考えることは難し
いことであるため、回答役が適
宜フォローしながら答えること
想定外の回答に関しては、「覚
えていない」と回答する。

検討
20分

○これまで出てきた証拠や証言から、被告人が有罪
か無罪かを考える。
まず、自分一人で5分ほど考えてもらった後、残
り時間をグループで討論する。
自分の結論と班の結論をワークシートへ記入して
もらう。

無罪推定の原則を話すと、無
罪にしなければならないと考え
て、他の生徒に誘導されてしま
う生徒もいるため、一旦自分の
考えを整理してもらった後で議
論する。

発表
10分

○なぜそのように考えたのか。どの事実を重視し、
どの事実を重視しなかったのかを考えさせる。
○合理的な疑いを入れない程度に立証されているか
を考える。

まとめ
10分

◎「疑わしきは被告人の利益に」の原則・無罪推定
の原則について改めて考える。

証拠に基づかない推測を入れ
たくなることは理解するが、そ
れでは個人個人の印象で裁判が
されてしまうことを伝える。
刑罰を科すことの重要性につ
いて伝える。
今回行ったように、判決を下
す判断は極めて難しく、数々の
事情を検討して裁判は行われ
る。そのごく一部すら殆どのニ
ュースは報道していない。その
一部の情報だけ見て、有罪はお
かしいとか、無罪はおかしいと
か、そういうことが言えるか。

○印象や証拠に基づかない意見で判断するべきでは
ないこと
今回の事件には加害者と被害者がおり、有罪であ
れば被告人の、無罪であれば被害者の納得を得られ
るような検討がなされているかどうか。
また、裁判で有罪とならない限り、その人は有罪
ではない。逮捕されただけで有罪のような印象を持
たないでほしい。
なぜ、無罪推定の原則や証拠裁判主義が重要視さ
れているのか。それは刑罰というものが非常に重い
処分であるからである。刑務所に収監され自由を奪
われるということは、本来あってはならないことで
あり、特に無実の人に対して刑罰を科すことは絶対
にあってはならないことである。
だからこそ、証拠に基づく事実が重要であり、無
罪推定の原則が重要なのである。
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証証拠拠１１  

供
きょう

 述
じゅつ

 調
ちょう

 書
しょ

 
住居 亀原市大町２－２－７ 
職業 警備員

けいびいん

 
氏名 飲

の む

浦
う ら

忠
た だ

広
ひ ろ

 
平成５年６月７日生（２９歳） 

 
 上記の者は、令和５年５月２５日、亀原中央病院２０３号室において、本職

ほんしょく

 に対

し、任意
に ん い

次のとおり供述した。 
１ 私は、３年ほど前から「鶴亀

つるかめ

警備
け い び

保障
ほしょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

」という警備会社で警備員として

働いています。 
  昨日の未明、亀原学院中学校で、校長室の絵を抱えて立ち去ろうとしている人物

を目撃
もくげき

し、捕まえようとして逃げられ、けがをさせられたときの状況について、お

話しします。 
２ 私は、５月２３日の夜から２４日の朝にかけて、亀原学院中学校の当 直

とうちょく

勤務
き ん む

 を

していました。私１人ではなく、同僚
どうりょう

で先輩
せんぱい

の竹内
たけうち

華子
は な こ

さんと一緒でした。 
  私たちは、同中学校の警備員室で待機

た い き

しながら、夜間、交替で校内の見回りをし

ていました。 
  見回り中に何かあれば、無線機

む せ ん き

でお互いに知らせることになっていました。 
３ ５月２４日の午前０時半ころ、私が校内の見回りをする順番になりました。 
  ２０分ほど見回りをして、校長室の近くに来たとき、室内から物音が聞こえたよ

うな気がしました。 
  そこで、校長室のドアをそっと開けて室内の様子をうかがうと、大きな額ぶちの

ようなものを抱えた不審
ふ し ん

な人影
ひとかげ

を発見したのです。 
４ 私は、以前に亀原学院中学校の警備を担当したとき、校長室の壁に大きな肖像画

しょうぞうが

が掛けられていたことを思い出しました。私は芸術のことは良く分かりませんが、

「誰の絵か知らんけど、やたら印象に残る絵だな。」と思ったことを覚えています。 
５ 私は、 

あそこにいる不審人物が、校長室の肖像画を盗んだのだ 
と気づきました。 
 その人物のことを、ここからは「犯人」と呼ぶことにします。 
 校長室の照明はついておらず室内が暗かったことに加えて、犯人は、私に背中を

向けて立っていたので、顔は見えませんでした。 
 怖いという感情もありましたが、学校が大切にしている絵を盗むなんて許せない

という気持ちが強く沸いて
わ い て

きました。 
６ 私は、 
 とにかく犯人を逃がしてはならないという一心で、とっさに 

待てーーーーいっ！！ うわぁあああ！！ 
と叫びながら、ラグビーのタックルをするように、両腕で、犯人の腰辺りに後ろ
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からしがみつきました。 
 犯人は、私を振りほどこうと激しく抵抗

ていこう

しました。 
 私は、警備員をしていますが、体格

たいかく

は細めで、力も強くありません。 
このままでは犯人に逃げられると思った私は、左手で無線機をつかみ、竹内先

輩に、 
   校長室から絵が盗まれました。いま、犯人を捕まえてます。 
   早く来てください。 
と助けを求めました。 

７ しかし、片手を犯人から離したのが良くなかったのか、直後に、私の腕は犯人

に振りほどかれてしまいました。それだけでなく、私は、振りほどかれた勢いで

仰向け
あ お む け

に転んでしまい、後頭部
こうとうぶ

を床に強くぶつけ、意識がもうろうとなりまし

た。 
  私は、 

犯人に逃げられてしまう 
 と思い、床に倒れたまま、犯人を探しました。しかし、既に犯人の姿は校長室に

はありませんでした。 
８ それから数秒もしないうちに、竹内先輩が校長室に入ってきました。 
  私は、最後の力を振り絞って

ふ り し ぼ っ て

、竹内先輩に、 
逃げられました。すいません。すいません。 

 と言いました。 
 竹内先輩は、窓の外に向かって、大きな声で叫んでいました。たぶん、犯人に

向かって「待て！！」とか「泥棒
どろぼう

！！」とかいうことを言っていたように思いま

す。 
 でも、結局犯人には逃げられてしまいました。 
 その後、竹内先輩は、私のために救急車を呼んでくれ、警察への通報もしてく

れました。竹内先輩は、犯人を逃がしてしまい、とても悔しそうでした。 
９ 前にお話ししたように、最初に犯人を目撃

もくげき

した時、校長室の照明がついていなか

ったことと、犯人が私に背中を向けていたことから、顔は見えませんでした。 
そのあと、犯人の腰の辺りにしがみついている間も、振りほどかれないようにす

るのに必死で、犯人の顔を見る余裕はありませんでした。 
いきなり窃盗

せっとう

の現場に出くわして気が動転
どうてん

していたこともあって、犯人の髪型や

服装も良く覚えていません。 
  私が覚えている犯人の特徴

とくちょう

は、 
男性であること 

軍手のような白っぽい手袋をしていたこと 
黒っぽい長ズボンをはいていたこと 

くらいです。 
 警備員として、もっと冷静に犯人を観察

かんさつ

していれば良かったと、悔やんでも悔

やみきれません。 
10 頭のケガは 10 日ほどで治ると医師に言われました。しかし、体の傷は治せて

も、警備員としてのプライドを傷つけられた心の傷が癒
い

えることはありません。 

23 
 

  どうか、一日も早く犯人を捕まえて、厳しく処罰して頂きたいと思います。 
飲 浦 忠 広 ○印 

  以上のとおり録取
ろくしゅ

して読み聞かせた上、閲覧
えつらん

させたところ、誤り
あやまり

がないことを申

し立て、署名
しょめい

押印
おういん

した。 

 
  前 同 日   

茨城県水戸警察署 
司法警察員巡査部長  鶴 田 道 夫 ○印 
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どろぼう
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い

えることはありません。 
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  どうか、一日も早く犯人を捕まえて、厳しく処罰して頂きたいと思います。 
飲 浦 忠 広 ○印 

  以上のとおり録取
ろくしゅ

して読み聞かせた上、閲覧
えつらん

させたところ、誤り
あやまり

がないことを申

し立て、署名
しょめい

押印
おういん

した。 

 
  前 同 日   

茨城県水戸警察署 
司法警察員巡査部長  鶴 田 道 夫 ○印 
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証証拠拠２２  

診  断  書 
 

住 所   ⻲原市⼤町 2−2−7 
氏 名   飲浦 忠広   男  平成 5 年 6 月 7 日生 
 
 
傷傷病病名名、、診診断断内内容容    

頭
と う

部
ぶ

打
だ

撲
ぼ く

。                      
   本日未明、何者かによる暴行を受け、転倒した際に頭部を床に打

ちつけ、受傷。                    
   受傷から全治までに、約 10 日間を要する見込み。   
                                
                                     

                                
                                      
 
令和５年５月２４日 
 
 亀原中央病院 医師  藪 伊司也 ○印 
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証証拠拠３３  
実 況 見 分 調 書 

茨城県水戸警察署            
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ㊞ 

 
 被疑者不詳の令和５年５月２４日発生の強盗致傷被疑事件につき、本職は、下記の

とおり実況見分をした。 
記 

１ 実況見分の日時 
  令和５年５月２４日午前１０時２０分から午前１０時３５分までの間 
２ 実況見分の場所 
  亀原市駅東一丁目２番１号 
  亀原学院中学校校長室及びその付近一帯 
３ 実況見分の立会人 
  亀原学院中学校校長 田中彬光 
４ 実況見分の経過 
 ⑴ 現場の状況 
   別紙の現場見取図記載のとおり 
⑵ 現場の模様 

   被害現場である校長室南側の窓ガラスのうち、鍵の横の部分が割れており、ガ

ラス片が校長室内側に飛び散っていた。犯人は、ガラスを割った部分から手を差

し込んで窓の鍵を開け、窓を開けて室内に侵入したものと思われる。 
東側壁面には、釘が刺さっており、周囲には四角く黒い、薄い跡がついていた。

立会人は、 
その場所に５代前の校長の肖像画が飾ってありました 

と指示説明した。 
以上 
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26 

 

 
 

27 
 

証証拠拠４４  
捜 査 報 告 書 

茨城県水戸警察署            
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ㊞ 

 
 被疑者不詳の令和５年５月２４日発生の強盗致傷被疑事件につき、被害現場である

亀原学院中学校設置の防犯カメラの映像等について捜査した経過は下記のとおりで

あるから報告する。 
記 

被害現場である亀原学院中学校の防犯カメラの設置状況について捜査したところ、

①校庭南側の正門、②校舎北側の裏門の計２か所に防犯カメラが設置されていた。 
これらの防犯カメラに記録された、 
令和５年５月２３日午後１１時００分から 
令和５年５月２４日午前１時００分まで 

の映像を確認したところ、以下の映像が記録されていることが確認できた。 
・令和５年５月２４日午前０時３５分 

校舎北側の裏門の防犯カメラ 
上衣は白黒の縞模様、下は黒い長ズボンのように見える服装の人物が、裏門から

中学校敷地内に侵入する様子が確認できた。明るさが不十分であり、顔は確認でき

なかった。 
・令和５年５月２４日午前０時５４分 

校庭南側の正門の防犯カメラ 
上衣は白黒の縞模様、下は黒い長ズボンのように見える服装の人物が、正門から

中学校敷地外に走って出る様子が確認できた。明るさが不十分であり、顔は確認で

きなかった。 
同人物は、長さが少なくとも１メートル以上はあるように見える大きさの、四角

い物品を抱えていた。                       以上 
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証証拠拠５５  

供
きょう

 述
じゅつ

 調
ちょう

 書
しょ

 
 
住居 亀原市鶴ケ丘１１３番地８ 
職業 警備員

けいびいん

 
氏名 竹

たけ

内
うち

華
はな

子
こ

 
平成元年２月３日生（３４歳） 

 上記の者は、令和５年５月２４日、亀原市駅前１丁目１番２号鶴亀
つるかめ

警備
け い び

保障
ほしょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

において、本職
ほんしょく

に対し、任意
に ん い

次の通り供述した。 
１ 私は、６年ほど前から「鶴亀

つるかめ

警備
け い び

保障
ほしょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

」という警備会社で警備員として

働いています。 
２ 私が、本日未明、亀原学院中学校で、校長室の絵を盗

ぬす

んで、同僚
どうりょう

で後輩
こうはい

の飲
のむ

浦
うら

忠
ただ

弘
ひろ

さんにけがをさせた犯人を目撃
もくげき

した状況をお話しします。 
  私と飲浦さんは、昨日の夜から本日朝まで、亀原学院中学校の当直

とうちょく

勤務
き ん む

でした。 
  当直勤務の警備員は、亀原学院中学校の玄関横にある警備員室に待機

た い き

 し、夜間、

数時間おきに交替で校内の見回りを行います。見回りにかかる時間は、大体１時間

弱くらいです。 
  見回り中に何か異常

いじょう

があった場合には、無線機
む せ ん き

でお互いに知らせるようになって

います。 
３ 本日未明の午前０時半頃、飲浦さんは、警備員室を出て、校内の見回りに行きま

した。私は、警備員室にいて、スマホで漫画
ま ん が

を読んだりネットを見たりしていまし

た。 
  それから２０分くらいして、飲浦さんから無線連絡がありました。 
  飲浦さんは無線で、 

校長室から絵が盗まれました 
今、犯人を捕まえてます 

早く来てください 
 と言っていました。 

私が急いで校長室へ向かったところ、校長室のドアは開いていましたが、照明が

ついておらず暗かったため、私が電気を点けて中に駆け込む
か  こ  

と、床に飲浦さんが倒

れていました。 
飲浦さんは横になった状態

じょうたい

で、片手で頭の後ろをおさえながら、窓の方を指さし

て、 
逃げられました 

すいません、すいません 
 と言いました。 
  私が、飲浦さんの指さす方を見ると、窓越

ま ど ご

しに、校庭に向かって走っていく男の

後ろ姿が見えました。 

29 
 

  私が逃げていく男に向かって大声で、 
待ちなさい、泥棒

どろぼう

！ 
 と叫ぶと、男は走りながらこちらを振り向きました。 
  男は、 

白地
し ろ じ

に黒か濃紺
のうこん

の縞
しま

模様
も よ う

のＴシャツ 
黒い長ズボン 

を着ていました。 
  その男は、右わきに 

大きな絵 
を抱えており、手には 

白い手袋 
をしていました。 

４ 私が声を掛
か

 けた時には、男は校庭に向かい逃げて行くところでした。そのため、

今から追いかけて捕まえるよりも、倒
たお

れている飲浦さんを助けなくてはと思い、飲

浦さんに駆
か

け寄
よ

って 
大丈夫ですか 

と聞きました。 
  飲浦さんは、 

犯人に振りほどかれて転んだ。頭が痛い 
と言っていたので、救急車を呼び、警察に通報

つうほう

したのです。 
５ 校長室の壁には、昔の校長先生の大きな肖像画が飾られていたのですが、私が校

長室に入った時にはありませんでした。 
私自身、亀原学院中学校の卒業生で、私が通っていた頃からその絵は校長室の壁

に飾られていました。 
６ なお、私の視力

しりょく

は、両眼とも裸眼
ら が ん

で１．０です。 
７ 私は、振り返った男の顔を見ましたので、よく覚えています。あれは、亀原学院

中学校によく出入りしているお弁当屋さんの店員だったと思います。 
この時本職

ほんしょく

は、被疑者
ひ ぎ し ゃ

の写真１枚を、供 述 人
きょうじゅつにん

に示した。 
  私が本日未明に見た男は、顔の輪郭

りんかく

などから、写真に写っている男に間違いあり

ません。 
  ただ今、警察官から、この男が嶋

しま

志
し

麻
ま

太郎
た ろ う

 という名前であることを聞きました。

先程
さきほど

、亀原学院中学校に出入りしているお弁当屋さんの店員といいましたが、私は

その店員さんを見かけるだけで話したことはなく、嶋志麻太郎さんという名前であ

ることも今お聞きして初めて知りました。 
竹 内 華 子 ㊞ 

 以上のとおり録取
ろくしゅ

 して読み聞かせた上閲覧
えつらん

 させたところ、 誤
あやま

 りが無いことを申立

て、署名
しょめい

押印
おういん

した。 
前 同 日 

茨城県水戸警察署            
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ㊞
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れていました。 
飲浦さんは横になった状態

じょうたい

で、片手で頭の後ろをおさえながら、窓の方を指さし

て、 
逃げられました 

すいません、すいません 
 と言いました。 
  私が、飲浦さんの指さす方を見ると、窓越

ま ど ご

しに、校庭に向かって走っていく男の

後ろ姿が見えました。 
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  私が逃げていく男に向かって大声で、 
待ちなさい、泥棒

どろぼう

！ 
 と叫ぶと、男は走りながらこちらを振り向きました。 
  男は、 

白地
し ろ じ

に黒か濃紺
のうこん

の縞
しま

模様
も よ う

のＴシャツ 
黒い長ズボン 

を着ていました。 
  その男は、右わきに 

大きな絵 
を抱えており、手には 

白い手袋 
をしていました。 

４ 私が声を掛
か

 けた時には、男は校庭に向かい逃げて行くところでした。そのため、

今から追いかけて捕まえるよりも、倒
たお

れている飲浦さんを助けなくてはと思い、飲

浦さんに駆
か

け寄
よ

って 
大丈夫ですか 

と聞きました。 
  飲浦さんは、 

犯人に振りほどかれて転んだ。頭が痛い 
と言っていたので、救急車を呼び、警察に通報

つうほう

したのです。 
５ 校長室の壁には、昔の校長先生の大きな肖像画が飾られていたのですが、私が校

長室に入った時にはありませんでした。 
私自身、亀原学院中学校の卒業生で、私が通っていた頃からその絵は校長室の壁

に飾られていました。 
６ なお、私の視力

しりょく

は、両眼とも裸眼
ら が ん

で１．０です。 
７ 私は、振り返った男の顔を見ましたので、よく覚えています。あれは、亀原学院

中学校によく出入りしているお弁当屋さんの店員だったと思います。 
この時本職

ほんしょく

は、被疑者
ひ ぎ し ゃ

の写真１枚を、供 述 人
きょうじゅつにん

に示した。 
  私が本日未明に見た男は、顔の輪郭

りんかく

などから、写真に写っている男に間違いあり

ません。 
  ただ今、警察官から、この男が嶋

しま

志
し

麻
ま

太郎
た ろ う

 という名前であることを聞きました。

先程
さきほど

、亀原学院中学校に出入りしているお弁当屋さんの店員といいましたが、私は

その店員さんを見かけるだけで話したことはなく、嶋志麻太郎さんという名前であ

ることも今お聞きして初めて知りました。 
竹 内 華 子 ㊞ 

 以上のとおり録取
ろくしゅ

 して読み聞かせた上閲覧
えつらん

 させたところ、 誤
あやま

 りが無いことを申立

て、署名
しょめい

押印
おういん

した。 
前 同 日 

茨城県水戸警察署            
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ㊞
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証証拠拠６６  
捜査報告書 

（犯行現場及び被害品の肖像画の指紋について） 
 

               茨城県水戸警察署      
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ○印 

 
 被疑者 嶋 志⿇太郎 に対する強盗致傷被疑事件につき、本職は、被疑者が使
⽤する居室内にあった本件被害品と思われる絵画を発⾒した状況を明らかにするた
め、下記のとおり報告する。 

記 
１１  発発見見日日時時 
  令和５年５月３１日午後０時２０分頃 
  
２２  発発見見場場所所  
  亀原市宮前二丁目２７番５号 
  被疑者宅２階 被疑者使用居室内 
  
３３  捜捜査査対対象象 
  肖像画１枚 
  
４４  発発見見時時のの捜捜査査対対象象のの状状態態 
  被疑者使⽤の事務机上の壁に額縁に⼊れられた状態で飾られていた。 
  額縁裏側左下に「⻲原学院中学校備品」と書いてあるシールが貼られている。 

以上 
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証証拠拠７７  

捜査報告書 
（犯行現場及び被害品の肖像画の指紋について） 

 

               茨城県水戸警察署      

司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ○印 

 

 被疑者 嶋 志⿇太郎 に対する強盗致傷被疑事件につき、犯⾏現場付近及び被
害品の肖像画に付着していた指紋に関し，捜査した結果を下記のとおり報告する。 
 

記 
 

１１  犯犯行行現現場場ででああるる亀亀原原学学院院中中学学校校校校長長室室付付近近でで検検出出さされれたた指指紋紋ににつついいてて  

  犯行現場付近からは、複数の種類の指紋が検出されたが、いずれも被疑者の指紋

とは一致しなかった。 

  検出された指紋は、いずれも学校関係者のものであると思われる。 

 

２２  被被害害品品のの肖肖像像画画かからら検検出出さされれたた指指紋紋ににつついいてて  

  被疑者の住居で発見された肖像画からは、複数の種類の指紋が検出された。 

  そのうちの１種類が、被疑者の指紋と一致した。 

  被疑者の指紋は、肖像画の複数の箇所に付着していた。 

  それ以外の指紋については、いずれも学校関係者のものであると思われる。 

 

以上 
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証証拠拠６６  
捜査報告書 

（犯行現場及び被害品の肖像画の指紋について） 
 

               茨城県水戸警察署      
司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ○印 

 
 被疑者 嶋 志⿇太郎 に対する強盗致傷被疑事件につき、本職は、被疑者が使
⽤する居室内にあった本件被害品と思われる絵画を発⾒した状況を明らかにするた
め、下記のとおり報告する。 

記 
１１  発発見見日日時時 
  令和５年５月３１日午後０時２０分頃 
  
２２  発発見見場場所所  
  亀原市宮前二丁目２７番５号 
  被疑者宅２階 被疑者使用居室内 
  
３３  捜捜査査対対象象 
  肖像画１枚 
  
４４  発発見見時時のの捜捜査査対対象象のの状状態態 
  被疑者使⽤の事務机上の壁に額縁に⼊れられた状態で飾られていた。 
  額縁裏側左下に「⻲原学院中学校備品」と書いてあるシールが貼られている。 

以上 
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証証拠拠７７  

捜査報告書 
（犯行現場及び被害品の肖像画の指紋について） 

 

               茨城県水戸警察署      

司法警察員巡査部長 鶴 田 道 夫 ○印 

 

 被疑者 嶋 志⿇太郎 に対する強盗致傷被疑事件につき、犯⾏現場付近及び被
害品の肖像画に付着していた指紋に関し，捜査した結果を下記のとおり報告する。 
 

記 
 

１１  犯犯行行現現場場ででああるる亀亀原原学学院院中中学学校校校校長長室室付付近近でで検検出出さされれたた指指紋紋ににつついいてて  

  犯行現場付近からは、複数の種類の指紋が検出されたが、いずれも被疑者の指紋

とは一致しなかった。 

  検出された指紋は、いずれも学校関係者のものであると思われる。 

 

２２  被被害害品品のの肖肖像像画画かからら検検出出さされれたた指指紋紋ににつついいてて  

  被疑者の住居で発見された肖像画からは、複数の種類の指紋が検出された。 

  そのうちの１種類が、被疑者の指紋と一致した。 

  被疑者の指紋は、肖像画の複数の箇所に付着していた。 

  それ以外の指紋については、いずれも学校関係者のものであると思われる。 

 

以上 
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証証拠拠８８  
供 述 調 書 

本 籍 亀原市宮前二丁目２７５番地 
住 居 亀原市宮前二丁目２７番５号 
職 業 アルバイト 
氏 名 嶋 志麻太郎 

平成７年４月３日生（２８歳） 
 上記の者に対する強盗

ごうとう

致傷
ちしょう

被疑
ひ ぎ

 事件につき、令和５年６月１７日水戸地方検察庁
けんさつちょう

において、本職
ほんしょく

は、あらかじめ被疑者
ひ ぎ し ゃ

に対し、自己の意思に反して供述をする必要が

ない旨を告げて取り調べたところ、任意次の通り供述した。 
１ 私は、令和５年５月２４日、私立亀原学院中学校校長室から肖像画を盗み、逃

げるときに警備員にけがをさせたとの疑いで、令和５年５月３１日に逮捕
た い ほ

されま

したが、私はやっていません。 
２ 私は、事件のあった日の午前１時ころには、自宅の自室で既

すで

に就寝
しゅうしん

していたと

思います。 
   私は、両親の営む弁当屋で仕事をしていますが、朝早くから弁当の仕込みをす

るので、両親は２人とも、夜は早く就寝してしまいます。 
３ 私が逮捕された際、私の部屋に肖像画が飾られていたことは、間違いありませ

ん。 
   また、その肖像画の裏側に、「亀原学院中学校備品」と書かれたシールが張ら

れていたことも、お巡りさんと一緒に私の部屋で確認しましたので、間違いあり

ません。 
４ 私は、毎朝６時３０分ころに、亀原駅周辺を散歩するのを日課にしています。 

   事件があった日も、午前６時３０分ころ、自宅を出て亀原銀座商店街を北に向

かい、亀原駅西口まで歩いていきました。 
   そうすると、ちょうど亀原駅西口の南側の階段の前に、大きな額縁

がくぶち

を持った若

い男の人がいました。 
   私は、絵を描くのを趣味としていますので、どんな絵なのか気になって、その

人に、 
ちょっと見せてもらえませんか 

と話しかけました。 
   その男性は、 

良い絵でしょ 
と言って見せてくれました。 

   その絵は立派な絵でしたので、私は、 
素晴らしい絵ですね 

といいました。 
   すると、その男性は、 

そんなに気に入ったのなら、この絵あげるよ 
といいました。 

   この人とは初対面でしたし、いきなり物をもらうような間柄
あいだがら

 ではありません

から、最初はお断りしたのですが、その男性は、 
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いいからいいから 
といって渡してきたので、受け取りました。 

   その男性は、私に絵を渡すと、 
じゃ、また会ったら飲みに行こう 

といって、改札口の方に行ってしまいました。 
   私は、あまりにもとっさのことであっけにとられて、その男性の連絡先も聞か

ずに別れてしまいました。 
５ 私は、その男性の連絡先も聞かずに別れてしまったことに気になっていたので

すが、素晴
す ば

らしい絵が手に入ったことで嬉
うれ

しくなり、無我夢中
む が む ち ゅ う

で家に帰り、自分

の部屋に飾
かざ

りました。 
６ 検事

け ん じ

さんから、私が飾っていた肖像画は、私が通っていた亀原学院中学校の校

長室に飾ってあった肖像画であると教えてもらいました。 
   しかし、私は、亀原学院中学校には、実家の弁当屋が作っているお弁当を配達

するために行くことがありますが、配達の際に校長室に入ることはないため、検

事さんから教えてもらうまで、もらった絵が校長室に飾ってあったものだとは知

りませんでした。 
   また、絵に夢中になっていましたので、額縁の裏側に「亀原学院中学校備品」

などと書かれたシールが貼られていたとは気づきませんでした。 
   お世話になった母校で、しかも現在もお弁当の届け先として頻繁

ひんぱん

に出入りして

いる場所ですので、亀原学院のものだと知っていればもらわなかったと思います。 
７ 私は、数年前に、お店で見た絵を気に入り、万引

ま ん び

きをして捕
つか

まったことがあり

ますが、それ以来、心を入れ替えてずっとまじめに働いてきました。今回、盗ま

れた肖像画を持っていたことで逮捕されてしまいましたが、全く身に覚えのない

ことですので、犯人として疑
うたが

われていることは納得できません。 
嶋 志麻太郎 ㊞ 

 供述人の目の前で、上記のとおり口授
く じ ゅ

して録取
ろくしゅ

し、読み聞かせ、かつ、閲読
えつどく

させた

ところ、誤りのないことを申立て、末尾に署名
しょめい

指印
し い ん

した。 
   前 同 日 
水戸地方検察庁 

検察官検事 前 橋 秀 雄 ㊞ 
検察事務官 黒 澤 典 行 ㊞ 
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証証拠拠８８  
供 述 調 書 

本 籍 亀原市宮前二丁目２７５番地 
住 居 亀原市宮前二丁目２７番５号 
職 業 アルバイト 
氏 名 嶋 志麻太郎 

平成７年４月３日生（２８歳） 
 上記の者に対する強盗

ごうとう

致傷
ちしょう

被疑
ひ ぎ

 事件につき、令和５年６月１７日水戸地方検察庁
けんさつちょう

において、本職
ほんしょく

は、あらかじめ被疑者
ひ ぎ し ゃ

に対し、自己の意思に反して供述をする必要が

ない旨を告げて取り調べたところ、任意次の通り供述した。 
１ 私は、令和５年５月２４日、私立亀原学院中学校校長室から肖像画を盗み、逃

げるときに警備員にけがをさせたとの疑いで、令和５年５月３１日に逮捕
た い ほ

されま

したが、私はやっていません。 
２ 私は、事件のあった日の午前１時ころには、自宅の自室で既

すで

に就寝
しゅうしん

していたと

思います。 
   私は、両親の営む弁当屋で仕事をしていますが、朝早くから弁当の仕込みをす

るので、両親は２人とも、夜は早く就寝してしまいます。 
３ 私が逮捕された際、私の部屋に肖像画が飾られていたことは、間違いありませ

ん。 
   また、その肖像画の裏側に、「亀原学院中学校備品」と書かれたシールが張ら

れていたことも、お巡りさんと一緒に私の部屋で確認しましたので、間違いあり

ません。 
４ 私は、毎朝６時３０分ころに、亀原駅周辺を散歩するのを日課にしています。 

   事件があった日も、午前６時３０分ころ、自宅を出て亀原銀座商店街を北に向

かい、亀原駅西口まで歩いていきました。 
   そうすると、ちょうど亀原駅西口の南側の階段の前に、大きな額縁

がくぶち

を持った若

い男の人がいました。 
   私は、絵を描くのを趣味としていますので、どんな絵なのか気になって、その

人に、 
ちょっと見せてもらえませんか 

と話しかけました。 
   その男性は、 

良い絵でしょ 
と言って見せてくれました。 

   その絵は立派な絵でしたので、私は、 
素晴らしい絵ですね 

といいました。 
   すると、その男性は、 

そんなに気に入ったのなら、この絵あげるよ 
といいました。 

   この人とは初対面でしたし、いきなり物をもらうような間柄
あいだがら

 ではありません

から、最初はお断りしたのですが、その男性は、 
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いいからいいから 
といって渡してきたので、受け取りました。 

   その男性は、私に絵を渡すと、 
じゃ、また会ったら飲みに行こう 

といって、改札口の方に行ってしまいました。 
   私は、あまりにもとっさのことであっけにとられて、その男性の連絡先も聞か

ずに別れてしまいました。 
５ 私は、その男性の連絡先も聞かずに別れてしまったことに気になっていたので

すが、素晴
す ば

らしい絵が手に入ったことで嬉
うれ

しくなり、無我夢中
む が む ち ゅ う

で家に帰り、自分

の部屋に飾
かざ

りました。 
６ 検事

け ん じ

さんから、私が飾っていた肖像画は、私が通っていた亀原学院中学校の校

長室に飾ってあった肖像画であると教えてもらいました。 
   しかし、私は、亀原学院中学校には、実家の弁当屋が作っているお弁当を配達

するために行くことがありますが、配達の際に校長室に入ることはないため、検

事さんから教えてもらうまで、もらった絵が校長室に飾ってあったものだとは知

りませんでした。 
   また、絵に夢中になっていましたので、額縁の裏側に「亀原学院中学校備品」

などと書かれたシールが貼られていたとは気づきませんでした。 
   お世話になった母校で、しかも現在もお弁当の届け先として頻繁

ひんぱん

に出入りして

いる場所ですので、亀原学院のものだと知っていればもらわなかったと思います。 
７ 私は、数年前に、お店で見た絵を気に入り、万引

ま ん び

きをして捕
つか

まったことがあり

ますが、それ以来、心を入れ替えてずっとまじめに働いてきました。今回、盗ま

れた肖像画を持っていたことで逮捕されてしまいましたが、全く身に覚えのない

ことですので、犯人として疑
うたが

われていることは納得できません。 
嶋 志麻太郎 ㊞ 

 供述人の目の前で、上記のとおり口授
く じ ゅ

して録取
ろくしゅ

し、読み聞かせ、かつ、閲読
えつどく

させた

ところ、誤りのないことを申立て、末尾に署名
しょめい

指印
し い ん

した。 
   前 同 日 
水戸地方検察庁 

検察官検事 前 橋 秀 雄 ㊞ 
検察事務官 黒 澤 典 行 ㊞ 
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模擬裁判・メインシナリオ 
 
書記官：ご起立ください。 
※ 一同起立、礼。 
書記官：ご着席ください。 
裁判官（Ｊ）：それでは開廷します。 
  被告人は、証言台の前に立ってください。 
※ 被告人役、証言台の前に立つ。 
Ｊ：お名前は。 
被告人（Ａ）：嶋志麻太郎（しま・しまたろう）です。 
Ｊ：生年月日は。 
Ａ：平成７年４月３日です。 
Ｊ：住所は。 
Ａ：亀原市宮前２－２７－５です。 
Ｊ：本籍は、分かりますか。 
Ａ：亀原市宮前二丁目２７５番地です。 
Ｊ：職業は。 
Ａ：アルバイトです。 
Ｊ：それでは、あなたについて出されている強盗致傷被告事件について、これから審

理を始めます。 
  検察官、起訴状を朗読して下さい。 
検察官（Ｐ）：公訴事実、（読み上げる）、罪名及び罰条、強盗致傷、刑法第２４０条前

段。 
  以上の事実について、ご審理願います。 
Ｊ：検察官が今読み上げた公訴事実についての審理を始めますが、その前に、あなた

に伝えておくべきことがあります。 
  あなたには、黙秘権という権利があります。 
  この裁判の間ずっと黙っていることもできますし、答えたくない質問に個別に答

えないこともできます。 
  ただし、あなたがこの公判廷で話したことについては、有利不利を問わず証拠と

なりますので、話すときはそのことに注意してください。 
  よろしいですか。 
Ａ：はい。 
Ｊ：では、そのような前提でお聞きしますが、先ほど検察官が読み上げた公訴事実に

ついて、何か間違っているところはありますか。 
Ａ：間違いだらけです。私は、やっていません。 
Ｊ：弁護人、ご意見は。 
弁護人（Ｂ）：被告人と同意見です。 
  被告人は犯人ではないため、無罪です。 
Ｊ：確認ですが、そうしますと、本件の争点は犯人性、つまり被告人が犯人であるの

か否かの点である、と理解してよろしいですか。 
Ｂ：結構です。 
Ｊ：分かりました。 
  それでは、被告人は元の席に戻って下さい。 
※ 被告人役は、被告人席に戻る。 
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Ｊ：それでは検察官、冒頭陳述をどうぞ。 
Ｐ：はい。 
  それでは検察官より、冒頭陳述を行います。 
  被告人は、両親が経営する弁当屋でアルバイトをしていました。 
  被告人は、事件当日、亀原学院中学校校長室南側の窓ガラスを割り、同室内に侵

入し、同室内に飾られていた、時価約１０００万円の肖像画を窃みました。 
校長室内において肖像画を盗もうとしている最中、中学校の警備員であった飲浦

忠広さんがその様子を発見し、被告人を取り押さえようとしましたが、被告人は飲

浦さんを振りほどいて転倒させ、その場から逃走しました。 
この暴行により、飲浦さんは全治約１０日間の頭部打撲の傷害を負いました。 
被告人は盗んだ肖像画を自宅に持ち帰った上、自室にこれを飾っていました。 

  以上の事実を立証するため、証拠等関係カード記載の各証拠の取調べを請求いた

します。 
Ｊ：証拠１から８と、証人として竹内華子さんを請求されるということでよろしいで

すね。 
Ｐ：はい。 
Ｊ：弁護人、ご意見は。 
Ｂ：書証については同意します。 
  証人については、しかるべく。 
Ｊ：それでは、検察官から請求のあった証拠については、いずれも採用いたします。 

ここで、裁判員の皆さんに説明します。本当の刑事裁判では、検察官の請求した

証拠は、検察官から証拠の内容について簡単に説明をした後に、裁判官・裁判員に

提出されることになっています。ただ、今回の模擬裁判では、分かりやすさを優先

して、先に証拠を配布してありますので、そちらを見ながら検察官の説明を聞いて

ください。 
それでは、検察官、要旨の告知をどうぞ。 

Ｐ：はい。 
  証拠１は、被害者である飲浦忠広さんの供述調書です。 

肖像画を盗んだ犯人を発見し、腰のあたりに後ろからしがみついたものの振りほ

どかれ、後頭部を床に強くぶつけたこと、犯人の顔は見えなかったことなどが記載

されています。 
証拠２は、診断書です。 
飲浦さんが負った怪我の内容について記載されています。 
証拠３は、実況見分調書です。 

  本件の現場である亀原学院中学校校長室の図面が付されています。 
証拠４は、亀原学院中学校に設置された防犯カメラの映像に関する捜査報告書で

す。 
証拠５は、目撃者である竹内華子さんの供述調書です。 
犯人を目撃した状況、その犯人は被告人であることなどが記載されています。な

お、竹内さんには後でこの法廷でも証言していただく予定です。 
証拠６は、写真撮影報告書です。 

  本件被害品の肖像画及び同肖像画の後ろに貼られたシール、「亀原学院中学校備

品」と書かれたものの、写真が添付されています。 
証拠７は、犯行現場や肖像画の指紋に関する捜査報告書です。 
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証拠８は、被告人の供述調書です。 
本件の犯人であることを否認する内容です。被告人にも、後でこの法廷でも話し

てもらう予定です。 
証拠９は、亀原学院中学校から提出された被害届です。 
本件の被害品が、時価約１０００万円の肖像画であることが記載されています。 

  要旨の告知は、以上です。 
※ 検察官役は書記官役に書証を渡し、書記官役は裁判官役に渡す。 
Ｊ：弁護側の立証は、どうされますか。 
Ｂ：被告人質問をお願いします。 
Ｊ：そうしますと、本件の進行についてですが、まず、証人竹内華子さんの証人尋問

を行ってから、被告人質問を行うということでよろしいですか。 
Ｐ＆Ｂ：結構です。 
Ｊ：それでは、これから証人竹内華子さんの証人尋問を行います。 
  竹内さんは、証言台の前に立ってください。 
※ 証人役、傍聴席から中に入り、証言台の前に立つ。 
Ｊ：お名前は。 
証人（Ｗ）：竹内華子です。 
Ｊ：住所、生年月日、職業につきましては、先ほど書いていただいたカードのとおり

ということでよろしいですか。 
Ｗ：はい。 
Ｊ：それでは、あなたには、これから、嘘をつかないということで、宣誓をして頂き

ます。 
※ 書記官役：宣誓書を証人役に渡す。 
Ｊ：今お渡しした宣誓書を最初から最後まで読み上げてください。 
Ｗ：宣誓。 

良心に従って、真実を述べ、何事も隠さず、偽りを述べないことを誓います。 
  竹内華子。 
Ｊ：ありがとうございました。 
  ただ今宣誓をして頂きましたが、宣誓をした上で虚偽の内容を述べますと、偽証

罪に問われることがありますので、十分ご注意ください。 
  よろしいですか。 
Ｗ：はい。 
Ｊ：それでは、そこの椅子にお座りください。 
※ 証人役、着席。 
Ｊ：質問は横から来ますけど、答えは正面を向いてお答えください。 
Ｗ：はい。 
Ｊ：それでは検察官、主尋問をどうぞ。 
Ｐ：はい。 
  それでは検察官の前橋からお聞きします。 
  あなたは、どんな仕事をされていますか。 
Ｗ：警備員をしています。 
Ｐ：今回の事件は、令和５年５月２３日から２４日のことなのですが、あなたは、こ

の時、何をしていましたか。 
Ｗ：この日、同僚の飲浦忠広さんと一緒に、亀原学院中学校で当直勤務をしていまし
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た。 
Ｐ：仕事をしていたら、どんなことがありましたか。 
Ｗ：見回りをしていた飲浦さんから無線で連絡があり、校長室に向かったところ、飲

浦さんが倒れていて、被告人が肖像画を持って逃げていくところを見ました。 
Ｐ：終わります。 
Ｊ：それでは弁護人、反対尋問をどうぞ。 
Ｂ：それでは弁護人の水戸からお聞きします。 
  あなたは、事件の日、亀原学院中学校で、被告人を見たんですか。 
Ｗ：はい、見ました。 
Ｂ：本当に見たんですか。 
Ｗ：（少し怒って）確かに見ました！ 
Ｂ：あなたは本当に… 
Ｐ：異議。重複です。 
Ｊ：異議を認めます。質問を変えてください。 
Ｂ：それでは。（間をおいて） 
  あなたが見たのは被告人であると、断言できますか。 
Ｗ：できます！ 
Ｂ：終わります。 
Ｊ：それでは、裁判所から補充尋問を行います。 

裁判員の皆さん。 
模擬裁判のシナリオ上、弁護人役にはかなり無茶な反対尋問をして頂いたわけで

すが、この証人は、何故被告人が犯人であると断言できるのでしょうか。 
  また、この証人の言っていることを信用するためには、どんなことを確認すれば

いいのでしょうか。 
 ちょっと考えて、聞いてみてください。 
 
※ 位置関係に関する問いが出た場合には、裁判官役より誘導する。 
Ｊ：あなたが校長室に入ったとき、飲浦さんが倒れていた位置に、赤で①と記入し

てください。 
犯人が振り向いたときの、あなたの位置に、赤で②と記入してください。 
犯人が振り向いたときの、犯人の位置に、赤で③と記入してください。 

※ 記入し終わった際に、事前に印刷したものを、子どもたちに配布する。 
 
※ 質問が出ないようであれば、被告人質問を先行する。 
Ｊ：質問があまり出ないようなので、通常このようなことは行わないのですが、被

告人質問を行ってから、もう一度竹内証人について補充尋問を行うこととします。 
   よろしいですか。 
Ｂ＆Ｐ：結構です。 

 
Ｊ：それでは補充尋問は以上です。 
  お疲れ様でした。 
※ 証人役は、傍聴席に戻る。 
Ｊ：次に、被告人質問を行います。 
  被告人は、証言台の前の椅子に腰を掛けてください。 
※ 被告人役は、証人席に着席。 
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浦さんが倒れていて、被告人が肖像画を持って逃げていくところを見ました。 
Ｐ：終わります。 
Ｊ：それでは弁護人、反対尋問をどうぞ。 
Ｂ：それでは弁護人の水戸からお聞きします。 
  あなたは、事件の日、亀原学院中学校で、被告人を見たんですか。 
Ｗ：はい、見ました。 
Ｂ：本当に見たんですか。 
Ｗ：（少し怒って）確かに見ました！ 
Ｂ：あなたは本当に… 
Ｐ：異議。重複です。 
Ｊ：異議を認めます。質問を変えてください。 
Ｂ：それでは。（間をおいて） 
  あなたが見たのは被告人であると、断言できますか。 
Ｗ：できます！ 
Ｂ：終わります。 
Ｊ：それでは、裁判所から補充尋問を行います。 

裁判員の皆さん。 
模擬裁判のシナリオ上、弁護人役にはかなり無茶な反対尋問をして頂いたわけで

すが、この証人は、何故被告人が犯人であると断言できるのでしょうか。 
  また、この証人の言っていることを信用するためには、どんなことを確認すれば

いいのでしょうか。 
 ちょっと考えて、聞いてみてください。 
 
※ 位置関係に関する問いが出た場合には、裁判官役より誘導する。 
Ｊ：あなたが校長室に入ったとき、飲浦さんが倒れていた位置に、赤で①と記入し

てください。 
犯人が振り向いたときの、あなたの位置に、赤で②と記入してください。 
犯人が振り向いたときの、犯人の位置に、赤で③と記入してください。 

※ 記入し終わった際に、事前に印刷したものを、子どもたちに配布する。 
 
※ 質問が出ないようであれば、被告人質問を先行する。 
Ｊ：質問があまり出ないようなので、通常このようなことは行わないのですが、被

告人質問を行ってから、もう一度竹内証人について補充尋問を行うこととします。 
   よろしいですか。 
Ｂ＆Ｐ：結構です。 

 
Ｊ：それでは補充尋問は以上です。 
  お疲れ様でした。 
※ 証人役は、傍聴席に戻る。 
Ｊ：次に、被告人質問を行います。 
  被告人は、証言台の前の椅子に腰を掛けてください。 
※ 被告人役は、証人席に着席。 
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Ｊ：それでは、被告人質問を行います。 
  先ほど証人にもお話ししましたが、質問は横から来ますが、答えは正面を向いて

お答えください。 
  それでは弁護人、主質問をどうぞ。 
Ｂ：それでは弁護人の水戸からお聞きします。 
  今回の事件は、起訴状によれば、令和５年５月２４日午前０時５２分ころのこと

のようなのですが、あなたは、そのとき、どこにいましたか。 
Ａ：家で寝ていました。 
Ｂ：午前０時５２分ですと、いつも起きていることはないのですか。 
Ａ：私は、両親が営む弁当屋でアルバイトをしているのですが、弁当の仕込みとかで

朝が早いので、その時間帯は大体寝ています。 
Ｂ：あなたの部屋に、証拠６の写真に写された肖像画が飾られていた、というのは間

違いありませんか。 
Ａ：間違いありません。 
Ｂ：では、その絵は、何故あなたの部屋にあるのですか。 
Ａ：私は毎朝亀原駅の周辺を散歩するのを日課にしているのですが、この日の朝、亀

原駅前を散歩していたら、亀原駅前西口に見知らぬおじさんがいて、「この絵をあ

げてもいいよ」と言っていたんで、もらってきたんです。 
Ｂ：順番にお聞きすると、まず、令和５年５月２４日の朝に、この肖像画を持ったお

じさんが亀原駅にいた、ということでよろしいですか。 
Ａ：はい。 
Ｂ：次に、あなたはそのおじさんに、「この絵をあげてもいいよ」と言われた、という

ことですか。 
Ａ：はい。 
Ｂ：だからあなたはその絵を家に持って帰った、ということでよろしいですか。 
Ａ：はい。 
Ｂ：終わります。 
Ｊ：それでは検察官、反対質問をどうぞ。 
Ｐ：それでは検察官の前橋からお聞きします。 
  あなたのお話によれば、あなたは見知らぬおじさんからこの絵をもらった、とい

うことですか。 
Ａ：はい。 
Ｐ：本当にそんな人、いたんですか。 
Ａ：いました。 
Ｐ：終わります。 
Ｊ：それでは裁判所から、補充質問を行います。 
  裁判員の皆さん。 
   「見知らぬおじさんから絵をもらった」という話を信用するとすれば、どんなこ

とを確認したいか、信用できないとすれば、どんなことを確認したいか、考えて聞

いてみてください。 
 
※ 質問が出なければ、傍聴席へ「○○先生、どうですか。」 
 
Ｊ：それでは終わります。 
  被告人は、元の席に戻って下さい。 

39 
 

 
※ 証人尋問を後回しにした場合。 
Ｊ：それでは、証人尋問を再開します。 

   証人は、証言台の前に立ってください。 
※ 証人役は、証言台の前に立つ。 
Ｊ：竹内華子さんですね。 
Ｗ：はい。 
Ｊ：それでは、そこの椅子に座って下さい。 
※ 証人役は、証人席に着席する。 
Ｊ：それでは、証人尋問を再開します。 

   裁判員の皆さん。 
   何か質問はありませんか。 
Ｊ：それでは、証人尋問を終了します。 

  傍聴席にお戻りください。 
※ 証人役は、傍聴席に戻る。 
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とを確認したいか、信用できないとすれば、どんなことを確認したいか、考えて聞

いてみてください。 
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ワークシート 
 
１ 裁判の中で気になったこと、⽬撃証⼈や被告⼈に質問したいこと（事前準備で考

えてきた⼈は、追加で質問したいこと）などを⾃由にメモしましょう。 
                                     
                                     
                                     
                                     
                                     
                                     
                                     
 
２ 今回の事件に対する判決

はんけつ
を考えましょう。 

 

判       決 
 

 被告人を      有罪
ゆ う ざ い

       無罪
む ざ い

      とします。 

  
(有罪、無罪のどちらかを○で囲

かこ
んで下さい。) 

 
 理由を述

の
べます。      (下に理由を書きましょう。) 

                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
 
以上の理由から、私たちは被告⼈を  有罪  無罪  としました。 
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第６節　契約と消費者保護

第１	 本テーマの意義

１	 民法の規定―契約自由の原則

民法は、私法の一般法で、私人関係の一般的な契約については、民法が適用される。現行の民

法では、契約自由の原則、人は、国家の介入を受けることなく、自由に契約することができると

いう原則が明文化されている。すなわち、①何人も、契約をするかどうかを自由に決定すること

ができる（締結の自由及び相手方選択の自由）（民法521条1項）。②契約の当事者は、契約の内

容を自由に決定することができる（内容決定の自由又は契約内容に関する自由）（同条2項）。③

契約の成立には、書面作成その他の方式を具備することを要しない（方式の自由）（同法522条2

項）。

契約自由の原則は、自らの意思で契約の成否・内容を決定し、それに対する責任をとる自由で

平等な人々であり、具体的には市民階級に属する人々（ブルジョワジー）を前提としている。

民法の法律行為に関する規定は、当事者の具体的特性を基本的には考慮の外に置いて、抽象的

な「人」を想定している。ある種の人物像（利害得失を冷静かつ合理的に判断することができる者）

を想定して、法律行為の効力の否定には厳しい要件を設定している。取引の安全や市場への信頼

を考慮して、法律行為の効力の否定を認めることには慎重でなければならない。

２	 消費者保護

このような民法による規制には限界があり、個別の法律により制限を受けることがある。高齢

者や若年者など合理的な行動をするとは限らない消費者がいる。情報・交渉力の不均衡を考慮し

て、消費者保護の観点から、消費者の取引について内容決定の自由を制限する方向の規制につい

て定めるのが消費者基本法や消費者契約法などを含む「消費者法」である。このうち、消費者契

約法は、「消費者と事業者との間の情報の質及び量並びに交渉力の格差に鑑み」、「消費者の利益

の擁護を図り、もって国民生活の安定向上と国民経済の健全な発展に寄与することを目的」とし

ている（消費者契約法1条）。

本テーマでは、「契約と消費者保護」、契約とは何か、消費者保護の観点からどのような場合に

保護されるかに関する教育について取り扱う。
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第２	 学習指導要領との関係

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第8節「家庭」第2［第5学年及び第6学年］1「内容」Ｃ「消費生活・

環境」⑴アアに、「買い物の仕組みや消費者の役割が分かり、物や金銭の大切さと計画的な使い

方について理解すること。」とあり、それについて、同2「内容の取扱い」⑶イで、「売買契約の

基礎について触れること。」とある。

上記の「消費者の役割」には、小学校学習指導要領解説家庭編66頁によると、「買物で困った

ことが起きた場合には、家族や先生などの大人に相談することや、保護者と共に消費生活セン

ターなどの相談機関を利用することにも触れるようにする。」とある。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ｂ⑵アアには、「社会資

本の整備、公害の防止など環境の保全、少子高齢社会における社会保障の充実・安定化、消費者

の保護について、それらの意義を理解すること。」との記載があり、それについて、同3「内容の

取扱い」⑶イアは、「消費者の自立の支援なども含めた消費行政を取り扱うこと。」とある。

中学校学習指導要領第2章第8節「技術・家庭」第2［家庭分野］2「内容」Ｃ「消費生活・環境」

⑴アアに、「売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し、物資・サービス

の選択に必要な情報の収集・整理が適切にできること。」とあり、これについて、同3「内容の取

扱い」⑷イは、「中学生の身近な消費行動と関連を図った物資・サービスや消費者被害を扱うこ

と。」としている。

また、同⑵には、ア「消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及

ぼす影響について理解すること。」、イ「身近な消費生活について、自立した消費者としての責任

ある消費行動を考え、工夫すること。」との記載がある。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節「公民」第2款第1「公共」2「内容」Ｂアアには、「法や規

範の意義及び役割、多様な契約及び消費者の権利と責任、司法参加の意義などに関わる現実社会

の事柄や課題を基に、憲法の下、適正な手続きに則り、法や規範に基づいて各人の意見や利害を

公平・公正に調整し、個人や社会の紛争を調停、解決することなどを通して、権利や自由が保障、

実現され、社会の秩序が形成、維持されていくことについて理解すること。」との記載がある。

高等学校学習指導要領第2章第9節「家庭」第2款第1「家庭基礎」2「内容」Ｃ（2）には、ア「消

費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状と課題、消費行動における意思決定
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や契約の重要性、消費者保護の仕組みについて理解するとともに、生活情報を適切に収集・整理

できること。」、イ「自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定に基づいて行動

することや責任ある消費について考察し、工夫すること。」との記載がある。

第３	 弁護士が授業をする必要性・意義

消費者教育や消費者への啓発活動の重要性は、民法の成年年齢引下げもあり、近年ますます高

まっている。消費者被害を防止するためには、学校教育や社会教育の様々な機会に消費者問題の

実情と対応策を学ぶ消費者教育を受けることが重要である。

消費者教育の推進に関する法律（平成24年法律61号）（以下「消費者教育推進法」という。）は、

「消費者教育が、消費者と事業者との間の情報の質及び量並びに交渉力の格差等に起因する消費

者被害を防止するとともに、消費者が自らの利益の擁護及び増進のため自主的かつ合理的に行動

することができるようその自立を支援する上で重要であることに鑑み、消費者教育の機会が提供

されることが消費者の権利であることを踏まえ、消費者教育に関し、基本理念を定め、並びに国

及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、基本方針の策定その他の消費者教育の推進

に関し必要な事項を定めることにより、消費者教育を総合的かつ一体的に推進し、もって国民の

消費生活の安定及び向上に寄与することを目的とする。」（同法1条）

同法は、学校教育について、「国及び地方公共団体は、幼児、児童及び生徒の発達段階に応じて、

学校（学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する学校をいい、大学及び高等

専門学校を除く。略）の授業その他の教育活動において適切かつ体系的な消費者教育の機会を確

保するため、必要な施策を推進しなければならない。」とし（消費者教育推進法11条1項）「国及

び地方公共団体は、学校において実践的な消費者教育が行われるよう、その内外を問わず、消費

者教育に関する知識、経験等を有する人材の活用を推進するものとする。」（同条3項）とも定め

ている。

消費者教育を学校教育に組み込んで効果的な教育を実践するためには、適切な教員や適切な教

材が必要とされる。契約法と消費者法について、専門的な知識と経験を有する弁護士が消費者教

育に果たす役割は大きい。

第４	 教育現場の関心

１	 単位会の学校教育で関わりたいと思う分野

単位会に対するアンケートの質問5の「貴委員会で学校教育に関わりたいと思う分野」につい
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ての回答を検討した。

分野として「契約と消費者保護」を選択した回答の数は、17。他の分野と比較しても全体のほ

ぼ平均くらい、契約と消費者保護の分野を回答しているという内容だった。このことは、他の分

野同様、弁護士にとっては関心がある分野であると考えられる。

個別回答で、学校への講師派遣をすべて法教育委員会で担当するのではなく、消費者なら消費

者問題対策委員会が対応すべきと考えるなどの意見がある。これは、消費者関係の問題は一定程

度の専門的な知識も必要なことがあるので、消費者委員会が関わった方がやり易いという意味だ

と想像する。

消費者委員会による回答があった会が13会中9会（東京、第一東京、第二東京、神奈川県、埼玉、

茨城県、栃木県、群馬、山梨県）であった。現在、この分野で消費者委員会での授業を行ってい

ない会もあるが、消費者委員会が授業へ関与すれば、消費者問題についてどのような授業をすれ

ばいいかといった方針を検討しやすくなり、消費者問題に関する授業への関心も高まる可能性が

ある。

２	 学校の関心

学校アンケートの結果によると、「⑥契約と消費者保護」を興味のある分野と回答した数が

「935」と、全体回答数2625の内の36％を占めており、一定数の興味があることが分かった。

第５	 これまでの弁護士会の対応

１	 単位会の派遣の実績

「2018年4月から現在までに、委員会において、会員を学校に派遣して行った授業」の質問に「番

号⑥契約と消費者保護」を選択した回答は、全体の3.3％あった。

担当したのは法教育委員会と消費者委員会（名称略）とが半々くらいある。会によるが群馬県

は両方の委員会が担当して各々実施している。

番号⑥の授業の派遣先は高校が圧倒的に多く、次いで中学校である。

派遣先が小学校で番号⑥の授業を行っている単位会は、少数だが、神奈川県会で「契約とは何

か」に関する授業を、第一東京弁護士会で消費者トラブルについての授業を実施している。

２	 学校の弁護士の実施した授業

学校に対するアンケートで、弁護士が実施した授業内容についての質問で、「⑥契約と消費者

保護」を選択した回答は、3％あった。
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第４章　弁護士による授業案の提案

授業案⑰　消費者トラブル予防授業（小学生向け）

１	 授業の目標

①	 小学校学習指導要領「家庭」の消費生活・環境の項に示されている「買い物の仕組み」、「消

費者の役割」について学び、中学校における「消費者被害の背景とその対応」の基礎となる

知識の習得を図る。

②	「物を買うこと」を通して契約の基本的なルール（権利義務、お金の支払方法の種類・効

果など）の習得を図る。

②	 消費者被害に遭遇してしまった場合の相談方法などについても知ってもらう。

２	 授業の流れ（1コマ45分）

段階 学習活動 指導上の留意点
導入【5分】 ○自己紹介、授業の意義や概要

を説明する。
★児童自身が、大人でなくても消費者であり、
契約の基本的な仕組み等学ぶことの必要性と
重要性を認識してもらう。

基本①
【10分】
買い物の仕
組
（契約につ
いて）

○①物を買うことが契約である
こと、契約は法律上の権利・
義務が生じる約束であるこ
と、②お互いの約束で契約を
自由に決められること、③自
分勝手に契約を止められない
ことといった、契約の基本ル
ールについて説明をする。

★物を買う契約について、コンビニでお菓子を
買う、本屋で本を買うなどといった、児童に
身近な契約の例を取り上げつつ、何がそれぞ
れの権利・義務になるのかについて、具体的
に契約のイメージを持てるように心掛ける。
★①については、例示したケースに応じて、何
が契約の「申込」の意思表示となり、何が「承
諾」の意思表示となるのかについても説明し、
時間的余裕があれば、場合によっては言葉に
しなくとも意思表示となる場合、例えばレジ
に無言で商品を持って行く行動も該当するこ
とにも言及する。
★②については、「内容は自由」ということだ
けが一人歩きしないように、何でも無制限に
許容されるわけではなく、例えば犯罪になる
ような内容の契約は無効というように、併せ
て契約自由の原則の例外についても言及す
る。
★③については、勝手に止められないからこそ、
物を買う前に、本当に必要かどうかをよく考
えることが大切であること（消費者の役割）
を伝える。
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基本②
【10分】
買い物の仕
組み（お金
の支払方法
について）

○買い物をする仕組みのうち、
消費者の義務となる「お金の
支払方法種類」を確認し、そ
の効果は全て同じであること
を説明する。

★学習指導要領では「金銭の大切さ」として、
プリペイドカード等が金銭と同じ価値がある
ことの理解が示されており、有体物としての
金銭の大切さのほか、現代の決済方法として
多種多様な決済方法が金銭での支払と同じ価
値を持つことを伝える。
★多種多様な決済方法については、現存する具
体的な決済方法を紹介し、例えば「○○pay」
だけでも無数に存在することや、プリペイド
カードのような前払式支払手段のほかにも、
「○○後払い」、「○○ツケ払い」といった後
払い的性質の方法も存在していることと、後
払いであっても結局は支払う必要があるとい
う当然のことも伝えて、決済手段にかかわら
ず、物を買うための効果は最終的に同じであ
ることを教える。
★児童の理解度と時間的余裕があれば、決済手
段においては、物の代金以上のお金を払う必
要が生じることから、物を買うか否かだけで
なく、決済方法についても、消費者として考
える必要があることを伝える。

発展①
【10分】
インターネ
ットやスマ
ートフォン
での消費者
被害の説明

○インターネットやスマートフ
ォン上の消費者被害を説明す
る。

★インターネット等で発生している被害事例の
説明を通じて、身近に消費者被害が存在して
いることを児童に意識してもらう。
★例えば、スマートフォンゲームの課金問題（課
金それ自体のこと、保護者のクレジットカー
ドを利用してしまうこと）を取り上げて、基
本①②で伝えたこと（本当に必要かどうか、
クレカの効果等）を再確認する。
★課金それ自体については、本当にそれが必要
なものであるのか、という消費者の役割とし
ての話しがメインとなるが、スマートフォン
ゲームの課金が「お金→商品」ではなく、「お
金→ゲーム内通貨→商品」となっていること
が金銭感覚が麻痺し、より多数回・高額な課
金に繋がっていることも伝える。
★保護者のクレジットカード利用については、
実際に問題となったケースの金額等を紹介
し、保護者が払わざるを得なくなる可能性が
あるケースとして紹介する。この際、保護者
のクレジットカードの使い方を児童が学習し
てしまわないように、基本的に具体的なやり
方は伏せるべきであるが、授業参観のような
保護者参加型の場合には、むしろ保護者に対
する注意喚起を踏まえて話すことも良いと考
えられる。
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第４章　弁護士による授業案の提案

発展②
【5分】
被害に遭っ
た場合の相
談機関の説
明

○消費生活センター、消費者ホ
ットライン（188）、弁護士会
といった各相談機関などにつ
いて説明する。

★相談は早ければ早いほど良いので、不安があ
れば、直ぐに家族や先生に相談するよう強調
する。
★消費生活センターや188の周知については、
可能であれば、最寄りの消費生活センターか
ら広報グッズの提供を受けて配布する等し、
児童が自宅に持ち帰って保護者と共有するき
っかけをも作る。

まとめ
【5分】
おさらいク
イズ・質疑
応答

○授業の内容をおさらいするた
めのクイズ（3択クイズなど）
を行い、児童から適宜答えて
もらう。

★授業の最初で児童に最後におさらいクイズを
実施するので、よく聞いてもらうように案内
しておくと、最後まで興味を持って聞いても
らえる。
★回答してくれた児童には弁護士会グッズをプ
レゼントするなど、児童がクイズに参加した
くなるよう工夫することを心がける。
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授業案⑱　消費者トラブル予防授業（中学生向け）

１	 授業の目標

①	「消費者トラブル」の意味を知り、それが身近にあることを理解する。

②	 SNS等の典型的なDMがどのような目的で送られているかを知る。

③	 闇バイトの入口が巧妙化しており、一度足を踏み入れると抜けるのが難しく、単に被害者

になるだけではなく加害者になってしまうことを知る。

２	 授業の流れ（1コマ50分）

段階 学習活動 指導上の留意点
■導入
自己紹介と授
業の意義説明
（1分）

○講師の自己紹介を行い、本授
業の目的と意義を簡単に説明
する。

★「消費者」とはどのような意味か、ネ
ット通販で偽物を買わされることなど
身近な問題であることを具体例で説明
する。

■導入
「消費者」の
意味説明
（2分）

○「消費者」とは何かについて
定義を述べ、具体的な例を挙
げて説明する。例：ネット通
販でのトラブル（偽物を買わ
される等）

■導入
「消費者被害」
の具体例説明
（2分）

○身近な消費者被害の具体例を
挙げて、その深刻さを伝える。
　例：偽ブランド品の購入、詐
欺メールの被害

■講義①
DMの事例紹
介
（2分）

○SNSでよく見かけるDMの
事例を紹介する。
　例1：簡単な作業で1時間1万
円
　例2：メッセージを送ってく
れた人全員に10万円を配布

★実際に自分に来たDMをスクショでス
ライドに貼るなどして具体的に紹介す
る。

■講義①
具体的な例の
提示
（3分）

○実際に自分に来たDMのスク
リーンショットをスライドに
貼り、具体的に紹介する。

■GW
事例検討
（3分）

○紹介した事例について、メッ
セージを返信したらその後ど
のような展開になるかをグル
ープで検討してもらう。

■GW
意見交換
（2分）

○グループ内で意見を交換し、
どのような結果が予想される
かをまとめる。

関弁連シンポ報告2024決.indd   190関弁連シンポ報告2024決.indd   190 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 190 - - 191 -

第４章　弁護士による授業案の提案

■質疑
発表
（5分）

○グループワークの結果を何人
かに発表してもらう。

■質疑
質疑応答
（5分）

○発表内容に対して、他の生徒
や講師から質問を受け付け
る。

■講義②
事例1の説明
（5分）

○受け子、かけ子、出し子の役
割を説明し、このような役割
を与えられる可能性について
解説する。
○一度加担してしまうと、犯罪
者から脅され、抜けられなく
なることを説明する。

★本人としては犯罪の認識がなくても、
少しでもおかしいと思う点があれば加
害者として扱われてしまうおそれがあ
ることを説明する。

■講義②
犯罪者になる
リスク
（5分）

○本人が犯罪の認識がなくて
も、少しでもおかしいと思う
点があれば加害者として扱わ
れる可能性があることを説明
する。

★こちらも同様に、知らなかった、が通
用しないおそれがあることを説明する。

■講義③
事例2の説明
（3分）

○10万円が当選したと連絡が
あり、振込先口座を伝えたと
ころ、振り込め詐欺の振込先
口座に指定される可能性があ
ることを説明する。

★中学生だとまだアルバイトの経験がな
く時給の概念が理解できないかもしれ
ない。とにかく、自分だけ得をしよう
というずるい心が狙われ、手を出して
しまうとその後ろめたさから誰にも相
談できなくなってしまうことを説明。

■講義③
犯罪への加担
リスク
（2分）

○出し子として利用されること
もあり、犯罪に加担してしま
うリスクがあることを説明す
る。

■講義④
怪しいDMの
見分け方紹介
（3分）

○地域の最低賃金などを説明
し、報酬が相場より著しく高
い場合や、ノーリスクでリタ
ーンがもらえる話には必ず裏
があることを説明する。

■講義④
注意点の強調
（2分）

○中学生がアルバイトの経験が
ないため、時給の概念が理解
できない可能性を考慮し、ズ
ルい心が狙われるリスクを説
明する。

授業のまとめ
（5分）

授業のポイントを提示

関弁連シンポ報告2024決.indd   191関弁連シンポ報告2024決.indd   191 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 192 - - 193 -

授業案⑲　消費者トラブル予防授業（高校生向け）

１	 授業の目標

①取引（契約）の基本的なルールをふまえつつ、消費者被害から身を守るための知識を身に付

けてもらう。

②消費者被害に遭遇してしまった場合の対処法（契約の取消権・クーリングオフの行使方法な

ど）や、相談方法などについても知ってもらう。

２	 授業の流れ（1コマ50分）

段階 学習活動 指導上の留意点
導入
【1分】

○自己紹介、消費者、消費者契
約、消費者被害の意味など、
授業の意義や概要を説明す
る。

★生徒自身が一消費者であり、契約の基本ルー
ルや消費者被害の予防法や対処法について学
ぶことの必要性と重要性を認識してもらう。

講義①
【5分】
契約の基
本ルール
について
の説明

○①契約は法律上の権利・義務
が生じる約束であること、②
お互いの約束で契約を自由に
決められること、③自分勝手
に契約を止められないことと
いった、契約の基本ルールに
ついて説明をする。

★コンビニでお菓子を買う、本屋で本を買う、
電車に乗る、携帯電話を使用することなど、
生徒に身近な契約の例を取り上げつつ、具体
的に契約のイメージを持てるように心掛け
る。

講義②
【5分】
契約から
の離脱

○講義①を踏まえつつ拘束力が
生じることに問題があるケー
スがあること、そのような場
合に契約からの離脱を可能と
する法制度（民法未成年取消、
特定商取引法、消費者契約法
等）

講義③
【5分】
典型的な
消費者ト
ラブルを
ふまえた
加害者と
被害者の
格差や心
理状態の
説明

○消費者被害・消費者トラブル
が生じる原因として、情報力・
交渉力の格差、事業者（加害
者含む）と消費者（被害者含
む）の心理的要因。

★悪質業者に限らず消費者トラブルは生じ得
る。その際、その原因となり得る要因と考え
られる、情報力・交渉力の格差、心理的要因
等を紹介する。
★上記要因を踏まえ、より悪質なものとして、
情報力・交渉力の格差や心理的要因を悪用し
た、具体的なだましの手口を紹介しつつ、な
ぜ、だまされてしまうのか、だまされないた
めにはどのように行動したらいいのかについ
て、生徒に実際に考えてもらって適宜発言を
求めるなど、双方向での授業ができるように
心掛ける。
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ＧＷ①
【20分】
セミナー
詐欺事例

○（冒頭のみ表示して）悪質商
法としてこれから紹介する
「悪質セミナー」について、
どんなことが行われているか
自由に想像してみよう。
○（実際に事例を全編表示して）
被害に遭ってしまった人の立
場に立って、どのタイミング
でどうすれば被害に遭わずに
済んだか考えてみよう。
○自分が被害者の立場だったと
して、断れるだろうか。どう
やったらうまく断れるだろう
か。

★悪質商法の存在を前提に、どのような被害が
あるのか想像してみることで、そもそも被害
に近づく前に回避できるようになる練習とす
る。
★実際に被害事例を踏まえ、被害に直面した際
にできることを予め被害者の立場で考えてお
く。

※パワポ資料参照

講義④
【5分】

○悪質セミナー商法について、
上記ＧＷでの事例をもとに解
説。特に具体的な手口、手法
について説明し、注意喚起を
行う。

★すべての被害事例・手口を網羅的に知ること、
教えることはできないが、具体的な被害・手
口を紹介しつつ一般化した説明を行うこと
で、実際に悪質商法に触れた時に気付ける契
機となるように心がける。

講義⑤
【5分】
被害に遭
った場合
の対処法
と相談機
関の説明

○法律上の契約取消権やクーリ
ングオフなどの制度、県民生
活センター、消費者ホットラ
イン（188）、弁護士会といっ
た各相談機関、相談する際の
アドバイスなどについて説明
する。

★相談は早ければ早いほど良いので、不安があ
れば、直ぐに家族や先生に相談するよう強調
する。
★家族や先生に相談しづらい内容であれば、県
民生活センターなどへ直接相談してもらうよ
う案内する。
★相談する際には、なるべくメモを用意して、
いつ、どこで、誰から、どんなことをされたか、
どうしたいかを明らかにして、業者から渡さ
れた書類などを持参するよう指導する。

質疑①
【5分】
しつもん
コーナー

○生徒から寄せられた質問や素
朴な疑問などについて回答す
る。

★事前に生徒から、契約や取引のトラブル、知
らない人からの勧誘・訪問・電話・メールな
どで不安なことや困ったことなどについてア
ンケートに答えてもらい、回答内容を授業に
反映させる。
★必要に応じて、弁護士の仕事や裁判のことな
ど、弁護士に関する質問にも回答してもらい、
弁護士に興味や関心をもってもらうことも意
識する。
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第７節　労働者の権利
　

第１	 まえがき

日本国憲法は、28条において団結権、団体交渉権、団体行動権という労働基本権を定めるほか、

27条2項において労働基準を法律で定めることを求め、労働者を保護すべき旨と、その権利の存

在を明らかにしている。これは、労働者が雇用主に比べ弱い立場に置かれてきた歴史的背景によ

るものである。

更にこの前提として、個人を尊重すべき理念が存在すると考えられる。つまり、例えば会社一

丸となって、会社のためにその身を削り、命を捧げて会社に尽くすべき、といった風潮が広まる

ほどに、労働者の権利行使は難しくなり、休日を取ったり、勤務時間を短縮したり、自らの都合

で退職したり、転職したり、自分の意見を言ったりすることが、出来なくなっていく。会社全体

のためという考えと、従業員一人の都合は、国や社会全体においても、大きな集団の中での一個

人の都合として、類似した関係とも考えられる。

つまり、単なる労働に関する問題を児童生徒に伝えるだけでなく、その根底にある個人の尊重

という理念を考え、労働分野以外の今後の生活全てにおいても、自分あるいは他人の都合や権利

行使・意見等を尊重するという、多様性と個人の尊重を実践できる人間として成長させることが

出来ると考える。

第２	 本テーマと学習指導要領との関係について

１	 小学校

小学校学習指導要領において、労働者の権利について直接言及した部分は少ないが、その前文

において、教育基本法を引用した上で、「2 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を

培い、自主及び自律の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態

度を養うこと。」を教育の目的としており、労働者の権利について理解することは、この小学校

教育の目的にかなうものと言える。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節第2［公民的分野］2「内容」Ｂ「私たちと経済」⑴「市場の働

きと経済」において、次のような記載が見られる。

「ア 次のような知識を身に付けること。
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ア	 身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理解すること。

イ	 市場経済の基本的な考え方について理解すること。その際、市場における価格の決まり方

や資源の配分について理解すること。

ウ	 現代の生産や金融などの仕組みや働きを理解すること。

エ	 勤労の権利と義務、労働組合の意義及び労働基準法の精神について理解すること。

イ	 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

ア	 個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察し、表現すること。

イ	 社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善について多面的・多角的

に考察し、表現すること。」

以上の通り、勤労の権利、労働組合の意義、労働基準法の精神、労働条件の改善等は、中学校

においても身に付けるべき知見と記載されており、本テーマは中学校教育とも関連がある。

３	 高校

高校学習指導要領第2章第3節第2款第1「公共」2Ｂ「自立した主体としてよりよい社会の形

成に参画する私たち」では、「法、政治及び経済などに関わるシステムの下で活動するために必

要な知識及び技能、思考力、判断力、表現力等を身に付けることを主なねらいとして」おり、具

体的に「雇用と労働問題」については、「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につい

ても扱うこと」と述べられている。

実際に教育現場で実施される授業だと、カリキュラム上どうしても「知識」重視になってしまい、

生徒が労働問題について自分ごととして考える時間・機会は足りていないように思う。

アルバイトといった生徒にとって身近な題材等を用いたワークをメインにすることで、生徒が

主体的に考えるきっかけを提供できると考えている。

また、教科書の記載内容を超えて、弁護士が発展的・実務的な知識・情報を提供する側面もあ

るが、事例を検討する中で、労働問題に関する法や制度の根本にある価値判断を理解してもらう

ことに主眼を置いている。

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

本テーマについては、社労士等を始め多くの士業や専門職が関わる部分であり、単にワーク

ルールの講義を行うだけであれば、弁護士以外の講師が授業を行うことも可能であるかのように

思われる。

しかし、単に判例や法律に基づくルールの知識を教えるだけでなく、真の主権者として成長さ
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せるため、立法論、立法事実、立法趣旨、そもそもの広義の法概念を考えさせる授業によって、

高度な民主主義を担う自律性ある個人を育成できる労働者教育を行うには、司法試験科目として

憲法を学び、弁護士法第1条第1項で「弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正義を実現するこ

とを使命とする。」と明記されている弁護士がもっとも適任であると考えられる。弁護士は、法

の在り方全てに関して総合して専門的知見を有するからである。

例えば、契約自由の原則を修正する要素として労働基本権、あるいは労働関係法を考えた場合、

どのような背景や歴史があって労働者の権利が作られてきたか、順序だてて、あるいは児童生徒

らの疑問点も含めて、考えさせる授業は、弁護士こそが行えるものである。

また、弁護士が行う授業であれば、児童生徒らが将来職業に就いた際、労働者であれば自らの

権利を強く自覚できるよう、逆に雇用主であれば労働者の権利に配慮できるよう、他の多くの士

業や専門職の行う授業と比べても、労働者保護の原則に即して、価値観を備えさせることが出来

ると考えられる。

弁護士が授業を行うべき必要性・意義は、まさに単なるワークルールを知識として学ぶだけで

なく、高度な民主主義の中核として成長する自律性ある個人を育成できる点にあると考えられる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

関弁連管内の学校アンケート（2625件の回答あり）を見ると、最も興味を持たれているのは

情報リテラシー（1792件）であり、それに比べると、労働問題に関して興味があると回答してい

る学校は403件に留まる。最も学校側からの関心の低かった議論の能力（324件）等と並び、学

校からの要望は大きくない分野の授業である。

学校からの回答が比較的小学校に偏っており、回答件数の多さが小学校　＞　中学校　＞　高

校となっているため、それが影響している可能性もある。しかし、気になるのは、消費者保護に

関する学校側の件数は935件と比較的多く、労働問題に比べ2倍以上の要望があることである。

消費者法分野も、労働法分野も、契約自由に対する制約という点では類似しており、その背景が、

消費者保護や労働者保護という、力関係の勾配にある点も類似している。それにもかかわらず、

学校側は消費者保護について比較的強い興味を示している一方、労働者保護に関してあまり興味

を持たれていない、という見方が出来る可能性がある。

学校側が現在すでに実施している外部授業としても、既に関弁連管内全体で187件の学校が消

費者センター等と連携し授業を行っていると回答しており、民間企業・警察等による連携授業も

348件の学校が行っていると回答する一方、労働分野の連携授業はそこまで多くの実施例がアン
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ケート上見受けられず、これも学校側からの関心の低さを反映している可能性がある。

これが、行政や消費者センター等の広報の賜物であるのか、他に理由があるのかは不明である

し、昨今はスマートフォン等によるインターネットや高額の課金ゲーム等の関係もあり、未成年

が消費者被害に遭いやすくなっている背景がある可能性もある。

学校内で行う出張法教育については、あくまで校長の裁量の下行われているものであり、本来、

学校内で学習指導要領に記載のない授業を行うことは困難な事情がある。そのため、学習指導要

領に記載があり、関連性があることを示すことが出来れば、校長の裁量による学校授業が行いや

すい側面はある。ただし、上記の通り、学校アンケートの回答件数は小学校が多く、小学校学習

指導要領において労働関係の記載が少ないことは確かであるが、同様に消費者の権利に関しても

ほぼ記載がないため、学習指導要領のみが、労働分野に関する学校側からの関心の低さに繋がっ

ているとまでは言えないように思える。

いずれにせよ、現状、学校内において、労働者保護に対する意識があまり高くない可能性があ

ると考えられる。そうであればこそ、弁護士が介入することで、労働者保護の価値観について、

児童生徒に考えさせることは、重要な意義を持つ。

第５	 本テーマの授業に関する弁護士会の実施状況

学校側の関心の低さを反映してか、弁護士会側から見た労働関係の授業実施実績も多いわけで

はなく、圧倒的多数を占めるいじめ予防授業（単位会からの回答で45 .3％が実施）に続いて実施

の多い刑事司法制度（8.4％）や個人の尊厳・人権保障（5.2％）と比べると、労働分野の実施状

況は2.4％程度に留まっている。ただし、最も実施状況の少ない家族関係（0％）や校則問題（0.2％）

と比肩するほど少ないわけではなく、労働分野の学校側からの関心が最も低い水準であったこと

から考えると、若干の乖離がある。

学校側からの関心は低いが、弁護士会側からアピールすれば、実施は困難ではない分野ではな

いかと予想される。

第６	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

上記の通り、単にワークルールを知るだけでなく、契約自由の原則に対し、なぜそれを労働法

規により制約する必要があるのか、なぜそう思うのか、制約がある場合は契約自由がどのように

修正されるのか、また現実の法として労働者保護の為の法律・制度が存在することを、各児童生

徒それぞれ自ら考える能力を得て、民主主義の中核を担う個人として成長してもらいたい。
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授業案⑳　「バイト先でトラブルに対処するためには」
〜労働法って何のためにあるの？〜

　

１	 対象

高校生

２	 獲得目標

・	労働法が労働者保護のためにあるということを知ってもらう。

・	労働者としての権利意識を持ってもらう。

・	不当な待遇・職場環境に気づくことの大切さを知ってもらう。

	 困った時に相談できる窓口や参考になるウェブサイトについて知ってもらう。

３	 授業の流れ

学習活動 指導上の留意点
導入3分 ”働く”ということのイメージを数人に聞いてみる。

→お金を稼げる、社会貢献できる、自分の能力や個
性を発揮できるなど、さまざまな意義がある。皆さ
んがそれぞれ意義を見出せるように、法律でいろん
なルールが決められている。
→労働三法（労働基準法、労働組合法、労働関係調
整法）について触れ、法律の世界では実は労働法と
いう名のつく法律はないのだけど、労働三法の他に
も労働契約法、最低賃金法といって、労働に関する
法律はいっぱいある。

最初はグループにはしな
い。先生にあらかじめ途中で
4〜5人のグループを作りた
いことを伝えておけばよい。
また、あくまでもメインは
事例の検討なので、簡単なア
イスブレイクと今日の授業
の目的等についてさらっと
触れるようなイメージ。

→今日はある事例を皆さんに検討してもらいなが
ら、労働基準法などが何のためにあるのか考えて欲
しいと伝えて本編に入っていく。

展開40分 ワークシートにしたがって進行。
（時間配分の例）

Ｑ1、Ｑ2は個人で考えて
もらって複数人に当てる。

Ｑ1・・・5分 Ｑ3はグループで検討して
もらって、複数班に発表して
もらう。

・検討　1〜2分（個人で検討）

・発表　1〜2分 解説は答えを教えるとい
うよりも、発表の内容をもと
に進めていくイメージが良
い。適宜生徒に手を挙げさせ
たり、質問を投げかけたりし
て飽きさせない工夫が必要。

・解説　1〜2分
→ここはアイスブレイクの意味合いが強いので軽
くフィードバックする程度。
Ｑ2・・・18分

・検討　3〜4分（個人で検討）
・発表　6〜8分
・解説　6〜8分

契約自由の原則に触れるた
め、「そもそも労働契約等の
契約とは何だろうか」等と質
問する。契約とは約束の事。

関弁連シンポ報告2024決.indd   200関弁連シンポ報告2024決.indd   200 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 200 - - 201 -

第４章　弁護士による授業案の提案

→それぞれの点について、実際に法律上はどのよう
な規定になっているのか簡単に紹介。

約束を守らなくてよいなら
人間社会は成り立たない。約
束を守らない相手には約束
を守れと訴える事も出来る。
ゲーム中にアイテムあげる
よとか、本貸すよとか、一緒
にご飯食べようとか、約束し
てしまえば守る事になる。だ
から労働契約も、それで約束
したのだから労働者は守ら
ないといけないし、人々は自
由な約束をしても良い、と説
明する。

このタイミングでグループになってもらう。（1分）

Ｑ3・・・16分
（内訳例）
・グループワーク　5〜6分
・発表　5〜6分
・解説　4〜5分
→生徒の発表を拾って解説。

まとめ
・質疑応答
7分

【労働法の目的（契約自由の原則の修正）】
基本的に当事者がお互いに納得すればどんな契約
をしてもいいのが原則。ただ、働くという場面にお
いては、労働者と事業者の関係性が対等ではないの
で、この原則を貫くと不平等・不公正な結果となっ
てしまう。そこで、実質的な平等を図り、社会的・
経済的弱者を保護するために契約自由の原則が修
正（制限）され、当事者が合意した内容であっても、
契約として効力を生じなかったり、契約の解消が認
められたりと、労働者を保護するための特別なルー
ルが設けられている。
【今後に向けて】
ルールがあっても、残念ながら全部の会社がきちん
と守っているわけではない。おかしいと思ったら調
べたり相談したりすることが大切。
また、そもそも知識がないとおかしいということに
気づけない。今日の授業が皆さんの気づきのきっか
けになってくれると嬉しい。

実際は、殆どの約束は裁判
で強制するのは難しい。アイ
テムをくれない友達の首を
裁判所がつかんで無理矢理
アイテム奪う事は出来ない
し、一緒にご飯食べようとか
もそうである。でも労働契約
は守らないと裁判でも解雇
されるから、守らなければ制
裁がある。
ただどんな契約をしても
良いわけでなく、例えば労働
契約は法律を守らなければ
無効になる、つまりその労働
契約を守らなくて良くなっ
たり、逆に契約に書いてない
のにお金を請求出来たりす
る。

【権利一般について】
最後に、労働に限らず、権利は使ってもいいし、
使わなくても良いものである。ときに、使えるはず
なのに、周りを気にして使えないものである。これ
から皆がバイトや仕事に就いたとして、休む権利が
あると言われて、休んだら他の仕事友達に迷惑かか
るのに、休めるか。

今回の設問全てが労働関
係法令に違反しているわけ
ではないが、法律に違反して
ないからといって何をして
もいいわけではない。他に法
律に違反している部分があ
るなら、そこを雇い主の弱み
として、交渉してみる、とい
う手もあるから、諦めず、困
ったらすぐにスマホで調べ
てほしい。そして、原則は約
束を守らないといけないわ
けだから、労働条件は良く見
てから決めなければならな
い、等と言及する。

では使わない権利に意味はないのか。そんなこと
はない。少なくとも皆さんに権利があれば、雇い主
は皆さんを無下に扱えないし、職場で嫌な思いをし
た、パワハラを受けた時でも、「そんなこと言うな
ら権利使いますよ」と交渉材料になる。間接的に、
権利があるだけで、皆さんの職場環境を良くしてい
る。ただ、本当に誰も使わない権利なら抑止力にな
らないから、使えるなら使った方が良いし、平然と
権利使う誰かも、抑止力として意味がある。
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労働に限らず、あらゆる権利について言えること
であるが、皆さんの身の回りで、平然と権利を使う
人がいたとしても、わがままだと思うのでなく、そ
ういう人がいるから雇い主とかへの抑止力になる
という見方も出来るのかもしれない。

 

ワワーーククシシーートト  

  

１ 関弁 蓮（かんべん れん）さんは、専⾨学校の１年⽣。実家を出て、今は専⾨
学校の寮で 1 ⼈暮らしをしています。毎⽉の仕送りだけではお⾦が⾜りないなと感
じていた蓮さんは、アルバイトを始めることにしました。 

 
  ＱＱ１１  
    皆皆ささんんががアアルルババイイトト先先をを探探すすととししたたらら、、どどののよよううななここととにに着着⽬⽬ししてて探探ししまますすかか？？  

 
２ 蓮さんは、専⾨学校の近くの飲⾷店で働くことにしました。⾯接に⾏くと、すぐ

採⽤したいと⾔ってもらえたのですが、下記の条件を⽰されました。気になるとこ
ろはいくつかあったものの、早くお⾦を稼ぎたいと思ったのでその⽇のうちに契約
書にサインをし、その飲⾷店で働くことにしました。 

 
〜〜契契約約書書にに記記載載さされれてていいたた内内容容〜〜  

 
 
 
 
 

○勤務⽇数・時間 
・最低週 3 ⽇から。1 ⽇最低 6 時間勤務。 
・飲⾷店の営業時間内（平⽇：11 時〜翌 1 時、⼟⽇祝：17 時〜翌 4 時）なら⾃由

にシフトを組んで良い。 
・着替えなどの準備があるため、シフトの 30 分前にはお店に来ること。 
 （その 30 分については、労働時間とはしない。） 
・休憩は原則ありだが、忙しい時は取れない場合もある。 
 
○時給 
・時給は 1100 円（交通費込）（研修期間中（始めてから 2 ヶ⽉間）は 950 円） 
・昇給については応相談 
 
○仕事中のケガについて 
 労働者⾃⾝の不注意でケガをした場合は⾃⼰責任。（会社は責任を負わない。） 
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ＱＱ２２
契契約約書書のの中中でで蓮蓮ささんんにに不不利利益益なな点点ははどどここででししょょううかか。。
ままたた、、どどののよよううにに変変更更すすれればば蓮蓮ささんんにに有有利利なな内内容容ににななるるででししょょううかか。。

３ 働き初めて１年ほどたった蓮さん。決められたシフトを 1 ⽇も休まず出勤し、だ
いぶ仕事に慣れてきました。ある⽇、有給休暇を取得している社員さんがいたので、
アルバイトでも有給休暇を取得できるのかどうか店⻑に聞いてみました。すると、
「有給休暇は正社員のみ取得できるものだから、アルバイトは取得できないよ。」
と⾔われました。アルバイトは有給休暇を取得できないだろうと思っていたので、
やっぱりそうかと思い、蓮さんは特に不満には感じませんでした。

４ 蓮さんは、専⾨学校の友達と話していて、その友達のバイト先では深夜労働（22
時〜翌５時）の時給が通常の 1.25 倍になっていることを知りました。

そこで、22 時以降もシフトに⼊ることが多かった時給 1100 円の蓮さんは、深夜
労働については時給 1375 円になるのではないかと思い、店⻑に聞いてみました。
すると、「そういう店もあるかもしれないが、うちは 22 時以降も 1100 円でやって

○仕事中にお店のもの（⾷器等）を壊してしまった場合、弁償してもらう。
（その⽉の給与から天引き、それでも差額が出る場合は、差額をお店に⽀払う。）

不利益な点 変更内容

いる。」と⾔われました。店ごとに⾊んなルールがあるのは当然なので仕⽅ないの
かなと思いました。 

 
５ 蓮さんは、ある⽇、カゼをひいてしまったので、バイトを休みたい旨店⻑に連絡

をしました。 
  すると店⻑に次のように⾔われてしまいました。 
  ・⽋勤はどんな事情があれ、罰⾦ 3000 円。 
  ・代わりに出勤できる⼈を探せなかったら追加で罰⾦ 2 万円 

 何とか代わりの⼈を⾒つけることはできましたが、３⽇間出勤できなかったので、
その⽉のお給料から合計 9000 円引かれてしまいました。蓮さんにしてみれば、こ
んな話は初めて聞いたし、契約書にも書いていなかったので、蓮さんは店⻑に罰⾦
の件について⽂句を⾔いました。しかし店⻑は、「⽋勤が多いと困るからうちはそ
ういう決まりで、これまでずっとやってきた。⽂句があるなら辞めてもらっていい。
ただし、代わりの⼈を⾒つけないと辞められないからね。」と⾔われてしまいまし
た。 

 
ＱＱ３３  
    上上記記３３〜〜５５ににつついいてて、、ああななたたははどどうう思思いいまますすかか。。理理由由もも⼀⼀緒緒にに書書いいててくくだだささいい。。  

 おかしい or おかしくない 理由 
３   

４   
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かなと思いました。 

 
５ 蓮さんは、ある⽇、カゼをひいてしまったので、バイトを休みたい旨店⻑に連絡

をしました。 
  すると店⻑に次のように⾔われてしまいました。 
  ・⽋勤はどんな事情があれ、罰⾦ 3000 円。 
  ・代わりに出勤できる⼈を探せなかったら追加で罰⾦ 2 万円 

 何とか代わりの⼈を⾒つけることはできましたが、３⽇間出勤できなかったので、
その⽉のお給料から合計 9000 円引かれてしまいました。蓮さんにしてみれば、こ
んな話は初めて聞いたし、契約書にも書いていなかったので、蓮さんは店⻑に罰⾦
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〜まとめ〜 
〈〈働働くくここととにに関関すするるルルーールル（（法法律律））〉〉  

 弱い⽴場の労働者の権利を守るためにある 

（（相相談談のの仕仕⽅⽅〉〉  

 相談する前に以下の準備を⾏なっておくと、相談がスムーズに進む 

 ⑴ 証拠となる資料を⽤意しておく 

   例）求⼈票（求⼈広告）、契約書、タイムカード、シフト表、 

     給料明細、⾳声録⾳データ、LINE やメールの履歴、就業規則 

 ⑵ トラブルの内容を整理する 

   アルバイト先の情報、労働条件、トラブルの内容、トラブルになった経緯、⾃分の気持ち

や希望を⽂書で整理しておくと良い。 

（（相相談談窓窓⼝⼝やや参参考考ににななるるウウェェブブササイイトト〉〉（（ぜぜひひ検検索索ししててみみてて！！））  

・総合労働相談コーナー   

・よりそいホットライン（２４時間） 

・こころの耳 

・労働条件相談ほっとライン 

・地域若者サポートステーション（サポステ） 

・ハラスメント悩み相談室 

・確かめよう労働条件 

・これってあり？～まんが知って役立つ労働法Ｑ＆Ａ～ 

  

５   
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（（相相談談窓窓⼝⼝やや参参考考ににななるるウウェェブブササイイトト〉〉（（ぜぜひひ検検索索ししててみみてて！！））  

・総合労働相談コーナー   

・よりそいホットライン（２４時間） 

・こころの耳 

・労働条件相談ほっとライン 

・地域若者サポートステーション（サポステ） 

・ハラスメント悩み相談室 

・確かめよう労働条件 

・これってあり？～まんが知って役立つ労働法Ｑ＆Ａ～ 

  

５   

授業案�　労働組合の意義について〜団体交渉をやってみよう〜
　

１	 対象

高校生

２	 獲得目標

・	労働組合の存在、意義について知ってもらう。

・	労働者と会社それぞれの立場に立って物事を整理してもらうことで、自分とは異なる立場に

立って物事を考える大切さを学んでもらう。

・	交渉・説得の難しさを体感してもらう。

３	 授業の流れ

学習活動 指導上の留意点
導入
3分

今日の授業の目的と流れを説明。 時間短縮のため、各班5〜6人の班に別れ
ておいてもらう。
当日の議論の充実を図るため、事例とワー
クシートは事前に配布し、各自事前課題の
検討をしておいてもらう。

講義
5分

・労働三権の説明
・労働組合の誕生
・労働組合の意義

模擬団交をやってもらうに当たって、最低
限の知識の提供。
適宜生徒に当てたり、問いかけたりして進
める。一方的に話し続けることはないよう
に注意。
弁護士でないとできない説明を心がける。

模擬
団交
37分

・流れの説明（3分） ・生徒からの質問に対しては弁護士のアド
リブで対応して問題ないが、会社の業績の
関係上、整理解雇の必要性があるといった
新情報を交渉タイム①で出してあげるの
が望ましい。
・交渉タイム①と②は別のグループに担当
してもらうのが望ましい。まずはやりたい
班に手を挙げさせ、特に手が挙がらなかっ
たら担任の先生に選んでもらうのがよい
（やる気のない班が実演すると盛り上がら
ないのでランダムに当てるのは危険）。
・交渉スキルの話については、振り返りの
時に簡単に触れる。適宜実演しなかった班
の生徒に意見を求めてもよい。

	 生徒は組合側。
	 会社側は弁護士が担当すると説明。
・作戦タイム①（7分）
	 事例をもとに各班で検討してもらう。
・交渉タイム①（5分）
	 代表して1つの班に実演してもらう。
・作戦タイム②（7分）
	 交渉タイム①を踏まえて、次はどのよ
うに交渉すればいいか検討してもらう。

・交渉タイム②（8分）
	 代表して1つの班に実演してもらう。
・振り返り（7分）

まとめ
5分

労働組合の意義について 自分とは異なる立場に立って物事を考え
る大切さについても軽く触れる。

※人員が許すなら各班に1人、Ａさん役の弁護士を設置できるのが望ましい。
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【事例】

１	 Ａさん（37歳、男性）はＸ社で働くサラリーマン。今年で働き始めてちょうど15年目にな

ります。月給は70万円（手取りは53万円）で、年に2回ボーナス（給料1ヶ月分）があります。

２	 Ｘ社は主に自動車販売を行なっている会社で、Ａさんは入社当初から営業マンとして仕事を

してきました。Ａさんの接客はとても丁寧なので、お客さんからの評判はとても良く、社内の

売り上げランキングでもいつも上位にいます。

３	 もともと自動車が好きでＸ社に就職したＡさんは、自分が接客したお客さんが望みどおりの

車を買えて嬉しそうに帰っていくことにやりがいを感じており、この仕事に誇りを持っていま

した。定年（65歳）までこの会社で働きたいと思っていました。

４	 ある時、Ａさんが部下のＢさんに強く指導したことが原因で、Ｂさんはうつ病になり、仕事

を辞めることになってしまいました。Ａさんの上司であるＣさんが事実調査をしたところ、確

かにＢさんの接客態度に問題はあったものの、Ａさんの指導の仕方が厳しすぎた面もあったの

で、ＣさんはＡさんの指導方法に対して厳重注意をしました。

５	 その約1ヶ月後、またＡさんに厳しく指導されたとパワハラを訴えてＤさんが会社を辞めま

した。ＡさんはＣさんから注意されたことについて全く納得がいっていなかったので、特に指

導方法を変えなかった結果、Ｄさんも辞めてしまったのです。

６	 Ｄさんが辞めた2週間後、Ａさんは突如会社から解雇通告を受けました（同じタイミングで

Ｅ〜Ｇさんも解雇通告を受けたようです）。

７	 突然解雇されたＡさんは到底納得がいかなかったですし、何よりも大好きなこの仕事を辞め

たくなかったので加入している労働組合に相談に行きました。Ａさんは仕事に戻ることを第一

に考えていますが、どうしてもそれが難しいのであれば相応の解決金の支払いを望んでいます。

８	 労働組合は、Ａさんの解雇には正当な理由がないとして解雇撤回を求めてＸ社に対して団体

交渉を申し入れました。

ワワーーククシシーートト  

【【組組合合側側のの目目標標】】  

・Ａさんの解雇撤回（＝職場復帰） 

・（仮に職場復帰が難しい場合は）相応の解決金の支払い（できる限り高い金額） 

 

【【団団体体交交渉渉ををすするるににああたたっっててののポポイインントト】】  

・まずはＡさんが解雇撤回を希望していることときちんと会社に伝えましょう。 

・ただ、ひたすら解雇撤回だけを言い続けても交渉にはなりません。きちんと会社の言い分を聞

いた上で、適切な反論を考えましょう。 

・どうすれば相手を説得できるのか、こちらの言い分が通るのかというのを考えてみると良いで

しょう。 

・また、Ａさんの立場だけでなく、会社の立場に立って事例を整理してみると交渉のヒントが見

えてくるはずです。 

 

【【事事前前課課題題】】  

あなたが団体交渉をするとしたら、どのように交渉をしますか。 

会社に何か確認すべきことはありますか？ 自由に考えてみてください。 
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・ただ、ひたすら解雇撤回だけを言い続けても交渉にはなりません。きちんと会社の言い分を聞

いた上で、適切な反論を考えましょう。 

・どうすれば相手を説得できるのか、こちらの言い分が通るのかというのを考えてみると良いで

しょう。 

・また、Ａさんの立場だけでなく、会社の立場に立って事例を整理してみると交渉のヒントが見

えてくるはずです。 

 

【【事事前前課課題題】】  

あなたが団体交渉をするとしたら、どのように交渉をしますか。 
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【【作作戦戦タタイイムム①①】】  

交交渉渉のの前前提提ととししててＸＸ社社にに聞聞ききたたいいここととははああるるででししょょううかか。。  

そそれれをを踏踏ままええててどどうういいうう流流れれでで交交渉渉ををすすれればば良良いいででししょょううかか。。  

 

【【作作戦戦タタイイムム②②】】  

交交渉渉タタイイムム①①をを踏踏ままええてて、、追追加加ででＸＸ社社にに聞聞ききたたいいここととははああるるででししょょううかか。。  

解解決決金金をを請請求求すするる場場合合、、どどううすすれればば要要求求がが通通りりややすすくくななるるででししょょううかか？？  
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【【作作戦戦タタイイムム①①】】  

交交渉渉のの前前提提ととししててＸＸ社社にに聞聞ききたたいいここととははああるるででししょょううかか。。  

そそれれをを踏踏ままええててどどうういいうう流流れれでで交交渉渉ををすすれればば良良いいででししょょううかか。。  

 

【【作作戦戦タタイイムム②②】】  

交交渉渉タタイイムム①①をを踏踏ままええてて、、追追加加ででＸＸ社社にに聞聞ききたたいいここととははああるるででししょょううかか。。  

解解決決金金をを請請求求すするる場場合合、、どどううすすれればば要要求求がが通通りりややすすくくななるるででししょょううかか？？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８節　家族関係と法
　

第１	 まえがき

憲法24条1項は、「婚姻は、両性の合意のみに基づいて成立し、夫婦が同等の権利を有するこ

とを基本として、相互の協力により、維持されなければならない。」とし、婚姻の強制を排除し

ているほか、相互の協力の必要性と、明確な夫婦平等が謳われている。また、同条2項は「配偶

者の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚並びに婚姻及び家族に関するその他の事項に関しては、

法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚して、制定されなければならない。」とし、家族

の在り方の根底には、個人の尊厳と両性の本質的平等があることが、明確に述べられている。そ

して、これらが参照する平等と個人の尊厳は、それぞれ憲法14条と13条に記載されている。

これを受けた実際の家事実務も、個人の尊厳に根差した家族の法的関係を感じることが出来る

ものとなっており、例えば、夫婦に如何に収入差があり、配偶者が主婦であったとしても、夫婦

は平等と扱われ、婚姻中に築いた財産は原則として全て共有財産と扱われる。

つまり、理論上は、離婚の財産分与の際、配偶者は主婦なのだから、家政婦業の平均賃金相当

額のみ与えれば済むとの分与もありうるところ、そうではなく、如何に夫婦の収入差があったと

しても、配偶者が婚姻中に築いた財産は、等分になるということである。特に極端な収入差のあ

る夫婦において、その各財産個別に夫婦のいずれがどの程度寄与したかは考察の余地があるかも

しれないが、そうではなく、原則として等分に扱うという強力な規定及び運用となっているのは、

憲法上の平等、個人の尊厳、夫婦平等の理念を、色濃く反映した結果とも考えられる。

また、憲法13条に個人の尊厳が明示され、憲法を受けて批准する子どもの権利条約にもある

通り、子どもには生きる権利、育つ権利等があり、両親には養育の義務があることから、親には

養育費支払いの義務がある。

これらについて、単に結論としてこのようなルールがある、とだけ教えるのであれば、弁護士

以外でも授業できるのであろうが、どのような人権、理念、原則等が背景にあり、それを受けてルー

ルが生まれているのかを、児童生徒に考えさせることは、弁護士こそが行えるものと考えられる。

昨今問題となっている同性婚といったテーマについても、単に結婚を恋人関係の延長線上と捉

える限り、何が問題か正確には理解できないものである。どのような背景があり、それを受けて

どのような法的関係が生じているのかを知って、はじめて、同性婚の是非への考察に踏み込める

のであって、弁護士が授業を行うことで、議論の前提を満たすことが出来ると考えられる。
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第２	 本テーマと学習指導要領との関係について

１	 小学校

小学校学習指導要領の社会科では中学・高校に見られるような「個人の尊厳と両性の本質的平

等」といったキーワードは見られない。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節〔公民的分野〕2「内容」Ａ⑵アイには、「人間は本来社会的存

在であることを基に、個人の尊厳と両性の本質的平等、契約の重要性やそれを守ることの意義及

び個人の責任について理解すること。」との記載があり、個人の尊厳と両性、家族の平等が如何

なるものなのか、また個人の尊厳に基づく子どもの権利が如何なるものなのか等は、まさに学校

教育における社会科と関連があるテーマである。

３	 高校

高校になると上記のようなテーマは家庭科に移行するようである。

第2章第9節「家庭」第2款第2「家庭総合」2「内容」Ａ⑶「子供との関わりと保育・福祉」には、

「ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

ア	 乳幼児期の心身の発達と生活、子供の遊びと文化、親の役割と保育、子育て支援について理

解を深め、子供の発達に応じて適切に関わるための技能を身に付けること。

イ	 子供を取り巻く社会環境の変化や課題及び子供の福祉について理解を深めること。

イ　子供を生み育てることの意義や、保育の重要性について考え、子供の健やかな発達を支える

ために親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性を考察するとともに、子供との適切な関

わり方を工夫すること。」

といった記載があり、子ども、遊び、子どもの文化を個人として尊重することが述べられている。

さらに第3章第5節第2款第5「保育基礎」3「内容の取り扱い」には、その⑵オにおいて、「〔指

導項目〕の⑸のアについては、子供のための文化活動、児童文化財、児童文化施設などの重要性

を扱うこと。イについては、具体的な活動を通して子供の遊びや表現活動の意義を扱うこと。そ

の際、遊びの重要性及び遊びの種類と発達との関わりについても扱うこと。ウについては、子供

の遊びや表現活動を支える代表的な施設を取り上げ、その意義と活用を扱うこと。」等と記載され、

子どもの遊びや表現活動といった「子どもの権利」が、重要な意義あるものとして述べられている。

従って、反射的に、小中高の児童生徒ら自身にも、その重要な子どもの権利があることが、指導

要領として記載されているといえる。
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第４章　弁護士による授業案の提案

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

家族関係は法律や判例等に規律されている部分が多く、婚姻、親権、相続、遺言等、弁護士が

関わるべき分野が多岐にわたる。

しかし、それらの法の知識を教えるだけであれば、他の士業等の専門家でも可能なところで

あって、弁護士が行う家族関係の授業の独自性は、上記の法律の趣旨や原則論等も含め、価値観

について考えさせることにある。また、それを越え、現行の家族関係法ではカバーしきれていな

い部分や、法制化されていないが社会情勢で今問題になっているもの（同性婚、性転換、ジェン

ダー等）について、考えさせることも可能である。

現状、国民や、児童生徒らの親世代においても、両性・夫婦の平等、公平、子どもの権利、親

の義務、夫婦間の義務等に関して、必ずしも深い理解が得られているとは言えない部分がある。

例えば、財産分与において夫婦が築いた財産は等分が原則であって、配偶者が主婦業等の無収入

の者であったとしても、家政婦業相当額の分与を行うものではないが、なぜそのような考えに至

るのか、なぜ実務がそうなっているのか等について、一般の方々が、心の底から深く納得してい

るとまでは言えないことがある。そういった前提にある一つ一つの価値観について、「ルールや

法律がそうなっているから、ただ従って下さい」ではなく、考えさせる授業は、まさに弁護士が

行えるべきものと考えられる。

いざ、自分が当事者となった際、最終的に裁判官から言われて、「ルールがそうなっているな

ら仕方がない」と嫌々応じるだけでは、最後まで、司法から理不尽を押し付けられたと感じ、司

法を信用できないままとなる。逆に裁判官を味方につけ、相手に何かの請求をする際にも、なぜ

納得できるのか・出来ないのかの背景を知らないままでは、単にルールを味方につけて「利用し

て」勝っただけという成功体験を得るだけになる。

結果として残るのは、両当事者どちらも「決まりやルールは利用した者勝ち」という誤った認

識のみであって、その認識を抱いたまま社会生活を送ることが、民主主義を担う者として高度に

成熟した個人とは言い難い。

他にも、単に現行の家族関係に関する法律について授業を行うのでなく、もっと原理的な部分

として、子どもの権利条約等に関する授業を行うことも可能である。他の多くの講師や学校は、

子どもの権利を守ることにフォーカスした授業をあまり行えていないと考えられるし、むしろ学

習指導要領が直接的に要求する家族関係の授業とは、家族を大切にし、家族の温かさを感じるべ

きといった、子どもの権利を守るものとは言いにくいものではないだろうか。
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これについて弁護士が授業を行うことで、子どもが自らの権利について主体的に考えることが

出来、将来的にも民主主義を担う個人として成長することが出来るものと考えられる。

ただし、子どもは家族・親族間の紛争において巻き込まれていることが多く、学校授業として

行った場合、実際に家族が当事者になり、あるいは子ども自身が当事者になっている者は、少な

からず存在する可能性が高い。

授業を行うことによって児童生徒の当事者性により問題が起こる可能性が気になる場合、子ど

もの権利に関する授業には、比較的ハレーションが少ないものがあるため、そういう点でも弁護

士が子どもの権利について授業をする意義がある。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

関弁連管内の学校アンケート（2625件の回答あり）を見ると、家族関係に関して興味がある

と回答している学校は595件に留まり、要望の大きくない分野である。ただし、最も学校側から

の興味の小さかった議論の能力（324件）等より若干多い。

上記の通り、婚姻、離婚、親子、相続、社会福祉等、家族関係と法に関する分野は、児童生徒

らが将来当事者となる可能性も高いものであるから、弁護士の授業により何らかの支援をしてほ

しいという学校側の要求があるのかもしれない。ただし、弁護士が授業を行う意義は、あくまで

民主主義の中核たる自律性ある個人として育成する点にあるのであるから、単に民法の規定や判

例について、一方的に知識を教えるものではない。

また、学校からの回答において、1件ではあるが、「家族関係の希薄化及び暴力化に関する教育」

を要望しているとの内容があり、大変興味深いものではあるが、本当の意味で弁護士が実施を予

定する家族関係の授業とは、異なるものを要望されている可能性がある。そういう意味では、実

際の数値上の学校側の興味より、更に弁護士が行う家族関係の授業に関する要望は低い可能性が

ある。そもそも、小学校、中学校、高校の学習指導要領自体が、家族関係について、子どもの権

利にフォーカスしたものというよりは、家庭の温かみや、家族への子どもによるケアを重視する

かのような記載になっているものであり、学校側は学習指導要領を遵守しなくてはならないため、

学校側からこのような要望が出るのは自然なことである。

他にも、子どもの権利条約はじめとして、子ども・児童生徒側に存在する権利や個人の権利に

ついて考えさせることも可能であり、それらは自律性ある個人として成長するために重要なもの

であるにもかかわらず、学習指導要領との関係で、軽視されがちである可能性がある。

学校側からすれば、学習指導要領を遵守しなくてはならないため、子どもの権利を守るという
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第４章　弁護士による授業案の提案

よりは、子どもを規則で律すべきとしなければならない立場がある可能性がある。そういった前

提があるのであれば、尚更、弁護士が授業を行うことで、子ども側の権利等について考えさせる

必要性が高いと考えられる。

第５	 本テーマの授業に関する弁護士会の実施状況

この分野の授業の実施実績は少なく、今回のアンケートの関弁連管轄内での単位会の回答とし

ては、ゼロである。子ども自身が巻き込まれている問題も多く授業案が作りづらいことや、子ど

もの権利条約等に関する知見を要する点が、授業実績の低さに繋がっているのかもしれない。

しかし、埼玉県の大谷場中学校で子どもの権利条約について授業が行われる等、アンケート外

で授業実績は確認されており、授業実施は十分可能な分野であると思われる。

第６	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

単に家族関係に関する婚姻、親子、相続と言った法律の決まりを知るだけでなく、それらの前

提となる性の平等や家族間の権利、子どもの権利等に関する原則を知り、そのような原則が何故

作られたのか、またそのような原則の下で結論がどのように変わるのか等について自分の考えを

持つことが出来る能力を得てもらいたい。また、それらの原理原則に基づく衡量論という法的思

考プロセスを実践できると共に、その思考を多方面に応用することで、民主主義の基盤となる自

律性ある個人として成長してもらいたい。
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授業案�　子どもの権利と大人の権利
〜ヤングケアラーについて考える〜

　

１	 対象

中学生

２	 獲得目標

・	子どもの権利の観点からヤングケアラーについて考える。

・	介護に関わる大人の人権について考える。

・	日本の介護保険制度について考える。

・	原理原則論に基づいて自分なりの結論を下すという法的思考力を養う。

３	 授業の流れ

学習活動 指導上の留意点
導入
3分

最近の介護やその負担に関するニュー
ス等を取り上げ、家族内でお世話が必要
な人が出た場合、誰がそれを担当すべき
なのかということについて、子どもの権
利、大人の権利の観点から考えて欲しい
という今日の授業の目的を説明する。

現在何人で住んでいるか等生徒に質問
をしてみて、和やかな雰囲気作りができる
と良い。
（ただ、片親、離婚、死別等の事情がある
生徒がいないか事前に確認する必要あ
り）。

展開
40分

①グループワーク（5分）
事前に各自宿題として検討してもらっ
たものを元に、祖母の世話を誰が、どの
ようにして行うのが良いか、4人程度のグ
ループに分かれてディスカッションして
もらう。案だけでなくその理由等も自分
たちなりでいいのでつけてもらう。

事前の検討段階では特に知識を与えず、
自由な発想で様々な案を考えてもらう（授
業時間の関係上、各自の検討は宿題とし、
その内容の共有を授業中に行うという進
行にする）。

②発表（4分）
ディスカッション内容（どういう案が
出たか、それについてどういう議論が行
われたか）について、各グループの代表
者に簡潔に発表してもらう。

②については、何も教えない状態でのフ
ラットな生徒の感覚を聞く事が主である
ため、短時間に収める。ただし、理由をつ
ける感覚を持ってもらう為、出来る限り
「なぜ」と理由を聞いてみる。

③解説（3分）
子どもの権利条約に基づく子どもの権
利について簡単に解説。
④グループワークと発表（15分）
①のグループワークの議論について、
子どもの権利との関係で問題がなかった
かどうか考えてもらう。また、各班に発
表してもらい、②の結論が、④でどう変
化したかも自分達の言葉で良いので正直
な感想を言ってもらう。

④～⑥の主眼は、裸の衡量論ではなく、
原理原則に基づく衡量論という法的思考
を、各生徒に体験してもらうことにある。
現状の生徒らは、計算式のように答えのあ
る問題に慣れ過ぎて、試験問題以外の私生
活でも極論や中庸論に流れがちである可
能性がある。そうでなく、一つ一つの具体
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⑤解説（3分）
大人の権利についても解説（幸福追求
権、各家庭間の平等権、高齢者の生存権
など）。

⑥グループワーク（7分）
①のグループワークの議論について、
各グループに、大人の権利との関係で問
題がなかったかどうか考えてもらう。ま
た発表してもらう。

的事情を考慮し、また原則論を考えた上
で、出来る限り「右か左か」でなく「何％
くらいそう思うか」と聞いていくことが、
極論を避けるために有用と考えられる。
その上で、原理原則論とは「スタートラ
インが±数％動く」ことであると説明する
と、理解されやすいかもしれない。つまり、
生徒らが事前に45％そう思うと答えて、
子どもの権利という原則が50％程度動か
す効力を持つなら、95％位になったりす
る、と説明することが、分かりやすいかも
しれない。

⑦追加解説（3分）
⑥は、原則論同士の比較衡量であるた
め、応用的であると説明する。しかし、同
じ原則でも同価値でなく、例えば他の手
段で代替可能なものは価値が落ちたり、
対立する原則同士で強さが変わったりす
ると説明する。すると、もし子どもの権
利は代替が効かず、大人の権利は別の社
会制度や福祉サービスで代用できるなら、
子どもの権利の方が強くなったりすると
知ってもらう。
例えば、本来子どもの権利は50％動か
すもので、大人の権利ではそれをあまり
動かせないと考えれば40％程度までしか
子どもの権利は下がらないかもしれない。

⑦はあくまで応用であり、また④も含め
て、答えがある問題ではないことを再度触
れる。そして、どれが何％動かすかも、ま
た動かさないかも、各自自由な考えをもっ
て良いと伝える。人によって、97％だと思
う人もいれば、5％だと思う人もいる。重
要なのは、そのパーセントに、自分なりの
理由をつけられることである。それは必ず
思慮深い判断に繋がる。

まとめ　
7分

グループワークの振り返りをした上で、
日本の介護保険制度や高齢者・介護支援
制度、自治体の協力等を説明し、家族以
外の支援を得ることができることも伝え
る。
そして、子ども、大人それぞれに権利
があるということと、その権利が衝突す
る時に裸の比較衡量を行うのでなく、原
理・原則論に立ち返って考える方法があ
るということを伝えてまとめる。

上記のようにどちらの原理原則も大切
だからこそ、誰かの権利を犠牲にすること
なく、権利同士の衝突も起こさないように
するために、こうした社会制度を作ってい
るし、これからも作っていく。皆さんも、
これから選挙に参加し、色々な制度に意見
できるようになっていく。積極的に、意見
発信をしてほしい。
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ワワーーククシシーートト  

  

【事例】 

 関弁 蓮子（かんべん れんこ）さんは、中学１年生（１３歳）。部活はバレーボール部で、平

日は週３日練習があり、土日も練習があることがあります。 

 お兄さん（１８歳）は、高校三年生。来年の大学受験に向けて毎日塾に行って勉強に励んでい

ます。 

 お父さん（４８歳）は、会社員。勤務時間は 9 時〜18 時です。 

 お母さん（４５歳）は、会社員。勤務時間は、７時〜16 時の週と 12 時〜21 時の週が交互にあ

ります。 

 母方のおばあさん（７５歳）とおじいさんも同居していたのですが、昨年おじいさんが７９歳

で亡くなったので、今は合計５人で住んでいます。 

 先月、おばあさんが散歩中に転んでしまい、腰を痛めて自分で歩けなくなってしまいました。

入院していたのですが、来月から家に戻ってきます。基本寝たきりで、ご飯は誰かの介助がない

と食べられない状態です。 

 

ＱＱ１１（（宿宿題題））  

    おおばばああちちゃゃんんのの世世話話ははどどううややっってて、、誰誰ががどどんんなな風風ににすするるののががよよいいででししょょううかか？？  家家族族でで分分担担

すするるととししたたらら、、ああななたたななららどどうう分分担担ししまますすかか？？    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＱ２２（（宿宿題題））  

    家家族族以以外外のの人人がが手手助助けけををししててくくれれるるででししょょううかか？？調調べべててみみままししょょうう。。  

  

ＱＱ３３    

    班班ごごととにに祖祖母母のの世世話話をを誰誰がが、、どどののよよううににししてて行行ううののがが良良いいかかデディィススカカッッシショョンンししててくくだだささいい。。  

（（          ））班班  

 

メメモモ欄欄  
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ワワーーククシシーートト  

  

【事例】 

 関弁 蓮子（かんべん れんこ）さんは、中学１年生（１３歳）。部活はバレーボール部で、平

日は週３日練習があり、土日も練習があることがあります。 

 お兄さん（１８歳）は、高校三年生。来年の大学受験に向けて毎日塾に行って勉強に励んでい

ます。 

 お父さん（４８歳）は、会社員。勤務時間は 9 時〜18 時です。 

 お母さん（４５歳）は、会社員。勤務時間は、７時〜16 時の週と 12 時〜21 時の週が交互にあ

ります。 

 母方のおばあさん（７５歳）とおじいさんも同居していたのですが、昨年おじいさんが７９歳

で亡くなったので、今は合計５人で住んでいます。 

 先月、おばあさんが散歩中に転んでしまい、腰を痛めて自分で歩けなくなってしまいました。

入院していたのですが、来月から家に戻ってきます。基本寝たきりで、ご飯は誰かの介助がない

と食べられない状態です。 

 

ＱＱ１１（（宿宿題題））  

    おおばばああちちゃゃんんのの世世話話ははどどううややっってて、、誰誰ががどどんんなな風風ににすするるののががよよいいででししょょううかか？？  家家族族でで分分担担

すするるととししたたらら、、ああななたたななららどどうう分分担担ししまますすかか？？    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＱ２２（（宿宿題題））  

    家家族族以以外外のの人人がが手手助助けけををししててくくれれるるででししょょううかか？？調調べべててみみままししょょうう。。  

  

ＱＱ３３    

    班班ごごととにに祖祖母母のの世世話話をを誰誰がが、、どどののよよううににししてて行行ううののがが良良いいかかデディィススカカッッシショョンンししててくくだだささいい。。  

（（          ））班班  

 

メメモモ欄欄  
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授業案�　“結婚”とは？〜選択する自由と選択した責任〜
　

１	 対象

高校生

２	 獲得目標

・	交際すること（付き合うこと）と結婚することの違いを考えてもらう。

・	事実婚と法律婚の違いを学んでもらう。

・	ライフスタイルのあり方について考えてもらう。

・	選択する自由と選択した責任について考えてもらう。

３	 授業の流れ

学習活動 指導上の留意点
導入　
2分

今日の授業の目的を簡単に説明。 離婚や死別等、配慮が必要な生徒がいない
かは事前にきちんと確認する。

展開①　
20分

ワーク1
⑴　交際する（付き合う）とはどういう
ことか、考えを生徒に聞いてみて板書
する。

結婚は単なる交際の延長線上でなく、氏を
同一にし、単一の戸籍に入り、相続や扶養
等の法律的に強制の義務が発生し、である
からこそ、社会は結婚という法律関係を信
頼している。そのため、法律婚をしていな
いと賃貸住宅の同居人や保証人として認
められなかったりする、というような説明
を行う。
地域によって、事実婚に対しパートナー証
明書等を発行している理由は、この辺りに
あるのかもしれない。

⑵　結婚するとはどういうことか、考え
を生徒に聞いてみて板書する。
⑶　交際する（付き合う）ことと結婚す
ることの違いは何かを考えてもらう。
⑷　付き合うことと結婚することは、約
束と契約の違いであって、結婚によっ
て生じる制度的優遇（社会保険、税金
等）、義務（同居義務、貞操義務、相互
扶助義務等）を簡単に説明。

展開②　
23分

ワーク2
⑴　現時点で将来のライフスタイルとし
て　①法律婚、②事実婚、③交際（同棲
あり）、④交際（同棲なし）、⑤独り身
のうちどれを希望するかを選んでもら
い（複数選択可）、その理由を書いても
らう。（個人で検討）。

事実婚をそもそも知らない高校生もいる
と思うので、「婚姻届を出していないけど、
結婚する意思のある2人」という程度の説
明は必要かと思うが、あくまでもワークを
考える前提としての必要最低限の説明に
とどめる。
⑵の意見交換の際にグループにするか、単
に前後左右の人と話ししてもらうかはど
ちらでもよい。

⑵　自分が「選ばなかった」選択肢につ
いて、他人がそれを選ぶ理由も想像し
てもらう。
⑶　周りの人と意見交換してもらう。
⑷　数人に発表してもらう。
⑸　事実婚と法律婚の共通点や違いを解
説。
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まとめ　
5分

⑴　結婚することによって受けられる優
遇、負うことになる義務がある（義務
に違反すればペナルティもある）。

最近、同性婚や夫婦別姓等、婚姻制度の是
非が話題に上がるが、法律婚だけでしか得
られない法律上の効果があるからこそ、そ
のよう議論になる。
動物やロボット等とは結婚できないので
しょうかという議論にも、「法律婚と事実
婚の違い」を考えられれば、対応できるか
もしれない。そもそも動物やロボットは、
将来的にはともかく、現在、財産権がない
ので。
自分が選ばなかった選択肢についても、そ
れを選んだ理由を考察出来れば、他人を尊
重するきっかけになる。

⑵　ライフスタイルのあり方は1つじゃ
ないので、どんな選択をするのも個人
の自由であり、尊重されるべきである。
⑶　ただ、選択したことに対しては責任
を負うので、その選択がどういう意味
を持つのか、どういうメリット・デメ
リットがあるのかという点は選択する
前にしっかり考えて欲しい。
⑷　上の説明の通り、遺言を作っても遺
留分を覆すことは出来ないため、相続
関係等、法律婚をしなければ絶対に実
現できない効果が存在する。それらの
効果を、事実婚でなく法律婚のみに与
えている理由は何か、事実婚の人々が
それらの効果を得られないことに正当
性はあるか。
これから結婚制度について話題になった
とき、色々なことを考えて欲しい
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ワワーーククシシーートト  

 

ワワーークク１１  

⑴⑴  交交際際すするる（（付付きき合合うう））ととはは？？  

  

⑵⑵  結結婚婚ととはは？？  

  

⑶⑶  ⑴⑴とと⑵⑵のの違違いいはは何何ででししょょうう？？  

  

ワワーークク２２  

  ああななたたがが望望むむラライイフフススタタイイルルにに丸丸ををつつけけ、、そそれれをを選選んんだだ理理由由をを書書ききままししょょうう。。  

  ①①法法律律婚婚、、②②事事実実婚婚、、③③交交際際（（同同棲棲あありり））、、④④交交際際（（同同棲棲ななしし））、、⑤⑤独独りり身身  

【【理理由由】】  
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ワワーーククシシーートト  

 

ワワーークク１１  

⑴⑴  交交際際すするる（（付付きき合合うう））ととはは？？  

  

⑵⑵  結結婚婚ととはは？？  

  

⑶⑶  ⑴⑴とと⑵⑵のの違違いいはは何何ででししょょうう？？  

  

ワワーークク２２  

  ああななたたがが望望むむラライイフフススタタイイルルにに丸丸ををつつけけ、、そそれれをを選選んんだだ理理由由をを書書ききままししょょうう。。  

  ①①法法律律婚婚、、②②事事実実婚婚、、③③交交際際（（同同棲棲あありり））、、④④交交際際（（同同棲棲ななしし））、、⑤⑤独独りり身身  

【【理理由由】】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９節　情報リテラシー

第１	 本テーマの意義

高度な情報化社会である現代において、情報をどのように扱うかは、極めて重要な社会課題と

なっている。しかし、情報テクノロジーの進歩に対して、個々の情報リテラシーや法規制等の社

会的な規範に対する理解が追い付いていないのが現状である。そのような中で、学校現場におい

て情報の取扱いについてどのように児童・生徒に教えていくかは喫緊の課題である。

本テーマでは、弁護士が、実際に情報に関する社会課題と向き合う中で感じた実体験をもとに

した授業案の提案をする。

第２	 学習指導要領との関係

１	 小学校

小学校学習指導要領第1章第2「教育課程の編成」2⑴には、「各学校においては、児童の発達

の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習

の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横

断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。」との記載がある。

上記記載によれば、小学校段階から、情報モラルを含めた情報活用能力の育成が求められてい

ることがわかる。現代の情報化社会を背景に、小学校段階から情報活用能力の開発が意識されて

いることがうかがえる。

２	 中学校

中学校学習指導要領第1章第2「教育課程の編成」2⑴には、「各学校においては、生徒の発達

の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力 （情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習

の基盤となる資質・能力 を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等

横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。」との記載がある。

上記記載によれば、小学校段階と同様、情報活用能力の育成が意識されている。生徒の発達段

階に応じた情報リテラシーの位置づけも研究の必要がある。

３	 高校

高校では教科として「情報」があり、科目として「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」がある。また、各教科に

おいて、情報に関する分野が多くある。
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そして、高等学校学習指導要領第1章第2款第2「教育課程の編成」2⑴には、「各学校において

は、生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解

決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科・科目等の特

質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。」との記載がある。

上記記載によれば、高校段階においては、情報活用能力について、教科等横断的な視点から育

成をすることが示唆されている。確かに、情報を収集し活用する能力は、単に情報テクノロジー

に関する機器についての知識や情報テクノロジーそのものの扱いについて触れること以外にも、

各教科の学習を通じて、疑問点や研究対象に対する情報を収集・活用・発信していく過程におい

ても得られるものであるから、各教科を学ぶ際にも、情報リテラシーの視座を持つことは有益で

ある。

第３	 弁護士が関わる必要性

弁護士は、実務において情報テクノロジー及び情報の取扱いに関する紛争に触れる機会があり、

現在の社会において、情報に関してどのような課題があるか把握している。また、弁護士は、情

報に関する紛争に触れる中で、情報の取扱い方によっては人権侵害や紛争の発端となり得ること

を、身をもって体験している。そのため、弁護士は、このような経験に基づき、学校の教員とは

異なる立場から、児童・生徒に対し、情報の取扱いにおいて注意すべき点などを、臨場感をもっ

て教えることができる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校に対するアンケートにおいて、社会的な情勢も相まっ

て、情報リテラシーに関する学校現場の関心の高さがうかがわれた。具体的には、「７　学校に

おいて興味がある弁護士と連携する授業」に関し、情報リテラシーに関する授業と回答したのは、

小学校においては総回答1418のうち1002（71％）、中学校においては総回答728のうち530

（73％）、高校においては総回答376のうち243（65％）であった。

他方で、情報リテラシーに関する授業を弁護士と連携して行うという実績自体は、学校側の関

心の高さと比して、それほど多くはないという実情が見受けられた。具体的には、「４　実際に

実施された弁護士と連携して行った授業内容」に関し、情報リテラシーに関する授業を行ったと

回答したのは、小学校においては総回答210のうち15（7％）、中学校においては総回答162のう

ち11（7％）、高校においては総回答76のうち6（8％）であった。なお、「10　弁護士以外の外部
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第４章　弁護士による授業案の提案

機関と連携する授業について」を見ると、情報リテラシー（ネット、SNS）に関し弁護士以外の

外部機関が授業を行ったとの回答校数は348校であった。

情報リテラシーは、学校教育においても多方面の教科にも影響のある資質・能力であり、また、

現代社会を生きる上で必須の能力であることから、今後より一層学校現場と弁護士の連携が望ま

れる分野であると考えられる。この点、弁護士会に対するアンケート結果（「5 今後、学校教育に

関わりたいと思う分野について」に対する回答）を見ると、情報リテラシーの回答数は10にと

どまっており、他の分野と比して高いとはいえないことから、弁護士の側においても、今後、情

報リテラシーに関する学校現場との連携に積極的に取り組んでいくことが期待される。
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授業案�　情報社会の課題

１	 対象

中学生（技術・家庭）～高校生（情報Ⅰ）

２	 獲得目標

①ネット社会における誹謗中傷を法的な観点から理解するとともに、ネット社会における匿名

性が今や完全なものではないことを理解する。

②著作権の侵害の基本に関し、可能な限り、体系的に理解する。特に、①他人の撮影した写真

や他人の作成した文章・イラストをそのままコピー＆ペーストして使用することの問題と、②他

人の著作物を参照して制作した作品に関する著作権侵害の判断の難しさを理解し、事例を通じて

自ら考えることができるようになる。

③個人情報の意義を理解する。プライバシーポリシーに意識を向けられるようになる。

３	 指導要領との関係

本授業案は、情報Iの内容のうち、「⑴情報社会の問題解決」（文部科学省「【情報編】高等学校

学習指導要領（平成30年告示）解説」（平成30年7月）・23～27頁）の一部をカバーする内容となっ

ている。なお、本授業案は、小・中・高等学校を通じて体系的・統計的に行われる情報教育の一

環として行われるものであり、高校生に限らず、デジタルネイティブ世代である中学生に対して

も実施可能なものとなっている。

また、本授業案は、情報活用能力のうち「知識及び技能」（文部科学省「【情報編】高等学校学

習指導要領（平成30年告示）解説」（平成30年7月）・11頁）を高めるのみならず、具体的な事

例や質問を通じて、特に思考力や判断力、学びに向かう力に結びつけることに主眼を置いている。

特に、本授業案で扱う内容は、教科書の記載だけでは表面的・表層的な知識の獲得にとどまり、

知識の体系化や、思考力・判断力に結びつけることが困難な分野と考えられる。

そのため、本授業案は、極力、講義形式をとらず、具体的な事例を豊富に提供しつつ対話によっ

てトピックに向き合ってもらえるような内容となっている。

４	 弁護士がこの授業を行う意義

現在、東京地方裁判所保全部に係属する発信者情報開示仮処分事件、発信者情報開示命令申立

事件の件数は爆発的に増加しており、名誉毀損、名誉感情侵害、プライバシー侵害等に関する裁

判所の事例判断も集積されている。その結果、ネット社会を生きる生徒が直面するのは、もはや
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第４章　弁護士による授業案の提案

情報モラルという抽象的で漠然とした規範ではなくなり、蓄積された裁判所の判断から導かれる

（一定の予測可能性のある）具体的な規範となっている。この規範に最も精通するのは、まさしく、

上記事件を代理人として多く担当する弁護士であり、したがって、本授業を担当する者として最

も適任であると考えられる。

また、法的な観点からの講義は、講義の担当側が知識・経験を有することが不可欠であるだけ

でなく、具体例を通じていかにわかりやすく説明を行うことができるかが肝要となる。これらの

資質を有するのはまさに弁護士の他に存在しないことから、ここに本授業を弁護士が担当する意

義がある。

５	 授業の流れ

段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習活動

⇒生徒の反応
指導上の留意点

導入①　
2分

◎情報モラルの重要性が指摘されて久し
いが、既にネット社会において一定のル
ールが形成されていることを伝える。

本授業が、これまでに情報モラルとして
学習してきた内容に留まるものではなく、
更に、実際のネット社会に則して掘り下げ
た内容を扱うものであることを明確に伝
える。

展開①　
13分

◎SNSの匿名性は完全でないことを理解
する。また、匿名性が解かれる法的な手
続（プロバイダ責任制限法）の概要を簡
単に説明する。

漫画（左藤真通原作、富士屋カツヒト作
画「しょせん他人事ですから ～とある弁
護士の本音の仕事～」）の1シーンや、発
信者の特定後に送付される内容証明郵便
の文面を提示し、緊迫感を与え、学ぶ動機
付けを強める。

◎問題となる他人の権利は様々であり得
ることを理解する。例えば、SNS上での
対話でよく問題になる「他人の権利」と
は何か。事例に則して全体に問うが、答
えが出なければ個別に当てる。

具体的な事例を示しながら、名誉権、プ
ライバシー権について、それぞれ保護法益
が異なることを理解する。特に、投稿され
た内容が真実か否かについて名誉毀損と
プライバシーにおける考え方の違いを積
極的に強調する。
また、実務では、他人の自尊心を傷つけ
る名誉感情の侵害が頻繁に問題となって
いることも説明する。

◎SNSで他人の権利を侵害しないために
気をつけるべきことを考える。

通常であれば起こりえないようにも思
われる他人の権利の侵害が生じてしまう
事態が、生じ易くなると考えられるシチュ
エーションは何か。個別に当てる。

導入②　
1.5分

◎近時の事例（例えば、鬼滅の刃のイラ
ストを用いたケーキ販売に関する刑事事
例、東京オリンピックのロゴに関する炎
上事例）から、著作権侵害の判断の難し
さを伝える。

例えば、東京オリンピックのロゴ事例で
は、ネット上で指摘された一般の意見と、
知財を扱う弁護士の意見とでは、著作権侵
害の成否に関する判断が分かれたこと、
（特に他者の作品をそのままコピーしたよ
うなデッドコピーの事案でない場合には）
著作権侵害の判断は弁護士であっても容
易ではないことを伝える。
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展開②　
20分

◎まず、著作権侵害に関する基本的な考
え方（①著作物性、②著作権、③利用行為、
④依拠性、⑤類似性）について、その上で、
許諾・権利制限規定の適用の有無が問題
となり得ること（全体像）を説明する。

ターン制のカードバトル、プレイヤーが
お互いに、手元に5つのカードを揃えれば
勝利するようなゲームを示しながら、権利
侵害が認められる条件について、イメージ
と共に理解してもらえるようにする。

次に、それぞれの要件との関係で、【著
作権クイズ】を提示しながら、生徒の現
在の理解を確認しつつ、ギャップがある
部分については、丁寧にギャップを埋め
ていく。特に、写真が著作物として保護
されることや利用行為の内容については、
理解が不十分な場合が多い。

クイズにおいては、○×を挙手で問うな
ど、主体的な参加を求めながら進める。
例：子どもの落書きは、芸術性を欠くため、
著作権では保護されない。／写真は、被写
体にカメラを向けてシャッターを押せば
誰でも簡単に撮影できるため、著作権では
保護されないが、被写体の肖像権などが問
題となり得る。

その上で、いわゆるデッドコピーの事
案については、まさに著作権侵害の典型
事例であることを伝えた上、更に進んで、
デッドコピーではない事案については、
著作権侵害の判断が非常に難しいことを、
裁判例において問題となったイラストを
提示しながら、確認する。

自身の見解と裁判所の考え方のずれを
認識させることが重要である。裁判例とし
ては、上野＝前田『著作物の類似性判断』
で、事例が豊富に紹介されており、指導に
当たっても参考になる。

更に進んで、形式的には著作権侵害の
要件を満たす場合であっても、例外的に
著作権侵害とならない場合について、特
に、引用と転載の違いの理解を深める。

引用について、特に明瞭区別性や主従関
係については、視覚的にわかりやすく示す
ことが重要である。

最後に、次の質問について全体に意見
を問い、権利の行使は権利者が自由に決
めるべき事柄であることを再確認する。
「著作権者は、著作物を利用者が便利に利
用しやすいよう、利用規約などにその利
用条件を明記しなければならない。」

（特に、許諾を得られているか否かが明確
とはいえないケースなどでは）著作物の利
用に当たって、著作者や著作物たる作品に
対するリスペクトの気持ちが体現されて
いるか（それを踏まえて、自分の行動がリ
スペクトに見合うものとなっているのか
を考えること）が重要であることも伝え
る。

導入③　
1分

◎個人情報の漏えいが起きればどれだけ
の事態が企業に生ずるかを実際の事案か
ら伝える。

生徒になじみのある事例、例えば、ベネ
ッセ事件（被害者には500円の金券交付が
行われた事例）について言及し、イメージ
を深めることも考えられる。

展開③　
9分

◎まず、個人情報の定義について説明し
た上で、特に「（他の情報と容易に照合す
ることにより）特定の個人を識別するこ
とができるものか否かという観点から、
個人情報クイズを行い、全体に問いかけ
ながら、理解を深める。
例：メールアドレスだけでも個人情報に
当たる？／住所や電話番号だけでも個人
情報に当たる？／記名式アンケートの記
述回答部分は個人情報に当たる？／オン
ラインゲームのニックネームは個人情報
に当たる？

弁護士としても個人情報保護の問題を
扱うことが多いことを伝える。
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第４章　弁護士による授業案の提案

まとめ　
8.5分

◎簡単な演習問題を提示し、答え合わせ
をしながら、本授業で扱った内容を確認
する。
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授業案�　情報発信の注意点

１	 対象

小学校高学年～中学生

２	 獲得目標

小学校高学年～中学生という年齢は、家族共用のタブレットをすでに使用していたり、個人の

スマートフォン等を持ち始める年齢である一方、情報リテラシーについて十分な知識や理解が身

に付いていないことが懸念されることから、インターネット上での情報発信等にまつわる基本的

な問題について、具体的な事例をもとに理解を深める。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

⑴	 小学校について

小学校学習指導要領第5章「総合的な学習の時間」第3「指導計画の作成と内容の取扱い」1⑶

において、情報活用能力を「全ての学習の基盤となる資質・能力」として重視することとされて

おり、コンピューター等を活用して情報を収集・整理・発信したり、その際に情報が日常社会に

与える影響を考えたりする学習活動を実施することが求められているといえよう。このうちの情

報発信については、「受け手の状況を踏まえた情報発信を行おうとする、情報発信者としての意

識の高まり」が期待されている（小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編53頁）。そして、

「情報モラル」に関しては、掲示板で他者を誹謗中傷するような書き込みがなぜいけないのかなど、

具体的で身近な素材を取り上げて検討させることが考えられる、と記載されている（同63頁）。

⑵	 中学校について

中学校学習指導要領第1章「総則」においても、情報活用能力は、教科横断的な学習の基盤と

なる資質・能力であるとされており、この中には情報モラルも含まれている（中学校学習指導要

領総則編49頁、51～52頁）。そして、情報モラルとは、「他者への影響を考え、人権、知的財産権
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りを理解することなどである。」とされている。このような能力を身に付けるため、「例えば、イ

ンターネット上に発信された情報は基本的には広く公開される可能性がある、どこかに記録が残

り完全に消し去ることはできないといった、情報や情報技術の特性についての理解に基づく情報
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るようにすることが重要である。」と述べられている（同85頁）。

⑶	 本授業案の意義

以上のとおり、学習指導要領においては、小学校・中学校の双方において、情報活用能力が全

ての学習の基盤となる資質・能力として位置づけられていることがわかる。そして、本授業案に

おいて取り扱う情報リテラシーは、情報活用能力のうち「情報モラル」に該当する分野であり、

学習指導要領において求められている学習活動にも合致するものである。

４	 弁護士がこの授業を行う意義

弁護士は、情報の法的保護・法的規制と関連して個人情報保護法やプロバイダ責任制限法等の

法律を業務において取り扱うことがあるほか、名誉毀損や誹謗中傷、プライバシー等をめぐる法

的紛争を、民事事件・刑事事件の両面から取り扱う場合がある。弁護士は、情報リテラシーやこ

れにまつわる人権問題について、このような法律の専門家としての知識や理解、業務上の経験を

踏まえた学びを提供することが可能であり、他方で、学校教員や他の関係機関による授業ではこ

のような法的背景まで踏まえた授業を展開することに困難が伴うと考えられる。このような点で、

本授業を弁護士が行うことに意義がある。

５	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

指導のポイント

導入　
5分

◎タブレット・スマートフォンの所持状況・使用状
況や、動画視聴・オンラインゲーム・ＳＮＳ等のイ
ンターネットの使用状況について振り返ってもらう。

情報通信機器やインターネッ
トが身近なものであること、自
分が日常的に情報発信を行って
いることを改めて認識してもら
う。

※　挙手制で自由に発言しても
らうことを想定しておりワーク
シート等の利用は予定していな
い。

○　自分専用のスマートフォンやタブレットを持っ
ている人は手を挙げてください
○　家族で共同で使っているスマートフォンやタブ
レットがある人は手を挙げてください
○　スマートフォンやパソコン、タブレットを、だ
いたい毎日何時間くらい使っていますか
○　スマートフォンなどを使って、どのようなこと
をしていますか（動画視聴・ゲーム・ＳＮＳ（具
体的なＳＮＳ名）・その他）
○　スマートフォンなどを使うときに、家族の中で
決められたルールはありますか、どのようなルー
ルですか

展開1　
15分

別紙【事例検討】の事例とワークシートを配布する。
○　今配ったプリントには、ある日太郎くんと次郎
くんという二人の間であった出来事が書かれてい
ます。一緒に読んでみましょう。
事例の内容を簡単に説明する。

各自に設問を検討させる。
事例の内容や用語に不明な点
があれば適宜質問してもらって
構わない。
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○　プリントの「考えてみよう」のところに、①～
③の質問が書かれています。今の事例を読んで、
自分の考えをワークシートに書いてください。正
解・不正解があるわけではないので、自分の考え
を書いてもらって大丈夫です。

正解・不正解を問うのではな
く、情報発信を巡る児童一人一
人の感覚を自分で認識してもら
うことを念頭に置く。

後で班を作ってもらって、班の人たちに自分の考
えを発表してもらいます。

展開2　
5分

ワークシートの検討結果を各班に分かれて班内で発
表してもらう。
○　自分の考えを、他の班員に発表してください。
○　他の班員の意見や考え方を聞いて気づいたこと
や、心に残ったことがあったら、ワークシートに
メモしておいてください。
○　逆に、他の班員の意見を聞いて、疑問を感じた
場合は、どうしてそう考えたのか質問してみてく
ださい。質問された人は、自分の考えを説明して
みてください。

同じ班の人との間で情報発信
を巡る感覚に違いがあることを
確認してもらう。
そのような感覚の違いを確認
する中で、情報発信を巡る危険
性について自分で気づいてもら
う。

まとめ　
15分

別紙の解説をもとに、設問や事例の意図や内容を解
説する（パワーポイントを利用）。

質疑　
5分

質問を受け付ける。

12 

 

（別紙①） 

事例検討 

【登場人物】 

① 太郎くん 

ゲームが大好きな小学校 5 年生。最近はオンラインゲームにはまっていて毎日プレイし

ている。次郎くんとはオンラインゲームの中で知り合ったゲーム友達。次郎くんとは実際

に会ったことはない。 

② 次郎くん 

中学 1 年生。太郎くんとオンラインゲームの中で知り合った。ゲームの腕前は太郎くん

より上。 

 

【太郎くんと次郎くんのチャット】 

3 月 8 日、太郎くんが学校から帰ってさっそくオンラインゲームにログインすると、先に

次郎くんがログインしていました。太郎くんは次郎くんにチャットで一緒にプレイしよう

と誘いました。 

 

太郎：来たよ！やろう！ 

次郎：オッケー。先にチーム作って待ってて！ 

太郎：オッケー！ 

次郎：太郎いまランクいくつになった？ 

太郎：B－2 だよ 

次郎：だいぶ上がってきたな 

ちなみにおれはいま A－3 

太郎：すご！笑 ぼくより 2 つも上 

 

この日は 2 時間くらいプレイして、そろそろゲームを終わろうとした頃のことです。次

郎くんからこんなチャットがありました。 

 

次郎：そういえば太郎って小 5 だっけ？どこの小学校？ 
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12 
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① 太郎くん 
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太郎：●×県の A 市ってとこの小学校。東小って名前。 

次郎：マジ！？おれとなりの B 市にある西中！1 年 2 組！ 

太郎：ほんとに！？ 

次郎：太郎は 5 年何組？ 

太郎：5 年 1 組！ 

次郎：そんな近くに住んでたなんて知らなかった！ 

そしたらさ、今度太郎の家遊びに行っていい？笑 

先週新しいゲーム買ったから一緒にやろ！ 

太郎：びっくりした！ 

新しいゲームやりたい！ 

次郎：太郎もなんかおすすめのゲーム持ってる？ 

太郎：持ってるよ！「☆☆☆☆」ってやつ！ 

次郎：すげー！人気でどこも売ってないやつじゃん！ 

どこで買ったの？ 

太郎：家の近所の「●●」ってお店 

次郎：意外とそういう小さい店の方があるのかもなー 

それじゃ、太郎の家の住所教えて 

あと電話番号も 

行けそうな日あとで連絡する！ 

太郎：住所は、A 市▲▲町 1 丁目 1－2 

電話番号は、080－●●●●－◆◆◆◆ 

次郎：今おれのスマホから太郎のスマホにメッセージ送ったけど届いた？ 

太郎：届いたよ！ 

次郎：じゃまた後で連絡する！ 

じゃあね 

太郎：わかった！またね！ 

 

【考えてみよう】 

14 

 

① 太郎くんは、次郎くんにどんなこと（情報）を教えましたか。太郎くんが次郎くんに

教えた情報をワークシートに書き出してみましょう。 

② 太郎くんが次郎くんに①の情報を教えたことは問題がないでしょうか。太郎くんの立

場に立って、「次郎くんに教えても問題ない」と思う情報には○、「次郎くんに教えたら

まずい」と思う情報には×をワークシートに書きましょう。 

また、「教えても問題ない」と考える理由と、「教えたらまずい」と思う理由を考えて

みましょう。 

③ 太郎くんが次郎くんに、 

１ 名前だけを教えた場合 

２ 名前と学校名を教えた場合 

３ 名前と学校名と住所を教えた場合 

の３つについて、「問題ない」と思うものには○、「問題がある」と思うものには×を書き

ましょう。また、そのように考えた理由も考えてみてください。 
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（別紙②） 

ワークシート 

 

太郎くんが教えた情報 教えても良い（○） 

教えたらまずい（×） 

そのように考えた理由 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

①名前だけを教えた   

②名前と学校名を教えた   

③名前と住所を教えた   

 

16 

 

関弁連シンポ報告2024決.indd   236関弁連シンポ報告2024決.indd   236 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 236 - - 237 -

第４章　弁護士による授業案の提案

15 

 

（別紙②） 

ワークシート 

 

太郎くんが教えた情報 教えても良い（○） 

教えたらまずい（×） 

そのように考えた理由 
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16 
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17 

 

 

 

  

授業案�　情報の信用性判断

１	 対象

小学校高学年〜中学生

２	 獲得目標　

接した情報が信用できるものかどうかを判断する視点を理解する。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

小学校学習指導要領においては、各教科等の指導にあたり配慮すべき事項の1つとして、「情

報を精査して考えを形成」すること等、過程を重視した学習の充実を図るものとされており（第

1章第3・1⑴）、各教科においても、情報を精査する能力やその必要性に関する内容が言及され

ている（第2章第1節第2〔第3学年及び第4学年〕2⑵ア、第2章第2節第2〔第5学年〕3⑷）。

小学校高学年はＳＮＳの利用等多様なメディアへの接触が拡大しつつある時期でもあること

から、情報の中には信用性が乏しいものが存在することを実感し、情報の性質や信用性を判断す

る視点を身に付けてもらう必要があると考えられる。

上記の資質・能力は様々な職業において（あるいは日常生活においても）普遍的に必要とされ

るものであるが、とりわけ訴訟等において供述証拠を含めた証拠の信用性を検討する機会が多い

弁護士とも深い関連性を有している。

４	 授業の流れ
1限
段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒児童・生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○　何かを知りたいと思ったとき、どのような手段
が考えられるか児童・生徒に挙げてもらう。

⇒　人（親、学校の先生、友達
など）に聞く、本・新聞を読む、
テレビを見る、インターネッ
トで調べる（ウェブサイト、
ＳＮＳ、動画）等。

○　それぞれの手段について、その手段で得た情報
が常に正しいと思うか、理由とともに述べてもら
う。

媒体によって違いはあるが、
間違っている場合があることを
意識させる。

○　様々な手段（媒体）があるが、どの手段も元を
辿れば人（発信者）が他の人に伝えたいと思った
内容であること、情報は必ずしも正しい／信用で
きるとは限らないことを指摘する。
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展開1　
20分

○　別紙【事例1】の内容を読み上げる。
○　信用できる／信用できない、の別を挙手しても
らう。

⇒　「信用できない」が多いと
思われる。

○　それぞれの立場で挙手した児童・生徒数人程度
に理由を述べてもらう。

⇒　そんな凄い商品があればも
っとニュースになっているは
ず、言っている人がどんな人
なのか分からない、商品を多
く売って儲けたいから等。

○　【事例1】の発言者が嘘をついていたと仮定した
場合、発言者が嘘をついた理由について意見を述
べてもらう。
○　人が嘘をつく理由の1つとして、嘘を吐くこと
により何らかの利益を得られる場合があることを
説明する。
○　上記のような場合の例を挙げて理解を深めても
らう。（例：刑事ドラマの犯人役が自分の行動に
ついて嘘を吐く場合）

弁護士業務に関連する内容を
例として挙げると児童・生徒の
興味を惹きやすいと思われる。

◎　嘘をつくことで発信者に何らかの利益がある場
合、発言者が意図的に真実でない内容を述べてい
ないか慎重に考える必要があることを説明する。
○　【事例2】前半の内容を読み上げる。
○　Aさんの発言内容について、信用できる／信用
できない、の別を挙手してもらう。

どちらにも手を挙げない児
童・生徒が多い場合には、「分
からない」という選択肢につい
ても聞いてみる。

○　それぞれの立場で挙手した児童・生徒数人程度
に理由を述べてもらう。
○　【事例2】後半の内容を読み上げる。
○　改めて、Aさんの前半の発言内容について、信
用できる／信用できない、の別を挙手してもらう。

信用できないと答えた児童・
生徒が少ない場合、視認状況を
検討するよう誘導する。○　それぞれの選択肢で手を挙げた児童・生徒を数

人程度当てて理由を答えてもらう。
○　人が誤った情報を発信する場合、事例1のよう
に意図的に嘘を述べている場合でなくとも、発言
者が勘違いをしている場合があることを説明す
る。
○　人の記憶は曖昧なもので、思い込み等のため間
違った内容を記憶してしまうことや、記憶が時間
経過や何らかのきっかけで変わってしまうことが
あることを説明する。
○　上記の例を挙げて理解を深めてもらう。（例：
犯罪捜査の写真面割りで写真帳を使用する理由や
質問の仕方）
◎　発信者が意図せず誤ったことを述べていないか
を考える上では、視認等の状況や時間経過の程度
等が重要になることを説明する。

意図的な嘘かどうかを検討す
る場合とは視点が異なることを
意識してもらう。
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展開2　
15分

○　【事例3】前半の内容を読み上げる。
○　Cさんの発言内容につき、信用できる／信用で
きない、の別を挙手してもらう。

⇒　嘘をつく理由はない、勘違
いとは考えにくい。

○　それぞれの立場で挙手した生徒数人程度に理由
を述べてもらう。
○　Cさんとの話の後に続けて起こった出来事と説
明した上で、【事例3】後半の内容を読み上げる。
○　CさんとDさんの発言内容が一見矛盾すること
を指摘した上で、どちらの発言内容が正しいと思
うか、生徒に意見を述べてもらう。

⇒　どちらかが間違っているわ
けではない。

○　2人の発言内容は必ずしもどちらかが間違って
いるわけではないこと、その理由として「簡単だ
った」「難しかった」という内容が、人によって
感じ方が違う問題であるからであることを説明す
る。
◎　「事実」と「評価」（又は「意見」）の区別につい
て、それぞれの具体例（例：ある人のテストの点
数＝事実、テストが難しかったかどうか＝評価）
と、区別する際のポイントは誰が確かめても同じ
になるかどうかであることを説明する。
◎ 「評価」は人によって違う場合があるため、「意見・
評価」が信用できるかを考える場合には、どのよ
うな「事実」を根拠にそのような「評価」を言っ
ているのか、また、根拠とした「事実」から「評価」
を導く理屈が納得できるものであるかが重要であ
ることを説明する。

まとめ　
5分

◎　情報の信用性を考える場合には、その情報が「事
実」と「評価」のいずれであるか意識する必要が
ある。
◎　情報が「事実」を述べている場合、信用できるか
どうかを判断する上では、発信者が嘘をついたり、
勘違いをするような原因がないかが重要になる。
◎　情報が「評価」を述べている場合、根拠にした「事
実」の内容と、その「事実」と「評価」をつなぐ
理屈が納得できるものかという点が重要になる。

2限
段階
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒児童・生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○　この時間に児童・生徒にしてもらう作業の概略
（警察官になったつもりで、ある事件の目撃者の
話が信用できるか考える）を説明する。
○　【事例4】の内容を読み上げる。
○　この時点でHさんの話につき信用できる／信用
できない、の別を挙手してもらう。
○　それぞれの立場で挙手した児童・生徒数人程度
に理由を述べてもらう。

⇒　信用できない／判断するた
めの情報が足りない

関弁連シンポ報告2024決.indd   241関弁連シンポ報告2024決.indd   241 2024/09/13   18:092024/09/13   18:09



- 242 - - 243 -

○　現時点では前後の状況等が全く分からず、情報
が不足していることを指摘する。

展開1　
20分

○　Hさんにどのような質問を追加ですべきか班内
で討論（約10分）

班分けは事前に済ませてお
く。

○　1つの班につき1個の質問をしてもらう。最後
まで行ったら最初に戻り（あるいは今度は逆順
に）、質問が出なくなるまで繰り返す。（長くなり
過ぎるようなら適宜の時間で切る。）

Hさん役の人物は、それぞれ
の質問に対し【事例4裏設定】
を参考に回答する。設定にない
質問に対しては、可能であれば
アドリブで回答する。

展開2　
15分

○　追加の質問と回答を踏まえ、Hさんの当初の証
言（被害店舗からIさんが出てくるのを見た）を
信用できるか討論し、結論を出してもらう。
○　各班に結論と主な理由を発表してもらう。

まとめ　
5分

○　講評
○　仮にHさんが嘘をついていた、あるいは勘違い
をしていた場合に、Hさんの証言を元にIさんを
犯人として逮捕することがどのような結果をもた
らすか説明する。
◎　情報に接したとき、あるいは情報を元に何らか
の行動をしようとするときには、その情報が信用
できるものかどうか十分に検討する必要がある旨
を説明する。

24 

事例設定 

 

【事例 1】 

 あなたが歩いていると、街で知らない人に声を掛けられて、次のようなことを言われた。 

 今、私の会社が開発した「ヨクヤセール」という健康食品を売っているんです。この健康食

品は凄い効き目があって、1 日 3 回、食事の前にこれを食べてもらうことで、食事を減らした

り、運動をしたりしなくとも太らずに理想の体型を保つことができるんです！ 1 つ買ってい

きませんか。 

 

【事例 2】 

（前半） 

 ある日、同じクラスの A さんから、次のような話をされた。 

 昨日、クラス担任の B 先生が、バイクで猛スピードで走っているのを見たよ。 

 

（後半） 

 先ほどの A さんにどのような状況で見たのか聞いてみると、次のような答えが返ってきた。 

 夜、塾の帰りに交差点で横断歩道の信号が青になるのを待っていたら、道路の反対側を猛ス

ピードで通り過ぎたんだ。ヘルメットを被っていたから顔は良く見えなかったけど、体型とか

目元の雰囲気とかが先生と似ていたよ。 

 

【事例 3】 

（前半） 

 あなたは、国語のテストを先生から返してもらった日に、同じクラスの C さんから、このよう

な話をされた。 

 今回の国語のテストはいつもより簡単だったね。 

 僕はいつも国語のテストは 50 点くらいしか取れないのに、今回は 70 点も取れたよ。 

 

（後半） 
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24 

事例設定 

 

【事例 1】 

 あなたが歩いていると、街で知らない人に声を掛けられて、次のようなことを言われた。 

 今、私の会社が開発した「ヨクヤセール」という健康食品を売っているんです。この健康食

品は凄い効き目があって、1 日 3 回、食事の前にこれを食べてもらうことで、食事を減らした

り、運動をしたりしなくとも太らずに理想の体型を保つことができるんです！ 1 つ買ってい

きませんか。 

 

【事例 2】 

（前半） 

 ある日、同じクラスの A さんから、次のような話をされた。 

 昨日、クラス担任の B 先生が、バイクで猛スピードで走っているのを見たよ。 

 

（後半） 

 先ほどの A さんにどのような状況で見たのか聞いてみると、次のような答えが返ってきた。 

 夜、塾の帰りに交差点で横断歩道の信号が青になるのを待っていたら、道路の反対側を猛ス

ピードで通り過ぎたんだ。ヘルメットを被っていたから顔は良く見えなかったけど、体型とか

目元の雰囲気とかが先生と似ていたよ。 

 

【事例 3】 

（前半） 

 あなたは、国語のテストを先生から返してもらった日に、同じクラスの C さんから、このよう

な話をされた。 

 今回の国語のテストはいつもより簡単だったね。 

 僕はいつも国語のテストは 50 点くらいしか取れないのに、今回は 70 点も取れたよ。 

 

（後半） 
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 C さんと話した後、別のクラスメートの Dさんから、今度はこんな話をされた。 

 今回の国語のテストはいつもより難しかったね。 

 いつもは国語のテストの平均点は 60 点くらいなのに、今回は平均が 40 点だったって先生が

言ってたよ。 

 

【事例 4】 

 警察官の皆さんは、ある日こんな事件に遭遇した。 

 事件が起こった場所は G 商店という小さなお店で、近所の人たちを相手に雑貨やお弁当などを

売っており、朝 9 時から夜 6 時まで営業している。ある朝、店主の G さんが店に来てみると、店

の脇（道路に面していない）の窓が割られていて、レジの中にあったお金がなくなっていた。通

報を受けた皆さんが周辺の住民に聞き込みをしたところ、H さんという人が犯人を見たと言い、

次のような証言をした。 

 昨日の夜 9 時頃、店の脇から近所に住む I さんが出てくるのを見たんだ。 

 彼が犯人に違いないよ。 

 

【事例 4 裏設定】 

（設定） 

・ H さんはごくふつうの会社員。奥さんと子どもと 3 人で暮らしている。 

・ 店の前は 1 か月前から街灯が壊れていて、他に一番近い街灯は 10 メートル先にある。 

・ 昨晩は曇っていた。 

・ 昨晩、Hさんは仕事のあと友達と居酒屋でお酒を飲んで家に帰るところだった。 

・ H さんはゴミ出しのルールを守らなかったことで前に I さんから注意されたことがあり、Iさ

んのことを嫌っている。 

・ H さんが見た人物は、H さん自身より背が高く身長 170センチメートルくらいで、I さんと同

じくらいだった。また、I さんと同じ金髪だった。 

・ H さんが見た人物は、黒いジャンパーとズボンを着ていて、口にはマスクをしていた。 

・ H さんが見た人物は、周りを見回して一瞬 H さんの方を見た後反対方向に走っていってしま

ったので、Hさんは５秒くらいしかその人物を見ていない。 

26 

２限ワークシート 

 

○ H さんの証言内容 

　昨日の夜 9 時頃、店の脇から近所に住む I さんが出てくるのを見たんだ。 

　彼が犯人に違いないよ。 

 

Step1 H さんの証言が信用できるかどうかを判断するためには、どんな質問を追加でしたら良い

と思いますか。班で話し合って下の表の「質問の内容」欄に書きましょう。 

質問の内容 H さんの答え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 それぞれの質問に対する H さんの答えを上の表の「答え」欄に書いておきましょう。 

   他の班の人がした質問の内容とそれに対する答えもできるだけ書いておきましょう。 

 

Step3 H さんが答えた内容を元に、H さんの話が信用できるか考えてみましょう。 

結論 信用できる      ・      信用できない 

理由 
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２限ワークシート 

 

○ H さんの証言内容 

　昨日の夜 9 時頃、店の脇から近所に住む I さんが出てくるのを見たんだ。 

　彼が犯人に違いないよ。 
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第10節　議論の能力

第１	 本テーマの意義

議論をするための能力は市民として政治参加をするため、また、個人として権利を主張し義務

を果たすために不可欠の能力である。すなわち、議論をするためには、対立の状況や様々な価値

があることを理解する力、自身の考えを整理するための理論的思考能力、自身の思考を発信する

ための表現力、他者との議論を深めていくためのコミュニケーション能力、公平・公正な結論を

導く判断力等の総合的な能力の涵養が求められる。

本テーマは、上記の能力を多角的に育てるにはどうすればよいかについて考察を加えるもので

ある。

第２	 学習指導要領との関係

学習指導要領において、議論の能力に関する記述は多岐に及んでいるが、主に国語と社会科・

公民科を中心に触れることにする。

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［第5学年］1⑵には、「社会的事象の特色や相互

の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への

関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基に議

論したりする力を養う。」との記載があり、同第2［第6学年］1⑵にも同様の記載がある。

また、同第3「指導計画の作成と内容の取扱い」2⑴には、「・・・また、社会的事象の特色や

意味、社会に見られる課題などについて、多角的に考えたことや選択・判断したことを論理的に

説明したり、立場や根拠を明確にして議論したりするなど言語活動に関わる学習を一層重視する

こと。」との記載がある。

以上のとおり、小学校段階においても、多角的に考え、選択判断し、これを説明して議論する

ことが求められている。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第1節「国語」第2［第2学年］2「内容」［思考力、判断力、表現力等］

Ａ⑵イには、「それぞれの立場から考えを伝えるなどして、議論や討論をする活動」を指導する

との記載があり、同［第3学年］2「内容」［思考力、判断力、表現力等］Ａ⑵イには「互いの考え
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を生かしながら議論や討論をする活動」を指導するとの記載がある。

また、同第2章第2節「社会」第1「目標」⑵には、「社会的事象の意味や意義、特色や相互の関

連を多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、

思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。」との記載がある。

同第2章第2節「社会」第2［公民的分野］1「目標」⑵には、「社会的事象の意味や意義、特色

や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる

課題について公正に判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論し

たりする力を養う。」との記載がある。

同様に、地理的分野、歴史的分野においても、それぞれの「目標」において、それぞれの課題

について「公正に選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議

論したりする力を養う。」との記載がある。

以上の各記載によれば、中学校段階では、小学校段階から進んで、「社会的事象の意味や意義、

相互の関連」を地理的な視点、歴史的な視点、公民的な視点等からより深い考察や議論が求めら

れている。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第1節「国語」第2款第1「現代の国語」2［思考力、判断力、表現

力等］Ａ⑵ウには、「話合いの目的に応じて結論を得たり、多様な考えを引き出したりするため

の議論や討論を、他の議論や討論の記録などを参考にしながら行う活動。」との記載がある。

同第2章第3節「公民」第1款「目標」⑵には、「現代の諸課題について、事実を基に概念など

を活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や

社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。」との記載がある。

同第2款「各科目」第1「公共」1「目標」⑵には、「現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・

判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面

的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこと

を議論する力を養う。」との記載がある。

同第2款「各科目」第1「公共」2「内容」Ｂアイには、「政治参加と公正な世論の形成、地方自治、

国家主権、領土（領海、領空を含む。）、我が国の安全保障と防衛、国際貢献を含む国際社会にお

ける我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、よりよい社会は、憲法の下、個人

が議論に参加し、意見や利害の対立状況を調整して合意を形成することなどを通して築かれるも

のであることについて理解すること。」との記載がある。
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同第2款「各科目」第3「政治・経済」1「目標」⑵には、「国家及び社会の形成者として必要な

選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して、現実社会に見

られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付けた判断基準を根拠に構想する力や、構

想したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して、合意形成や社

会参画に向かう力を養う。」との記載がある。

同第3款「各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い」2⑴には、「社会的な見方・考え方

を働かせることをより一層重視する観点に立って、社会的事象の意味や意義、事象の特色や事象

間の関連、社会に見られる課題などについて、考察したことや構想したことを論理的に説明した

り、立場や根拠を明確にして議論したりするなどの言語活動に関わる学習を一層重視すること。」

との記載がある。

同様に、地理歴史科においても、それぞれの「目標」に「議論したりする力を養う。」との記載

があり、「各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い」には、「公民」と同じ記載がある。

以上の各記載によれば、社会的な視点からの議論の能力に加え、数学や英語の教科にも議論の

能力に関する記載は及び、高校における議論の能力の向上についての重要性がうかがえる。

第３	 弁護士が関わる必要性

弁護士は、実務において日常的に議論を行っており、議論における基本的なスキルを身に付け

ているから、児童・生徒にこれを共有することで教員とは違った立場や経験から、社会における

議論の能力についての見方、考え方を提供することができる。

また、議論の前提となる根拠資料の収集、根拠に基づく論理的思考やその表現、対立する相手

方や違った立場からの主張への傾聴等、弁護士が普段行っている業務によって備わった能力は、

児童・生徒へも十分還元できるものであり、学習指導要領が議論の能力を重視する傾向があるこ

とに鑑みても、弁護士が学校現場にかかわる意義はあるものといえる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校に対するアンケートにおいて、学習指導要領で議論の

能力について重視される傾向があるものの、本テーマについて学校現場が弁護士と連携して授業

を行っている機会が多いとは言えない状況が見受けられる。具体的には、学校に対するアンケー

ト結果（「4 実際に実施された弁護士と連携して行った授業内容」）を見ると、実際に行われた授

業に関し、議論の能力に関する授業を行ったと回答したのは、小学校においては総回答210のう
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ち4（2％）、中学校においては総回答162のうち1（1％）、高校においては総回答76のうち4（5％）

であった。

他方で、学校側の本テーマへの関心自体は低いともとも言えない。具体的には、学校に対する

アンケート結果（「7 学校において興味がある弁護士と連携する授業内容」）を見ると、学校にお

いて興味がある弁護士と連携する授業に関し、議論の能力に関する授業と回答したのは、小学校

においては総回答1418のうち138（10％）、中学校においては総回答728のうち114（16％）、高

校においては総回答376のうち71（19％）であった。

議論の能力については、小学校、中学校、高校と、学習指導要領の記載が増えていくことから

も推察されるとおり、発達段階に応じて重要度が増していく能力として捉えられていると考えら

れ、学校側の関心もこれに伴って増しているものと見られる。現状のカリキュラムにおいては、

現場の教員が、議論の能力に関する授業を行うための準備や実践に時間を割くことが容易ではな

いことから、今後、弁護士の関与がより重要になる分野であるということができる。
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授業案�　交渉

１	 対象

小学生

２	 獲得目標

小学校では身近な場面を想定して交渉を行ってもらう。交渉を通じて議論の能力の基礎的な部

分を学んでもらう。自分の主張をどのように構成するのが説得的か、円滑に交渉を進めるにはど

のような点（相手の人格を否定するような主張は避ける、相手にあおられずに理性的な態度を心

がける、口喧嘩と議論の違いなど）に配慮すべきか、どのように交渉をまとめるのか、などにつ

いて学んでもらう。

なお、進め方としては、生徒にそれぞれ考えてもらう授業を想定しているが、生徒の人数など

によっては、生徒を複数のグループに分けて実施することも考えられる。時間は1時限を想定し

ている。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

小学校学習指導要領第5章「総合的な学習の時間」第1「目標」において、「探求的な見方・考

え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き

方を考えていくための資質・能力を……育成することを目指す」ことが目標とされている。また、

同第2「各学校において定める目標及び内容」3⑹イなどにおいて、「思考力、判断力、表現力等

については、課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現などの探求的な学習の過程に

おいて発揮され、未知の状況において活用できるものとして身に付けられるようにすること」が、

探求課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力として配慮するものとされている。

そして、小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編（84～85頁）では、考えるための技法

の例と活用の仕方について、「多面的に見る・多角的に見る」、「理由付ける（原因や根拠を見付

ける）」、「見通す（結果を予想する）」、「構造化する」などが記載されている。

このような小学校学習指導要領の内容からすると、児童において、交渉の場面において上記獲

得目標で述べた事項を自ら考えることは、学習指導要領で養うこととされている能力の涵養に資

すると考えられる。

４	 弁護士がこの授業を行う意義

弁護士は業務として紛争解決における示談交渉等を行っており、小学校教員よりも他者と議論
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することに熟知している。この点で、弁護士が授業を行う意義がある。

５	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒児童の反応
指導のポイント

導入　
5分

○みなさんが人にこうしてほしいと思ったとき、ど
うしますか。例えば、何か買って欲しい物があった
とき、お父さんやお母さんにどのようにお願いしま
すか。

⇒お手伝いをするから買って欲
しい、買いたい物があるからお
小遣いを上げて欲しい、勉強を
頑張るから買って欲しい、誕生
日に買って欲しい等。○みなさん、お父さんやお母さんに欲しい物を買っ

てもらうために、色々な手段を考えて、実行してみ
るのではないでしょうか。
○このように、相手と話合いをして、取り決めよう
とすることを「交渉」といいます。今後、みなさん
が生活していく中で、交渉や議論の場面に出会うこ
とはたくさんあるはずです。

日常生活において、様々な場
面で交渉をしている、あるいは
相手に自分の意見を伝える必要
があることに気づかせる。

○今日は、この交渉について、みなさんに考えても
らいます。その際、交渉をするときのポイントや注
意点についてもみなさんに考えていただき、相手と
の交渉を上手く進めるためにはどんなことに気をつ
けるべきかなどについて知ってもらいたいと思いま
す。

展開1　
20分

○【事例1】の内容を読み上げる。
Ａさんは、1か月500円のお小遣いをもらっていますが、お小遣いを1000円に上げ
て欲しいと思っています。
○Ａさんになったとして、500円のお小遣いを1000
円に値上げしてもらうためにどうしますか。
○（少し考えてもらってから）発表してください。

・自分の意見を整理し、根拠を
示して述べることを意識させ
る。
⇒お小遣いを上げて欲しいとだ
け両親に伝える、その理由も伝
える、条件（お手伝いなど）を
付ける等。

○　そのように考えた理由も教えてください（発表
に対して理由も確認する）。

⇒値上げして欲しいのだからそ
れを伝える、理由も言わないと
なぜ値上げして欲しいのかわか
らない、値上げしてもらうため
に自分も何かしないといけない
等。

○では、もし、「値上げはできない」と言われときに、
どのような対応をとったらいいと思いますか。

自分の申し出を断られた場合
の対応について考えてもらう。

○（少し考えてもらってから）発表してください。 ⇒値上げをしない理由を確認す
る、値上げを諦める、その場で
はそれ以上の話合いをせず、持
ち帰って再検討する等。
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◎相手との交渉をうまく進めるためには、相手の立
場も考えてみる必要があります。相手がどうしてそ
のような意見を述べているのか、知ることができる
からです。相手の意見の理由を知ることができれば、
その後の交渉の進め方を考える材料になるからで
す。

交渉を継続するべきか、やめ
るべきか等について、どのよう
な要素をもとに判断するのかと
いう視点ももってもらう。その
ために、さらに相手に働きかけ
を行うべきかどうか等も考えて
もらう。

○さらに、相手の意見の理由を知ることができ、そ
れを取り除くことができる場合には、自分の提案を
受け入れてもらうために、さらに交渉を進めること
ができるかもしれません。

自分の意見を整理構成するだ
けでなく、相手の意見も整理分
析して多角的に事案をみること
で、交渉を円滑に進めることが
できることを考えてもらう。

○一方で、相手の意見の理由を知ることで、それ以
上の交渉が難しいとの判断をすることになるかもし
れません。この場合には、交渉を終了させるのか、
代わりになる代替手段を考えてみることになるでし
ょう。
○値上げできない理由がお家の家計が苦しいという
場合、あなたはどうしますか。

自分も譲歩することなどにつ
いて考えてもらう。

○（少し考えてもらってから）発表してください。 ⇒いくらまで上げられるか聞
く。

○「750円であれば上げてあげる」と言われたらど
うしますか。

⇒「のむ」という答えが多いか。

◎交渉は自分の意見を押し通すだけでなく、相手と
の議論を通じて、双方にとってメリットのある一定
の結論に至ることもある。
○今度は、「値上げは絶対にしません」と怒鳴られ、
怒られてしまった場合はどうしますか。
○（少し考えてもらってから）発表してください。 ⇒先ほどと同じ対応をする、相

手が怒っているので、自分も怒
る、交渉を諦める、相手が冷静
になるのを待つ等。

○相手が怒っている場合、先ほどと同じ対応で上手
くいくのでしょうか。それとも他にも何か考慮しな
ければならないのでしょうか。

ここまで誘導すると、先ほど
と同じでは駄目、自分も怒るの
では駄目など、相手の反応（怒
っていること）にどのように対
応するかの回答が増えると思わ
れる。

◎相手が怒っているからといって、同じように怒っ
てしまうのでは、上手く話は進みません。こちらは
冷静に対応することが大切です。

相手のペースに乗るのではな
く、冷静に対応することも、交
渉を進めるにあたっては大切で
あることを知ってもらう。

これによって、相手は冷静になって、交渉がスムー
ズに進んでいくこともあります。

展開2　
15分

○【事例2】を読み上げる。
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Ｂさんが学級委員を務めるクラスでは、自由時間に校庭を使ってサッカーをする
ことになりました。サッカーをするには、校庭のグラウンドをすべて使わないとでき
ません。ところが、他のクラスでも同じ時間帯に校庭を使ってドッジボールをするこ
とになっていました。
Ｂさんは、学級委員として、ドッジボールをしたいクラスの学級委員と話し合うこ
とになりました。
○Ｂさんになって相手のクラスの学級委員に対し、
どのような申し入れをしますか。

⇒サッカーをするためグラウン
ドを使わせて欲しいとのべる。

○（少し考えてもらってから）発表してください。
○そのような意見を述べた理由を教えて下さい。 ⇒クラスの意向だから。
○あなたは個人的にはグラウンドはみんなで使うべ
きだと思っていたとして、それでも相手のクラスに
伝える意見は変わりませんか。

⇒変わらないという意見が多い
か。

◎交渉を進める上でクラスの代表者であることも考
慮する事項になる。

立場によって意見は変わり得
ることに気づいてもらう。

○グラウンドを全て使いたいという申し入れに対し
て、相手のクラスからはどのような回答が予想され
るでしょうか。

⇒断る、条件が出される（別の
日に今度は自分たちが全部使う
等）。

○（少し考えてもらってから）発表してください。
○断られた場合、どうしますか。 ⇒クラスに持ち帰り妥協点を探

る（相手のクラスと折り合うこ
とができるスポーツに変更す
る）。

○（少し考えてもらって）発表してください。
◎交渉においては、結果を予想しながら、妥協点を
探ることが大事です。

まとめ　
5分

◎まとめとして以下のことを伝える。
・交渉では自分の意見を整理して構成し、理由を付
けて述べることが大切である。
・相手方の感情への配慮も必要である。
・交渉では相手の意見についても分析することが重
要である。
・交渉の結果などを予想しながら意見を構成するこ
とが大切である。
・自分の意見を貫くのか、自分の立場によって意見
の内容や構成なども変わり得る。

関弁連シンポ報告2024決.indd   253関弁連シンポ報告2024決.indd   253 2024/09/13   18:102024/09/13   18:10



- 254 - - 255 -
10 

ワークシート（事例 1） 

 

質問 1 

・お小遣いを 1000 円に値上げしてもらうとしたらどうしますか？ 

・その理由は？ 

 

 

 

 

質問 2 

・「値上げはできない」と断られてしまったらどうしますか？ 

 

 

 

 

質問 3 

・値上げできない理由が「家計が苦しいから」と言われたらどうしますか？ 

 

 

 

 

質問 4 

・「値上げは絶対にしない」と怒鳴られてしまったらどうしますか？ 

（相手がとても怒っている場合には、どうしたらいいでしょうか？） 

 

 

  

11 

ワークシート（事例 2） 

 

質問 1 

・相手のクラスの学級委員に対し、まず、どのような意見を述べますか。 

・そのような意見を述べる理由は何ですか。 

 

 

 

 

質問 2 

・あなたは個人的にはグラウンドはみんなで使うべきだと思っていたとして、それでも相手のク

ラスに伝える意見は変わりませんか。 

 

 

 

 

質問 3 

・グラウンドを全て使いたいという申し入れに対して、相手のクラスからはどのような回答が予

想されるでしょうか。 

 

 

 

 

質問 4 

・相手のクラスに申し入れを断られた場合、どうしますか。 
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質問 4 

・相手のクラスに申し入れを断られた場合、どうしますか。 
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授業案�　事実認定－正当防衛の成否－

１	 対象

中学生

２	 獲得目標

事実を多角的な視点から考察し、意見を出し合って結論に導くプロセスをもって、議論をする

能力を培う。併せて、無罪推定の原則など、刑事裁判の原則について学ぶ機会を持つ。

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領社会編「公民的分野の目標、内容及び内容の取扱い」では、「社会的事象

の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、

現代社会に見られる課題について公正に判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う」ことが目標とされている。上記の資質・能力は様々な職

業や場面で必要とされるものであり、多様化する現代社会においては、相手方当事者の意見を踏

まえて消化したうえで自己の意見を表明するプロセスを経る「議論をする能力」は、必須の能力

であるともいえる。当該能力は、訴訟等において相手方当事者及び事実認定者（裁判官など）に

対し、自らの意見が受容されるよう説得的な説明をすることを業としている弁護士とも深い関連

性を有しており、この点で弁護士が学校教育に参画する意義を持つ。

４	 授業の概要

50分の授業を2コマ使うことを想定している。

授業の展開において、事例検討にあたり生徒を検察官チーム（有罪の弁論・主張を行う）・弁

護人チーム（無罪の弁論・主張を行う）に分ける。チーム内で議論がしやすいように、チーム内

でさらに複数の班に分けてグループディスカッションを行う。例えば、一クラス30人の学級の

場合、検察官チームを15人（一つの班に5人×3）とし、弁護人チームを15人（一つの班に5人

×3）とする方法が想定される。

班ごとのグループディスカッションの支援・助言を行うために、弁護士などの支援員を各班に

一人ずつ配置し、議論の助言等を行う。
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第４章　弁護士による授業案の提案

５	 授業の流れ
1限目
段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

指導のポイント

導入　
20分

◎無罪推定の原則など、刑事裁判のルー
ルについて講義を行う。また、議論をす
るうえで留意する点を講義する。
○下記【事例】の内容を読み上げて、事
例の確認を行う。

議論の前提となる刑事裁判のルールや、
議論が円滑になる方法について、予め生徒
と教師との間で共通理解を設けることで、
円滑な議論の進行が期待できる。

展開1　
30分

○生徒を検察官チーム・弁護人チームの2
グループに分け、グループ内で事案を検
討する（1回目）。

弁護士等の支援員は検討班の議論を補
助し、グループディスカッションの支援・
助言を行う。

○検察官チーム・弁護人チーム間で意見
交換を行う。

グループディスカッションで出た意見
を相手方当事者に発表する。

2限目
展開2　
30分

○再度、グループ内で事案を検討する時
間を設ける（2回目）。

弁護士等の支援員は検討班の議論を補
助し、グループディスカッションの支援・
助言を行う。

○検察官チーム・弁護人チーム間で意見
交換を行う。

展開1において相手方チームから発表さ
れた意見を踏まえ、自らの立場の意見を補
強するため、議論を行う。

○最終弁論を話し合い、発表する。
まとめ　
20分

○チームの立場から離れて、自らが裁判
官だったらどのような判断をするかを発
表してもらう。

検討チームはここで解散をし、自身の立
場から離れた場合にどのような結論を導
くのかを生徒に考えてもらう。割り振られ
た立場に依拠するだけでない、多角的な視
点を養うことが期待できる。
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事例設定

概要

人物Aの被害者Bに対する傷害被告事件について、正当防衛の成否を論ずるものである。

公訴事実

Aは、令和6年2月15日午後7時頃、B宅前路上において、B（当時32歳）に対し、所携のハ

ンマーで同人の頭部等を複数回殴打し、よって同人に加療約2か月を要する頭部打撲等の傷害を

負わせたものである。

罪名及び罰条　傷害　刑法第204条

有罪と無罪を分ける事情（正当防衛の成否　刑法第36条1項）

AがBに対し、危害を加えようと思ってハンマーで殴打していた場合（計画性がある場合）は、

正当防衛が成立しない。よって、Aは有罪となる。反面、計画性があることに合理的な疑いが残

る場合は、正当防衛が成立する。よって、Aは無罪となる。

本授業案では、生徒の理解を容易にするために、「計画性あり＝有罪」、「計画性なし＝無罪」

と単純化したうえで議論を行う。

検察官・弁護人の、それぞれ想定される弁論
検察
Aは、日頃のBの言動・態度に立腹し、事件当日にとうとう我慢ならなくなり、B宅に赴いて
所携のハンマーで殴ろうと思い、それを実行した。
Bを殴ることを計画し、それを実行した。
弁護
AはBと話合いをするためにB宅に赴いたが、Bの言動に恐怖を覚えており、護身用にハン
マーを持っていこうと考えた。B宅に着いたところ、Bが玄関扉から凶器を手にして飛び出し
てきたため、防衛をするために所携のハンマーで殴ってしまった。ハンマーでBを殴ったこと
について計画性なし。

着目する事実

証拠調べの結果、下記の事実が顕出されたものと仮定して、その事実の意味づけや評価につい

て議論を行う。
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第４章　弁護士による授業案の提案

事実 検察官の意味づけ・評価（例） 弁護人の意味づけ評価（例）
①犯行当時、自宅にあった
ハンマーをAは携帯して
いた。

通常は知人宅で話合いをする
ためにハンマーなど所携しな
い。当該ハンマーはBを傷つ
けるためのものであり、計画性
の現れである。

②や⑤などの事情があり、A
はBを警戒し恐怖心を抱いて
いた。自身の身を守るために護
身用としてハンマーを携行し
ていてもおかしくはない。

②Bの家の玄関には包丁
が置いてあり、Aはそれ
を知っていた。

Aは、包丁が置いてあることを
知って敢えてB宅を訪問して
いる。そのうえでとった行動に
は計画性がある。

Aは身の危険を感じているの
で、万が一のための護身の用意
をする必要がある。計画性は存
在しない。

③BはAから40万円ほど
借金をしていた。

金額も大きく、AがBから取
り立てをするためにハンマー
を携行したことがうかがえる。
計画性あり。

借金を返してもらおうとB宅
を訪問したことがうかがえる。
ハンマーを携行していた事実
は、②や⑤の事情からもAの
行動としては不自然ではなく、
計画性はない。

④AからBに対し、「出て
こい」などの言動があっ
た。

Bに危害を加えるためにB宅
を訪問したことを推認させる
事実であり、計画性がある。

③や⑥の事情から、Aがその
ような言動に出ても不自然で
はない。計画性を推認する事情
にはならない。

⑤AはBから身に覚えの
ない因縁をつけられて複
数回怒鳴りつけられたり、
暴力を振るわれたりして
いた。

AがBに対し恨みを持ってい
たことを推認させる事実であ
り、計画性を推認させる事実で
もある。

従前からBの粗暴性をAは知
っており、護身用としてハンマ
ーを携帯することに理由があ
る。ハンマーを携行していた事
実から計画性は推認されない。

⑥事件発生の30分前、B
から借金を返してもらお
うと電話をしたところ、口
論になり、Bから「取りに
来られるものなら、取りに
来いよ。お前なんか、返り
討ちだ。」などと言われた。

AがBの発言に激高して当該
犯行に及んだことを推認させ
る。計画性をうかがわせる事情
となる。

「取りに来い」と言われたため
B宅を訪問しただけであり、そ
の言動の激しさからも、護身用
としてハンマーを携行してB
宅に訪問することはおかしな
ことではない。計画性はない。

⑦AがB宅のインターホ
ンを押して5秒後、Bが玄
関扉を開けてAに詰め寄
ってきた。

AはBの粗暴性を予め知って
いたのだから、Bの行動を予測
できたはずである。その予測が
あるうえで当該犯行に及んで
いることから、積極的にBに
傷害を負わせようと犯行に及
んでいる。計画性がある。

②や⑤の事情がある中でBに
詰め寄られたら自身に危害が
生じると当然思うことから、自
分の身を守るために当該犯行
に至った。計画性はない。

⑧Aが事件の2日前に、「B
のことを許せない。」と言
っていたこと。

Bに恨みを持っていたことを推
認させる事情であり、本件犯行
についても計画性がある。

どの点を許せないのかが明確
でなく、当該事実単独でAの
Bに対する恨みの存在を推認さ
せる力は乏しい。

使用するスライド等は添付のとおり
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第４章　弁護士による授業案の提案
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第４章　弁護士による授業案の提案

授業案�　議論する能力―主張・事実・論拠―

１	 対象

高校生

２	 獲得目標　

・	前提事実と主張と区別するとともに、前提事実から主張へと至る論拠を明示して議論するこ

とができるようになること

・	そうした能力を前提に、多面的・多角的に考察し公正な判断をすることができるようになる

こと

３	 指導要領との関係・本授業案の意義

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］3「内容の取扱い」⑶カエにおいて、

高等学校学習指導要領第2章第3節第2款第1「公共」3内容の取扱い⑶カエにおいて、「裁判員制

度について触れること」との要請がある。特に高校では「司法参加の意義」との関連で触れるこ

ととされているので、単に裁判員制度を知識として教えるだけでなく、刑事裁判で実際に行われ

ている事実認定にまで触れる必要があろう。

他方で、前述したように、中学校学習指導要領の公民的分野においても高等学校学習指導要領

の公民においても、目標として「議論する力」が挙げられている。その際、高等学校学習指導要

領第2章第3節第2款第1「公共」2「内容」BイやCアでは「論拠」という言葉も出てくる。

そこで、刑事裁判における事実認定を扱いつつも、トゥールミン・モデルを参考に、前提事実

と主張を切り分け、さらに前提事実から主張へと展開するための論拠を明らかにすることが何よ

りも大事であることを指摘することによって、議論一般の能力向上につながる授業モデルとして

開発したのが本授業案である。

４	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント等

導入　
15分

○「それってあなたの感想ですよね」という言葉を
聞いたことがあるか。

⇒ある（小学生の流行語ランキ
ング2022年1位）＝ひろゆき氏
の言葉

○事実と感想すなわちその人の考えを切り分けて話
すべきだという議論の大前提を指摘したもの。 事実≠感想・考え・主張

◎「事実」とは「すでにその正しさが確定している
もの」。たとえば、「この被害者は刃物で刺されて出
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血している」のように、観察によって確認すること
ができるのが事実（経験的事実）。他方で、「正しさ
が確定していないもの」が「考え・感想・主張」。
○このことを刑事裁判を例に考えていく。
○日本の刑事裁判では検察官と被告人が当事者とな
る。検察官とは、犯罪の処罰を裁判所に求める権限
を持った国家の機関で訴える側。被告人とは犯罪を
犯したと疑われて訴えられた側。被告人は、国家機
関である検察と争うため、助言者として弁護人を選
任する権利が与えられる。そして、検察官と被告人・
弁護人どちらの主張に理があるかを公平な第三者で
ある裁判官がジャッジするという構造を採ってい
る。しかも現在では裁判員制度が採用されているの
で、皆さんも18歳になったら裁判員として裁判にか
かわる可能性がある。

憲法37条3項「刑事被告人は、
いかなる場合にも、資格を有す
る弁護人を依頼することができ
る。被告人が自らこれを依頼す
ることができないときは、国で
これを附する。」
裁判員の参加する刑事裁判に
関する法律13条「裁判員は、衆
議院議員の選挙権を有する者の
中から、…選任するものとす
る。」○公訴事実1を見せる。

公訴事実「被告人は、8月7日午後7時10分頃、Ａ方住宅に侵入し、Ａが所有する絵画
（時価500万円相当）を窃取したものである。」
○検察官は被告人を訴えたとき、起訴状を作成する
が、そこに犯罪事実として書かれているのが公訴事
実である。これは事実か、考え・主張か。 ⇒事実／主張？
◎起訴の段階ではあくまでも検察官が「被告人がこ
の犯罪を犯した」という主張にすぎない。
○では検察官はどうやって「被告人がこの犯罪を犯
した」と証明するのか。

⇒証拠による

○刑事裁判で有罪とされると被告人はどうなるか。 ⇒刑罰を受ける
○犯罪にもよるが、身体の自由を拘束されたり、場
合によっては死刑となることもある。
◎つまり刑罰は人の自由・身体に重大な侵害を伴う
から、間違っても無実の人を処罰してならない。そ
こで、刑事裁判では、検察官が被告事件は犯罪行為
に該当し、被告人が犯人であることを「合理的な疑
い」を払拭できるところまで証明しなければならな
いとしている。これを検察官に立証責任があると言
う。逆に言えば、弁護人は、有罪であることに「合
理的な疑いの余地が残る」ことを立証すれば、裁判
官は無罪判決を出さなければならない。

刑事訴訟法336条が「被告事
件が罪とならないとき、又は被
告事件について犯罪の証明がな
いときは、判決で無罪の言渡を
しなければならない」と規定し
ているので、無罪判決は、「証
明がない」つまり有罪であるこ
とに「合理的な疑いの余地が残
る」場合も含まれる。

○安心して有罪判決が出せる場合はどのような場合
か。

⇒防犯ビデオに映っている。目
撃証人がいる。

◎被告人の犯行を目撃したという証人の供述を、犯
罪自体を直接証明する証拠という。この場合であれ
ば裁判員になったとしても安心して有罪判決を出せ
よう。この場合は、前提事実が結論と同じことを言
っている（包摂している）場合で、前提事実が正し
いことが証明されればそれだけで結論は正しいとい
うことになる。

22 

○では検察官はどうやって「被告人がこの犯罪を

犯した」と証明するのか。 

○刑事裁判で有罪とされると被告人はどうなるか。

○犯罪にもよるが、身体の自由を拘束されたり、

場合によっては死刑となることもある。 

◎つまり刑罰は人の自由・身体に重大な侵害を伴

うから、間違っても無実の人を処罰してならない。

そこで、刑事裁判では、検察官が被告事件は犯

罪行為に該当し、被告人が犯人であることを「合

理的な疑い」を払拭できるところまで証明しなけれ

ばならないとしている。これを検察官に立証責任

があると言う。逆に言えば、弁護人は、有罪である

ことに「合理的な疑いの余地が残る」ことを立証す

れば、裁判官は無罪判決を出さなければならな

い。 

○安心して有罪判決が出せる場合はどのような場

合か。 

◎被告人の犯行を目撃したという証人の供述を、

犯罪自体を直接証明する証拠という。この場合で

あれば裁判員になったとしても安心して有罪判決

を出せよう。この場合は、前提事実が結論と同じこ

とを言っている（包摂している）場合で、前提事実

が正しいことが証明されればそれだけで結論は正

しいということになる。 

⇒証拠による 

 

⇒刑罰を受ける 

 

 

 

 

刑事訴訟法 336 条が「被告事件が罪と

ならないとき、又は被告事件について犯

罪の証明がないときは、判決で無罪の言

渡をしなければならない」と規定している

ので、無罪判決は、「証明がない」つまり

有罪であることに「合理的な疑いの余地

が残る」場合も含まれる。 

 

⇒防犯ビデオに映っている。目撃証人が

いる。 

       

            

   

前提が結論を包摂 

証拠          主張 

 

信用性 
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第４章　弁護士による授業案の提案

◎しかし、そのような直接証拠のない事件では被告
人を有罪にできないということではない。多くの事
件では、間接的な証拠から推論を含んで結論を導い
ている。推論を含んでいるので、誤っている可能性
は理論上は0とはならない。しかし、「合理的な疑い
の余地」とは、そうした結論に至る蓋然性について
合理的な疑いがあるということであって、理論上の
可能性があったとしても、蓋然性があることに合理
的な疑いがなければ有罪と認定できるということに
なる。ただし、そのためには高度な蓋然性を基礎づ
ける根拠が必要であり、そうした根拠を「論拠」と
呼んでいる。

最決平成19・10・16刑集61
巻7号677頁「刑事裁判におけ
る有罪の認定に当たっては、合
理的な疑いを差し挟む余地のな
い程度の立証が必要である。こ
こに合理的な疑いを差し挟む余
地がないというのは、反対事実
が存在する疑いを全く残さない
場合をいうものではなく、抽象
的な可能性としては反対事実が
存在するとの疑いをいれる余地
があっても、健全な社会常識に
照らして、その疑いに合理性が
ないと一般的に判断される場合
には、有罪認定を可能とする趣
旨である」

◎ただし、刑事裁判の事実認定では先ほど言ったよ
うに無実の者を処罰してはならないという原則があ
るので、「論拠」は日常生活の経験から得られた常
識的な法則である経験則にほぼ限られる。
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◎しかし、そのような直接証拠のない事件では被

告人を有罪にできないということではない。多くの

事件では、間接的な証拠から推論を含んで結論

を導いている。推論を含んでいるので、誤ってい

る可能性は理論上は０とはならない。しかし、「合

理的な疑いの余地」とは、そうした結論に至る蓋

然性ついて合理的な疑いがあるということであっ

て、理論上の可能性があったとしても、蓋然性が

あることに合理的な疑いがなければ有罪と認定で

きるということになる。ただし、そのためには高度な

蓋然性を基礎づける根拠が必要であり、そうした

根拠を「論拠」と呼んでいる。 

◎ただし、刑事裁判の事実認定では先ほど言っ

たように無実の者を処罰してはならないという原則

があるので、「論拠」は日常生活の経験から得られ

た常識的な法則である経験則にほぼ限られる。 

 

○起訴状の窃盗事件で、犯行後に被害者宅付近

で盗まれた品を持って歩いている被告人を見たと

いう目撃者の供述が証拠として出された場合、被

告人が犯行をしたという直接の証拠だろうか。 

○この証拠はどこまでの事実を証明してるか。 

○その事実は「犯行場所・時刻に近接した場所・

時刻に盗まれた物を所持していた者は窃盗犯で

ある」という経験則に基づいて、起訴状記載の事

 最決平成 19・10・16 刑集 61 巻 7 号

677 頁「刑事裁判における有罪の認定に

当たっては、合理的な疑いを差し挟む余

地のない程度の立証が必要である。ここ

に合理的な疑いを差し挟む余地がないと

いうのは、反対事実が存在する疑いを全

く残さない場合をいうものではなく、抽象

的な可能性としては反対事実が存在する

との疑いをいれる余地があっても、健全な

社会常識に照らして、その疑いに合理性

がないと一般的に判断される場合には、

有罪認定を可能とする趣旨である」 

 

 

         

            

⇒直接の証拠とは言えない。 

⇒犯行後に盗まれた物を被告人が持って

いたという事実 

 

 

推論を含む 

証拠           主張 

 

信用性   論拠（経験則） 

○起訴状の窃盗事件で、犯行後に被害者宅付近で盗
まれた品を持って歩いている被告人を見たという目
撃者の供述が証拠として出された場合、被告人が犯
行をしたという直接の証拠だろうか。 ⇒直接の証拠とは言えない。
○この証拠はどこまでの事実を証明しているか。 ⇒犯行後に盗まれた物を被告人

が持っていたという事実○その事実は「犯行場所・時刻に近接した場所・時
刻に盗まれた物を所持していた者は窃盗犯である」
という経験則に基づいて、起訴状記載の事実を被告
人が行ったということをかなり高い蓋然性で推測さ
せる。
○では逆に被告人・弁護人側としては、被告人が窃
盗犯ではないというためにはどのような活動を行え
ば良いか。

⇒アリバイを主張する・目撃供
述の信用性を争う。

○「被告人にはアリバイがある」ということを前提
に「被告人は犯人ではない」と主張する場合、その
前提は「被告人は犯行時刻に犯行現場にいたはずは
ない」ということを意味するから「被告人は犯人で
はない」という結論を包摂している。従って、ここ
では前提が正しいことが証明されれば、論拠抜きで
結論は正しいということになる。
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○しかし、先ほど言ったように、被告人側は完全に
無実であることを立証する必要はなく、検察側の立
証に合理的な疑いがあることを立証すれば足りる。
まず、前提である目撃供述の信用性を争うことが考
えられる。例えば、見たときの距離や角度、明るさ
などを問題として、見間違いの可能性を指摘するこ
とが可能だろう。さらに、時刻や場所がどの程度離
れていたのかを問題にすることで、論拠の蓋然性の
高さを下げ、それに加えて第三者から預かった・譲
り受けたなどの反証をすることで論拠に反論するこ
とが考えられる。
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実を被告人が行ったということをかなり高い蓋然
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前提は「被告人は犯行時刻に犯行現場にいたは

ずはない」ということを意味するから「被告人は犯

人ではない」という結論を包摂している。従って、

ここでは前提が正しいことが証明されれば、論拠

抜きで結論は正しいということになる。 

○しかし、先ほど言ったように、被告人側は完全

に無実であることを立証する必要はなく、検察側

の立証に合理的な疑いがあることを立証すれば

足りる。まず、前提である目撃供述の信用性を争

うことが考えられる。例えば、見たときの距離や角

度、明るさなどを問題として、見間違いの可能性

を指摘することが可能だろう。さらに、時刻や場所

がどの程度離れていたのかを問題にすることで、

論拠の蓋然性の高さを下げ、それに加えて第三

者から預かった・譲り受けたなどの反証をすること

で論拠に反論することが考えられる。 

 

 

⇒アリバイを主張する・目撃供述の信用

性を争う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推論を含む 

証拠           主張 

 

信用性   論拠（経験則） 

 

反証（合理的な疑い） 

展開1　
15分

○公訴事実2を見せる。
被告人は、8月7日午後7時10分頃、父親から殴られたことに腹を立て、父親を殺
害する目的で近所の雑貨屋で飛び出しナイフを購入し、翌日午前0時10分ころ、同人
宅において、父親に対し、殺意をもって、その左胸部をナイフ（刃体の長さ約20セ
ンチメートル）で1回突き刺し、よって、そのころ、同所において、同人を心臓損傷
及び大動脈損傷による失血により死亡させて殺害したものである。
○次の証拠を見て、この公訴事実をどのように証明
しようとしているのか5分程度で考える。
① 階下の老人の供述
午前0時頃、2階で「殺してやる」という叫び声と誰かが床に倒れる音を聞き、急い
で部屋の入り口まで行って、ドアを空けたところ、被告人がアパートから走り去るの
を見た。
② 近所の中古品店店主の供述
午後8時頃、被告人が店に来て、店に置いてあったナイフを買っていった。このナ
イフは非常に形が珍しかったので、被害者の胸に刺さっていたものと同じもので間
違いない。
○①の証言が証明できる事実はどのようなものか。 ⇒被告人が犯行直後に現場から

逃げたという事実
○ここから被告人が犯行を犯した犯人であると推論
する論拠は何か。

⇒犯行直後に犯行現場から逃げ
た者が犯人である蓋然性が高い

◎「犯行直後に犯行現場から逃げた者が犯人である
蓋然性が高い」という経験則が論拠となる。
○①の証言が証明できる事実はどのようなものか。 ⇒被告人の持ち物が凶器に使わ

れたという事実
○被告人が犯人であると推論する論拠は何か。 ⇒凶器の持主が犯人である蓋然

性が高い
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展開2　
15分

○次に、被告人の供述を読んで、弁護人として反論・
反証を5分程度で考える。
父親と二人暮らし。父親は建設業で働いているが、帰ってくると毎日酒を飲んでは
酔っ払って私に暴力を振るってくる。その日も、7時頃に私に暴力を振るってきたの
で、私も腹が立って「いつか殺してやるぞ」といいながら外に出た。もちろんいつも
のことなので殺すつもりなんかなかった。父親はそのうち酔っ払って寝てしまうの
が常なので、それまで時間をつぶすつもりだった。近所の雑貨店にいくと珍しい飛び
出しナイフがあったので思わず買ってしまった。その後、映画館に行って映画を見て
帰ってきたが、途中でナイフは落としてしまった。帰ってきたのは午前1時頃で、警
察が来ていたのでビックリした。そのとき初めて父親が殺されたことを知った。私は、
10時から0時まで映画を見ていた。映画の半券は捨ててしまった。映画館で知り合い
にあったということもない。
○では発表してください（出てきた順に検討）。
⇒①階下の老人の証言の信用性を争う。
○どのような点を争うか。 ⇒本当に2階の物音が聞こえた

のか、逃げていくのは本当に被
告人だったのか。

⇒②雑貨店店主の証言を争う。
○どのような点を争いますか。 ⇒そのナイフは本当に珍しいの

か、他に入荷したことはなかっ
たのか。

◎証言者に対して弁護人の立場から事情を聞くと言
うことが大事である。そうすると供述調書に対して
は弁護人から尋問することはできないから、証人に
は法廷に来てもらって、議論する、すなわち反対尋
問をすることが重要となる。こうしたことから、原
則として証言者は裁判所に来てもらって証言すると
ともに、被告人・弁護人には反対尋問をする権利が
認められている。

憲法 37条2項「刑事被告人は、
すべての証人に対して審問する
機会を充分に与へられ、又、公費
で自己のために強制的手続によ
り証人を求める権利を有する。」 

○その他、反証として、同種のナイフを売っている
店を見つけて、そのナイフを証拠として提出して、
被告人の購入したナイフとは限らないことを立証す
ることなどが考えられる。

映画「12人の怒れる男」を下
敷きにしている。一部ネタバレ
を含んでいるが、授業の後に全
員で鑑賞しても十分に楽しめる。

まとめ　
5分

◎私たちが一般的にしている議論の多くは、ある事
実を前提にしてそこから自分が蓋然性があると考え
る結論を導くというものである。つまり、前提と結
論との間に推論を含んだ一種の飛躍がある。しかし、
逆に飛躍があるからこそ、発展的な議論が可能にな
る。ただし、蓋然性があるということは反面不確か
であるということであり、つまりその結論は主張に
すぎない。従って、その主張が正しいというために
は、その蓋然性を基礎付ける論拠を示す必要がある。
このような議論のモデルを唱えたのが、スティー
ブン・トゥールミンというイギリスの分析哲学者で
あった。

多くの科学的発見はこのよう
なものであったことを紹介す
る。例えば、ニュートンはリン
ゴを落ちるのを見て万有引力を
発見したと言われているが、そ
の論拠としては、ケプラーの天
体運動の法則などを基にしてい
た。ただし、科学的議論の場合
は、論拠の多くは仮説であるこ
とが多く、論拠の裏付けがさら
に必要になる。そのケプラーの
法則の裏付けとしては、天体観
測のデータなどがあった。

関弁連シンポ報告2024決.indd   267関弁連シンポ報告2024決.indd   267 2024/09/13   18:102024/09/13   18:10



- 268 - - 269 -

事実認定との違いは、前提となるのが最初から事
実であり、その信用性を吟味する必要性がない（あ
るいは少ない）ことと、論拠の裏付けが要求される
ので、裏付けと論拠双方に対する反証が可能だとい
うことである。
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○その他、反証として、同種のナイフを売っている

店を見つけて、そのナイフを証拠として提出して、

被告人の購入したナイフとは限らないことを立証

することなどが考えられる。 

 映画「12 人の怒れる男」を下敷きにして

いる。一部ネタバレを含んでいるが、授業

の後に全員で鑑賞しても十分に楽しめ

る。 
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◎私たちが一般的にしている議論の多くは、ある

事実を前提にしてそこから自分が蓋然性があると

考える結論を導くというものである。つまり、前提と

結論との間に推論を含んだ一種の飛躍がある。し

かし、逆に飛躍があるからこそ、発展的な議論が

可能になる。ただし、蓋然性があるということは反

面不確かであるということであり、つまりその結論

は主張にすぎない。従って、その主張が正しいと

いうためには、その蓋然性を基礎付ける論拠を示

す必要がある。 

このような議論のモデルを唱えたのが、スティー

ブン・トゥールミンというイギリスの分析哲学者であ

った。 

事実認定との違いは、前提となるのが最初から

事実であり、その信用性を吟味する必要性がない

（あるいは少ない）ことと、論拠の裏付けが要求さ

れるので、裏付けと論拠双方に対する反証が可

能だということである。 

 我々が議論をする際、事実と主張がごっちゃに

なっていたり、事実から主張を導く論拠が明示さ

れないということがある。しかし、それではせっかく

 

 

多くの科学的発見はこのようなものであ

ったことを紹介する。例えば、ニュートンは

リンゴを落ちるのを見て万有引力を発見し

たと言われているが、その論拠としては、

ケプラーの天体運動の法則などを基にし

ていた。ただし、科学的議論の場合は、

論拠の多くは仮説であることが多く、論拠

の裏付けがさらに必要になる。そのケプラ

ーの法則の裏付けとしては、天体観測の

データなどがあった。 

 

 

推論を含む 

証拠           主張 

 

論拠（仮説） 

反証 

裏付け 

我々が議論をする際、事実と主張がごっちゃにな
っていたり、事実から主張を導く論拠が明示されな
いということがある。しかし、それではせっかくの
議論もかみあわないまま終わってしまうことになり
かねない。まず前提事実と主張を切り分け、前提事
実から主張を繋げる論拠を明確にして議論すること
を心掛けよう。
「それってあなたの感想ですよね」という言葉を
事実と主張を切り分ける意味で使うのは大いに結構
であるが、議論を断ち切るために使うという例も見
られるようである。それでは、議論によって新しい
発展をする機会を失うことになってしまう。
本日学んだことを活かして大いに議論をしてみて
ください。
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第４章　弁護士による授業案の提案

授業案�　対立と合意、効率と公正

１	 対象

中学生

２	 獲得目標　

紛争解決手続としての「対立と合意」及び「公正」、並びに、紛争解決基準としての「効率と公

正」という考え方を理解する。状況の変化に応じてルールを作る（又は作り変える）及び配分方

法を検討するという柔軟な思考を身に付けた上で、紛争解決技能としての「問題の整理」「よく

聴き、よく伝える」という技能を使いこなしながら、自分とは意見を異にする他者とコミュニケー

ションをとって望ましいルールについての合意を形成する。

ルール作りや配分方法を検討する体験を通じてルールを身近なものと感じることで、ルールに

対する肯定的・動態的・主体的な認識を形成し、公共的な事柄に参加する民主主義の精神と、自

分たちが作ったルールを積極的に守ろうとする規範意識を育む。

３	 指導要領との関係

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ａ「私たちと現代社会」

⑵「現代社会をとらえる枠組み」は、「対立と合意、効率と公正などに着目して、課題を解決し

たりする活動を通じて、次の事項を身に付けることができるよう指導する」として、ア知識に関

して、「ア現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして、対立と合意、効率と公正などに

ついて理解すること、イ人間は本来社会的動物であることを基に、個人の尊厳について理解する

こと」を、イ思考力・判断力・表現力に関して、「ア社会生活における物事の決定の仕方、きま

りの役割について多面的・多角的に考察し、表現すること」を求めている。

４	 弁護士が授業を行う意味

弁護士は、実務家として法律というルールに携わるとともに、その法律がどのような社会問題

を解決するために制定されているかも深く理解している。したがって、紛争解決のゴールを見据

えながら、ルールや配分方法の検討過程で必要な視点を生徒に提供することが可能である。

５	 授業の流れ

段階　
時間

教師の主な発問・指示
学習内容

生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○5⼈組の班を作る。 ★クラスの⼈数によっては、⽣徒会役を抜
いて、4⼈組の班にしてもよい。
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○⽣徒会、サッカー部、野球部、卓球部、
eスポーツ部の役割分担を決める。【ワー
クシートを配布】

★ここでは授業の途中で班分け、役割分担
を⾏っているが、実際の授業では、事前に
行っていてもよい。

展開1　
10分

○概要を朗読する ★現在の予算配分もよく頭にいれること。
○eスポーツ部の新設により、予算を巡
ってクラブ間で紛争が起きたことを理解
する（WS1①）。

★対立の状況を理解する。
★このとき、法がなかったらどうなるかを
具体的に考えさせることで、「法」に対す
る否定的認識を肯定的認識（「法」がある
ことで、幸福・豊かに暮らせること）へと
転換させる。

○紛争解決の⼿続としてのルール作り＝
⼿続を尽くした話合いの結果、合意がま
とまれば、対⽴が解消されて、紛争が解
決することを理解する（WS1②）。

★また、ルールを「作る」という点を強調
して、「法」に対する静態的・受動的認識
を動態的・主体的認識（「法」は⾃ら作り、
作り変えることができること）へと転換さ
せる。

○関係者全員が⼿続に参加して、⼗分に
話し合うことが重要であることに気づく。

★紛争解決⼿続における「公正」＝⼿続的
正義

展開2　
10分

○紛争解決の技能として、問題の状況を
整理する（WS1③）。

★いきなりロールプレイに移行すると、う
まく参加できない⽣徒が出てくるので、⼀
⼈で考えを整理するための時間をとるこ
とは重要。

○⾃分の担当するクラブがどれくらいの
予 算 が必 要 か理 由 とともに考 える
（WS2）。

★その上で、2時間授業で実施する等時間
が許すのであれば、この段階で⼀度、例え
ば、サッカー部ならサッカー部役の⽣徒全
員が集まるというように、同じ役割同⼠で
集まって作戦会議をする時間をとるとロ
ールプレイ時の発言が苦手な⽣徒へのフ
ォローになる。

展開3　
20分

○各役割を持つ⽣徒を1名ずつ集めた班
を作って、どの部活が、どの程度の予算
を使うことが適切か、紛争解決の技能と
しての「よく聴き、よく伝える」という
技能を使いこなしながら、話し合う
（WS3）。

★各班に各役割を1名ずつ配置すること
で、傍観者をなくして、⽣徒に積極的な参
加をさせることができる。

○班ごとに討論の結果合意した予算配分
や、配分のためのルールと理由・ポイン
トを発表する。

★時間がなければ、机間巡回の結果を踏ま
えて、教員の側で発表する班を指名する。
★理由については、箇条書きで答えさせる
とよい。

○紛争解決の基準として、効率と公正（平
等）について理解する。

★⽣徒の発表の中から、教員の側で、「効
率と公正」に関してポイントとなる回答を
指摘し、よいルール、すなわち効率的なル
ールになっているか、本当に公正（平等）
なルールになっているかを問い直す。
★適当な答えがない場合に備えて、教員の
側で、⽣徒への質問や生徒会の予算も検討
しておく。
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★「効率」とは、お金や時間といった有限
な資源についての配分が無駄のないよう
になっていることをいう。
★「平等」とは、同じものは同じように扱
い、違うものはその違いの程度に応じて違
うように扱うことをいう。具体的には、必
要性、貢献度、能⼒の違いに応じて違う扱
いをすることである。
★【概要】にあるように、eスポーツ部が
活動の性質上大きな予算を必要とする点
を契機に、「平等」の議論をスムーズに展
開できる。
★2時間授業で実施する等時間が許すので
あれば、この段階まで進んだ後に、再度、
班ごとにわかれて「効率と公正（平等）」
を意識した予算の配分のルールを作らせ
ると学習効果が⾼まる。

まとめ　
5分

○ワークシートまとめに本時の学習事項
を記入してまとめる（WSまとめ）。

★ルールが必要なのは、幸福・豊かに暮ら
すため。
★「対立」状態は、「⼿続を尽くした公正
な話合いによる合意」が成立すれば解消さ
れて、「紛争の解決」につながることを理
解する。
★紛争解決の基準（内容）として、「効率」
的かつ「公正（平等）」なルールになって
いるか点検。
★「効率」とは、時間やお金という有限な
資源についての配分が無駄のないように
なっていること。
★「平等」とは、同じものは同じように扱
い、違うものはその違いの程度に応じて違
うように扱うこと。

【概要】

１　はじめに

みなさん、こんにちは。私は○○中学校の生徒会の役員です。

私たちの中学校では、来年度から新しくeスポーツ（コンピューターゲームをスポーツ競技と

してとらえたもの）部ができました。そのため、eスポーツ部が活動するための部費を学校側か

ら支給しなければなりません。しかし、現時点では今年までと予算の総額は変わっておらず、e

スポーツ部に部費を支給するためには、他の部活動の部費を削るか、新たな予算を獲得する等、

何らかの対応を考えなければなりません。
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私たち生徒会は、部費について各部活の代表者と話し合って意見を調整し、来年度の各部活の

部費を決定する役割になっています。

今回の授業では、みなさんに協力していただき、どの部活も納得できる部費の配分を考えたい

と思っています。

２　部費について

○○中学校では学校全体の予算のうち、100万円が各部の部費に割り当てられてきました。

昨年度までは、サッカー部に60万円、野球部に30万円、卓球部に10万円が割り当てられてき

ました。

○○中学校は公立の中学校であり、学校の予算を使う場合の上限は100万円となります。

なお、これまで、臨時の部費が必要になった場合や学校からの部費だけで活動を行うのに足り

ない場合は、同窓会から寄付を募ったり、保護者から追加部費の徴収をしたり、企業スポンサー

から協賛金又は広告費を集めたりしていました。

このような状況のなか、新設されたeスポーツ部の部費について、学校の予算を各部にいくら

配分すればよいか考えてください。

３　○○中学校の各部活について

⑴	 サッカー部について

県内屈指の強豪チームです。練習がとても厳しいため、部員は全部で20人です。夏の大会は毎

年のように全国大会に出ており、全国各地に遠征に行きます。県外遠征のたびにバスを手配する

関係で費用が掛かっており、毎年学校から割り当てられる部費だけでは足りません。例年保護者

から、1年あたり3万円程度の臨時部費を徴収しています。一部保護者からは臨時の部活動費の

負担が大きい、県内の試合会場への送り迎えが大変という意見が出ています。サッカーボール等

の備品や、試合中の飲料、テーピング等の医療キットの補充等毎年購入する必要があり、例年備

品費で10万円程度かかっています。卒業生には現役プロ選手が多数います。

⑵	 野球部

部員は全部で35名います。かつて、全国大会に出場したこともありますが、ここ数年は県大会

の１回戦負けが続いています。部としては「県大会1回戦突破」「野球を楽しむこと」をモットー

に、毎日和気あいあいと練習、試合に取り組んでおり、部員や部をサポートする教職員・保護者

との関係は良好です。グローブやバット、練習用のユニフォーム等は入部の際に生徒に購入して
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もらうため、部活として購入する備品は少なく、年間２万円程度が備品費として消費されます。

なお、大会を勝ち進んだり、遠方に練習試合に行ったりすることがないため、部活動そのもので

使う部費は学校から割り当てられる予算内ですが、部員間や担当の交流を深めるため、毎年校庭

でバーベキューを実施しており、バーベキューの費用が５万円ほどかかり、ほとんど使い切る状

態です。

⑶	 卓球部

卓球部は、創部以来入部希望者も少なく常に廃部寸前の状況が続いていましたが、昨年小さい

ころから全国的にも注目されていた卓球少女が入部したため、昨年、今年と入部希望者が多数出

て、今では20名の部員がいます。もっとも、卓球少女を除いて、中学校から卓球を始めた生徒が

多く、団体戦は市町村大会で敗退し、県大会には出場できないのが現状です。もっとも、卓球少

女はシングルで全国大会に出場し、昨年の夏の大会は優勝、今年は準優勝で、オリンピックの強

化指定選手にもなっています。卓球台などは学校の備え付けのものがあり、ラケットやボール等

の用具は基本的に個人で準備してもらっている関係で、部費から備品関係の支出はほとんどあり

ません。ただ、卓球少女の全国大会や強化試合の遠征費等は部費から捻出することはできておら

ず、約20万円が個人の負担となっています。

⑷	 eスポーツ部

来年度新設される新しい部です。現時点では在校生を中心に10名の部員予定者がいます。近

年のeスポーツ人気の向上に伴い、新入生の入部が15名以上見込まれます。部室自体は、学校の

空き部屋を使うことになります。もっとも、PCやゲーミングチェア等の備品は、初年度の来年

度に購入する必要があり、当初50万円の支出が見込まれます。その後も、毎年、コンピューター

ゲームの購入費用やメンテナンス費用等年間で最低でも10万円はかかる見込みです。試合など

はオンラインで行われることも多く、全国大会等大きな大会以外には旅費がかからないことも多

いです。現時点では各種大会に参加予定ですが、大会参加費は、大会ごとにかかります。

４　○○中学校について

○○中学校の全校生徒は150人です。関東にある都県にある公立中学校です。校庭、体育館、

プール、部室等、運動部が活動するのに十分な設備は整っています。校庭はサッカーコートと野

球コートそれぞれ1面ずつとれます。
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【ワークシート 1】 

① 〇〇中学校で起こっている問題を整理しましょう。 

 

 

 

 

② ①を解決するためにはどのような方法がよいか考えましょう。 

 

 

 

 

③次の表を完成させて、問題の状況を整理しましょう。 

部活名 予算増額の事情 予算減額の事情 外部予算獲得の可能性 

サッカー    

野球    

卓球    

e スポーツ    

 

  

36 

【ワークシート 2】 

あなたは、自分が所属する部の代表者として、予算調整会議に出席することになりました。あ

なたが所属する部は、学校からの部費の割り当て部費をいくらにしてもらいたいと提案しますか。

あなたが所属する部以外の部の人たちにも納得してもらえるように、その金額の部費を提案した

理由も考えましょう。 

生徒会役の人は、それぞれの部費をいくらにすべきか、その理由についても考えましょう。 

〇予算額 

                  円 

〇上記金額を提案する理由 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 
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【ワークシート 2】 

あなたは、自分が所属する部の代表者として、予算調整会議に出席することになりました。あ

なたが所属する部は、学校からの部費の割り当て部費をいくらにしてもらいたいと提案しますか。

あなたが所属する部以外の部の人たちにも納得してもらえるように、その金額の部費を提案した

理由も考えましょう。 
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関弁連シンポ報告2024決.indd   275関弁連シンポ報告2024決.indd   275 2024/09/13   18:102024/09/13   18:10



- 276 - - 277 -
37 

【ワークシート 3】 

予算配分について話し合いましょう。話合いによって決まった部費の額を記入しましょう。こ

の金額になった理由についても併せて記入しましよう。 

合意ができた場合には、その証として、各部の代表者が署名押印しましょう。 

部活名 金額 理由 

サッカー部   

野球部   

卓球部   

e スポーツ部   

 

サッカー部代表  

 氏名              ㊞ 

野球部代表 

 氏名              ㊞ 

卓球部代表 

 氏名              ㊞ 

e スポーツ部代表 

 氏名              ㊞ 

生徒会代表  

 氏名              ㊞ 
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37 

【ワークシート 3】 

予算配分について話し合いましょう。話合いによって決まった部費の額を記入しましょう。こ

の金額になった理由についても併せて記入しましよう。 

合意ができた場合には、その証として、各部の代表者が署名押印しましょう。 

部活名 金額 理由 

サッカー部   

野球部   

卓球部   

e スポーツ部   

 

サッカー部代表  

 氏名              ㊞ 

野球部代表 

 氏名              ㊞ 

卓球部代表 

 氏名              ㊞ 

e スポーツ部代表 

 氏名              ㊞ 

生徒会代表  

 氏名              ㊞ 

第11節　非行予防

第１	 まえがき

少年犯罪が減少傾向にあるとはいえ、現在でも、児童生徒の非行、犯罪は大きな問題である。

弁護士が、少年事件において、弁護人や付添人として未成年者と相対するときには、大人による

未然防止の取り組みの必要性を感じることもある。まずは家庭における適切な養育が必要なこと

はもちろんではあるが、少年によって環境は様々であることも踏まえると、学校において、非行

防止・犯罪防止の取り組みを実施することも重要である。

また、いわゆる、傷害や窃盗といった犯罪だけでなく、いじめ等で行われている金員に関する

トラブル、SNSに関するトラブル、ネットに関するトラブル、盗撮・SNS加工等性被害に関する

トラブルなど新しい分野の非行や犯罪も生じており、非行はどの児童生徒にとっても身近な問題

である。

非行予防・犯罪予防の授業を通じて、被害者や被疑者の人権を考え、刑事司法手続きの流れを

知ることで権利と責任について思考を深めることが本テーマの目的である。

第２	 本テーマと学習指導要領・生徒指導提要の関係

生徒指導提要第Ⅱ部、第5章「暴力行為」では、暴力行為の未然防止の項目において、道徳科

や特別活動の時間と関連を図り、教職員が暴力や非行をテーマにした授業を行うことに加え、外

部講師を招いて行うことが考えられるとされている。また、暴力行為の未然防止教育を行う外部

講師の例の一つに、弁護士が挙げられている（生徒指導提要第Ⅱ部、第5章5.4 . 2参照）。生徒指

導提要第Ⅰ部、第2章第2.3「道徳科を要とした道徳教育における生徒指導」において、児童生徒

が現実の困難な問題に主体的に対処できる実効性ある力を身に付ける上で、道徳教育が大きな役

割を果たすことに期待がもたれるとされている。暴力行為は非行の一つであり、もっとも身近な

非行であるといえる。非行予防の授業を行うことは、暴力行為の未然防止にもつながるものと思

われる。

高校における道徳教育は、公民科における公共並びに倫理、特別活動が中核的な指導の場面と

されており、道徳教育と生徒指導を相互に関連させることが重要としている。

学習指導要領との関係でも、小学校では、道徳における、「善悪の判断、自律、自由と責任」「規

則の尊重」の項目に関連し（小学校学習指導要領第3章、第2）、中学校では、「法やきまりの意義
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を理解し、遵守するとともに、自他の権利を重んじ義務を確実に果たして、社会の秩序と規律を

高めるように努める（中学校学習指導要領第3章、第2、4）とされている。非行予防を学ぶことは、

やっていいことと悪いこと、また自分の行為により周囲にどのような影響を生じさせてしまうの

かという点を学ぶことでもあり、まさに善悪の判断の能力を育成することにつながる。また、非

行に対するどのような責任がふさわしいかを考えることで、自らの行為に責任感を持つことを意

識することにもつながる。さらに、行為に対する責任を考えることで、法の意義や法を遵守する

必要性を理解することにもつながる。このようなことから、道徳科の中で、非行予防授業を行う

ことが考えられる。高校でも、前述のように生徒指導提要との関連から、公共や倫理、特別活動

の時間と関連して本授業を実施することが考えられる。

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義　

１	 現行の非行予防関連授業

文部科学省では、子ども達に社会のルールや自分の行動に責任を持つこと等の規範意識の醸成

を図るとともに、犯罪に巻き込まれないようなスキル等を育成するためとして、警察庁や関係機

関と連携しながら行う「非行防止教室等プログラム事例集」を平成17年1月に作成している。

同事例集では、学校内外において非行防止の推進に努めるとともに、少年の犯罪被害の実情に

鑑み、犯罪被害防止についてもあわせて取り上げ、非行防止教室等に関わる先進的な取組事例を

収集して紹介し、その実施の際の計画・指導上のポイント等がまとめられている。同事例集の前

書き部分には「各教育委員会や学校においては、関係機関と連携しつつ、各学校内外で様々な非

行防止教室等が開催されるよう、本事例集を効果的に活用」することが前提とされている

また、同月付けで発出されている法務省「再犯防止白書」には、各学校に対して、警察官等を

外部講師として招き、非行事例等について児童生徒に直接語ることにより、犯罪についての正し

い理解を図る「非行防止教室」や、中学生・高校生を対象に、犯罪被害者等への配慮や協力への

意識のかん養を図る犯罪被害者等による講演会「命の大切さを学ぶ教室」の実施を促している状

況があるとの記載がある。

両者を併せて読めば、警察署や警察官が主要な「関連機関」として想定されており、非行防止

授業としては警察署が主導して行っている現状があるものと推測される。都道府県警察のホーム

ページをみると、各々が行っている非行防止教室の様子が載せられていることも多い。

２	 弁護士による非行予防授業

昨今、各種の報道では、今般の少年事件の凶悪性がことさらに強調され、被害者側の救済とい
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う内容に重点を置いたものが多い。犯罪を未然に防止するためには、犯罪の悲惨さ、非道さ、被

害者の受けるダメージの大きさといった側面を伝えていくことは重要である。そのため、事件現

場に一番近い警察によって非行予防授業が行われていることも説得的ではある。

しかし、現実に少年事件を起こす少年らは、生活上、本人の資質上などに様々な問題を抱えて

おり、事件の当事者である少年らがどのような環境に置かれていたか、どのような経緯で非行に

陥ったかの分析も必要である。また、少年が犯罪を行った後どのような手続を経て、どのような

処遇を受け、更生に向かうのかについて知ることで、少年事件の再発を防ぐにはどうしたらいい

のか、少年が健全に成長するためには何が必要なのかを考えることで、非行を予防することにつ

ながる。少年事件に携わった経験のある弁護士は、自身の経験に基づいて「少年非行」における

少年の背景や更生に向けた取組みについて解説することが可能である。また、少年非行や少年事

件の手続の流れについて、法律に基づいた正確な知識も伝えることができ、弁護士による非行予

防授業の意義や必要性は十分認められる。

そこで、警察だけ、弁護士だけ、という形の非行防止授業ではなく、同一の機会ではないとし

ても、両者からの授業をうけることが非行予防の両輪となり、効果を発するものと考える。今後

の非行予防授業の在り方については検討を重ねる余地が多分にある。

３	 期待される非行予防授業について

上記のとおり、少年事件の実情を客観的に説明する必要があり、少年事件にかかわる者から少

年事件を多面的に見て、検討していく必要がある。例えば、少年審判に至る法的手続きを知るな

かで、少年審判にも被害者参加の制度が一部認められていることなどを説明するなど、加害者と

被害者の両面からの説明をすることが有益と考える。誰もが被害者にも加害者にもなりうるとい

うことを出発点に、非行を予防するためには少年のどの段階でどのような働きかけができるかと

いうことを授業内で児童生徒とともに検討していくというものが考えられる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

学校等に実施したアンケートでは、実際に、学校が弁護士と連携して行った授業のうち、非行

予防・犯罪予防について実施したという回答は、小学校では0％、中学校では3％（5校）、高校

では3％（2校）であり、少なかった。

他方、学校が興味がある弁護士と連携する授業内容のアンケートにおいては、全体の35％が非

行予防・犯罪予防に興味があるとし、小学校で34％、中学校で42％、高校で26％とそれぞれ学

校現場が本テーマでの弁護士との連携に興味があることがうかがえる。
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弁護士以外の外部機関が行った授業内容についてのアンケートでは、薬物乱用防止や非行防止

について、警察等と連携している旨の回答が多数あった。

非行予防・犯罪予防の授業においても、弁護士との連携に興味を持ちながらも、前述したよう

に、現状、警察等との連携が浸透していると読み取れる。

また、弁護士会に実施したアンケートからは、これまで実際に実施された弁護士と連携した授

業のうち、犯罪予防・非行予防の授業が実施された授業は、83回であった。実施授業全体の2.3％

ではあるが、決して小さい数字ではない。また、今後学校教育に関わりたいと思う分野について

の委員会への照会では、18委員会が本分野を挙げており、委員会側の関心は高い様子が見て取れ

る。弁護士側は、本テーマに対して、低くない関心を寄せている。

第５	 非行予防授業の対象

上記のとおり、非行予防授業では、典型的には少年事件の手続きの流れを説明することになる。

そのための前提として、成人の刑事裁判手続きを知っておくことが理解を深めるうえで有益であ

る。そうすると、本節で紹介する少年事件の手続きの流れを説明する授業案は、法的手続きに関

する説明の部分も多く小学生に対してはやや難解な部分もあろう。本節の授業案を小学校で使用

する場合には、法的手続きに関する説明部分を簡略にするなど、年齢に応じたアレンジや工夫が

必要であると考えられる。 

第６	 身に付けてもらいたい能力

少年事件を取り上げることで、非行が自身にとっても身近な問題であることを理解してもらい、

その背景や非行少年をとりまく環境を多方面から考察し非行を予防するためにはどうすればよ

いか、非行が行われた場合にどのような流れとなるのかを理解し、日本における刑事司法の全体

像について理解させる。
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授業案�　少年審判
１	 対象

中学生

２	 授業の概要

少年事件の法的手続きの概略を説明したうえで、具体的な事案を検討する。まずは事案に対し

て出された審判を読み、その審判から事件を振り返り、事件の客観的な事実に加えて、事件の背

景事情から少年が犯行に及んだ経緯を検討する。そこから、少年が更生するにはどうすればよい

か、すなわちどのような働きかけが必要かを考える。

３	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入
（5分）

○自己紹介や、仕事の内容を紹介しつつ、
刑事事件や少年事件について触れる。

生徒に「弁護士の仕事ってどんなものが
ある？」と聞くと、刑事事件に関する回答
が多いため、積極的に利用する。

手続き
説明
（5分）

○逮捕・交流の流れや、少年事件と成人
事件で手続きの異なる点を説明。資料3を
配布して、必要な条文について説明する。
◎少年事件の理念などを説明

淡々と説明すると飽きてしまうので、異
なる部分を絞って端的に説明する。

設題
検討

（10分）

○資料1を配布し、第1から第5の言い分
を確認し、事件の内容を把握してもらう。
○この時間内で、配布した資料1の読み込
みを行う。

本人の言い分を言い訳ととらえて軽視
する傾向があるので、処分を決めるうえで
どのような意味を持つのかを考えられる
ように注意する。また、被害者の言い分に
だけ偏ることがないように注意する。

検討前
の説明
（5分）

○資料2を配布し、審判を考えるにあたっ
て着目する事情などを説明する。

結論だけでなく、結論に至った理由もし
っかり説明できるように注意を促す。生徒
によってはとにかく重い処分を行うと考
えてしまうときもあるため、結論に至った
理由づけに着目するように誘導する。

審判の
検討

（15分）

○資料4を配布し、シートの記入をしても
らう。まず各自で記入してもらい、その後、
グループワークとしてグループで検討し
てもらう。

発表・
まとめ
（10分）

○各自またはグループごとに結論と、そ
の理由づけを発表してもらう。その理由
づけについて講評を行う。
○最後に、実際に取り扱った少年事件の
内容などを説明。また近年法改正のあっ
た特定少年などについても触れる。

正解はどちらなどと気にする生徒もい
るので、正解よりもその理由づけについて
考えてほしい授業であることを説明する。
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資資料料１１  シシナナリリオオ  

ああるる少少年年事事件件  

第第１１  少少年年のの言言いい分分  

僕は，中学３年生で，成績はクラスの中くらいです。今年の９月頃に，体調が悪いからと嘘を

言って，学校を早退して，ゲームセンターでぶらぶらしていたら，先輩に「よう，久しぶり」と

声をかけられました。先輩は，僕より２年上で，中学を卒業後，高校へ進学したけれども，学校

へはあまり行っていないと聞いていました。そのときから，一緒に遊ぶようになりました。最初

は，ゲームを一緒にしたりしているだけでしたが，そのうち，先輩にタバコを勧められて吸うよ

うになり，隠れて缶ビールを飲んだり，バイクに乗せてもらうようになりました。先輩は，優し

いところと短気なところがあり，怒り出すと殴ったり，蹴ったりするので有名でした。僕は，一

度もやられたことはありませんでした。 

１２月９日の学校帰りに，校門の近くで，先輩に呼び止められました。先輩は，「金貸してくれ

ないか。俺，金がいるから。暴走族の先輩から，金を貸してくれと言われているから。悪いけど，

お前，明日までに，１万円用意してくれよ。」と言ってきました。僕は，１万円も持っていません

でしたので，先輩に，「悪いっすけど，金ないんですよ。」と言ったのですが，「お前，俺がどれだ

け困ってるのか，わかってんのかよ。先輩族だぞ。頭やってんだぞ。金払わねえとどうされるか

わかんねえんだぞ。袋にされちまうんだからな。おれが，お前とどれだけ遊んでやったと思って

んだ。金ねえなんていうんじゃねえ。マジ，切れるぞ。お前，ぶっ飛ばすぞ。タバコすったり，

ビールを飲んだこと，学校にばらしてもいいのかよ。」と怒鳴りつけられました。怒鳴りつけられ

て，正直，ビビりました。それで，貯金箱の金とお母さんに嘘を言えば，１万円ならなんとかな

ると思い，「明後日までに準備しますから。それで勘弁して下さい。」と言って別れました。家に

帰ってから，貯金箱をあけてみたら，２３８０円しかありませんでした。お母さんに，お小遣い

８０００円欲しいと言ったら，多すぎるからと言われて，２０００円しかもらえませんでした。

あと，６０００円足りません。正直に先輩のことを話そうかと思ったのですが，タバコやビール

を飲んだことや学校をさぼったことまでばれると叱られると思い，友達に借りることにしました。 

次の日に，友達に貸してくれるよう頼んだのですが，全部集めても，３０００円しか集まりま

せんでした。どうしようかと思って，コンビ二でぶらぶらして，時間をつぶしましたが，いい考

えが浮かびませんでした。明日になると，先輩が金を取りにきます。残り３０００円です。ぶっ

とばされるかもしれない，どうしようとそればかりが，頭をぐるぐるかけめぐっていました。コ

ンビニで漫画を読んでいて，ふと，レジカウンターの方を見ると，７０歳くらいのおばあさんが，

財布から，１万円を出して，何かを買っているのが見えました。おばあさんは，おつりをもらう

と，財布にしまい，手提げかばんのなかに入れました。そして，おばあさんは，店を出ていきま

した。店の時計を見ると，午後７時を回っていましたので，家に帰ることにしました。店を出て，

しばらく歩いていると，１００メートルくらい前を，さっきのおばあさんが歩いて行くのが見え

ました。おばあさんの歩く速度が遅いので，だんだんと近くなりました。１０メートルくらいに

なりました。おばあさんを見ていると，手提げかばんを持っているのが見えました。さっき，店

でおつりをもらったのを思い出しました。お金を取れるかもしれないという考えが浮かびました。

そう思うと，どきどきしました。とっちゃいけないという気もしました。でも，今ならとれるか

もしれないと思いました。急いで，周りを見回すと，誰も人がいませんでした。後ろから走って

行って，バッグを引っ張ってとろう，それなら，走って逃げれば大丈夫だと思いました。先輩か

ら怒鳴られたことが浮かびました。今やらないと駄目だと思いました。足がガタガタと震えたの

ですが，思いきりおばあさんのほうへ走り出しました。おばあさんの横を走り抜ける時に，手提

げバッグの方へ右手をのばしました。右手でバッグのひものところをつかみ，思いきり引っ張り

ました。そのまま走って行こうとしたのですが，バッグがぐんと後ろから引っ張られるようにな

りました。おばあさんがバッグをとられないようにつかんだのです。僕が強く引っ張ると，おば

あさんは転んでしまいました。薄明かりのなかで，おばあさんがびっくりしたように大きく目を

開けて，バッグにしがみついてきたのを覚えています。僕は，なんとかバッグを奪わないといけ

ないと思い，そのまま，倒れたおばあさんをバッグごと５０センチくらい引きずりました。なか

なか離さないので，つい「離せ。ぶっ殺すぞ。」と怒鳴りつけました。やっと，おばあさんがバッ

グを放したので，そのまま１０メートル走ると，バッグの中から，財布だけをとって，バッグを

おばあさんの方へ投げて逃げました。財布には，８９００円入っていました。お金だけ抜き取る

と，財布も，すぐに捨てました。とったお金は，先輩に渡したのと，友達に返したのと，ゲーム

センターで使ったので，残っていません。 
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資資料料１１  シシナナリリオオ  

ああるる少少年年事事件件  

第第１１  少少年年のの言言いい分分  

僕は，中学３年生で，成績はクラスの中くらいです。今年の９月頃に，体調が悪いからと嘘を

言って，学校を早退して，ゲームセンターでぶらぶらしていたら，先輩に「よう，久しぶり」と

声をかけられました。先輩は，僕より２年上で，中学を卒業後，高校へ進学したけれども，学校

へはあまり行っていないと聞いていました。そのときから，一緒に遊ぶようになりました。最初

は，ゲームを一緒にしたりしているだけでしたが，そのうち，先輩にタバコを勧められて吸うよ

うになり，隠れて缶ビールを飲んだり，バイクに乗せてもらうようになりました。先輩は，優し

いところと短気なところがあり，怒り出すと殴ったり，蹴ったりするので有名でした。僕は，一

度もやられたことはありませんでした。 

１２月９日の学校帰りに，校門の近くで，先輩に呼び止められました。先輩は，「金貸してくれ

ないか。俺，金がいるから。暴走族の先輩から，金を貸してくれと言われているから。悪いけど，

お前，明日までに，１万円用意してくれよ。」と言ってきました。僕は，１万円も持っていません

でしたので，先輩に，「悪いっすけど，金ないんですよ。」と言ったのですが，「お前，俺がどれだ

け困ってるのか，わかってんのかよ。先輩族だぞ。頭やってんだぞ。金払わねえとどうされるか

わかんねえんだぞ。袋にされちまうんだからな。おれが，お前とどれだけ遊んでやったと思って

んだ。金ねえなんていうんじゃねえ。マジ，切れるぞ。お前，ぶっ飛ばすぞ。タバコすったり，

ビールを飲んだこと，学校にばらしてもいいのかよ。」と怒鳴りつけられました。怒鳴りつけられ

て，正直，ビビりました。それで，貯金箱の金とお母さんに嘘を言えば，１万円ならなんとかな

ると思い，「明後日までに準備しますから。それで勘弁して下さい。」と言って別れました。家に

帰ってから，貯金箱をあけてみたら，２３８０円しかありませんでした。お母さんに，お小遣い

８０００円欲しいと言ったら，多すぎるからと言われて，２０００円しかもらえませんでした。

あと，６０００円足りません。正直に先輩のことを話そうかと思ったのですが，タバコやビール

を飲んだことや学校をさぼったことまでばれると叱られると思い，友達に借りることにしました。 

次の日に，友達に貸してくれるよう頼んだのですが，全部集めても，３０００円しか集まりま

せんでした。どうしようかと思って，コンビ二でぶらぶらして，時間をつぶしましたが，いい考

えが浮かびませんでした。明日になると，先輩が金を取りにきます。残り３０００円です。ぶっ

とばされるかもしれない，どうしようとそればかりが，頭をぐるぐるかけめぐっていました。コ

ンビニで漫画を読んでいて，ふと，レジカウンターの方を見ると，７０歳くらいのおばあさんが，

財布から，１万円を出して，何かを買っているのが見えました。おばあさんは，おつりをもらう

と，財布にしまい，手提げかばんのなかに入れました。そして，おばあさんは，店を出ていきま

した。店の時計を見ると，午後７時を回っていましたので，家に帰ることにしました。店を出て，

しばらく歩いていると，１００メートルくらい前を，さっきのおばあさんが歩いて行くのが見え

ました。おばあさんの歩く速度が遅いので，だんだんと近くなりました。１０メートルくらいに

なりました。おばあさんを見ていると，手提げかばんを持っているのが見えました。さっき，店

でおつりをもらったのを思い出しました。お金を取れるかもしれないという考えが浮かびました。

そう思うと，どきどきしました。とっちゃいけないという気もしました。でも，今ならとれるか

もしれないと思いました。急いで，周りを見回すと，誰も人がいませんでした。後ろから走って

行って，バッグを引っ張ってとろう，それなら，走って逃げれば大丈夫だと思いました。先輩か

ら怒鳴られたことが浮かびました。今やらないと駄目だと思いました。足がガタガタと震えたの

ですが，思いきりおばあさんのほうへ走り出しました。おばあさんの横を走り抜ける時に，手提

げバッグの方へ右手をのばしました。右手でバッグのひものところをつかみ，思いきり引っ張り

ました。そのまま走って行こうとしたのですが，バッグがぐんと後ろから引っ張られるようにな

りました。おばあさんがバッグをとられないようにつかんだのです。僕が強く引っ張ると，おば

あさんは転んでしまいました。薄明かりのなかで，おばあさんがびっくりしたように大きく目を

開けて，バッグにしがみついてきたのを覚えています。僕は，なんとかバッグを奪わないといけ

ないと思い，そのまま，倒れたおばあさんをバッグごと５０センチくらい引きずりました。なか

なか離さないので，つい「離せ。ぶっ殺すぞ。」と怒鳴りつけました。やっと，おばあさんがバッ

グを放したので，そのまま１０メートル走ると，バッグの中から，財布だけをとって，バッグを

おばあさんの方へ投げて逃げました。財布には，８９００円入っていました。お金だけ抜き取る

と，財布も，すぐに捨てました。とったお金は，先輩に渡したのと，友達に返したのと，ゲーム

センターで使ったので，残っていません。 
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２２  被被害害者者ののおおばばああささんんのの言言いい分分  

私は，一人暮らしの老婆です。年は７０歳になります。私が，コンビニで夕食のおかずに，お

でんを買って家に帰る途中に，後ろから知らない男に，いきなり買い物バッグを奪われました。

男は，人がいないところを見計らって，私の後ろから，いきなりバッグをつかんで持っていこう

としました。私は，とられないようにと抵抗をしたのですが，倒れてしまいました。男は，私が

バッグを離さないので，「離せ。このばばあ。ぶっ殺すぞ」と怒鳴りつけてきました。私は，怖く

なって，そのまま引きずられて，ひざと足を擦りむいてしまいました。男が，強い力で，バッグ

を引っ張るものですから，抵抗できなくなり，手が離れてしまいました。男は，走って逃げて行

きました。バッグは逃げる途中，投げ捨てて行きました。私は恐怖のあまり，動けなくなり，倒

れたままじっとしておりました。２分ほどして，サラリーマンの人が「大丈夫ですか。」と声をか

けてくれて，「襲われました。」とやっとの思いで訴えて，救急車を呼んでもらいました。足とひ

ざの怪我は，擦り傷と倒されたときの打ち身で，全治２週間との診断がでました。それから，家

に戻りましたが，襲われたときのことを思い出すと，息ができないほど胸が苦しくなります。夜，

暗闇が恐ろしく，寝るときでも，電気を消すことができなくなりました。暗闇があると，そこか

ら，男が飛び出してきて，襲われるのではないかという不安を感じます。また，夕方に外出する

ことも怖くてできません。私は，これまで人様に悪いことをしたこともありませんし，襲ってき

た男に恨みを買うようなことをしたことはありません。それにもかかわらず，このような被害に

あい，これから毎日をどうして生きて行ったらいいのか不安でたまりません。犯人には，厳しい

処分をお願いします。 

 

３３  近近所所のの大大人人のの意意見見１１  

この事件のおかげで，老人や女の人が夕方，通りを歩かなくなった。おかげで，通りの店の夜

の売り上げが減ってしまいました。ところで，中学３年生なら，もう大人でしょう。自分で，何

が悪いかを十分に判断できるはずです。それにもかかわらず，このような犯罪を犯したのだから，

大人と同じように処罰すればいいと思います。少年だからといって寛大に扱う今の法律は，かえ

ってずるい少年を犯罪に走らせているのではないかと思います。少年を犯罪にさせないためにも，

犯罪を犯したら，厳しい処分をくだすべきです。厳しい処分が下されるなら，犯罪には踏み切ら

ないはずではないでしょうか。甘い処分をすれば，悪い少年がのさばり，犯罪が増えてしまうで

しょう。 

４４  近近所所のの大大人人のの意意見見２２  

大人と少年は，やはり違うのではないでしょうか。少年でも何が悪いことなのかは，ある程度

知っていると思います。しかし，だからといって，大人とまったく同じように考えて行動してい

るかは疑問です。また，大人との違いでは衝動にかられた時に，それを抑えることができるかど

うかという点でも違いがあるのと思います。少年は成長過程にあります。悪いことをしても，立

ち直る可能性はかなり高いと思います。その点も大人とは異なります。もし，厳罰をくだせば，

少年は立ち直ることができなくなります。そして，今後，犯罪者への坂道を転がり落ちるのでは

ないでしょうか。犯罪を犯した少年には，厳しい罰を与えればよいと考えるよりも，立ち直りを

助けるように教育的な措置を講じるべきです。 

 

５５  少少年年のの親親のの意意見見  

こんなことになってしまって反省しています。警察署で面会したときに，ショックで何も話せ

ませんでした。あの子は，ただボロボロと泣きながら，「ごめんなさい。」と言ってうなだれてお

りました。子どもの頃から，あの子は他人に迷惑をかけたりすることはありませんでした。きち

んと注意できなかった私ども親の責任だと思います。今後は，二度とこのようなことが起こらな

いように，注意していきたいと思っています。
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第４章　弁護士による授業案の提案
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私は，一人暮らしの老婆です。年は７０歳になります。私が，コンビニで夕食のおかずに，お

でんを買って家に帰る途中に，後ろから知らない男に，いきなり買い物バッグを奪われました。

男は，人がいないところを見計らって，私の後ろから，いきなりバッグをつかんで持っていこう

としました。私は，とられないようにと抵抗をしたのですが，倒れてしまいました。男は，私が

バッグを離さないので，「離せ。このばばあ。ぶっ殺すぞ」と怒鳴りつけてきました。私は，怖く

なって，そのまま引きずられて，ひざと足を擦りむいてしまいました。男が，強い力で，バッグ

を引っ張るものですから，抵抗できなくなり，手が離れてしまいました。男は，走って逃げて行

きました。バッグは逃げる途中，投げ捨てて行きました。私は恐怖のあまり，動けなくなり，倒

れたままじっとしておりました。２分ほどして，サラリーマンの人が「大丈夫ですか。」と声をか

けてくれて，「襲われました。」とやっとの思いで訴えて，救急車を呼んでもらいました。足とひ

ざの怪我は，擦り傷と倒されたときの打ち身で，全治２週間との診断がでました。それから，家

に戻りましたが，襲われたときのことを思い出すと，息ができないほど胸が苦しくなります。夜，

暗闇が恐ろしく，寝るときでも，電気を消すことができなくなりました。暗闇があると，そこか

ら，男が飛び出してきて，襲われるのではないかという不安を感じます。また，夕方に外出する

ことも怖くてできません。私は，これまで人様に悪いことをしたこともありませんし，襲ってき

た男に恨みを買うようなことをしたことはありません。それにもかかわらず，このような被害に

あい，これから毎日をどうして生きて行ったらいいのか不安でたまりません。犯人には，厳しい

処分をお願いします。 

 

３３  近近所所のの大大人人のの意意見見１１  

この事件のおかげで，老人や女の人が夕方，通りを歩かなくなった。おかげで，通りの店の夜

の売り上げが減ってしまいました。ところで，中学３年生なら，もう大人でしょう。自分で，何

が悪いかを十分に判断できるはずです。それにもかかわらず，このような犯罪を犯したのだから，

大人と同じように処罰すればいいと思います。少年だからといって寛大に扱う今の法律は，かえ

ってずるい少年を犯罪に走らせているのではないかと思います。少年を犯罪にさせないためにも，

犯罪を犯したら，厳しい処分をくだすべきです。厳しい処分が下されるなら，犯罪には踏み切ら

ないはずではないでしょうか。甘い処分をすれば，悪い少年がのさばり，犯罪が増えてしまうで

しょう。 

４４  近近所所のの大大人人のの意意見見２２  

大人と少年は，やはり違うのではないでしょうか。少年でも何が悪いことなのかは，ある程度

知っていると思います。しかし，だからといって，大人とまったく同じように考えて行動してい

るかは疑問です。また，大人との違いでは衝動にかられた時に，それを抑えることができるかど

うかという点でも違いがあるのと思います。少年は成長過程にあります。悪いことをしても，立

ち直る可能性はかなり高いと思います。その点も大人とは異なります。もし，厳罰をくだせば，

少年は立ち直ることができなくなります。そして，今後，犯罪者への坂道を転がり落ちるのでは

ないでしょうか。犯罪を犯した少年には，厳しい罰を与えればよいと考えるよりも，立ち直りを

助けるように教育的な措置を講じるべきです。 

 

５５  少少年年のの親親のの意意見見  

こんなことになってしまって反省しています。警察署で面会したときに，ショックで何も話せ

ませんでした。あの子は，ただボロボロと泣きながら，「ごめんなさい。」と言ってうなだれてお

りました。子どもの頃から，あの子は他人に迷惑をかけたりすることはありませんでした。きち

んと注意できなかった私ども親の責任だと思います。今後は，二度とこのようなことが起こらな

いように，注意していきたいと思っています。
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資資料料２２ 審審判判ののたためめののシシーートト  

君たちには，今後，この少年に対してどのように処遇すべきかを決定してもらいます。その際

に，法律に従わなければなりません。 

あなたが，裁判官であったら，この少年に対して，どのような審判の結果の言い渡しをしますか。

また，言い渡しの際に，少年に向かって，どのような話をしたらよいでしょうか。 

処分を決めるために，以下の点に注意をしてください。 

１ 処遇を決定する際に，犯した犯罪についてどのような責任，償いをすべきかを考えてくださ

い。犯した罪の重さに比例して刑罰や償いは大きくなります。あなたが，かわいそうだからと

いって，軽い処分をした場合には，彼は法を軽視することになるかもしれません。逆に重すぎ

ると，重い処分をされた人は自分を不運だと思い，法や社会や判断を下した人に対して恨みに

思い，反省をしないことがあります。 

 

２ また，彼が，将来，同じような間違いを起こさないようにするために，どのようにすべきだ

ろうかという点も忘れてはなりません。厳しく罰するだけではなく，なぜいけないのか，その

ようなことを繰り返さないためにはどうすればよいのかを教育することも重要なことです。 

 

３ さらに，被害者は，この結論に満足するだろうかという点も大切です。被害者は，自分がや

られ損にではないかと考えます。法によって，加害者に対して適正な処分が下されたという安

心感が必要です。 

 

４ 少年と同じような状況におかれた他の少年は，この処分を聞いたとしたら，犯罪を思いとど

まるでしょうか。 

 

５ また，世間の人が，君たちが出した結論になるほどと納得してくれるかということも大切で

す。たとえば，同じような罪を犯した人に対して同じような処分をすることは公平ですが，合

理的な理由もなく，異なった処分をすると不公平であると思うでしょう。 

資資料料３３  参参考考資資料料  

刑法 

第２３６条 （強盗） 

 暴行又は脅迫を用いて他人の財物を強取した者は強盗の罪とし，５年以上の有期懲役に処す。 

第２３８条 （事後強盗） 

 窃盗が，財物を得てこれを取り返されることを防ぎ，逮捕を免れ，又は，罪証を隠滅するため

に，暴行又は脅迫をしたときは，強盗として論ずる。 

第２４０条 （強盗傷害，強盗致死） 

 強盗が，人を負傷させたときは無期又は６年以上の懲役に処し，死亡させたときは死刑又は無

期懲役に処す。 

第４１条 （責任能力） 

 １４歳に満たない者の行為は罰しない。 

 

少年法 

第３条 次に掲げる少年は，これを家庭裁判所の審判に付する。 

１， 罪を犯した少年 

第２０条 

家庭裁判所は，死刑，懲役又は禁固に当たる罪の事件について，調査の結果，その罪質及び情

状に照らして刑事処分を相当と認めるときは，決定をもって，これを管轄地方裁判所に対応する

検察庁の検察官に送致しなければならない。 

第２３条  

２， 家庭裁判所は，審判の結果，保護処分に付することができず，又は保護処分に付する必

要がないと認めるときは，その旨の決定をしなければならない。 

第２４条 

家庭裁判所は，前条の場合を除いて，審判を開始した事件につき，決定をもって，次に掲げる

保護処分をしなければならない。 

１， 保護観察所の保護処分に付すること 

３， 少年院に送致すること。 
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第４章　弁護士による授業案の提案

資資料料２２ 審審判判ののたためめののシシーートト  

君たちには，今後，この少年に対してどのように処遇すべきかを決定してもらいます。その際

に，法律に従わなければなりません。 

あなたが，裁判官であったら，この少年に対して，どのような審判の結果の言い渡しをしますか。

また，言い渡しの際に，少年に向かって，どのような話をしたらよいでしょうか。 

処分を決めるために，以下の点に注意をしてください。 

１ 処遇を決定する際に，犯した犯罪についてどのような責任，償いをすべきかを考えてくださ

い。犯した罪の重さに比例して刑罰や償いは大きくなります。あなたが，かわいそうだからと

いって，軽い処分をした場合には，彼は法を軽視することになるかもしれません。逆に重すぎ

ると，重い処分をされた人は自分を不運だと思い，法や社会や判断を下した人に対して恨みに

思い，反省をしないことがあります。 

 

２ また，彼が，将来，同じような間違いを起こさないようにするために，どのようにすべきだ

ろうかという点も忘れてはなりません。厳しく罰するだけではなく，なぜいけないのか，その

ようなことを繰り返さないためにはどうすればよいのかを教育することも重要なことです。 

 

３ さらに，被害者は，この結論に満足するだろうかという点も大切です。被害者は，自分がや

られ損にではないかと考えます。法によって，加害者に対して適正な処分が下されたという安

心感が必要です。 

 

４ 少年と同じような状況におかれた他の少年は，この処分を聞いたとしたら，犯罪を思いとど

まるでしょうか。 

 

５ また，世間の人が，君たちが出した結論になるほどと納得してくれるかということも大切で

す。たとえば，同じような罪を犯した人に対して同じような処分をすることは公平ですが，合

理的な理由もなく，異なった処分をすると不公平であると思うでしょう。 
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 窃盗が，財物を得てこれを取り返されることを防ぎ，逮捕を免れ，又は，罪証を隠滅するため
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 強盗が，人を負傷させたときは無期又は６年以上の懲役に処し，死亡させたときは死刑又は無

期懲役に処す。 

第４１条 （責任能力） 

 １４歳に満たない者の行為は罰しない。 

 

少年法 

第３条 次に掲げる少年は，これを家庭裁判所の審判に付する。 

１， 罪を犯した少年 

第２０条 

家庭裁判所は，死刑，懲役又は禁固に当たる罪の事件について，調査の結果，その罪質及び情

状に照らして刑事処分を相当と認めるときは，決定をもって，これを管轄地方裁判所に対応する

検察庁の検察官に送致しなければならない。 

第２３条  

２， 家庭裁判所は，審判の結果，保護処分に付することができず，又は保護処分に付する必

要がないと認めるときは，その旨の決定をしなければならない。 

第２４条 

家庭裁判所は，前条の場合を除いて，審判を開始した事件につき，決定をもって，次に掲げる

保護処分をしなければならない。 

１， 保護観察所の保護処分に付すること 

３， 少年院に送致すること。 
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保保護護観観察察  

少年院での教育を受けなくても，専門家の指導を受ければ立ち直ると判断された場合には，保

護観察になります。この場合には，決められた約束事を守りながら家庭で生活し，保護観察官や

保護司という人から生活の仕方や友達との関係などについて指導を受けることになります。 

 

少少年年院院ととはは  

 少年院は，家庭裁判所から保護処分として送致された少年に対し，社会不適応の原因を除去し， 

健全な育成を図ることを目的として矯正教育を行う法務省所管の施設です。  

 

少少年年院院のの種種類類とと処処遇遇のの区区分分  

 少年院は，少年の年齢や心身の状況により，第一種（旧法における初等，中等），第二種（旧法

の特別），第三種（旧法における医療）、第四種（少年院において刑の執行を受ける者を収容する

もの）及び第五種(一度保護観察の処分を受けた特定少年が遵守事項を守らず、社会内での改善が

難しいと判断された者を収容する)の五つの種類に分けて設置されており， 第一種から第三種の

どの種類の少年院に送致するかは，家庭裁判所において決定されます。 

 なお，第三種少年院を除き， 男女は別の施設を設けています。 

 少年院には，非行の進み具合に応じて，一般短期処遇， 特修短期処遇及び長期処遇の区分があ

り，さらに一般短期処遇と長期処遇には，少年の問題性， 教育の必要性等に応じた処遇課程を設

けています。 

 

一般短期処遇  

対 象 者 早期改善の可能性が大きい少年  

処遇課程 教科教育課程 職業指導課程 進路指導課程  

特修短期処遇  

対 象 者 早期改善の可能性が大きく，開放処遇に適する少年  

長期処遇  

対 象 者 短期処遇になじまない少年  

処遇課程 生活訓練課程 職業能力開発課程 教科教育課程 特殊教育課程 医療措置課程  

 

資資料料４４  審審判判シシーートト  

     自自分分でで考考ええたたこことと  ググルルーーププでで討討論論ししたたこことと

処処分分（（結結論論））  

「「 少少 年年 にに 対対

しし，，次次ののととおお

りり言言渡渡すす。。」」  

 不不処処分分  

 保保護護観観察察  

 少少年年院院送送致致  

 逆逆送送  

    

当当裁裁判判所所がが処処

分分をを決決めめたた  

理理由由はは次次ののとと

おおりりででああるる。。  

ここここでで，，１１〜〜

５５ままでで検検討討しし

たた 点点 をを 書書 ここ

うう。。  

１１  犯犯ししたた罪罪のの重重ささ

ととののババラランンスス  

  

２２  将将来来，，同同じじここととをを

ししなないいよよううにに。。  

  

３３  被被害害者者はは納納得得しし

ててくくれれるるかか。。  

  

４４  他他のの少少年年はは思思いい

ととどどままるるかか。。  

  

５５  世世間間・・社社会会・・一一般般

のの人人はは納納得得ししててくく

れれるるだだろろううかか。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

今今後後少少年年がが立立

ちち直直れれるるよようう

ににメメッッセセーージジ

をを考考ええよようう。。  
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保保護護観観察察  

少年院での教育を受けなくても，専門家の指導を受ければ立ち直ると判断された場合には，保

護観察になります。この場合には，決められた約束事を守りながら家庭で生活し，保護観察官や

保護司という人から生活の仕方や友達との関係などについて指導を受けることになります。 

 

少少年年院院ととはは  

 少年院は，家庭裁判所から保護処分として送致された少年に対し，社会不適応の原因を除去し， 

健全な育成を図ることを目的として矯正教育を行う法務省所管の施設です。  

 

少少年年院院のの種種類類とと処処遇遇のの区区分分  

 少年院は，少年の年齢や心身の状況により，第一種（旧法における初等，中等），第二種（旧法

の特別），第三種（旧法における医療）、第四種（少年院において刑の執行を受ける者を収容する

もの）及び第五種(一度保護観察の処分を受けた特定少年が遵守事項を守らず、社会内での改善が

難しいと判断された者を収容する)の五つの種類に分けて設置されており， 第一種から第三種の

どの種類の少年院に送致するかは，家庭裁判所において決定されます。 

 なお，第三種少年院を除き， 男女は別の施設を設けています。 

 少年院には，非行の進み具合に応じて，一般短期処遇， 特修短期処遇及び長期処遇の区分があ

り，さらに一般短期処遇と長期処遇には，少年の問題性， 教育の必要性等に応じた処遇課程を設

けています。 

 

一般短期処遇  

対 象 者 早期改善の可能性が大きい少年  

処遇課程 教科教育課程 職業指導課程 進路指導課程  

特修短期処遇  

対 象 者 早期改善の可能性が大きく，開放処遇に適する少年  

長期処遇  

対 象 者 短期処遇になじまない少年  

処遇課程 生活訓練課程 職業能力開発課程 教科教育課程 特殊教育課程 医療措置課程  

 

資資料料４４  審審判判シシーートト  

     自自分分でで考考ええたたこことと  ググルルーーププでで討討論論ししたたこことと

処処分分（（結結論論））  

「「 少少 年年 にに 対対

しし，，次次ののととおお

りり言言渡渡すす。。」」  

 不不処処分分  

 保保護護観観察察  

 少少年年院院送送致致  

 逆逆送送  

    

当当裁裁判判所所がが処処

分分をを決決めめたた  

理理由由はは次次ののとと

おおりりででああるる。。  

ここここでで，，１１〜〜

５５ままでで検検討討しし

たた 点点 をを 書書 ここ

うう。。  

１１  犯犯ししたた罪罪のの重重ささ

ととののババラランンスス  

  

２２  将将来来，，同同じじここととをを

ししなないいよよううにに。。  

  

３３  被被害害者者はは納納得得しし

ててくくれれるるかか。。  

  

４４  他他のの少少年年はは思思いい

ととどどままるるかか。。  

  

５５  世世間間・・社社会会・・一一般般

のの人人はは納納得得ししててくく

れれるるだだろろううかか。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

今今後後少少年年がが立立

ちち直直れれるるよようう

ににメメッッセセーージジ

をを考考ええよようう。。  
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第12節　いじめ予防

第１	 まえがき

いじめの未然防止やいじめ対応は、学校関係者・保護者・福祉関係者等、周囲の大人が配慮し

対応すべき人権課題である。もっとも、いじめはクラスや部活動など一定の人間関係がある集団、

すなわち、子どもたちの「社会」で発生しているものである。「社会」の一員である子どもたち

自身が、いじめは人権侵害であり許されないこと、人間関係で生じた問題やストレスをいじめで

はない適切な方法で解決すべきであること、傍観者にこそいじめを小さくする力があること等を

学ぶことにより、子どもたち自身が自分たちの生活の場を人権を尊重した「社会」にしようと考

えることが肝要である。子どもたちの人権に対する理解を深め、人権を尊重した問題解決能力を

育むことがいじめの未然防止・いじめ対応につながるものであり、これが人権の視点からいじめ

を考える授業を行うことの意義である。

第２	 本テーマと学習指導要領・生徒指導提要の関係について

いじめについては、いじめ防止対策推進法が定められており（以下「法」という。）、学校及び

学校の教職員は、学校全体でいじめの防止に取り組む責務を有している（法第8条）。また、法は、

「児童等の豊かな情操と道徳心を培い、心の通う対人交流の能力の素地を養うことがいじめの防

止に資する」としており、学校は「全ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図

らなければならない」と定めている（法第15条）。学校は、学校いじめ防止基本方針を策定し（法

第13条）、学校いじめ防止基本方針を踏まえた全学年的な取り組みをする必要がある。

生徒指導提要では、いじめの心理面、構造面、法律面からそれぞれアプローチして未然防止教

育に取り組むこと、子どもの発達段階に応じた取り組みが必要であることが示されている（生徒

指導提要解説総則編「第Ⅱ部個別の課題に対する生徒指導　第4章いじめ」参照）。

１	 小学校

いじめ防止の取り組みは、道徳科を要としつつ、特別活動、その他教育活動全体を通じて、児

童が主体的にいじめ防止に関わる態度につながるような教育実践が求められている。（小学校学

習指導要領「豊かな体験活動の充実といじめの防止」（第1章第6の3））

２	 中学校

いじめを未然に防止するための資質・能力を育むとともに、生徒自身が主体的にいじめの問題
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の解決に向けて行動できるような集団を育てることが大切であるとされている（中学校学習指導

要領解説総則編「豊かな体験活動の充実といじめの防止」（第1章第6の3）。

３	 高校

いじめを未然に防止するための資質・能力を育むとともに、生徒自身が主体的にいじめの問題

の解決に向けて行動できるような集団を育てることが大切であるとされている（高校学習指導要

領解説総則編「豊かな体験活動の充実といじめの防止」（第1章総則第7款3））。

　

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

「いじめの防止等のための基本的な方針」（文部科学省、最終改訂H29 .3 . 14）では、いじめの

防止のために学校の教育活動全体を通じた豊かな心の育成が必要であり、道徳教育に関する教職

員の指導力向上のほか、外部講師の活用等の取組を国が支援するとされている。東京都教育委員

会がまとめた「いじめ総合対策」では、いじめに関する授業をすべての学級で年間3回以上実施

することを求めており、各弁護士会が実施しているいじめ予防の授業を活用することが示されて

いる（東京都教育委員会いじめ総合対策【第二次・一部改定】（上巻）29頁）。

法が定義する「いじめ」は範囲が相当に広く、単に法の定義を伝えただけでは児童生徒の納得

感を得られないおそれがある。また、「いじめ」になることをおそれて他者と関わることに消極

的になってしまうおそれがあり、「いじめ」定義の伝え方によってはマイナスの影響も懸念される。

そのため、いじめそのものに対する理解だけでなく、法律が制定された背景やいじめに対する考

え方も踏まえた授業をする必要があり、この点からも弁護士の活用が有効である。

また、令和5年4月1日、こども基本法が施行されたところ、同法の基本理念には、子どもが個

人として尊重されること、子どもの意見が尊重されることが掲げられている。いじめ問題は、関

係する児童生徒の学校生活が継続する中で解決に向けた取り組みをしなければならない難しい

側面を有している。いじめの被害者・加害者・関係者、各立場の子どもの人権を尊重しながら問

題を解決するためには、修復的司法の観点を踏まえた関係修復の取り組みが必要な場面もあり、

いじめに対する修復的な解決を学ぶという点からも弁護士の活用が有効である。

第４	 弁護士会による「いじめ予防授業」の実施状況

学校等に実施したアンケートでは、全体の16％の学校が弁護士と連携した何らかの授業を実

施したことがあると回答しているところ、小学校で実施された授業のうち、66％、中学校で実施

された授業のうち56％、高校で実施された授業のうち16％がいじめ予防授業であった。いずれ
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も弁護士と連携した授業の中で最も多い授業である（ただし、高校は契約と消費者保護の授業と

同数）。

関弁連が管内の弁護士会に対して行ったアンケートでは、弁護士会が実施した授業のうち

45 .3％がいじめ予防授業であったことからも、実施の多さがわかる。

いじめ予防授業は、授業実施数が多いこともあり、各弁護士会で授業内容がある程度確立して

いる。弁護士会によって内容に差異はあるものの、人権の視点からいじめを考える授業という点

で共通しており、授業の流れが類似している弁護士会も多かった。

授業内容がある程度確立しており、授業の完成度も高いことから、経験が浅い弁護士でも一定

レベルの授業を行うことが可能である。もっとも、授業実施が広がると、担当する弁護士の確保

は難しくなり、特に、弁護士事務所が多い地域から距離がある学校については、授業のために要

する移動時間が長くなるため、同一の報酬額では時間当たりの報酬が低くなり、適正な報酬を確

保することが難しくなることも考えられる。

第５	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

教育現場では、弁護士と連携した授業として、いじめについての授業への関心が最も高く、ア

ンケートでは、小学校の74％、中学校の69％、高校の50％の学校がいじめ予防授業に興味があ

ると回答した。本シンポジウムを行うにあたって、帝京大学の建部豊教授を交えていじめ予防授

業に関する勉強会を行った。建部教授からは、「いじめがいけない」という意識は児童生徒にあ

る程度浸透してきており、むしろ、いじめを行った（行ってしまった）児童生徒に対する「いじ

め返し」をどう防ぐか、適切でない言動をした児童生徒に対する正義感からの「いじめ」をどう

防ぐかが今後のいじめ予防授業のポイントではないかとの指摘があった。また、いじめの申告や、

いじめの調査が行われることにより、加害児童生徒や関係児童生徒が被害者意識をもち、被害児

童生徒に対するいじめがより激しくなるケースもあり、いじめであると指摘された児童生徒の反

発や言い分も受けとめた上でのいじめ対応が必要となるところであり、今後の検討を要する。

第６	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

いじめが人権を侵害すること、いじめ防止対策推進法の理解、いじめが問題解決の手段として

正当化される場面はないこと、いじめの四層構造などを理解し、人間関係のストレスやコミュニ

ケーションの齟齬をいじめではない方法で解決することを学んでもらい、人権感覚を身に付けて

もらいたい。
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第７	 授業案について

いじめ予防授業は、人権の視点からいじめを考える授業をテーマに各弁護士会で数多く実施さ

れている。対象は主に小学生高学年から高校生である。弁護士会によって差異はあるが、授業の

流れは、①人権についての説明（人権が守られている状態を安心・自信・自由の言葉を使ってわ

かりやすく説明する）といじめが人権を侵害すること、②いじめられる側が悪いという考え方に

ついて、③実際に起きたいじめ自殺事案の紹介、④心のコップの話、⑤いじめの四層構造（ドラ

えもんの事例を使うことが多い）を基本としている単位会が多いことが窺われた。近年は学校側

からの要望でインターネットやSNSいじめを含めた授業をすることも増えている。

本節では、定型的な授業案に関して簡単な解説をした上で、学校の状況に応じたアレンジ案を

提案したい。
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授業案�　いじめ予防（定型） 

１	 人権が守られている状況についての説明

弁護士による法教育授業の一環として実施されているいじめ予防授業は、人権の視点からいじ

めを考えることをテーマとしており、授業の前半で人権についての話をしている。人権の一般的

な説明（人が生まれながらにして持っている人間らしく生きる権利）を知っている子どもは多い

が、抽象的な理解にとどまっている。いじめ予防授業では、CAPプログラム（Child Assault 

Prevention子どもへの暴力防止）の考え方をもとに、「人権が守られている状態」を「安心」「自

信」「自由」の3つのキーワードを使って説明する。いじめは安心･自信･自由を傷つけるもので

あり、自分が自分や相手の安心・自信・自由を大切にする、相手が自分の安心・自信・自由を大

切にしてくれる、そのような生き方が人権を尊重する社会であることを説明する。

２	 いじめられる側が悪いのか

子どもたちの多くは「いじめはダメ」という規範意識を持っている。しかし、「いじめられる

許される「いじめ」はある？許される「いじめ」はある？

いじめ返すという手段をとるこ
との疑問
①他に方法がある
②なくならない
③より悪化する

Ｂ    Ａ②

①

４

先にいじめ

いじめ
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第４章　弁護士による授業案の提案

側も悪いと思うか？」と質問すると、どの学校でも大半の子が「いじめられる側も悪い場合があ

る」に手を挙げる。子ども達は、先にいじめをした人は、いじめられても仕方がないと考えており、

いじめが許容される場面も存在するとの本音を持っている。授業では、子ども達に本音を発言し

てもらいながら、先にいじめをした人に対して「いじめ返す」方法をとってもいじめがエスカレー

トするだけで問題の本質は解決しないこと、いじめという安心・自信・自由を傷つける手段を選

択することは問題解決の方法として間違っていること、許されるいじめはないことを伝える。

３	 実際に起きたいじめ自殺事案の紹介

いじめがエスカレートするとどうなるか、過去のいじめ自殺事件（北海道滝川市の小学生の事

案、東京都中野区の中学生の事案、青森県の高校生の事案等）を紹介している。北海道滝川市の

小学生の遺書には「この手紙を読んでいるということは私が死んだということでしょう」「何度

か自殺も考えました。でもこわくてできませんでした。でも今私はけっしんしました。」などの

言葉が綴られている。実際の話だと知ると子どもたちの雰囲気は一気に変わり、真剣に集中して

聞く様子がみられる。実際の自死事例を扱うことも弁護士がいじめ予防授業する意義の一つだと

考えている。

４	 心のコップ
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人は辛いことをためる心のコップを持っている。嫌なことがあるとコップの中に水が溜まって

いく。いいことがあると水は蒸発してなくなるが、いじめられている人は嫌なことが多いので、

心のコップの中に水が増えていく。コップの淵ギリギリまで水が溜まったとき、もう一滴加わっ

たらコップから水があふれて流れだす。これがその人の心が限界を超えたときであり、限界を超

えると、人は、病気になったり、学校に行けなくなったり、死に追いやられたりする。（「自殺」

という言葉には自ら死を選んでいるニュアンスが含まれる。視野狭窄により死しか道がない状態

にある中で自死しており、被害者が自ら死を選んでいるわけではないという気持ちを込めた言葉

遣いを考慮する。）

５	 いじめられる側といじめる側の感じ方の違い

６	 いじめの四層構造
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第４章　弁護士による授業案の提案

加害者・被害者の二当事者だけではいじめの全体像を捉えることができず、いじめは構造で捉

える必要がある。いじめの四層構造の説明として「ドラえもん」の登場人物を用いることもある。

ジャイアン（加害者）は、スネ夫（観衆）にウケてると思っていじめをエスカレートさせており、

いじめを大きくしているのはスネ夫（観衆）の振る舞いにも要因がある。また、クラスの大部分

はしずかちゃん（傍観者）であり、しずかちゃんがいじめを止める、のび太を支える気持ちを持

つとクラスはいじめを許容しない雰囲気になっていく。いじめと関係ないと思っている「傍観者」

にこそいじめをなくす力があることに気づいてもらう。
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授業案�　いじめ予防（アレンジ案）

いじめ予防授業は授業案�をベースとしつつも昨今の学校の要望に合わせて柔軟に対応して

いく必要があり、複数のアレンジ案を提案したい。

１	 アレンジの取り入れ箇所

⑴	 SNSいじめ

いじめの一形態としてICT（通信情報技術を活用したコミュニケーション）上のいじめがある

（以下「SNSいじめ」と呼ぶ。）。かつては学校の裏掲示板への書き込み等が問題となったが、近

年はスマートフォン所持率が高まり、LINE等メッセージツールでのやりとり、写真や動画の撮

影・投稿などで対象者の心身に苦痛を感じさせる状況が発生する事案が増えている。学校から授

業で扱ってほしいとの要望も増加している。

本授業はインターネットやSNSの危険性等を周知させる授業ではなく、「いじめ」に関する授

業であることを念頭に置かなければならない。クラスや部活等の顔が見える人間関係上のトラブ

ルの一部がSNSいじめとなっていることを踏まえ、SNSいじめを扱う授業で何を伝えたいか、

何を考えてもらいたいかを検討する必要がある。例えば、LINEグループ内での閉鎖された空間

でのやり取りでも、学校等のリアルの場での言動を通して、あるいは他の生徒を経由して、被害

者に伝わるものであること、対象者に対する批判的な意見がグループLINE等で行われた場合、

一人一言ずつだったとしても結果としてクラス全体から対象者への総バッシング状態が（しかも

短時間で）発生する可能性があること、顔が見える関係にあればこそ、いじめを止めるときにも

SNS上だけでないやりとりがあり得ることなどをメッセージとすることが考えられる。

⑵	 いじめ定義の紹介と注意点

いじめ防止対策推進法のいじめ定義は広範であり、善意・単発の行為も含めて「いじめ」に該

当する。同時に法はすべての「いじめ」を禁止している（第4条）。そのため、単に法の定義を説

明するだけでは、「これもいじめになってしまうの？」との疑問や法に対する不信感が生じたり、

「意図しなくても相手を傷つけいじめになってしまうのは避けたい」と児童生徒が考え、他者と

関わろうとする気持ちを削ぐ結果にもつながりかねない。授業での取り上げ方によっては児童生

徒に人と関わることのリスクを伝えるだけの結果に終わってしまう可能性が危惧される。そのた

め、定義の紹介をする場合は、定義の紹介に合わせて、意図せず他者を傷つけることは誰にでも

あり、謝罪してやり直すことの大切さを伝えること、問題解決を対話によって行うことの大切さ
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を伝えることが必要と考えられる。また、いじめ定義を説明する場合は、被行為者が行為で受け

る苦痛の程度は、行為者の行為そのものの重大性の程度とは必ずしも比例しないこと（犯罪にな

るいじめよりも犯罪にならないいじめ（関わりを避ける態度等）が被害者にとってより苦痛にな

ることがあること）、行為者側からすれば「そんなこともいじめになるの？」と感じる行為であっ

ても、被行為者からすればそれまでの経緯も含めて大きな苦痛になる場合があることを伝えてい

く必要があると考えられる。45分ないし50分という短い授業時間しかない通常のいじめ予防授

業の中で、いじめ定義とその背景にある考え方を含めて伝えきることは全体の時間配分の中で難

しい面があると考えられる。1回1コマのみの授業の場合は、2コマ以上の授業を行える場合や、

同じ児童生徒に対して継続的ないじめ予防授業が行える場合等と比較して、いじめ定義のみ紹介

して次に進むという安易な扱いがされやすくなるため、より一層慎重に授業の進め方を検討すべ

きである。他方で、いじめ防止対策推進法の施行から10年以上が経過し、児童生徒が既に教員か

ら何度も法律上の定義を聞いていることも増えてきた。このような現状も踏まえると、いじめの

法律上の定義について、字面以上の内容を伝えられるのは弁護士しかいないとも考えられ、いじ

め定義の文言のみを知っている児童生徒が「いじめ」についての理解を深めるためには、弁護士

によるいじめ予防授業でいじめの定義、法律制定の背景にある考え方等をより積極的に伝えてい

くことが必要な局面になっているとも考えられる。

⑶	 ワークショップの取り入れ

いじめ予防授業は伝えるべきポイントが多く、1コマの授業では講義型の授業になりやすいが、

学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」の充実が求められている。教員からは児童生徒

がグループディスカッションを取り入れた授業、児童生徒が自ら考え発言する機会の多い授業が

好印象である。小学校では挙手して意見を発表する児童が比較的多い傾向にあるが、年齢が上が

るにつれて挙手が少なくなる傾向がある。そこで、授業の一部にワークショップを取り入れ児童

生徒が議論し発表する機会を作るアレンジ授業案を提案したい。

ワークショップを取り入れる箇所は、①何がいじめに当たるか考える部分、②聴衆や傍観者の

位置づけ、各立場でできることを考える部分で取り入れることが考えられる。

①何がいじめに当たるか、あるいは、いじめられた子の気持ちはどのようなものか、という箇

所のワークショップは、その行為が他人の心身を傷つけるものであることの理解を深めさせるこ

とにつながる。低学年では、「いじめられた子の気持ち」を検討させ、高年齢の子どもでは、行

為を受けたときの心身の傷つきが人権侵害に由来するものであることなどを意識させることが

検討される。特に、「SNS」「いじりといじめ」など、行為者にとっては行為のハードルが低く、
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相手に苦痛を与えることがわかりにくい類型において、なにがいじめに当たるかを（何が心身に

苦痛を与えるかは人それぞれ違うことも含めて）理解させることで、いじめ防止につながること

が期待される。SNSにおいては、「肖像権侵害」「プライバシー」「名誉毀損」など、目に見えに

くい人権侵害がなされ、「苦痛」と述べるだけでは単なる「気持ちの問題」とされて、相手の苦

痛が深刻であることを意識させにくい。その人が感じやすい人だったで終わらせないことや、単

に「気持ち」の問題で傷ついているのではなく、「名誉毀損」「侮辱」など侵害された人権を明示

する言葉によって、被害の深刻さ、行為の悪質性を事前に理解させることも一案である。「いじ

りといじめ」については、いじめられている子どもが、日常的に言葉やからかいによって人権が

徐々に侵害され、周りもその子どもに対して人権侵害であるとの間隔が徐々にマヒしていく結果、

最終的には深刻な人権侵害に該当していることを示すことが考えられる。他にも、「無視」につ

いて、被害者が友人の輪に入っていこうと声を掛けても一言返事がされるだけ等の冷たい対応が

なされて集団から阻害されるいじめケースでは、被害者は「無視された」「自分は空気のような

存在だった」と訴えるが、加害者は「声を掛けられたら返事をした」「無視をしていない」と主

張し、学校は「言い分の食い違いがある」「いじめがあったか不明」とされることがある。これ

ら身近な場面について児童生徒同士でディスカッションを行い、どんな言動をすること（しない

こと）が他者の人権を傷つけるか具体的に議論することも「主体的・対話的で深い学び」につな

がると考えられる。

②聴衆・傍観者の位置づけや各立場でできることを考える箇所のワークショップは、いじめの

芽があるとき、あるいは実際にいじめがおきてしまったときの対応を考えることにつながる。聴

衆（スネ夫）、傍観者（しずかちゃん）が「いじめ」の構造の中でどのような役割を担っているか

を考えさせ、いじめを止めるため、小さくするために何ができるかを具体的に考えてもらう。回

答に具体性がない場合は、しずかちゃんがなぜ行動できないのか、その理由（次の標的になる怖

さや同調圧力によって他者と異なる対応をとることにハードルがある等）に気づいてもらう、自

分だけでなく他の傍観者も同じように「あのいじめはよくないことだ」と思っていることを傍観

者同士で共有することが、傍観者にも自分はひとりじゃないとの気持ちを生じさせ傍観者のエン

パワーメントにつながることを知ってもらう、小さな行動でも被害者（のび太）の救いとなり、

各人の出来る範囲の行動でも十分であるとのメッセージを伝える等の観点からヒントを与えて

議論を活性化させることが考えられる。

⑷	 差別や多様性について

近年は、脳の多様性（ニューロダイバーシティー）、性の多様性、多文化共生等、多様な価値観
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第４章　弁護士による授業案の提案

を尊重することが求められている。「いじめ」は人を見下す意識やその人を除外しようとする意

識から生じている側面があり、いじめの授業に差別（障害者差別、性差別、外国人差別等）や多

様性の話題は親和性が高い。授業で取り上げる事例を差別、脳の多様性、性の多様性、多文化共

生を意識したいじめ事案にすることにより、差別や多様性について考える授業にも繋げることが

可能である。弁護士によるいじめ予防授業が既に多くの自治体・学校で実施されていることを踏

まえれば、いじめ予防授業に差別や多様性の視点を取り入れることで、弁護士による法教育授業

の幅を広げるきっかけとなる可能性があると考えている。

２	 アレンジ案の紹介

⑴	 アレンジ案１　SNSいじめを含んだ事例①	
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第４章　弁護士による授業案の提案

SNSいじめを含んだ事例①の解説スライド

聞こえないところでの悪口
グループLINE
目配せ
すれ違うときヒソヒソ話
→「いじめ」の態度は相手に伝わる

【自死した女子児童の遺書】

「周りの人が私をさけているような冷たいような
気がしました」

１
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⑵　アレンジ案２　SNSいじめを含んだ事例②（青森県の高校生事例をもとに）

ククソソワワロロタタ

わわららわわららわわらら

ささよよーーななららーー

ききれれたたととししててももどどううででももいいいい

わわららううししかかななーーいいｗｗｗｗ

ききれれるる？？かかなな？？ｗｗｗｗ

そそれれなな

3

AAささんんをを強強制制
的的にに退退会会ささせせ
たた後後もも悪悪口口はは
続続ききまますす……
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⑶	 アレンジ案３　SNSいじめを含んだ事例③
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⑷	 アレンジ案４　SNSいじめを含んだ事例④

⑸	 アレンジ案５　「葬式ごっこ」と同じ状況がLINEで行えることの紹介
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第４章　弁護士による授業案の提案

⑹	 アレンジ案６　傍観者について考えるグループワーク
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⑺	 アレンジ案７　津久井いじめ自殺事件を用いて行為の感じ方が人によって違うこと

を知るグループワーク

中学2年生男子Ａは盛んにボーイスカウト活動に参加していました。Ａは、中学2年生が始ま

る際、別の中学校から転校してきました。Ａは、友達の作り方がへたかもしれないと両親から心

配されていたのですが、だんだんと現実のものとなっていってしまいました。具体的には次のよ

うなトラブルが発生しました。

①Ａが転校してきた当時クラスでは足掛け遊びがはやっていました。A君は集中的にかけら

れましたが、Ａもやり返したりしました。

②Ａが同級生に「バカ」などと言ったことで、同級生がこれに腹を立てて、他の同級生と一緒に、

Ａ宛に、「好きです」「体育館の裏に来てください」といったニセのラブレターを書き、Ａに送り、

おちょくりました。

③数人の同級生がＡの教科書やワークに「バカ」「死ね」などと落書きしました。

④別の同級生がＡとじゃんけんをして、負けたA君のほっぺたを罰ゲームとしてつねりました。

Ａのほっぺたには黒いあざができました。

⑤また別の同級生はＡの写真に画びょうを刺しました。A君もその同級生の写真に画びょう

を刺しました。

ワークシートに挙げたのは出来事の一部です。強いいじめか、弱いいじめか、いじめではない

か、グループで話し合って○印をつけてください。
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第４章　弁護士による授業案の提案

第13節　差別

第１	 まえがき

差別は、現在においても、重大な人権侵害をもたらす重要な人権課題である。昨今においても、

ジェンダーの問題、外国人差別、障害者差別等、解決すべき課題の多い分野である。

また、個人の差別意識が学校でのいじめに結びつくなど、学校におけるいじめ・ハラスメント

の問題とも密接に絡むほか、家庭・職場におけるジェンダーの問題、職場における多様性確保の

問題など、差別に関する理解を高めることは、個人のいじめ・ハラスメント防止という側面にお

いて重要である。

本テーマは、個人における差別意識に気づき、差別意識に基づく行動を防止し多様性ある社会

を形成することが誰にとっても必要であること、社会・制度における差別問題を理解させ、少数

派の人権侵害が起きる仕組みを理解させ防止させるねらいがある。

また、発達障害については、発達障害者支援法により、第4条では国民が発達障害の特性その

他発達障害に関する理解を深めるように努めるべきとされ、第8条では「国及び地方公共団体は、

発達障害児（十八歳以上の発達障害者であって高等学校、中等教育学校及び特別支援学校並びに

専修学校の高等課程に在学する者を含む。以下この項において同じ。）が、その年齢及び能力に

応じ、かつ、その特性を踏まえた十分な教育を受けられるようにするため、可能な限り発達障害

児が発達障害児でない児童と共に教育を受けられるよう配慮しつつ、適切な教育的支援を行うこ

と」とされており、インクルーシブ教育に必要な支援が必要とされている。また、第12条では、「国

及び地方公共団体は、発達障害者が、その発達障害のために差別され、並びにいじめ及び虐待を

受けること、消費生活における被害を受けること等権利利益を害されることがないようにするた

め、その差別の解消、いじめの防止等及び虐待の防止等のための対策を推進すること」が必要と

されている。

このように、法律で、発達障害者に対する差別の解消、いじめの防止は行政機関の責務とされ

ており、障害者に対する差別の解消を図る狙いがある。

第２	 本テーマと学習指導要領との関係　

各段階における関係する学習指導要領としては、以下の点があげられる。

１	 小学校
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小学校学習指導要領第3章「特別の教科　道徳」第2「内容」Ｃ「主として集団や社会との関わ

りに関すること」［規則の尊重］〔第5学年及び第6学年〕において、「法やきまりの意義を理解し

た上で進んでそれらを守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと」とされていること、また、

同［公正、公平、社会正義］〔第3学年及び第4学年〕は、「誰に対しても分け隔てをせず、公正、

公平な態度で接すること。」、同〔第5学年及び第6学年〕は、「誰に対しても差別をすることや偏

見をもつことなく、公正、公平な態度で接し、 正義の実現に努めること」とされており、本テー

マは直接的に関係する。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第2節「社会」第2［公民的分野］2「内容」Ｃ⑴アアにおいて、「人

間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義を理解すること」とされており、

差別については憲法14条平等原則にかかわること、また、差別意識に基づく行動が人権侵害で

あることなどから、公民として実施することができる。 

同第5章「特別活動」第3「指導計画の作成と内容の取扱い」2⑵において、「生徒及び学校の実

態並びに第1章総則の第6の2に示す道徳教育の重点などを踏まえ、各学年において取り上げる

指導内容の重点化を図るとともに、必要に応じて、内容間の関連や統合を図ったり、他の内容を

加えたりすることができること。」とされており、特別活動において道徳教育に関連する授業と

しても展開できる。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第3節「公民」第2款第1「公共」2「内容」Ａ⑴アイにおいて、「人

間は、個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに、対話を通して互いの様々な立場を

理解し高め合うことのできる社会的な存在であること、伝統や文化、先人の取組や知恵に触れた

りすることなどを通して、自らの価値観を形成するとともに他者の価値観を尊重することができ

るようになる存在であることについて理解すること。」されており、個人の尊重、互いのさまざ

まな立場を理解し高めあうという点は、差別や多様性の理解につながる。

また、同第2款第1「公共」2「内容」⑶アイにおいて、「人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主

主義、法の支配、自由・権利と責任・義務など、公共的な空間における基本的原理について理解

すること。」とされており、平等原則、差別の禁止などが関連する。

同第3「政治・経済」2「内容」Ａ⑴アアにおいて、「政治と法の意義と機能、基本的人権の保障

と法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主義、地方自治について、現実社会の諸事象を通

して理解を深めること。」とされており、基本的人権の保障、現実社会の諸事象を通して理解を
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第４章　弁護士による授業案の提案

深めるというトピックで、障害者差別解消法、男女雇用機会均等法、ヘイトスピーチ解消法など、

実際の社会事象と法制度、憲法や条約で定められている人権理解などを絡めて授業を行うことが

できる。

　 

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義　

社会的要請としても、ジェンダー平等がSDGｓにおける課題である一方、日本におけるジェン

ダーギャップ指数は118位（2024年）であり、意識改革が必要である（管理職におけるジェンダー

ギャップ指数も注目される）。工学部の女性枠の創設もあり、国民全体が、ジェンダーギャップ解

消が必要であることの理解をさせなければ、かえって「逆差別」として女性に不平等感が向けら

れる事態ともなりかねず、必要な措置であることの理解させることは現代の学生に急務である。

障害者差別解消法が改正され、令和6年4月1日に施行され、国民全体に障害者差別解消に向

けた合理的配慮に対する理解を深める必要がある。インクルーシブ教育等特別支援教育は、障害

を持つ人々が社会に包摂される根幹にかかわるものであり、国連等で是正勧告がなされるなど議

論の必要な分野であることなど、差別に関する教育は、現実社会とも強いかかわりを持つ分野で

あり、また、また、いじめも差別意識に基づいて行われることなど、差別問題は人権教育のかな

めであると言え、授業の必要性は大きい。

そして、差別問題は、基本的人権の擁護を使命とし、少数派の人権を擁護・差別問題に取り組

んできた弁護士が、実体験をもって教えることのできる分野である。単なる教科書的な知識の羅

列ではなく、実体験（裁判例等などに収録された事例を読み解き、解説することも含む）に基づ

いた授業を展開することができる。差別が決して遠い問題ではなく、現代に潜む身近な問題であ

り、制度化した場合には大規模で悲惨な人権侵害が行われることも教えることができる。また、

自らの意識や行動を変え、発信していくことで、社会をよりよくしていくことができるという社

会参加の方法も教えることができる。このように、社会問題を個人的な課題と結びつけることも

可能である。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

差別をなくす教育（ジェンダー、LGBT、障害者、発達障害、外国人等）については、アンケー

トによると、小学校55％、中学校53％、高校41％の学校が希望している。

学習指導要領で見た通り、差別における問題は、法制度の問題とも絡むため、公民、政経など

で取り扱いなどを、高校生に向けて積極的に広報することも検討される。
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第５	 弁護士会での取り組み状況

差別に関する授業は、法教育委員会のほか、憲法問題委員会、両性の平等委員会、高齢者・障

害者委員会で取り扱われている。

各弁護士会で様々な興味深い取り組みが行われているので、タイトルを以下に紹介する。

「芝信金男女昇給・昇格差別事件（平等権）をテーマとした授業」「ハンセン病についての授業」

（東京弁護士会　憲法問題対策センター）、「性と人権」「性の多様性」「セクシャルマイノリティー

と婚姻」「セクマイ」「デートDV・LGBT」（東京弁護士会　性の平等に関する委員会）、「障害

者や高齢者等に関しての人権問題」、「平等権が保障されているにも関わらず、『平等なの？』と

感じること（例）専用車両、高校の募集定員など、ジェンダー平等の視点を中心に」「外国人の

法律問題　外国人お断り！？事件」（第一東京弁護士会　憲法問題協議委員会）、「模擬立法　ジェ

ンダー不平等はクオータ制で解決できるか」「ヘイトスピーチに関して、グループワークや発表

を通じて『私たちが考えるベストのルール』の策定」（第二東京弁護士会法教育委員会）、「いじ

め予防授業・性の平等」「みんなが尊重される社会を作るために考えよう」「差別に関する問題」「男

女差別をなくすために学ぼう『デートDV・ハラスメント問題等』」（埼玉弁護士会）、「男女平等」

「LGBT」「外国人差別」（新潟県弁護士会）、 など、各会で多数実施されている。

今回、障害者の中でも「発達障害」を取り扱うこととしたが、学校現場の中でも目にすること

が多く、教育関係者にとっては身近なテーマである一方で、児童生徒にとっては、理解が難しい

こと、また当事者がクラスに在籍するため取り上げることに躊躇されるためか、これまで取り上

げられた形跡はなかった。

第６	 本テーマを通じて身に付けてもらいたい能力

世界人権宣言や憲法において、平等が規定されていること、人権とは何か、差別とは何か、差

別感情（差別意識）とは何かを説明し、実際の事例を検討することで、身近な場面に差別的な言

動が行われ、それが被対象者の人権を損なっていることを理解させ、現代日本においても差別が

存在していること、それに対応していくべき考え方について理解させる。また、差別（見下しや

排除）の問題点は、いじめとも共通しているため、人をいじめることの不公正さについて理解さ

せる。
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第４章　弁護士による授業案の提案

授業案�　差別一般

１	 対象

中学校3年生～高校生向け

２	 授業の概要・ねらい

差別を差別感情（気持ちの問題）と制度における差別（制度の問題）にジャンル分けし、1コマ

目に差別感情、2コマ目に制度における差別を扱う。

・	人権

人権が守られている状態はどんな状態かを安心・自信・自由のキーワードを使って理解する。

・	差別

差別感情（1コマ目）と制度における差別（2コマ目）の内容を理解する。

憲法14条の平等について理解する。

・	差別意識に基づく行動

事例を検討し、発言が差別意識に基づく言動と言えるか、人権が侵害されているといえるかを

検討する。ヘイトスピーチ、外国人への暴行など、差別意識に基づいた場合、人権侵害がエスカ

レートした実際の事例を紹介する。

困りごとを解決する手段として、差別・いじめ等の人権侵害（安心・自信・自由を傷つける）

手段を選択することが間違いであると理解する。

３	 授業の流れ

1限目

1限目は、差別感情について考える事例とグ

ループディスカッションで授業を構成。

⑴	 導入（5分）

弁護士の紹介（簡単に済ませる）。

⑵	 展開1（5分）

世界人権宣言・平等について説明する。

○人権とは何だろうか。

	 世界人権宣言1条、憲法11条の紹介。

	 ⇒人権は、生まれながらに持っているもの、
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人間らしく生きる権利など

○人間らしく生きる権利とはどういうことか。

	「人権が守られている状態」を「安心」「自信」「自由」のキーワードを使って説明。

⑶	 展開2（5分）

世界人権宣言2条、憲法14条の紹介。→「差

別」「差別されない」と出てくるが、差別とは

何かの説明はない。

○差別にはどのようなものがあるか。

⇒人種差別、男女差別、容姿による差別、学

歴に差別など

	 	 人種差別撤廃条約1条を例に出し、「差

別」あらゆる公的な生活分野で平等に人権

や基本的自由を認識、享受、行使すること

を妨げ、害する目的や効果をもつあらゆる

区別、排除、制限、優先と定められている

ことを紹介。

○差別感情（意識）とは何か。

→「差別」とはどのようなものかについて、

「見下し」と「遠ざけ」という判断基準を

伝え、自身で判断できるようにする。

	 	 差別には、個人の意識に基づく差別的言動、個人の差別感情が集団化した制度における差

別があることを意識させる。

⑷	 展開3　25分

創作事例1を紹介。
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グループディスカッション

発言ごとに、①発言したクラスメイトがそのような発言をしたのはなぜだと思うかを考える、

②各発言は差別的な発言だと思うか、思う場合はどのような差別感情に基づいた発言か考える、

③Aの安心･自信･自由がどうなっているか考える。

ここでは、「あだ名として『フィリピン、Ｆ、ピーナ』と呼んだ」「外国人って集まると犯罪す

るじゃん」「はったつ、アスペ」という内容ごとに検討する班を分ける。

各班から発表。

各班の発表の後、改めて①～③を

整理する。

①については、「その場の話に合

わせた」「面白いから」「言い始め

た人に同調した」「そこまで悪い言

葉と思わなかった」など、発言した

人にとっては軽い気持ちなどが引

き金となって各発言をしていた可

能性に気づいてもらう。

②については、クラスメイトの発

言でAの安心・自信・自由が傷ついていることに気づいてもらい、クラスメイトの言動には、外

国ルーツを持つ人への差別、経済的弱者への差別、見た目の差別、職業差別、外国人差別、障害

関弁連シンポ報告2024決.indd   315関弁連シンポ報告2024決.indd   315 2024/09/13   18:102024/09/13   18:10



- 316 - - 317 -

者差別などの意識がクラスメイト

の各発言に隠れている可能性があ

ることを指摘し、差別感情が「見下

し」と「遠ざけ」からできているこ

とを説明する。

③については、クラスメイトの発言でAの安心・自信・自由が傷ついていることに気づいて

もらう。

⑸	 展開4　10分

ヘイトスピーチ、技能実習生暴行等を題材として、差別意識がエスカレートした実際の事例を

紹介

⑹	 まとめ　5分

人を見下す気持ちは、対象が自分（達）より何らかの意味で「下」であるという意識であり、「能

力が劣っている」「なまけものだ」「汚い」「性格が悪い」などのマイナスの価値を対象者に付与

して「上下」関係を作る。人は自分と相手を比較して、自分より「下」にいる存在を作ろうとす

るものであり、これを「下方比較」という。人は自分より不幸な人と比較することによって、自

分の主観的な幸福さ（well-being）を高めることができる。下方比較は主観的な幸福さの減少に

よって引き起こされるといわれており、自尊感情（self-esteem）の低い人ほど下方比較を行いや

すい傾向にある。自己肯定感が低い人ほど、他者を「下」とみて自分の幸福感を満たそうとする
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状況がある。

「遠ざけ」は、自分たちと被差別集団は異質であると扱うことである。「彼ら」と「我々」を明

確に区別し、被差別集団は「外部」の自分たちとは異質な人々であるとすること。犯罪者は自分

たちとは全く違う特異な人たちだと「遠ざけ」る。外国人は、障害者は、あの人は、「自分たち（＝

我々）」とは違う存在なんだと区別することが「遠ざけ」である。知らない人や知らないことに

は恐怖心が生まれ、怖いこととして捉えてしまったり、自分と違う「外部」の人たちを理解しよ

うとしたりする気持ちが薄れる原因になる。「遠ざけ」は差別意識を高める大きな原因になって

いる。

事例ではクラスメイトは、Aがフィリピンルーツだということで、「自分たち」とは違う存在

と遠ざけ、障害者、外国ルーツ、貧乏という「属性」からAを「下」として「見下す」意識を言

葉にしている。

「属性」を理由に「見下し」「遠ざけ」る集団化した意識が差別。個人の差別感情が集団化して

社会的な差別意識となる。

他者を「見下す」意識は多かれ少なかれ持っているかもしれないが、差別感情を公共の場に出

すことは相手の安心・自信・自由を傷つける（＝いじめにもあたる）ので許されない。

「遠ざけ」（被差別集団の外部化）が外部である「彼ら」を理解しようとする気持ちを薄れさせ、

知らない属性の人に対する恐怖心等を生み出す。

差別意識がエスカレートすると、ヘイトスピーチやハラスメントにつながりうる。

差別問題は遠い世界の出来事ではなく、現代日本での人権課題であることを理解させ、差別的

言動の危険性を実感する。

これら差別的な発言は、「いじめ」にもなる。クラスで「おかしいよ！」と声を上げるのはす

ごく勇気がいるし、できないことも多いかもしれない。しかし反対の意見を言う人がいなければ、

クラスの中でAさんのような人は見下される存在だという雰囲気、差別意識がその集団に出来

上がる。発言していない人からすれば、自分は何も関わっていないはずなのに、差別意識がある

集団に属していることになっている。集団としての差別意識は、意識的になくそうとしなければ、

いつの間にか出来上がっている。

2限目

⑴	 導入　5分

○中高生で、ジェンダーギャップを感じるか

　高校生は実感しにくい例もあると思われ
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るので、自身が実感する男女差別があるか

を聞く。

○仕事・家事・育児について、男女で違いは

あるか

○社会においては、ジェンダーギャップが存

在すると思うか

○社会においてジェンダーギャップが存在する要因は何だと思うか

社会の中で、議員、弁護士、管理職、医師に女性割合が低いことを指摘する

⑵	 展開1　35分

事例2として、医学部入試事件の事例を把握

してもらう。	

教育基本法4条1項は「すべて国民は、ひと

しく、その能力に応じた教育を受ける機会を与

えられなければならず、人種、信条、性別、社

会的身分、経済的地位又は門地によって、教育

上差別されない」と定め、大学設置基準2条の

2は「入試選抜は、公正かつ妥当な方法により

行う」と定めている。

○一律に小論文の得点を減じた上で、男性現
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役生・1浪生は加点し、多浪生や女性は加

点しない（加点を減らす）扱いが「差別」

ではないか。

グループディスカッションをしてもらう。

中高生は、入試差別が生じた理由とされる当

直制度等の意思の過酷な労働実態、女性の育

児・家事の偏重の問題の実感がないので、紹介する。

○大学がこのような入試制度にした意図がどこにあるか。

①女性について

⇒結婚や出産で離職したり夜勤ができなかったりする女性医師を歓迎しない。

⇒当直しない人が多いから女性医師を増やしたくない。

※「女性は家庭で子育て」という偏りを強化する方向につながることを指摘した上で、性別と

いう自らの努力や意思で変えることのできない属性を理由として女性受験者を一律に不利益に

扱うもので差別にあたることを説明。

②浪人生について

⇒大学入学時に浪人した人は、卒業後の医師国家試験の合格率が低い（と思われている）。

※差別ではないとの意見については、「理由付け」の根拠が客観的データに基づいているか、

その区別が「見下し」「遠ざけ」につながり浪人生への差別意識に繋がらないかを考慮する必要

があることを指摘する。差別であるとの意見については、大学の経営の自由（憲法22条）がどの

程度制限されるかも検討する必要があることを指摘する。公表すればよいとの意見については、

医大の数と浪人生や女性を加点なしとする大学の数、その地域に進学できる医大がどの程度ある

か、大学の経営の自由で淘汰されていく問題であるか等を検討する必要があることを指摘する。

※以下、時間があれば言及する。

第三者委員会の調査報告書について言及し、女性を不利益に扱う部分は、平等原則、教育の機

会の均等及び入試手続の公平性の要請に著しく反するものとして、到底許されない。女性に妊娠

や出産というライフイベントがあるとしても、様々な社会的支援等により女性の働き方を十分に

尊重しながら、方策を講じるべきであり、現状を肯定的に受け容れるものではないとしても、女

性受験生にそのつけを回すことを正当化する理由はない。としていること、浪人生については、

機械的・一律に、多浪か否かという属性のみに着目して、多浪の受験生を不利益に取り扱うこと

は著しく不合理であり、許されない。受験生の個別の資質を見極めることなく一律に得点調整す
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ることを正当化する根拠になるとは考えにくいとしていることを紹介する。

裁判例にも言及し、【女性】（東京高判令和5年5月30日）本件属性調整は、性別という自らの

努力や意思によっては変えることのできない属性を理由として、女性の受験者を一律に不利益に

扱うものであって、性別による不合理な差別的取扱いを禁止した教育基本法4条1項及び憲法14

条1項の趣旨に反するものというべきである。【浪人生】（東京地判令和2年3月6日）本件得点調

整は、属性により一律に不利益に扱うものであるところ、被告は、本件得点調整が合理的な根拠

に基づく差別的取扱いであることについて具体的な主張立証をしていない。本件得点調整は、憲

法14条1	項や大学設置基準2の2の趣旨等に反するものであって、本件対象消費者との関係で違

法である疑いが極めて強いものというべきである。	出願者にとって、大学受験における合否判

定が、その後の人生の岐路となり得る重大な事項であることはいうまでもなく、出願者は、被告

が平等原則を尊重し、多様性に配慮した上で公正かつ妥当な方法による選抜を行うことを前提と

して、大学への出願を行うものと解される。募集に際して、本件対象消費者に対し、学生募集要

項等により、その属性を入学試験の評価において考慮する旨を告知すべき信義則上の義務を負う

ものと解するのが相当であり、被告において上記告知を行わず、密かに本件得点調整を行ってい

たことは、本件対象者との関係で違法との評価を免れない。

⑶	 展開2　15分

実質的平等については、	憲法14条を紹介し、

差別を考える前提として平等について形式的

平等・実質的平等を、リンゴをジャンプして取

る課題を例に説明する。参加者のうち一部を不

利な位置からジャンプさせたり、参加させな

かったりするルールにしている状態は形式的

平等が保たれていない状態。参加者3人が身長

180cmの人、150cmの人、100cmの人だった

とき、同じ地面からジャンプすることが平等か

（形式的平等・機会の平等）皆を同じ180cmに

することが平等か（150cmの人には30cmの

踏み台を用意する等）（実質的平等・結果の平

等）を紹介する。

以下は、障害者雇用か、あるいは、理工学部の女性枠について、いずれかを選択して検討する。
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ケース1　障害者雇用

事例1で「障害者枠で就職」「楽な就活」という発言は、障害者雇用促進法で企業に障害者の雇

用が義務づけられていること（障害者雇用促進法43条）に基づく。このような制度が導入され

た背景を説明する。障害者であるために仕事に就きにくい現状、働くことは社会の一員として自

分の存在を肯定されているとの承認欲求を満たすものであり「自信」のために必要なことであり、

障害者が仕事に就きにくいという不利益状況を改善するための措置（不利な人に手厚く）である

ことを説明する。

歴史的・社会的に差別を被ってきた集団は、機会を平等にしたからといって、それだけで今ま

で被ってきた不利益を改善されない。差別を受

けてきた人たちに手厚くというのが実質的平

等の考え方である。

ケース2　理工学部の助成枠

理工系学部の女性枠導入の動きについて

ニュース記事を紹介して実質的平等と逆差別

について、都立高校の男女別定員撤廃の記事を

紹介して実質的平等のために導入された定員制が時代の経過によって形式的平等を害する状況

となっていたことを紹介する。

⑷	 まとめ　5分

制度における差別、その差別が人権を害することを理解させる。
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授業案�　発達障害について
１	 対象

中学生・高校生

２	 授業のねらい

・	発達障害の特性について理解し、発達障害の本来的特性と、社会的不適応から生じた二次障

害との区別、障害における社会的障壁の考え方（医学モデルから社会モデルへ）について理

解する。

・	発達障害のある相手に対する差別的取り扱いが人権侵害に該当することを理解させ、差別・

いじめを防止する。

・	コミュニケーションを不得意とする生徒と、コミュニケーションの問題が生じた場合の解決

方法を考え、差別・いじめを防止する。

・	発達障害の生徒に対するいじめを正当化する言い分について、根拠をもって否定し、差別・

いじめを防止する。

傍観者にも、障害者差別解消法、障害者基本条約の理念等、（合理的配慮、インクルーシブ教育、

隔離の否定）等法制度上、合理的配慮をしないことが「差別」になることの理解、「排除」が端的

に差別であることを理解し、傍観者にもいじめが正当化されないことの理解を促す。

３	 授業の流れ
1限目
段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入　
15分

○自己紹介
◎生徒間のコミュニケーションの問題が生じている
ときに、「発達障害」という概念が持ち込まれた事
例の紹介【ワークシートの事例】

個人の特性だけでは「障害」
ではなく、社会的な障壁（マジ
ョリティによる無理解）により
障害となることを理解させる。

①　クラスメイトが、当初からAさんの議論を遮断
する理由（トラブルを避け、議論を効率的に進め
たいというクラスメイトの気持ちを検討する　）

・発達障害についての理解（5分）
・医学モデルと社会モデルの確認（5分）
・医学モデルと社会モデルによる事例の分析（5分）

発達障害のそれぞれの特性を
説明し、そのような特性は誰も
が多かれ少なかれ有しているも
のであることを理解させる。

展開　
30分

○「発達障害」であることを理由に、コミュニケー
ションの問題をAさんの問題とすることは正当
か。

差別により、人権侵害となる
こと、困りごとを解決する手段
を検討させる。時間の制約のあ
る場合は、③以外は挙手にする。
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①　クラスメイトの行動は差別か？その理由は？
	 講義・差別とは何か「見下し」と「遠ざけ」（10分）

差別、人権侵害とは何かを自
分なりに判断できるようにす
る。
差別・人権侵害とならないコ
ミュニケーションはどういうも
のかを検討させる。

②　Aさんの人権が侵害されていないか？
	 講義・人権とは何か「安心・自信・自由」（10分）
③　トラブルを避ける方法はないか？（10分）
	 グループワーク・挙手

まとめ　
5分

◎コミュニケーショントラブルを、「発達障害」で
あるとして一方的に他者に帰責させ、人権を侵害す
ることは差別で許されない。
コミュニケーションの齟齬は相互に解決すべき課題

発達障害を理由に他人を排除
することは、積極的な相手への
攻撃ではなくても、差別である
ことを意識させる。

2限目
導入　
5分

◎続きの事例紹介【ワークシート事例の続き】
・Aさんに、本来の特性ではない二次障害が生じて
いること
・B、Cの行為は差別であること
・B、Cの行為により人権侵害が生じていること

発達障害から二次障害が生じ
る仕組みを理解させる。

展開1　
20分

○ディスカッション（ワークシートの⑴と⑵のBと
Cの言い分を検討）（10分）

時間の制約上、すべてを発表
してもらうことは難しいため、
各設問ごとに2～3グループほ
どの発表とする。
いじめる側の良く主張される
言い分を検討し、それによって
いじめが正当化されないことま
で理解させる。

⑴いじりに過ぎないというB、C主張
⑵Aが悪いというB、Cの主張
○発表（5分）
○解説（5分）
⑴は、人権侵害はいじりとして正当化されないこと、
及びいじめ防止対策推進法の定義を確認する。
⑵は、Aが迷惑をかけているという点について、コ
ミュニケーショントラブルという点はマジョリティ
のルールの押し付けに過ぎないことを確認。押した
点は、Aは指導されるべきであるが、B,Cの行為が
正当化されるわけではないことを確認。また、二次
障害である点を確認。

展開2　
20分

○ディスカッション（ワークシートのクラスメイト
の言い分を検討）（10分）
⑶Aに対する不公平感
⑷Aは隔離すべきであるとの主張
○発表（5分）
○解説

平等原則、障害者権利条約、
障害者差別解消法の紹介を行
い、合理的配慮は実質的平等を
はかるものであることを理解さ
せる。
隔離により人権侵害が行われ
てきたことの歴史・国際的な視
点を利化させる。

⑶に対応する形で、障害者差別解消法と合理的配慮
⑷に対応する形で、障害者権利条約とインクルーシ
ブ教育を紹介。
隔離＝差別につながりうることの理解

まとめ
5分

○発達障害を「障害」にしているのは社会的障壁で
あること
○合理的配慮は障害者の人権を保障するものである
こと
○障害者を隔離する発想は人権侵害であること
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49	 50

51	 52

弁弁護護士士にによよるる授授業業  「「差差別別ににつついいてて考考ええよようう」」授授業業用用ワワーーククシシーートト  

 

 
事例 

• Ａは、小学生の時、クラスを飛び出してしまうことが頻繁にありました。 

• 仲良くなりたい人にいつもついて行き、相手に嫌がられることがありました。 

• 無言になってしまったりすることがある一方で、他方で、何かを思いついたときには、議論

がまとまりそうでもひたすら自分の意見を話し続け、自分の意見にこだわる一面もありま

す。Ａがいるとグループ活動が進まないときがあります。また、グループで行わなければな

らない課題も、Ａがいつも忘れてきて、話が進まないことがありました。 

•  クラスメイトは、そんなＡとグループになるのが嫌だと言っている子もいます。 

• 「私」も、そんなＡに苦手な気持ちを持っていました。 

• そんなある日、私は、Ａは「発達障害」らしいと聞きました。 

• 「私」も、クラスメイトの話を聞いて、Ａは発達障害の傾向があるようだと考えました。 

• Ａが発達障害だとのウワサが広まってから、クラスメイトの態度が変わり、中には、Ａがグ

ループのディスカッションで話しても、意見を聞いていなかったり、Ａが話始めようとして

も、話を切り上げたりします。 

• クラスメイトの中にはＡについて、あの人は「特性」あるからねと陰で話している人がいま

す。 
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弁弁護護士士にによよるる授授業業  「「差差別別ににつついいてて考考ええよようう」」授授業業用用ワワーーククシシーートト  

 

 
事例 

• Ａは、小学生の時、クラスを飛び出してしまうことが頻繁にありました。 

• 仲良くなりたい人にいつもついて行き、相手に嫌がられることがありました。 

• 無言になってしまったりすることがある一方で、他方で、何かを思いついたときには、議論

がまとまりそうでもひたすら自分の意見を話し続け、自分の意見にこだわる一面もありま

す。Ａがいるとグループ活動が進まないときがあります。また、グループで行わなければな

らない課題も、Ａがいつも忘れてきて、話が進まないことがありました。 

•  クラスメイトは、そんなＡとグループになるのが嫌だと言っている子もいます。 

• 「私」も、そんなＡに苦手な気持ちを持っていました。 

• そんなある日、私は、Ａは「発達障害」らしいと聞きました。 

• 「私」も、クラスメイトの話を聞いて、Ａは発達障害の傾向があるようだと考えました。 

• Ａが発達障害だとのウワサが広まってから、クラスメイトの態度が変わり、中には、Ａがグ

ループのディスカッションで話しても、意見を聞いていなかったり、Ａが話始めようとして

も、話を切り上げたりします。 

• クラスメイトの中にはＡについて、あの人は「特性」あるからねと陰で話している人がいま

す。 
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（１）クラスメイトがＡの意見を聞いていなかったり、Ａが話を始めようとしても、話を切り上げ

たりするのは、どんな気持ちのあらわれだと思いますか。 

 

 

 

 

 

（２）クラスメイトの扱いにはＡに対する差別意識があると思いますか。差別意識がある、差別意

識はない、からあなたの意見を選んで理由を考えください。理由を考えるときは「見下し」「遠

ざけ」の視点からも考えてみましょう。 

差別意識はある   ・    差別意識はない 

【理由】 

 

 

 

 

 

（３）クラスメイトの対応によりＡの人権（安心、自信、自由）はどうなっていますか。 

 

 

 

 

 

（４）（１）～（３）を考慮して、クラスメイトはＡと接するときどうしたらいいか検討してみよう。

 

 

 

  

  

事例（つづき） 

• Ａは、意見を無視されることが増えたためか、かんしゃくを起こす機会が増えました。忘れ物を

したときには、 Ｂ・Ｃが「みなさん！！Ａが、また忘れ物ですよ！！」とヤジを飛ばし、時に

は泣き出してしまう時もありました。 

• 学校の先生は、Ａがかんしゃくを起こした時は授業を休ませたり、忘れ物の期限も、ほかの子よ

り提出が遅れても認めたりしています。 

• そんなＡに対し、Ｂ･Ｃさんはすれ違ったときに、Ａさんに「今日はパニック起こしてない？」

「今日は忘れ物大丈夫？」と言って軽い調子でからんできます。 

• Ａは、ＢとＣを見ると隠れるようになりました。 

• あるときもＡがＢとＣを見て隠れていたところ、二人は発見してＡの前に立ちふさがり、「障が

い者！」「違う学校に行けよ。」「おまえ、迷惑なんだよ」と言い、ＡはとっさにＢを押してしま

いました。 

• Ｂ･Ｃは、いじっていただけでいじめではない、押された自分たちが被害者で、迷惑をかけてい

るＡこそが加害者だと主張しています。 

• クラスメイトは、Ａ･Ｂ･Ｃ状況を見ていますが、何か言う人はいません。 

クラスメイトの中には、なぜ先生はＡだけ特別扱いするのか、扱いが不平等だと話す人がいた

り、Ａは別の学校に行ったほうがお互い幸せであると話したりしている人がいます。 
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（１）クラスメイトがＡの意見を聞いていなかったり、Ａが話を始めようとしても、話を切り上げ

たりするのは、どんな気持ちのあらわれだと思いますか。 

 

 

 

 

 

（２）クラスメイトの扱いにはＡに対する差別意識があると思いますか。差別意識がある、差別意

識はない、からあなたの意見を選んで理由を考えください。理由を考えるときは「見下し」「遠

ざけ」の視点からも考えてみましょう。 

差別意識はある   ・    差別意識はない 

【理由】 

 

 

 

 

 

（３）クラスメイトの対応によりＡの人権（安心、自信、自由）はどうなっていますか。 

 

 

 

 

 

（４）（１）～（３）を考慮して、クラスメイトはＡと接するときどうしたらいいか検討してみよう。

 

 

 

  

  

事例（つづき） 

• Ａは、意見を無視されることが増えたためか、かんしゃくを起こす機会が増えました。忘れ物を

したときには、 Ｂ・Ｃが「みなさん！！Ａが、また忘れ物ですよ！！」とヤジを飛ばし、時に

は泣き出してしまう時もありました。 

• 学校の先生は、Ａがかんしゃくを起こした時は授業を休ませたり、忘れ物の期限も、ほかの子よ

り提出が遅れても認めたりしています。 

• そんなＡに対し、Ｂ･Ｃさんはすれ違ったときに、Ａさんに「今日はパニック起こしてない？」

「今日は忘れ物大丈夫？」と言って軽い調子でからんできます。 

• Ａは、ＢとＣを見ると隠れるようになりました。 

• あるときもＡがＢとＣを見て隠れていたところ、二人は発見してＡの前に立ちふさがり、「障が

い者！」「違う学校に行けよ。」「おまえ、迷惑なんだよ」と言い、ＡはとっさにＢを押してしま

いました。 

• Ｂ･Ｃは、いじっていただけでいじめではない、押された自分たちが被害者で、迷惑をかけてい

るＡこそが加害者だと主張しています。 

• クラスメイトは、Ａ･Ｂ･Ｃ状況を見ていますが、何か言う人はいません。 

クラスメイトの中には、なぜ先生はＡだけ特別扱いするのか、扱いが不平等だと話す人がいた

り、Ａは別の学校に行ったほうがお互い幸せであると話したりしている人がいます。 
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（１） Ｂ･Ｃの主張について、あなたはどう考えますか。 

① 「いじっていただけでいじめではない」という主張について 

 

 

 

 

 

 

②「押された自分たちが被害者で迷惑をかけているＡが加害者」という主張について 

 

 

 

 

 

 

（２） クラスメイトの考えについて、あなたはどう考えますか。 

①「なぜ先生はＡだけ特別扱いするのか」「扱いが不平等」というクラスメイトの主張について 

 

 

 

 

 

 

②「Ａは別の学校に行ったほうがお互い幸せである」という主張について。 
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（１） Ｂ･Ｃの主張について、あなたはどう考えますか。 

① 「いじっていただけでいじめではない」という主張について 

 

 

 

 

 

 

②「押された自分たちが被害者で迷惑をかけているＡが加害者」という主張について 

 

 

 

 

 

 

（２） クラスメイトの考えについて、あなたはどう考えますか。 

①「なぜ先生はＡだけ特別扱いするのか」「扱いが不平等」というクラスメイトの主張について 

 

 

 

 

 

 

②「Ａは別の学校に行ったほうがお互い幸せである」という主張について。 

 

 

 

 

 

 

第14節　校則問題
　

第１	 まえがき

近年「ブラック校則」という言葉が作られ、不合理な校則についてメディアやＳＮＳ上で問題

視されることがある。

文部科学省においても、令和3年6月に、文部科学省事務連絡「校則の見直し等に関する取組

事例」が発出されている。

各地の弁護士会の活動としても、令和2年10月30日付で佐賀県弁護士会が校則の見直しに関

する提言を発表し、千葉県弁護士会校則調査ＰＴにおいても、令和4年9月1日付で「校則調査に

関する報告書」を発出し、子どもの権利・幸福追求権を考慮して校則の見直しをすることを求め

ている。令和5年5月26日付で福岡県弁護士会においても校則見直しに関する意見書を発表し、

愛知県弁護士会では校則の見直しの一環として電話相談を行い、宮崎県弁護士会においても校則

見直しＱ＆Ａを発表したりなど、各地の弁護士会においても校則に見直しについての活動がなさ

れている。

このように、校則については、子どもたち自らの権利意識の高まりや時代の変化によって変わ

りゆくものであるべきであるにもかかわらず、見直しがされないままになっているものもあり、

検討を要する校則があることは否定できない。

ただし、過度に児童・生徒の権利を制約するような校則は、外部の人間から指摘されるよりも、

学校内部から改正の声が上がり、より良い形に改正されるべきものである。

本テーマは不合理な校則を否定することを狙いとするものではなく、校則に従って生活する児

童・生徒たちが不合理な校則を批判的に捉えること、「何となく嫌だから」「個性が重要だから」

といった漠然とした主張ではなく、論理的に校則に改正が必要な理由を述べることができる能力

を身に付けてもらうことを狙いとしている。

第２	 本テーマと学習指導要領・生徒指導提要の関係

校則について、学習指導要領上の記載はないものの、校則が学校内におけるルールである以上、

本章第1節「法や決まり、ルールの必要性、意義」と共通する点が多々あり、学校内におけるルー

ルという捉え方をするのであれば、本章第1節に記載した学習指導要領との関係は本テーマにお

いても同様のことがいえる。
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また、生徒指導提要においては、生徒指導に関する法制度等の運用体制（101頁以下）において、

「学校の教育目標に照らして定められる校則は、教育的意義を有するものと考えられる。校則の

制定に当たっては、少数派の意見も尊重しつつ、児童生徒個人の能力や自主性を伸ばすものとな

るように配慮することも必要です」と記載され、「児童会・生徒会や保護者会といった場において、

校則について確認したり議論したりする機会を設けるなど、絶えず積極的に見直しを行っていく

ことが求められます」と記載されている。

その上で、「校則の見直しの過程に児童生徒自身が参画することは、校則の意義を理解し、自

ら校則を守ろうとする意識の醸成につながる。また、校則を見直す際に児童生徒が主体的に参加

し意見表明することは、学校のルールを無批判に受け入れるのではなく、自身がその根拠や影響

を考え、身近な課題を自ら解決するといった教育的意義を有するものとなります」との記載があ

り、校則について児童・生徒自身が自分の問題として考える必要性が記載されている。

第３	 本テーマの授業を弁護士が行う必要性・意義

本章第2節「個人の尊重・人権保障と国家との関係」でも述べた通り、基本的人権の擁護は弁

護士の使命であり、子どもの人権問題にも取り組んでいる。

また、本章第1節でも述べた通り、弁護士は法に近い立場であり、学校における校則はまさに

社会における法であることから、弁護士が授業に関わる意義がある。

ただし、校則は、学校という現場の実情を踏まえて策定されるべきものであり、その意味では、

弁護士のみの授業では説得力がなく、学校教員と協力して本テーマの授業を行うべきものと考え

られる。

第４	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校対象アンケートにおいて、弁護士が本テーマに関する

授業を行うことに興味を持っている教員が一定数いることが分かった。

具体的には、小学校においては回答数1418校のうち108校（8％）、中学校においては回答数

728校のうち172校（24％）、高校においては回答数376校のうち69校（18％）と小学校におい

ては低い割合であるものの、中学校や高校においては一定数の割合の回答があった。

第５	 本テーマを通じて身に付けてほしい能力

校則という自分の学校生活上において適用されるルールについて、自らの権利意識を持ち適切
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第４章　弁護士による授業案の提案

な校則なのかどうかを判断する能力や、不合理な校則と考えた場合にはなぜ不合理であるかを論

理的に主張する能力、さらには不合理な校則を改正するためにどのような手続きをとるべきかと

いうような、制度の改廃に関するプロセスを考える能力を身に付けてほしい。
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授業案�　校則は何のためにあるのか

１	 対象

中学生

２	 獲得目標

・	身近なルールとしての校則の意義を考え、校則がなんのためにあるのか、なぜ守る必要があ

るのかといった校則の必要性を考える。

・	ある校則を題材に、より校則の改正のためにどのような手続きを取るべきか、どうすれば校

則を変えることができるかの手続きを考える。

・	学校にとっても生徒にとってもより良い校則はどうあるべきかを考える。

３	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○校則に対する印象
具体的にこの学校にはどのような校則
があるのか。

アイスブレイク的に雑談から始める。
⇒登校時間、頭髪、靴の色など

展開1　
10分

◎ルールの必要性を学ぶ
○校則は何のためにあるのか
文部科学省によれば「皆さんが健全な
学校生活を営み、よりよく成長・発達し
ていくため」とされている。

この目的は皆さんの成長のためであり、
これ自体は別におかしいところはないと
説明する。

○校則がなかったらどうなる？ 校則はある方が良いのか、ない方が良い
のか。バランスが大事であることを感じて
もらう。

校則は皆さんの自由を奪うものか。
校則がない状況を考えてみよう。
学校に来る時間は決まっていない、服
装も髪型も自由、授業中にスマートフォン
でゲームをやっていても問題はない。そん
な学校に来る意味がないのではないか。

⇒さすがにルールは必要という意見にな
ると思われる。

○どのような校則なら従うか。 ⇒自由な校則、みんなが納得する校則
○「先生は生徒が言うことを聞かない場
合、強制的に帰宅させることができる」
という校則はどうか。

⇒先生たちに改善を申し入れる。ルールを
破り続ける。

○学校にルールはなくても社会に出たら
ルールはある。法律や会社の中でのルー
ルなど。学校の先生たちも皆さんとは違
うルールがある。そんな中にはこれはお
かしい！というルールもたくさんある。
急にルールを守れと言われても普通の人
は対応できない。

ルールはあって良いし、良い影響もあ
る。では、ルールだったら何でも良いのか。
そういうことを今日は考えてほしい旨を
告げる。
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皆さんは学生のうちにルールの中で生
活することの重要性を学ぶ必要があり、
そのために校則がある。
○校則を守るためには
校則を守るためには、その前提として、
校則自体がより良い校則でなければなら
ない。では、より良い校則ってなんだろ
うか。
1つは校則の内容に納得がいくこと。
皆さんの自由を強く制限するような校則
は当然認められるべきではない。
もう1つは社会の実情に合わせて校則を
変えていくこと。

納得とは何か。過半数の生徒が同意すれ
ば納得扱いで良いのか。例えば1割の生徒
だけが極端に不利になる校則なら、他の9
割の納得は得られるかもしれないが、それ
は公平・平等か、という点にも言及。

○校則を変えるためにどうすればよいか
校則を変えるために意見を言うことは
重要です。ただし、その意見は、先生や他
の生徒たちみんなの「納得」を得る必要
があります。

　何をもって納得と言えるか、その考え方
の一つを、今から授業で取り扱う。

○今回の授業は、ある校則をテーマにし
て、どうやってみんなが納得する意見を
述べることができるかを考えるものだと
説明する。

展開2　
25分

○Ａ中学校の校則を確認する。
Ａ中学校校則
１　頭髪について
⑴　頭髪は、男⼦は丸刈りとする。
⑵　⼥⼦の髪⾊は⿊とし、髪型は肩にかからない髪型か、肩にかかる場合後ろで1つ
に縛るものとする。
２　服装について
⑴　カーディガンやセーターの着⽤は禁⽌する。
⑵　コートの着⽤は禁⽌する。
３　携帯電話・スマートフォンについて
　携帯電話等の校内持ち込みは⼀律禁⽌とする。
◎校則を変えるためについて考えるポイ
ントについて、3つのポイントを意識する。
1つは、その校則は何を守るためにある
のか。何も守るものがない場合、その校
則はいらないことになる。
2つ目は、その校則によって校則を守る
生徒にどのような不利益があるのか。
3つ目は、2つ目に上げた不利益をより
少なくするような方法はないのか。

当該校則を変えるために、説得的な意見
であるかどうか。発表の際に、意見が食い
違う班がいた際に、その班を説得すること
ができるかという視点で考えてもらう。
生徒のレベルに合わせて他にも追加で
きそうなポイントがあれば、比例原則、平
等原則、原理原則（子どもの権利、憲法上
の人権としての重要度等）、代替制限手段
の存在、等。

○各班それぞれに検討してもらう。 何も着眼ポイントがない状態で総合衡
量することは、いわゆる裸の比較衡量であ
って、納得感や結論の得られるものではな
くなることにも言及。
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まとめ　
10分

○どのような校則が良いのか、それは学
校ごとに異なるし、正解はない。大事な
のは、今自分がルールによって制約され
ていること、それが正当な制約なのかを
考えること。
◎日本の法律・民主主義について
○日本の法律は、国民に選挙によって選
ばれた国会議員が作り、国会議員によっ
て改正される。そのため、法は国民が間
接的に作っている。
このように、自分たちが自分たちの法
を定めることを「民主主義」という。

正当な制約か否かにも、答えはない。た
だ、少なくとも、上記のポイント、つまり
保護法益の重要性、権利制約の重大性、制
限的でない代替手段の存在、子どもの権
利、憲法上の人権としての重要性の比較、
平等原則、比例原則、そういった観点から
見てある程度の説明すらつかないのであ
れば、正当な制約ではない疑いが強まる。
ただ裸の比較衡量として意見を集め、結
局集めただけ集めて多数決で少数意見を
無視して決まりを作るだけなら、誰でもで
きる。しかし、このように一定の着眼ポイ
ントを加味して判断するのは、より高度な
議論ということが出来る。

国会議員がいろいろな人の話を聞き、
国民がより良い生活を送れるように議論
をして法律が作られる。
自分の「意見」を言わなければ、法律
には反映されない。 学校におけるルールは校則であり、社会

のルールが法であることを結び付ける。◎自分の意見を持つこと
たとえば、皆さんには自分らしく生き
る権利がある。自分の権利が、どのよう
な目的でどのような制約を受けているの
か、それをしっかり考えて自分の言葉で
伝えること、それが自分の意見になる。

自分が少数派となり得ることを意識し
てもらい、その際に自らに対する権利侵害
についてどのように対処すべきかを考え
させる。

これからの生きていく中でおかしいル
ールにたくさん出会う。ルールはルール
なので守る必要がある。しかし、おかし
なルールであれば「意見」を持ってルー
ルを変える行動を起こすこと、それは自
分のためにもなるし、自分以外の人のた
めにもなる。

この権利侵害に対しては、裁判等の司法
による救済についても触れたい。

周りの人たちが何にも考えないでルー
ル（校則）に従っていることに危機感を
持ち、自分なりの意見を持ってほしい。
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第４章　弁護士による授業案の提案

第15節　性教育・性と法

第１	 学習指導要領との関係

学習指導要領総則において、性に関する学習は、体育・健康の一環として把握されており、児童・

生徒の実態や課題に応じて、教育活動全体を通じた各教科等において、関連付けて指導すること

とされている（例えば、小学校学習指導要領の第1章「総則」第1の2⑶参照、中学、高校におい

ても同様の規定がある）。

その中でも中心になるのは、体育科・保健体育科であり、ここではその主な項目を取り上げて

紹介する。

１	 小学校

小学校学習指導要領第2章第9節「体育」第2「各学年の目標及び内容」［第3学年及び第4学年］

2「内容」G「保健」 ⑵アイにおいて、「体は、思春期になると次第に大人の体に近づき、体つき

が変わったり、初経、精通などがおこったりすること。また、異性への関心が芽生えること」を

理解できるよう指導するとある。

２	 中学校

中学校学習指導要領第2章第7節「保険体育」第2［保健分野］2内容⑵のアのイでは、「思春期

には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること。また、成熟に伴う変化に対応し

た適切な行動が必要になること」が理解できるよう指導するとある。

ところが、同3内容の取扱い⑺は、「内容の⑵のアのイについては、妊娠や出産が可能となる

ような成熟が始まるという観点から、受精・妊娠を取り扱うものとし、妊娠の経過は取り扱わな

いものとする。また、身体の機能の成熟とともに、性衝動が生じたり、異性への関心が高まった

りすることなどから、異性の尊重、情報への適切な対処や行動の選択が必要となることについて

取り扱うものとする。」としている。この、「妊娠の経過は取り扱わないものとする」との一文が、

いわゆる「歯止め規定」と呼ばれる部分であり、この文言があることによって、教科書は、「受精」

や「妊娠」は取り上げても「性交」自体や「避妊」について触れていない。

３	 高校

高等学校学習指導要領第2章第6節「保健体育」第2「保健」2「内容」⑶のアのアにおいて、「生

涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び環

境づくりが関わっていること」を理解させることとし、3「内容の取扱い」⑺において、「内容の
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⑶のアのアについては、思春期と健康、結婚生活と健康及び加齢と健康を取り扱うものとする。

また、生殖に関する機能については、必要に応じ関連付けて扱う程度とする。責任感を涵養する

ことや異性を尊重する態度が必要であること、及び性に関する情報等への適切な対処についても

扱うよう配慮するものとする。」としている。

第２	 弁護士が関わる必要性

前記の通り、学習指導要領では、体育科・保険体育科を中心にして性に関する指導を予定して

はいる。しかしながら、中学では「歯止め規定」によって、「性交」や「避妊」について触れられ

ない／触れづらいという現実があり、高校においても明確な「歯止め規定」こそないものの、「生

殖に関する機能については、必要に応じ関連付けて扱う程度とする。」として消極的であること

は否めない。

これに対して、日本弁護士連合会は、2023年1月に「『包括的性教育』の実施とセクシュアル・

リプロダクティブ・ヘルス＆ライツを保障する包括的な法律の制定及び制度の創設を求める意

見書」を取りまとめ、国及び地方公共団体に対し、学校教育において、「国際セクシュアリティ

教育ガイダンス」に準拠した「包括的性教育」を実施することを求めている。

「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」に基づく包括的性教育は、性に関する認知的、感情的、

身体的、社会的諸側面についてのカリキュラムをベースにした教育と学習のプログラムである。

そこでは、①人間関係（家族、愛情等）、②価値観、人権、文化、セクシュアリティ、③ジェンダー

の理解、④暴力と安全確保（同意、プライバシー、情報通信技術（ＩＣＴｓ）の安全な使い方等）、

⑤健康とウェルビーイング（幸福）のためのスキル（意思決定、コミュニケーション、援助と支

援を見つける等）、⑥人間のからだと発達（性と生殖の解剖学と生理学、ボディイメージ等）、⑦

セクシュアリティと性的行動、⑧性と生殖に関する健康（妊娠、避妊、性感染症等）という8つ

のキーコンセプトが設定されており、知識だけでなくセクシュアリティに関わる適切な態度、更

には意識決定やコミュニケーション、権利主張をするためのスキルを身に付けることまでを目的

としている。

このような観点からするならば、包括的な性教育プログラムを作成し、その一部について弁護

士が担当することはもっと積極的であってよい。特に、現に社会に発生している現実的問題につ

いて弁護士が授業を担当することで、より効果的に適切な態度決定、権利主張のためのスキルを

学ぶことができるように思われる。例えば性加害事件を取り上げて、まず性的行為には相手の同

意が必要であり、同意がなければ犯罪になることを認識してもらい、同意をする／しないという
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態度を適切に示す能力を身に付けさせることや、予期せぬ妊娠を背景として、乳児の遺棄事件や

貧困に陥る問題があることなどを取り上げる形で、避妊の大事さを認識してもらうとともに、相

手の男性だけでなく医師や行政などに相談するという選択肢があることを認識してもらい、より

適切な態度決定ができるようにすることなどが考えられる（後述の授業案参照）。

第３	 本テーマの授業に対する教育現場の関心

本シンポジウムに先立って行われた学校対象アンケートにおいて、弁護士が本テーマに関する

授業を行うことに興味を持っている教員が相当数いることが判明した。

具体的には、小学校においては総回答1418のうち158（11％）、中学校においては総回答728

のうち158（22％）、高校においては総回答376のうち80（21％）であった。

特に中学・高校の比較的高いパーセンテージは、現実に性に関する問題が発生していることを

窺わせるものであり、それは同時に、そうした問題に対する法的な観点からの指導の必要性を感

じていることの現れでもあろう。
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授業案�　個人の尊重と性行為

１	 対象

高校生

２	 獲得目標

・	性行為には相手の同意が必要であり、同意なき性行為は不同意性行為罪に該当する（相手が

避妊をした上で性行為に同意したのに、これに反した場合も不同意性行為罪に該当する）こ

とを理解し、適切な行動をとる技能を身に付け、相手を尊重する態度を涵養する。

・	男女間で性行為をした場合は妊娠する可能性があることから、性行為や妊娠の仕組みについ

正確な知識を身に付けていることを前提に、予期せぬ妊娠をしないよう避妊の方法について

も理解するとともに、予期せぬ妊娠をした場合に、親や医師に相談するなど適切な行動がで

きるようになる。

・	やむをえず結婚をしないまま女性が子どもを産んだ場合、貧困に陥らないよう、相手である

男性からの経済的援助、行政からの援助を受けることができることを理解し、適切な行動を

とる技能を見に付ける。

３	 授業の流れ

段階　
時間

○教師の主な発問・指示
◎学習内容

⇒生徒の反応
指導のポイント

導入　
5分

○今日は性に関わる問題を法律的に考えていきます。
○これは2022年の年齢別のある統計資料です。こ
の数字が何を表しているか分かる人がいますか。

2022年人口動態統計

○これは女性の年齢別に見た子ども出生数です。
2022年は77万人の子どもが生まれたということで
す。

15年100万人、16年97万人、
17年94万人、18年91万人、19
年86万人、20年84万人、21年
81万人と年々減っている。

○では次の数字は何を意味しているか分かりますか。 2022年衛生行政報告例

○これは年齢別の中絶数です。
○中絶割合（中絶数÷（出生数＋中絶数）％）を示
すとこうなります。
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展開1　
15分

○この表から読み取れる現象は何でしょうか。 ⇒①若い人ほど中絶率が高い、
②45～49歳の中絶率が高い

○では、なぜ若い人ほど中絶率が高いのかその原因
について班で議論してください。時間は10分間で
す。
○発表してください。 ⇒14歳以下の子は妊娠につい

ての知識がない、避妊の知識が
ない、経済的に安定してない等

○さすがに高校生ともなれば性行為をすると妊娠す
る可能性があるということを知らない人はいないで
しょう。

　場合によっては妊娠・出産の
経過について説明する。

○ではなぜ避妊をしないのでしょうか。 ⇒避妊してとはっきり言えない
○性行為には相手の同意が必要だと思いますか。 ⇒必要
○なぜ性行為には相手の同意が必要だと思います
か。

⇒相手への思いやりが必要とい
う答えが予想される

◎長年、女性は男性よりも立場が下の存在とされて
きため、女性側が我慢をするような文化・意識が根
付いてしまっていたが、女性の尊厳や心と体を守る
ために、性的同意が必要であると考えられるに至り
ました。
◎同意なき性行為は、性別問わず刑法177条の不同
意性交罪として5年以上の有期拘禁刑に処せられま
す。

刑法177条自体は解説が必要
になるので示さない。

◎さらに女性がコンドームをつけた上での性行為に
は同意したという場合に、男性がこれを無視して性
行為に及べばやはり不同意性交罪となります。

ステルシング（避妊に応じる
よう見せかけてコンドームをは
ずして性行為をする）の可罰性
は省略◎誰かを好きになることはとてもすてきなことで

す。相手も好きになってくれればうきうきでしょう。
そこで感情に流されて、セックスをしてしまうとい
うことあるでしょう。でも、相手のことを思うので
あれば、いくつになっても相手の意思をはっきり確
認して下さい。男性も女性もはっきりと意思表示を
することが大事です。
○君たちの年代では避妊は必須でしょう。それは皆
さん理解していると思います。それでも思いがけず
妊娠してしまうこともあるでしょう。そうした徴候
がみられたときは、恥ずかしがらずにすぐに大人に
相談して下さい。

性交後72時間以内であれば、
ピルを服用することで妊娠を防
ぐ可能性があること、中絶は 21 
週 6 日までであることなどを説
明する。

展開2　
20分

○次も女性の年齢別の統計をみてもらいます。総数
の一番上は先ほどと同じですから出生数を表してい
ます。
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2段目と3段目はどのような区分か分かりますか。

○これは2段目が結婚している女性が産んだ子ども
（これを「嫡出子」といいます）の数であり、3段目
が結婚していない女性が産んだ子ども（これを「嫡
出でない子」と言います）の数です。

結婚していない場合とは、法
律婚をしていないということ
で、事実婚の場合も含まれる。

○この表から読み取れることは何でしょうか。
○15歳以下はそもそも法律上の結婚できませんか
ら、2段目の数字は0となります。また、2022年は婚
姻年齢を男女とも18歳とする民法改正前で、女性は
16歳以上であれば親の承諾があれば結婚できたの
で、2段目の16歳17歳にも数字があります。

⇒15歳以下は結婚していない、
年が若いほど結婚しないまま子
どもを産んでいる。

○では、年が若いほど結婚しないまま子どもを産ん
でいるという点について、その原因は何でしょうか。

⇒将来設計ができない状態で妊
娠してしまった、結婚するつも
りだったが男が逃げた等

○結婚しないまま子を産んだ母親の問題点は何でし
ょうか。班で議論して下さい。時間は5分です。
○発表して下さい。 ⇒経済的に大変、父親が誰かわ

からない
○結婚しないで子どもを産んだ場合は、戸籍上は父
親の欄は空欄のままです。このままでは父親に子育
てについて何ら法律的な請求はできません。
○父親である男には子育てに責任はないのでしょう
か。

⇒当然あるはずだ

○法律上の結婚をしていなくても、事実上の夫婦と
して仲良く暮らしている夫婦もいますから、その場
合はもちろん子育てに協力しているでしょうし養育
費も負担しているでしょう。しかし、結婚しないま
ま一人で子育てをしている母親の場合、男性が任意
に養育費を払うというケースは少ないようです。
◎この場合、養育費を支払ってもらうにはまず認知を
してもらって下さい。認知とは、子と父との間に、法
律上の親子関係を発生させる手続のことを言います。

民法779条「嫡出でない子は、
その父又は母がこれを認知する
ことができる。」

◎法律上の親子関係が認められれば「直系血族」と
して、互いに扶養をする義務を負います。そして、
親の子に対する扶養義務の一環として、父親に養育
費の支払い義務が認められることになります。

民法877条1項「直系血族及
び兄弟姉妹は、互いに扶養をす
る義務がある」

○しかし、実際には、結婚しないで子を産んだ母親
が父親である男性に養育費を請求するケースは少な
いようです。なぜでしょう。

⇒男が暴力を振るうので会いた
くない、働かないので支払い能
力がない等
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第４章　弁護士による授業案の提案

○離婚後の養育費の取り決めのデータでしかも古い
データで恐縮ですが、平成28年の時点で養育費の取
り決めをしている母子家庭は42 .9％に過ぎませんで
した。
○その理由ですが、相手と関わりたくないが31 .4％、
相手に支払う能力がないと思ったが20 .8％、相手に
支払う意思がないと思ったが17 .8％となっていま
す。ただ相手に養育費を請求できることを知らなか
ったというのが0.1％、子どもを引き取った方が養
育費を負担するものと思っていたが0.6％もあるの
が注意を要する点です。
○実際には、離婚後の母子家庭の場合でも、父親の
援助を受けられずに貧しい生活を強いられている家
庭も多いようです。結婚をしないまま子を産んだ母
子家庭の場合は、なおさらでしょう。
◎少なくとも父親にあたる男性に対して養育費を請
求できる権利はあることだけは覚えておいて、弁護
士などに相談するようにして下さい。

まとめ　
10分

○動物はセックスするとき相手の同意を得ているで
しょうか。
○実は同意を得ているそうです。もちろん、言葉で
はなくて態度で同意を示しています。
（ライオンの例をあげる）
○このように動物のメスは、その行動で性的同意を
示すことによってオスはようやく交尾することがで
きるわけです。動物にとってセックスは本来生殖の
ためのものでした。しかし、人間は、そこに快楽を
見いだして、年中発情するようになってしまいまし
た。そのため、 “メス”は自分がいつ排卵するのか、
“オス”は、いつセックスを持ちかけたらいいのかが、
分かりづらくなってしまったわけです。

ライオンのメスが発情期を迎
えると、群れから離れて、一日
20キロを超える距離を、何日も
歩き続ける。メスと交尾を望む
オスは、その後を黙ってひたす
ら追う。およそ7日間の試練を
乗り越えると、オスはメスの同
意を得ることができる。

○であるからこそ、相手の意思をしっかり確認する。
これが出発点になります。異性を尊重する、個人を
尊重するということは相手の意見を尊重するという
ことに他なりません。

先ほどは不同意性行為罪につ
いてだけ述べたが、同意無くし
てキスをする、体に触るといっ
た行為も、不同意わいせつ罪に
あたる可能性がある。

○快楽におぼれると、ときとして生殖行為をしてい
る、すなわち子どもができる可能性があるというこ
とを忘れてしまいます。男も女も子どもができたら
それを育てる必要があるんです。もし、まだ育てる
力はないと思うなら、きっちりと避妊をして下さい。

子どもが産まれる可能性があ
る以上、誰か分からない相手と
性行為をしてはいけないことも
指摘する。

○これに対して、愛している相手と性行為をして妊
娠をした、相手が結婚をしてくれなくても子ども産
むという決心をするということもあるでしょう。し
かし、そのために貧困に陥らないよう、子どもと自
分のために、父親である男性にも少なくとも経済的

母子家庭は二親のいる世帯よ
りも総所得で36％も低い
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負担をしてもらうことを考えましょう。男性も子ど
もを作っておいて知らんぷりをするぐらいならセッ
クスをすることをやめましょう。
○さらには、行政の各種支援も検討しましょう。全
国的な制度の他にも、各市町村で行っている支援も
ありますので、どのようものがあるかは行政窓口で
相談して下さい。

経済的支援としては、児童扶
養手当、母子寡婦福祉貸付金が
あり、その他、子育て・生活支
援や就業支援などもある
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第５章　授業の実践結果報告

第１	 授業案①について

１	 実施条件

日時	 令和6年5月31日　3時間目（10時25分から11時10分までの45分）

場所	 守谷市立黒内小学校

対象学年クラス	 6学年5クラス

派遣弁護士数	 9名

２	 実施の段取り

①　守谷市立黒内小学校側担当者と担当弁護士において授業実施日時を決定した。

②　担当弁護士において学校側の児童数やクラスの様子、テーマについての要望等を聞き取り

を行った。

③　弁護士側において授業案を作成した。

④　令和6年5月17日に学校側と授業の流れを確認するなどの事前打ち合わせを行った。授業

において使うことのできる機材やクラスの雰囲気、班分けに関する希望などを確認し、弁護

士側で授業案の修正をした。

⑤　授業日の1週間前に弁護士側から学校側へ資料を全てデータで送付した。

３	 実施授業案

「授業案①　ルールはなぜ守らなければならないのか。～体育館利用のルールを考えてみよう

～」を題材に授業を行った。授業案の細部についてはそちらをご参照いただきたい。

まず、ルールの必要性について、架空の事例を用いつつ、ルールの機能について講義を行う。

その上で、体育館における班でのスポーツ活動について、人数や競技内容、班の人たちの要望を

聞いた上で、5時間目と6時間目にどの場所をどのクラブが使用するかを各班で検討し発表する。

発表を受けて、まとめの講義をするという流れの授業である。
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４	 授業後の児童に対するアンケート結果

⑴	 授業の難易度について

授業の難易度については、17 .4％の児童が難しいと答え、43 .5％の児童が普通と答え、19 .2％

の児童が簡単と答えている。

今回授業を実施した学校は公立学校であり、児童のレベルの差もあると思われる中で、難しい

と答えた児童と簡単と答えた児童の割合も近く、今まで考えたことのない問題を考えた授業であ

ることからも、難しいとの回答が一定数来ることはやむを得ないものであり、難易度としてはか

なり適切な事案であったと思われる。

⑵	 弁護士の説明について

若干の児童が普通・分かりにくかったと回答しているが、大半の児童が分かりやすかったと答

えており、弁護士による説明は児童たちにとっても分かりやすく伝えられたものと思われる。ま

た、本授業は5クラス同時に行われているところ、5クラスそれぞれで弁護士が授業している中

で大半の児童から分かりやすかったとの回答を得られたことにより、本教材を用いて授業を行え

ば児童にとって分かりやすく伝えられることが分かった。
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第５章　授業の実践結果報告

⑶	 自分の考えが変わった点について

ほぼ半数の児童が「ルール」や「法」について自分の考えが変わったと述べている。この半数

という数字について、授業担当弁護士の中でも評価が分かれるところでもあるが、考えが変わっ

た児童が存在したということで授業を実践した意義はある。特に、小学生という時期に、まずルー

ルの必要性を学び、漫然とルールに従っていた意識を変え、今後の成長過程においてルールの改

正・改廃についても学ぶ土台を身に付けることは非常に重要である。

⑷	 児童からの感想（一部抜粋・原文をそのまま掲載している）

・　ルールの作るのがこんなに難しいとは思ってなかったからルールや法の見方が変わった

・　ルールは必要ないと思っていたけど、ルールがなかったら、トラブルになってしまうこと

が分かり、自分の考えが変わった。

・　ルールは自分を縛っていると持ったら全然そんなことなくて逆に自分の安全を守っている

ものだと分かった。

・　ルールがあることで、みんなが納得する、平等になる、と言うことがわかりました。

・　改めてルールがなぜ必要か分かった

・　今までルールとは守らなければならない堅苦しい物だと思っていました。しかし、弁護士

さんの話を聞いた時、弁護士さんの話を聞いた時、ルールがあるのは自分たちの自由を守る

ためだとわかり、もっとルールについて知りたくなりました。

・　ルールは自分で決め、ちゃんと守るようにする

・　ルールは私たちを縛ると共に、自由の権利を作る。

・　ルールや決まりは、みんなが平等で安全に過ごせるように作っていることについて考え方

が変わった

・　ルールは歴史でみんなのためにあるという概念に変わった

・　今日の授業を受ける前は、「ルールなんてない方が自由にできていいじゃん！」と思って
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いたけど、授業を受けてみて、「ルールは自由を守るためにあるんだ。ルールはないとダメ

なんだ！」というふうに考えが変わりました。

・　法律って、ルールだけだと思ってたけど、人の願いや、歴史も入っていて、もっと歴史に

ついて知りたくなった

・　ルールや法律は自由を制限する物ではなく、僕たちの限られた自由を限られた自由を守っ

ている物だ

・　ルールや法について印象が変わった。

・　今までこのルールのせいで自由が縛られていると思っていましたが、逆にみんなが平等に

自由が失われないようにつくられてたことがわかったのでルールは必要だと気持ちが変わ

りました。

・　ルールや法が誰が決めているのかわかったし、平等にするのは難しいなと感じた。

・　法律ルールへの重要さがわかりルールなどにより深く意識を持つことができた。

・　ルールは全員で納得するものを作ることは知っていたけれど、あんなに難しいとは思わな

かった。

・　ルールや法をつけることでみんなが暮らしやすくなることがわかったが、納得できないこ

とがあったら納得できないルールがあったら変えることもできることがわかった。

・　弁護士さんの法律についての話が非常に非常に印象にのこりました。法律とは、自分達を

縛るものではなく、歴史であり、未来であるというように認識が変化しました。

・　始めは、ルールは自分が良ければいいと思っていたけれど弁護士さんの話を聞いて、みん

なの意見を聞いてルールを作った方がいいということが変わりました。

・　ルールは嫌になる程あるけど、1つ1つに意味があることやルールがないとできないことも

あるのでルールに関する考え方が変わった

など

５	 授業を見た教員からのアンケート・意見交換

⑴	 授業の難易度について

やや難しかったとの回答であった。

45分という授業時間の中に内容がかなり詰め込まれており、これを児童たちが消化しきれる

のかという点が課題とされた。

⑵	 授業の良かった点について

・　ルールの必要性やルールがあることへの自由について、どらえもんを例に説明したり、子
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ども達の生活から例をあげてもらったりと、身近なこととして理解できたと思う。

・　ルールは、公平でなくてはならない、ルールは分かりやすくなくてはならない。ルールの

良さについて感じることができた内容だったと思う。

・　パワポの資料は、端的で分かりやすく、キーワードが明確であった。

・　体育館のルールについては、子ども達が取り組んでいるスポーツが題材であるので考えや

すかったと思う。

・　子ども達の活動も入り、ルールの必要性を実感できる流れだったと思う。

・　子ども達に声かけしてくれたり、質問してくれたりしたので、一緒に楽しみながら進めて

もらえて良かった。

・　事前に資料を送ってもらえてよかった。

⑶	 授業の改善点について

・　絵を入れたり、アンダーラインを入れたり、子ども達にとって、視覚的に分かりやすい資

料に直させてもらいました。

・　考える時間がもう少しほしい。

・　話合い活動など、活動時間を長くできたらよかった。

・　弁護士の仕事に興味をもっているので、弁護士の方との質問タイムなどの時間をとりた

かった。

⑷	 今後弁護士による授業実施の希望について

今後も弁護士による授業を機会があれば行いたい。

その際、連携できる授業案の紹介や過去の授業実績の開示をしてもらい他にどのような授業が

あるのかも検討して実施したい。

情報に関するルールなど、現実のルールの知識という面を伝えたり、弁護士の仕事内容などに

興味を持っている児童もいるので、子どもたちの質問タイムを設けるなど、キャリア教育の機会

も設けたい。

６	 授業後の弁護士側の感想について

・　45分で授業をまとめることがかなり大変であった。講義をパワーポイントを用いて短縮し、

なんとか時間内に収まったものの、2時間連続で授業を行うことが適切と感じた。

・　事前に資料を配布し、子どもたちに目を通してもらうようにしたが、授業時間内に再度資

料のおさらいの時間を設ける必要があると感じた。

・　途中でクラスの大半の児童にとって理解できていないと思われる点があったため、急遽流
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れを変更し、まとめの部分を大きく変更せざるを得なくなったクラスもあった。

・　「誰がルールを決めるのか」の説明の際に「群馬から突然来た私が、休み時間にトイレに行っ

ちゃいけないってみんなのルールを決めたらみんな従えますか？」って聞いたら「え、や

だー」などとすごく食いつきがよく、関心を持ってくれました。具体例をだすと難しい概念

でも児童はついてきてくれるように感じた。

・　6時間目までをまとめきれないグループが散見されたので、卓球班かバドミントン班のい

ずれかを減らして、利益折衝の負担を減らすとよいのではないかと思う。

・　子どもの反応を見ながら授業をしようと思ったら手控えは見ることはできず、パワポしか

見れない。

・　アイスブレイクとしてのルールの例出しは、反応が中々返ってこないので、まず講師が例

を挙げてイメージを持たせた方が進みやすいかもしれない。いくつか例を挙げたら子どもた

ちから意見が出てきた。

・　課題の班の要望はグループごとの印刷物よりもパワポで全体に共有した方が良いかもしれ

ない。

・　班ごとの要望の確認（2分程度）、グループでの話し合いとルール作成（5分程度）が良い

のかもしれない。

・　せっかくのグループの発表に講評を加えたかったが時間が足りなかった。

第２	 授業案⑩について

１	 実施条件

日時	 2024（令和6）年6月17日

	 2時間目（9時20分～10時5分）

	 3時間目（10時25分～11時10分）　

場所	 浜松市立東小学校

対象学年	 6学年2クラス

派遣弁護士数	 6名

２	 実施授業案

授業案⑩「立憲主義と民主主義の関係について知る」を題材に授業を行った。授業案の細部に

ついては、そちらをご参照いただきたい。

本授業案は、家庭科実習又はお楽しみ会等で、クラスで1つの料理を作る際の決め方について
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の授業であるが、多数決による決め方が基本的には最善の決めた方であることを前提にし、アレ

ルギーや宗教上の戒律等、いかに少数派でも無視してはいけない問題があることを学んでもらい、

人権と民主主義の関係、民主主義にも限界があることを知ってもらうことを目的とする授業である。

３	 授業後の児童に対するアンケート結果

２ 実施授業案

授業案⑩「立憲主義と民主主義の関係について知る」を題材に授業を行った。授業案の細部に

ついては、そちらをご参照いただきたい。

本授業案は、家庭科実習又はお楽しみ会等で、クラスで１つの料理を作る際の決め方について

の授業であるが、多数決による決め方が基本的には最善の決めた方であることを前提にし、アレ

ルギーや宗教上の戒律等、いかに少数派でも無視してはいけない問題があることを学んでもら

い、人権と民主主義の関係、民主主義にも限界があることを知ってもらうことを目的とする授業

である。

３ 授業後の児童に対するアンケート結果

質問：今日の授業は難しかったで

すか

難しかった 5

やや難しかった 15

普通 25

やや簡単だった 4

簡単だった 6

質問：弁護士の説明はどうでしたか

分かりやすかった 52

分かりにくかった 1

その他 2

質問：今日の弁護士の授業を聞い

て、自分の考えの変わったところは

ありますか。

変わった 30

変わらなかった 24

回答なし 1

分かりやすかった

分かりにくかった その他

変わった

変わらなかっ
た

回答なし

その他

難しかった

やや難しかった

普通

やや簡単だっ
た

簡単だった

４	 アンケートを踏まえた感想と改善点

アンケート結果からは授業の難易度、説明の分かりやすさのいずれも概ね良好であったと考え

ている。ただし、難易度について難しさを感じている生徒が20名であるのに対して、簡単さを感

じている生徒が10名おり、授業における難易度設定が一筋縄ではいかないことをあらためて感

じる結果となっている。本授業実施時には時間的兼ね合いからグループディスカッションを行っ
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ていないが、グループディスカッションを行い、そこに弁護士が助言役として議論に加わること

で、グループごとの理解度に合わせた授業が可能となり、より効果的であると考えている。

生徒の考えが変わったかの質問に対しては、約半数が「変わった」と答えてくれており、授業

を実施した者としてその効果を実感でき、嬉しいかぎりではあるものの、回答の中には民主主義

は不公平であると理解したというものが少なくない点が気になった。本授業の目的は、民主主義

（多数決）によることが近代における意思決定において優位性を持つことを前提に、その限界に

ついて学ぶことを目的としており、民主主義（多数決）自体に内在する不合理性については重き

を置いていなかったことから、この点については改善が必要である実感し、本授業後に授業案を

一部改善している。

第３	 授業案⑲について

１	 実施条件

日時	 令和6年6月24日

	 1時間目～3時間目の3コマ各50分

場所	 千葉県立津田沼高等学校

対象学年・クラス	3学年3クラス

派遣弁護士数	 4名（講師役は2名）

２	 実施の段取り

・	実施校の担当教員の協力のもと、政治経済の時間を使って消費者トラブルについての授業を

実施する運びとなった。

・	学校側に対して、漫画を利用した消費者トラブル授業を行う旨簡単に情報共有をした。

・	授業日までに弁護士側から学校側へ授業に関するデータを送信した。

３	 実施授業案

授業案⑲「消費者トラブル予防授業（高校生向け）」を題材に授業を行った。

導入として、講師の自己紹介、消費者や消費者被害など授業の意義や概要を説明する。続いて、

契約の意味やルールについて、生徒に身近な例を挙げて、具体的なイメージをつかんでもらい、

さらに契約から離脱することを可能とする法制度（未成年取消、クーリングオフ制度、詐欺・錯誤・

強迫など）を紹介する。高校3年生の場合、特に未成年取消についてはクラスの中に利用できる

者とできない者が混在していることから、生徒も真剣に聞いていたようである。

消費者被害が生じる原因として、消費者と事業者間に情報力・交渉力の格差があることと、消
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費者の心理的要因があることを説明した上で、「マンガでわかるあなたを狙う消費者トラブル40

例」（弘文堂）から抜粋した「セミナー詐欺」の事例紹介に入る。事例紹介には図やイラストを

使用するとイメージしやすく、マンガを利用した授業も視覚に訴えるわかりやすいものとなった。

事例から具体的な手口や手法を見つけ出し、どのような心理に陥るか、被害者の立場になって考

えてもらった。1時間目ではグループワークとして話し合ってもらい、2・3時間目はワークシー

トに回答する形で主体的に検討してもらった。

最後に、被害に遭ってしまった場合に備えたクーリングオフや消費者ホットラインの番号

「188」（いやや）などの救済手段、まずは相談をすること、相談事例の集積が次の被害を防ぐこと、

次々と現れる新手の手口に対する法改正が欠かせないこと、法制度を作るのは消費者であり主権

者たる国民であることなどを伝え、授業は締められた。　　

４	 授業後の生徒に対するアンケート結果

⑴	 授業の難易度について

導入として、講師の自己紹介、消費者や消費者被害など授業の意義や概要を説明する。続い

て、契約の意味やルールについて、生徒に身近な例を挙げて、具体的なイメージをつかんでも

らい、さらに契約から離脱することを可能とする法制度（未成年取消、クーリングオフ制度、

詐欺・錯誤・強迫など）を紹介する。高校３年生の場合、特に未成年取消についてはクラスの

中に利用できる者とできない者が混在していることから、生徒も真剣に聞いていたようである。

消費者被害が生じる原因として、消費者と事業者間に情報力・交渉力の格差があることと、

消費者の心理的要因があることを説明した上で、「マンガでわかるあなたを狙う消費者トラブル

４０例」（弘文堂）から抜粋した「セミナー詐欺」の事例紹介に入る。事例紹介には図やイラス

トを使用するとイメージしやすく、マンガを利用した授業も視覚に訴えるわかりやすいものと

なった。事例から具体的な手口や手法を見つけ出し、どのような心理に陥るか、被害者の立場

になって考えてもらった。１時間目ではグループワークとして話し合ってもらい、２・３時間

目はワークシートに回答する形で主体的に検討してもらった。

最後に、被害に遭ってしまった場合に備えたクーリングオフや消費者ホットラインの番号「１

８８」（いやや）などの救済手段、まずは相談をすること、相談事例の集積が次の被害を防ぐこ

と、次々と現れる新手の手口に対する法改正が欠かせないこと、法制度を作るのは消費者であ

り主権者たる国民であることなどを伝え、授業は締められた。

４ 授業後の生徒に対するアンケート結果

⑴ 授業の難易度について

授業の難易度については、半数の生徒が普通、３割強がやや難しいとの回答であったことか

ら、難易度としてはほぼ適切な内容であったと考えられる。やや簡単、簡単との回答も一定数

あることについては、高校では家庭科などで消費者授業を行っていることから、既習内容との

重複をできるだけ避ける工夫も必要と考えられる。もっとも、「事例により理解が深まった」な

難しかった

やや難しかった

普通

やや簡単だった

簡単だった

難しかった

やや難しかった

普通

やや簡単だった

簡単だった

授業の難易度については、半数の生徒が普通、3割強がやや難しいとの回答であったことから、

難易度としてはほぼ適切な内容であったと考えられる。やや簡単、簡単との回答も一定数あるこ

とについては、高校では家庭科などで消費者授業を行っていることから、既習内容との重複をで

きるだけ避ける工夫も必要と考えられる。もっとも、「事例により理解が深まった」などのコメ

ントもあったことから、様々な事例を扱うことはやはり有用と思われる。

⑵	 弁護士の説明について

どのコメントもあったことから、様々な事例を扱うことはやはり有用と思われる。

⑵ 弁護士の説明について

分かりやすかった

分かりにくかった

普通

９割以上の生徒が分かりやすかったと回答したことから、教材の中身としては適切なものだ

ったと考えられる。

分かりにくかったとの回答が６％あるが、「パワーポイントで写した文字が小さくて見づらか

った」とのコメントが複数あったことから、１時間目で使用したフォントが小さめだったため

教材の体裁が影響した面もあったようである。今回、事前に学校側との打ち合わせができなか

ったため、弁護士側には教室の大きさや画面のサイズがわからず、学校側としては教材を事前

に確認できなかったということが反省点であり、事前の打ち合わせで物理的環境や教材を確認

し合うことで改善可能と思われる。

⑶ 自分の考えが変わった点について

変わった

変わらなかった

４分の１の生徒が「変わった」と答えた。変わった場合にどのように変わったかという問い

に対するコメントとしては下記のようなものがあった。

・契約は書類などがなくても口頭だけでできてしまうから変なことに しないように気をつ

けようと思った。

・改めてマルチ商法などの消費者トラブルには気をつけようと思った。

分かりやすかった
分かりにくかった
普通

26%

74%

変わった
変わらなかった
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9割以上の生徒が分かりやすかったと回答したことから、教材の中身としては適切なものだっ

たと考えられる。

分かりにくかったとの回答が6％あるが、「パワーポイントで写した文字が小さくて見づらかっ

た」とのコメントが複数あったことから、1時間目で使用したフォントが小さめだったため教材

の体裁が影響した面もあったようである。今回、事前に学校側との打ち合わせができなかったた

め、弁護士側には教室の大きさや画面のサイズがわからず、学校側としては教材を事前に確認で

きなかったということが反省点であり、事前の打ち合わせで物理的環境や教材を確認し合うこと

で改善可能と思われる。

⑶	 自分の考えが変わった点について

どのコメントもあったことから、様々な事例を扱うことはやはり有用と思われる。

⑵ 弁護士の説明について

分かりやすかった

分かりにくかった

普通

９割以上の生徒が分かりやすかったと回答したことから、教材の中身としては適切なものだ

ったと考えられる。

分かりにくかったとの回答が６％あるが、「パワーポイントで写した文字が小さくて見づらか

った」とのコメントが複数あったことから、１時間目で使用したフォントが小さめだったため

教材の体裁が影響した面もあったようである。今回、事前に学校側との打ち合わせができなか

ったため、弁護士側には教室の大きさや画面のサイズがわからず、学校側としては教材を事前

に確認できなかったということが反省点であり、事前の打ち合わせで物理的環境や教材を確認

し合うことで改善可能と思われる。

⑶ 自分の考えが変わった点について

変わった

変わらなかった

４分の１の生徒が「変わった」と答えた。変わった場合にどのように変わったかという問い

に対するコメントとしては下記のようなものがあった。

・契約は書類などがなくても口頭だけでできてしまうから変なことに しないように気をつ

けようと思った。

・改めてマルチ商法などの消費者トラブルには気をつけようと思った。

分かりやすかった
分かりにくかった
普通

26%

74%

変わった
変わらなかった

4分の1の生徒が「変わった」と答えた。変わった場合にどのように変わったかという問いに

対するコメントとしては下記のようなものがあった。

・	契約は書類などがなくても口頭だけでできてしまうから変なことにOKしないように気をつ

けようと思った。

・	改めてマルチ商法などの消費者トラブルには気をつけようと思った。

・	身近なところにも詐欺が潜んでいることがわかった。無料とか高圧的な態度には気をつけた

いと思うようになった。

・	意外と「知識」より、だまされない、流されない「気持ち」が大事だと知れた。

・	自分でも引っかかりそうだなと思った。

・	無料や期間限定という言葉に弱いので、契約に導く手口なのかもと疑おうと思った。

なお、「変わらなかった」と回答した生徒でも、授業の感想として「悪質商法に引っかからな

いようにしていきたい」「常に注意しないといけないと思った」「相手の圧に負けずにきちんと

断るようにしたいと思った」など、認識を改めたと評価しうるコメントが多く記載されていたこ

とから、授業の効果は十分肯定できるものと思われる。
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⑷	 授業の感想

授業の感想としての自由記載欄のコメントを下記に抜粋する。漫画がわかりやすかったとのコ

メントは目立って多かった。

・	契約についての話は、成人したばかりの私たちにとって直接生活にかかわる話だからとても

ためになった。

・	人の心理につけこんでくる悪い人たちにだまされたくないと思った。

・	不安をあおられても自分の意見をつらぬいていきたいなと思った。

・	法学部を希望しているので詐欺の事案について考えるのが楽しかったし、学部でもこのよう

なことを学べると思うとわくわくしてきた。漫画も絶対読みたい。

・	自分は18歳になっているので契約をする際気をつけたい。

・	興味深い内容が多くとても面白かった。もう少しキーワードの説明を詳しくゆっくり説明し

て欲しかった　

・	パソコンや漫画を使って説明が細かくされていて自分も将来気をつけようと思った。

・	漫画を使った説明はわかりやすかった。もうちょっと用語の説明とか具体例が欲しかった。

・	自分を追い込むとセミナーとかに引っかかりやすくなるので、自分を追い込まずに楽に生き

ていこうと思った。

・	動画配信サイトの安い商品や脱毛無料などのキャンペーンには気をつけたい。友達や先輩な

どからの誘いも断れるようにしたい。

・	詐欺はすぐ裁判で判決がつくものだと思っていたので驚いた。

・	漫画で例を作ってもらえたので、状況が想像しやすくてわかりやすかった。

・	生きていく中でいつ自分が巻き込まれるかわからないから気をつけたい。

・	今まで習ったこととそんなに変わらなかったが、教科書みたいなふわっとした表現じゃなく

て、具体的に示されていたのが良かった。

・	主に188（※消費者ホットライン）や契約など日常でとてもためになる話を聞けて良い経験

だった。

・	もっと弁護士としての経験も聞きたかった。

・	欲を言うと弁護士の先生と直接討論する時間も欲しかった。

・	もしトラブルにあってしまったら必ずだれかに相談するようにしたい。

・	グループワークの時間をもう少し取って欲しかった。
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５	 授業を見た教員からのアンケート・意見交換

⑴	 授業の難易度について

1時間目は「難しかった」、2・3時間目は「普通」との回答であった。

1時間目のパワポ構成が、講堂で何クラスかを集めて行うような講義形式に近く、2・3時間目

は情報量を減らし双方向を意識したものだったため、上記の違いが出たものと思われる。

⑵	 授業の良かった点について

・	授業のテーマについては、今後生徒が被害に合う可能性がある「消費者トラブル」だったので、

テーマそのものが良かった。

・	教材については、「消費者トラブル」の事例を扱うのに、マンガを活用したことが良かった。

また、2・3時間目のパワポの字のポイントが大きかったのでスライドが見やすかった。

・	授業の進め方としては、2・3時間目の授業では、指名があったり、対話的な時間があったり、

個人ワークがあったりと、多様な進め方があり良かった。

・	授業の準備や打ち合わせについては、課題が残る。弁護士、教員ともに多忙なので、打ち合

わせ時に生徒の実態、教室環境、パワポ資料の見せ方を共有したい。今回はこれが不足して

おり満足いく結果が得られなかった。

⑶	 授業の改善点について

・	授業のテーマについては、学習内容の精選である。弁護士は教育のプロではないが、法律の

プロなので法的な学習内容について、教員と時間制約を打合せするなどして精選して実践す

る必要がある。 

・	教材については、法的な事例はとても良いが、パワポの見せ方に課題が残った。教室環境、

生徒の実態を事前にさらに共有する必要がある。

・	授業のすすめ方については、生徒はこの「消費者トラブル」の1時間で何を獲得すれば良い

のか、理解したいと考えているはず。最初にこの授業の意義と簡単な内容を語り、どこまで

理解すればよいのかを説明すると、理解が高まると考えられる。また、今の生徒は小学校か

ら対話的な授業で育っているので、50分のうち15分程度対話的な時間を、このような「消

費者トラブル」などの主題学習ならば設定したい。この対話的な時間を確保するためには学

習内容の精選が必要である。

・	授業の準備や打ち合わせについては、不足していたと考えている。お互い多忙だが、最低

Zoom会議などを利用して実践前にお互い学習内容、教室環境、Worksheetなど最低限確認

しておけば、さらに生徒は「消費者トラブル」の内容について興味関心が高まり、行動変容
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する可能性があったと考えている。

⑷	 今後の弁護士による授業実施の希望について

今後も弁護士による授業、コラボ授業を、機会があれば行いたい。

その際に求めたいことは、費用の開示、教科に即した授業展開、過去の授業実績の開示などで

ある。

６	 授業後の弁護士側の感想について

⑴	 1時間目担当弁護士

・	50分の授業時間に内容をまとめることが困難だった。講義部分に時間がかかりすぎ、ワーク

ショップの検討結果を発表してもらうことができなかった。また、授業時間の制約がある中

で、正確な情報を伝えることと理解してもらうことのバランスをとることも難しく、事前に

学校授業での講義の経過や生徒の理解度等を確認しておく必要があったと感じた。

・	パワーポイントを用いて講座を行ったため、正確な内容は文章にまとめておき、口頭では理

解しやすいように嚙み砕いた説明を行う、という方法も考えられるが、パワーポイントを配

布して授業後に興味があれば確認してもらうことが前提となってしまうため、学校側での配

布の可否及び生徒の意欲に依拠することとなる。引き続き手法については検討したい。

・	事例紹介に漫画を用いたが、高校生だったためか読解に難を示した生徒は見当たらず、単調

となってしまう講義部分よりは興味を持ってくれたように思う。

・	ワークショップとして、漫画をもとに、消費者トラブルにおける原因・悪質業者の手口等を

予想し、また分析してもらった。話し合いに重点を置いたため議論は活発に行われたが、発

表やワークシートなどを用意しなかったため自身の考えや議論を文章化するということは

あまりなされていなかった。この点もどこに重点を置くべきか、学校の意向も把握しつつ、

事前に検討が必要だったと思われる。

・	消費者トラブルや悪質業者の手口を分析する際、1点に着目してそこで検討が止まってしま

うグループも見受けられ、各グループを回ってくださっていた弁護士や学校の先生がうまく

別の視点を持たせてくれていた。グループ数に対して講師側が少なくなる場合に備え、1つ

見付けただけで終わらせないよう工夫が必要と感じた。

⑵	 2、3時間目担当弁護士

・	狭義の授業に関してはそもそもが免許制であることへの理解が必要であり、教員との打ち合

わせは必須のものである。

・	そして、授業については、校長の裁量で教員同席のもと、特定の教科（分野）枠の中で実施

関弁連シンポ報告2024決.indd   361関弁連シンポ報告2024決.indd   361 2024/09/13   18:102024/09/13   18:10



- 362 - - 363 -

されるものであるから、弁護士も関係する部分の教科書には興味を持ったがよい（教科書は

安価だし、該当部分は多くて数ページである）。

・	パワポは45～50分の授業で、20枚～24枚までが原則。

・	細かな内容を伝えたいなら別途資料を作成し配布する。

・	探究的で深い学びのため、常に双方向型の授業を考える。

・	（その）弁護士ならではの情報、情熱が伝わるとよい。

第４	 授業案⑳について

１	 実施条件

日時	 令和6年6月26日6限目（14：35〜15：25　50分）

場所	 千葉県立船橋北高等学校

対象学年	 1学年1クラス

派遣弁護士数	 4名

２	 実施授業案

授業案⑳「バイト先でトラブルに対処するためには～労働法って何のためにあるの？～」を実

施した。

３	 授業実施結果

まず、授業に際し、事前に学校の先生とＺｏｏｍで打ち合わせを行った。クラスの雰囲気や、

アルバイトをしている生徒はいるのか（そもそも学校としてアルバイトは可能なのか）等をヒア

リングさせていただき、授業進行のイメージを持つことができた。また、ワークシートの形式面

（漢字が読めるか、難しい言葉・表現はないか）や、事例の設定（大学生か専門学生がいいか等）

を確認し、生徒に合わせた内容に修正した。学校ごとに生徒の学力レベルや雰囲気は異なるので、

担当の先生と事前に打ち合わせの機会を設けることは大切だと改めて感じた。

実際に授業をしてみて感じた難しさは主に以下の2点である。

1点目が、弁護士でないとできない授業にするための工夫の仕方であった。今回、伝えたい内

容を目一杯詰め込んでしまうと結局何が大事だったのかぼんやりしてしまうと思い、できる限り

コンパクトな内容の授業とした。そして、なるべく生徒に考えてもらう時間を取りたいと思いグ

ループワークメインの構成とした。その結果、「頑張れば教員でもできる授業だったので、弁護

士さんでないとできない工夫を施して欲しかった」とのフィードバックをいただいた。内容面も

そうだが、グループワークメインであったとしても解説の仕方を工夫する等で学校の先生との差
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別化を図れると思うので、弁護士に頼んで良かったと思ってもらえるような工夫をしなければな

らないなと感じた。

2点目が、生徒のリアルな意見や問題に向き合って進行することであった。弁護士の解説方法

は、生徒の意見を聞いてから実際に法律で決まっていることを解説するといった、いわば答え合

わせ形式となっていた。その結果、「実際のところ法律を守っていない職場は多く、そういう職

場にあたった時にどう対処するのか、言いたくても言いづらい職場の雰囲気がある時にどうすれ

ばよいのか等、より実践的な部分にまで踏み込んで解説してもらえるとよかった」というフィー

ドバックをいただいた。現に今回、生徒が積極的に意見交換をして発言してくれたのだが、弁護

士は用意した解説をするだけに留まり、生徒の発言を拾ってさらに踏み込んだ解説をすることが

できなかった。授業案作成段階の時点で踏み込んだ部分の解説までしっかり準備しておくことが

大切であるなと感じたと同時に、授業中に出た生徒の意見をその場で拾い上げて発展・展開させ

ていくスキルも必要であるなと感じた。

なお、貴重な授業の1コマを私たちの授業のためにくださった千葉県立船橋北高等学校の先生

方へ、この場を借りて改めて感謝を申し上げたい。

４	 授業後アンケート

生徒のアンケート回答

ア 今日の授業は難しかったですか。

簡単だった（４人）

やや簡単だった（１人）

普通（１３人）

やや難しかった（１４人）

難しかった（３人）

イ 授業を担当した弁護士の説明はど

うでしたか？

分かりやすかった（３４人）

分かりにくかった（１人）

ウ 今日の弁護士の授業を聞いて、

自分の考えの変わったところはあり

ますか。

変わった（１７人）

変わらなかった（１６人）

「難しかったか」との質問に対しては，全体的に普通からやや難しかったとの回答が行われて

いる一方，「弁護士の説明はどうでしたか」との質問に対しては，ほぼ全員が「分かりやすかっ

た」と回答していた。簡単だったと回答している生徒も見受けられており，労働だけでなく権利

全体について考えてもらう等，さらに踏み込んだ授業も可能であったかもしれないと思わせるほ

どだった。５０分の授業でここまで理解を深められるとは，生徒らの理解力に驚かされた。

ただし，アンケート回答において，特に，今回の授業の労働分野について，「法律は単に守る

べきルール」と認識してしまったかのような部分があったことは，改善の必要がある部分と思わ
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生徒のアンケート回答

ア 今日の授業は難しかったですか。

簡単だった（４人）

やや簡単だった（１人）

普通（１３人）

やや難しかった（１４人）

難しかった（３人）

イ 授業を担当した弁護士の説明はど

うでしたか？

分かりやすかった（３４人）

分かりにくかった（１人）

ウ 今日の弁護士の授業を聞いて、

自分の考えの変わったところはあり

ますか。

変わった（１７人）

変わらなかった（１６人）

「難しかったか」との質問に対しては，全体的に普通からやや難しかったとの回答が行われて

いる一方，「弁護士の説明はどうでしたか」との質問に対しては，ほぼ全員が「分かりやすかっ

た」と回答していた。簡単だったと回答している生徒も見受けられており，労働だけでなく権利

全体について考えてもらう等，さらに踏み込んだ授業も可能であったかもしれないと思わせるほ

どだった。５０分の授業でここまで理解を深められるとは，生徒らの理解力に驚かされた。

ただし，アンケート回答において，特に，今回の授業の労働分野について，「法律は単に守る

べきルール」と認識してしまったかのような部分があったことは，改善の必要がある部分と思わ

「難しかったか」との質問に対しては、全体的に普通からやや難しかったとの回答が行われて

いる一方、「弁護士の説明はどうでしたか」との質問に対しては、ほぼ全員が「分かりやすかった」

と回答していた。簡単だったと回答している生徒も見受けられており、労働だけでなく権利全体

について考えてもらう等、さらに踏み込んだ授業も可能であったかもしれないと思わせるほど

だった。50分の授業でここまで理解を深められるとは、生徒らの理解力に驚かされた。

ただし、アンケート回答において、特に、今回の授業の労働分野について、「法律は単に守る

べきルール」と認識してしまったかのような部分があったことは、改善の必要がある部分と思わ

れた。

生徒らは普段の授業において、授業内容や学習内容を権利というより「義務」として感じてい

ることが多いと思われ、そこを是正せず、労働分野のルールとして授業を行った結果、労働関係

の決まりごとについて「雇用主も労働者も『知らなければいけない』ルール」との認識で終わっ

てしまったのかもしれない。

弁護士の説明が分かりやすかったと回答しているにもかかわらず、ほぼ半数が、今回の授業を

受けても「考えは変わらなかった」と回答してしまっている点にも、義務感で生活することの多

い生徒らの考えを、あまり変えることが出来なかった結果が表れている可能性がある。

本当は、生徒らには、「義務感」ではなく「権利がある」という感覚を覚えてもらいたかった

ため、「権利を行使するということ」全体の肌感覚をつかんでほしかったものであるが、50分と

いう時間制限でそこまで伝えるのは難しい現状があった。

授業後にも、法教育研究会に所属する千葉県の高校教員から指摘があったものであるが、「権

利なんて所詮理想論だよね」という感覚で終わってしまっては残念とのことであった。つまり、

労働関係をはじめ権利というのは「存在は知っているが、実際には職場の人間関係や、遠慮、圧力、

空気感といったものを理由に、事実上行使できない」ものであって、その印象を変える一言があ
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るだけで、生徒の権利意識は変わったのではないかと考えられた。

例えば、「単に雇用主側へ賃金等の請求を行うのでなく、パワハラ等の被害に遭った際、パワ

ハラの立証は難しくても、未払残業代請求権等の労働者の権利を事実上の圧力として交渉材料と

することで、雇用主から労働者への態度を緩和することといった使い方も出来る」「権利は100

人に1人でも行使する人がいれば、権利の存在のみで雇用主側への萎縮効果を生むことは出来る」

「権利があること、権利があることを労働者がただ知るだけでも、雇用主への制約となり、労働

者を広い意味でぞんざいに扱うことが難しくなり、職場の雰囲気は良くなる」といった一言を最

後に添えるだけで、「権利がある」こと自体が、生徒らの支えになりえたのではないかと感じた。

そして、権利を平然と行使する者に対し「わがままな奴」と思うのでなく、「こういう人がいる

からこそ権力者への萎縮効果・交渉材料が生まれるのかもしれない」という意識改革に繋がり得

たのかもしれない。

一方、学校側は法教育の普及に意欲的であり、生徒らも興味津々の様子であったため、こうし

て授業の機会をまた頂き、このような改善点を積み重ねていけば、よりよい授業実施に繋がると

いう手ごたえを感じることも出来た、良い機会であった。

⑵	 教員のアンケート回答

主任弁護士は授業の時間管理も適切に行えており、アンケート結果は好評であった。一方で、

前提となる契約自由の原則から法的思考について授業することも可能であった等の指摘がある

など、もっとレベルの高い授業が行えたのではないかという提案があった。また、生徒からの答

えに対して、単に聞き取るだけでなく、「ではどうすべきか」と更に質問して掘り下げることで、

生徒らの考えを引き出すことが出来たのではないかという提案もあった。

今回は改善点を残す結果となったが、生徒らも、教諭らも、50分の授業で多くの感覚をつかむ

ことが出来るという感想で終わった。1回50分の授業でも、色々なものを生徒らに残すことが出

来るという、将来性を感じる授業結果となった。

第５	 授業案�について

１	 実施条件

日時	 令和6年6月7日（金）午後1：40～2：30、午後2：40～3：30

場所	 茨城県常陸太田市立瑞竜中学校

対象学年クラス	 3学年2クラス

派遣弁護士数	 15名（司法修習生1名見学）
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２	 授業内容

刑事事件を題材に、グループディスカッションの授業形式を用いて実施した。授業の題材は、

授業案�を用いた。

３	 授業実施の段取り

授業の実施に先立ち、実施学校担当教員と打合せを行った。クラスの雰囲気や班分け、検討課

題の難しさ等について意見交換を行い、授業実施準備を進めた。実施学校においては生徒に一台

ずつタブレット型PCが配布されていることから、授業スライドは紙で配布せずにPDFデータ

で生徒に配布した。紙で配布したのはワークシートのみであり、班の意見は小型ホワイトボード

にまとめてもらうことにした。

４	 実施授業案及び授業実施方法について

第4章第10節「議論の能力」中の授業案�を題材に授業を行った。ある傷害事件について、着

目する各事実を評価・重みづけをしてもらい、自身の立場の結論に沿うよう参加生徒が立論を考

えるというものである。参加生徒は検察官・弁護人チームに分け、さらに各チームを一班5～6

名程度になるように班分けをする。各チームの立場に従い、有罪・無罪弁論をする。今回は、1

クラスを計6班（検察官チーム×3、弁護人チーム×3）に分けて授業を実施した。一班に一人ず

つ支援弁護士が割り当てられ、適宜生徒の議論に助言を行うこととした。これは、法律家の視点

から着目事実の評価や解説をしてもらうことで、生徒の多角的な視点を養うとともに授業の難易

度を平易にすることをねらいとしている。

授業の冒頭に、講師の自己紹介・刑事裁判のルール（無罪推定原則など）や議論のマナーにつ

いて概要を説明する。続いて、検察官・弁護人チームに班分けをし、各着目事実を検討してもらう。

その後、検察官・弁護人チーム間で意見交換を行いつつ、議論を深めていく。授業のまとめとして、

自身のチームの立場から離れて、中立の立場（裁判官の立場）からも、生徒に事案を検討させる。

チームの立場に依拠する立論、異なる立場の意見を聞いたうえで自身の意見を補強することなど

を通して、事実を多角的な視点から検討することをねらいとしている。

５	 授業後アンケートの分析

授業実施後に生徒・教員に対しアンケートを行った。各アンケートの集計結果につき、これを

分析したい。

⑴	 生徒アンケートの分析

「今日の授業は難しかったですか」との問いに対し、「難しかった」「やや難しかった」「普通」「や

や簡単だった」「簡単だった」の回答を用意したところ、集計結果は以下のとおりであった。
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生徒の約90％が「難しかった」「やや難しかった」と回

答した。平易な言葉を使ったり、各検討班に一人ずつ弁護

士を配置したりするなどの工夫はしたものの、授業内容の

難易度の設定に課題が見られた。本授業の題材は、傷害事

件を題材に正当防衛の成否を論じさせるもので、刑法学上

も多様な論点を含むものであった。「傷害行為に及んだこ

とについての計画性の有無」という論点に絞って生徒たち

に議論をさせたものの、各着目事実の関係性・関連性の整

理に時間を要する様子であった。生徒にとってより取り組

みやすい題材、例えば犯人性の検討などを選択することによって、難易度の課題につき改善を図

ることなどが考えられる。

次に、「授業を担当した弁護士の説明はどうでしたか」

との問いに対し、「分かりやすかった」「分かりにくかった」

「その他（自由記載）」の回答を用意したところ、集計結果

は以下のとおりであった。

こちらは多くの生徒が「分かりやすかった」と回答した。

各検討班に支援弁護士を一名ずつ配置する、争点を明確化

する（「正当防衛の成否」ではなく、「計画性の有無」と説

明した）、授業スライドの中に検察官・弁護人のケースセ

オリーを予め書き込むなどの工夫が功を奏したと思われる。

授業の題材そのものに難しさを感じている生徒がほとんどであったところ、弁護士の説明のわか

りやすさについて上記のような回答が得られたことは、授業実施の工夫について評価をしてもら

えたと感じている。

「今日の弁護士の授業を聞いて、自分の考えの変わった

ところはありますか」との問いに対し、「変わった」「変わ

らなかった」の回答を用意したところ、集計結果は以下の

とおりであった。「変わった」と回答した生徒には「どの

ように変わったのか」との自由記載欄が設けられている。

なお、「考えが変わった」とは、今回の授業を聞いて学ぶ

ことがあったということも意味するし、議論を踏まえて有

次に、「授業を担当した弁護士の説明はどうでしたか」

との問いに対し、「分かりやすかった」「分かりにくかっ

た」「その他（自由記載）」の回答を用意したところ、集計

結果は以下のとおりであった。

こちらは多くの生徒が「分かりやすかった」と回答し

た。各検討班に支援弁護士を一名ずつ配置する、争点を明

確化する（「正当防衛の成否」ではなく、「計画性の有無」

と説明した）、授業スライドの中に検察官・弁護人のケー

スセオリーを予め書き込むなどの工夫が功を奏したと思

われる。授業題材そのものに難しさを感じている生徒がほとんどであったところ、弁護士の説明

のわかりやすさについて上記のような回答が得られたことは、授業実施の工夫について評価をし

てもらえたと感じている。

「今日の弁護士の授業を聞いて、自分の考えの変わった

ところはありますか」との問いに対し、「変わった」「変わ

らなかった」の回答を用意したところ、集計結果は以下の

とおりであった。「変わった」と回答した生徒には「どの

ように変わったのか」との自由記載欄が設けられている。

なお、「考えが変わった」とは、今回の授業を聞いて学ぶ

ことがあったということも意味するし、議論を踏まえて

有罪心証から無罪心証に変わった（逆もまた然り）という

ことも意味することは、このアンケートを分析する際に注意をしたい点である。

約 割の生徒が「変わった」と回答した。自由記載欄には、「会議などで自分の意見を言う場面

があったら、複数の視点から考えていきたいです。」「１つの視点から見ていたのが、複数の視点

から物事を見ることによって印象が大きく変わるということを知れた。」などのコメントがあり、

多角的な視点から事実を検討する能力を身に着けるという授業のねらいが一定程度達成できたこ

とが伺える。また、「有罪から無罪に変わった。」といった心証の変化に関するコメントもあった。

他にも、「人と話すときは、根拠を付けて話すということ」「自分の意見に根拠をしっかりつける

など」「もっと自分の意見を言えばよかった」など議論・意見表明をする際の注意点について意識

の変化を感じる生徒もいたようである。学校生活において議論や意見表明をする機会は少なくな

30

24

自分の考えが変わったか

変わった 変わらなかった

弁護士の説明はどうだっか

分かりやすかった
分かりにくかった
その他
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罪心証から無罪心証に変わった（逆もまた然り）ということも意味することは、このアンケート

を分析する際に注意をしたい点である。

約56％の生徒が「変わった」と回答した。自由記載欄には、「会議などで自分の意見を言う場

面があったら、複数の視点から考えていきたいです。」「1つの視点から見ていたのが、複数の視

点から物事を見ることによって印象が大きく変わるということを知れた。」などのコメントがあ

り、多角的な視点から事実を検討する能力を身に付けるという授業のねらいが一定程度達成でき

たことが伺える。また、「有罪から無罪に変わった。」といった心証の変化に関するコメントもあっ

た。他にも、「人と話すときは、根拠を付けて話すということ」「自分の意見に根拠をしっかりつ

けるなど」「もっと自分の意見を言えばよかった」など議論をする際の注意点について意識の変

化を感じる生徒もいたようである。学校生活において議論や意見表明をする機会は少なくないと

思われ、授業を受けた多くの生徒に「議論の能力」を涵養する機会が与えられた点で、今回の授

業は意義深いものとなったと感じている。反面、「変わらなかった」と回答している生徒も約

44％いるが、「心証に変化がなかった」という回答を含むものと思われるため、今回の授業から

何も学ぶことがなかったということを必ずしも意味しないと思われる点は留意したい。

そのほか、アンケートの自由記載欄には「弁護士の仕事について自分が知っていたものとは違

うものを知れた」「私は弁護士の立場だったので、Aさん（注：被告人）にとって有利となる事

実を探して無罪にすることが難しかった」など、法曹の仕事について学んだことを記載してくれ

た生徒も目立った。概ね「楽しかった」との感想が述べられており、弁護士と楽しく議論をする

というねらいが達成できたと感じている。「これからの人生ディベート力が重要になるタイミン

グもあるため、今のうちに力をつけるようにする」と意気込みを見せてくれた生徒もいた。しか

し、「難しかった」「大変だった」と題材の難しさが伺えるようなコメントも多く、これは題材の

難易度の設定に改善点があったと思われる。

⑵	 教員アンケートの分析

「本日の授業は、子どもたちにとって難しかったと思い

ますか」との問いに対し、「難しかった」「やや難しかった」

「普通」「やや簡単だった」「簡単だった」の回答を用意し

たところ、集計結果は以下のとおりであった。

「やや難しかった」と回答する教員が多く、この点から

も授業題材の難易度設定に課題を感じた。授業内容そのも

の・テーマについての改善点を問うた自由記載欄には、「内

いと思われ、授業を受けた多くの生徒に「議論の能力」涵養の機会が与えられた点で、今回の授

業は意義深いものとなったと感じている。反面、「変わらなかった」と回答している生徒も約 割

いるが、「心証に変化がなかった」という回答を含むものと思われるため、今回の授業から何も学

ぶことがなかったということを必ずしも意味しないと思われる点は留意したい。

そのほか、アンケートの自由記載欄には「弁護士の仕事について自分が知っていたものとは違

うものを知れた」「私は弁護士の立場だったので、 さん（注：被告人）にとって有利となる事実

を探して無罪にすることが難しかった」など、法曹の仕事について学んだことを書いてくれた生

徒も目立った。概ね「楽しかった」との感想が述べられており、弁護士と楽しく議論をするとい

うねらいが達成できたと感じている。「これからの人生ディベート力が重要になるタイミングもあ

るため、今のうちに力をつけるようにする」と意気込みを見せてくれた生徒もいた。しかし、「難

しかった」「大変だった」と題材の難しさが伺えるようなコメントも多く、これは授業題材の難易

度の設定に改善点があったと思われる。

⑵ 教員アンケートの分析

「本日の授業は、子どもたちにとって難しかったと

思いますか」との問いに対し、「難しかった」「やや難

しかった」「普通」「やや簡単だった」「簡単だった」の

回答を用意したところ、集計結果は以下のとおりであ

った。

「やや難しかった」と回答する教員が多く、この点

からも授業題材の難易度設定に課題を感じた。授業内

容そのもの・テーマについての改善点を問うた自由記

載欄には、「内容を理解できていない、ついていけてい

ない生徒がいた。身近なテーマだと共感しやすい」と

のコメントがあった。反面、「普段授業で扱う内容ではなかったけど、実際に考えられそうな案件

で、とてもおもしろかったです」と、生徒たちにとって身近ではないテーマであることを評価す

るコメントもあった。また、「意見を持っていてもなかなか表現できない生徒もいました。有罪・

無罪などはネームカードを貼るなどしても良いと思いました」と意見表明の仕方についての助言

もあり、授業作成の際に参考になった。

授業は難しかったか

難しかった やや難しかった
普通 やや簡単だった
簡単だった
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容を理解できていない、ついていけていない生徒がいた。身近なテーマだと共感しやすい」との

コメントがあった。反面、「普段授業で扱う内容ではなかったけど、実際に考えられそうな案件で、

とてもおもしろかったです」と、生徒たちにとって身近ではないテーマであることを評価するコ

メントもあった。また、「意見を持っていてもなかなか表現できない生徒もいました。有罪・無

罪などはネームカードを貼るなどしても良いと思いました」と意見表明の仕方についての助言も

あり、今後の授業作成の際に参考としたい。

実施授業についての評価点・課題点について、①授業内容そのもの・テーマについて、②教材

（配布資料、スライド等）について、③授業のすすめ方について、④授業の準備・打合せについて、

の4つに分けて自由記載欄を設けた。

①（授業内容そのもの・テーマ）については、「授業の内容はやや難しくて、中学3年生にとっ

てはとても良かったと思います。たくさん悩む姿が見られました」と題材の難しさを評価するコ

メントもあった。「話し合いが活発になり、生徒が本気になっている様子が見えました。自分た

ちの立場が明らかで、弁護士の先生方が1グループに一人ずつついてくださっていたからだと思

いました」と弁護士の支援を評価する声もあった。

②（教材）については、「丁寧に作成していただいていたので導入がスムーズでした」「裁判官、

弁護人（弁護士）、検察官の役割をスライドで説明していただき、わかりやすかった」と概ね好

評であった。資料については事前に生徒のPCにPDFで配布していたが、PCの充電切れなどの

事象でPCを参照しながら事案を検討している生徒はほぼいなかった。この点が生徒の理解を妨

げた一因かもしれないと感じている。

③（授業のすすめ方）については、「一班に一人ずつの弁護士さんがついてくださったことも、

とても良かったです」「弁護士の方々が各班に入って様々な角度でアドバイスをくださっていた

ので生徒にとって貴重な経験になったと思います」と充実した支援体制を評価する声が多かった。

時間配分や班分けの仕方などについて改善を求めるコメントはなかった。意見表明の仕方につい

ては、ネームカードを活用する、ICTを活用するなど、生徒一人ひとりの意見の一覧性があると

よいとのコメントが複数あった。

④（授業の準備・打合せ）については、オンラインでの事前打ち合わせによって授業がスムー

ズに行えたとの意見がほとんどであった。

「今後、また弁護士による授業を実施したいと思いますか」との問いに対しては、教員全員が「思

う」と回答した。「弁護士と連携して行う授業に際して、弁護士に求めたいことは何ですか」と

の問いに対しては、「連携できる授業の紹介」と回答する教員が多く、学校側に対し弁護士及び
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弁護士会が広報をしていく必要性を感じた。「教科に即した授業展開」「裁判所の見学」「費用の

開示」を求める声もあった。

アンケート末尾の自由記載欄では実施授業について概ね好評をいただいたが、「生活の中でも

生徒同士のトラブルは多く、そのたびに双方が納得できるよう話し合いを持ちますがとても難し

く感じます」「なかなか議論が深まらない授業もあるので、これほど話し合いが活発にできたこ

とは生徒にとっても良い経験になったと思います」といった学校生活における議論の場に引き寄

せた回答が見られたことに注目したい。学校生活や社会の場で「議論の能力」が求められること

は弁護士・教員ともに共通の考えであり、その能力を養う一つの方法として弁護士が関与する授

業の実施が学校側の選択肢に入ったのであれば、今回の授業を実施した意義がある。「弁護士さ

んとお話しする機会はとても珍しく、貴重な経験になったと思います。」「中学生の話を丁寧に細

かく聞いてくださりとても嬉しかったです」と弁護士が授業に関与すること自体をもって評価す

るコメントもあった。

６	 授業実施の感想

導入部分の説明は、弁護士による一方的な講義形式となるため、あまり盛り上がりを見せな

かったが、事案の検討時間になると各班で議論が白熱する様子が見られた。休み時間の間も生徒

間で議論が続くなど、参加生徒には関心を持って授業に取り組んでもらえた。検察官・弁護人チー

ム間の意見交換時間では、相手の意見を聞いて咄嗟に反論する瞬発力も求められるためか、意見

表明に少し時間がかかる様子なども見られたが、支援弁護士の助言によって基本的に円滑に議論

が行われていた。まとめの時間（自身が裁判官の立場であったときの結論）では、クラスによっ

ては、ほとんどの生徒が無罪心証を抱くなど、事例設定にバランスを持たせることの課題も感じ

たところである。一つの事実に様々な角度からアプローチができること、議論や話合いをすると

きに気を付けることについて、生徒アンケートで言及があったことは喜ばしい。

支援弁護士計15人と司法修習生1名が参加するという手厚い支援体制もあって上記のような

学校の評価につながったと感じている。ご協力いただいた教員の先生方、支援弁護士、司法修習

生にこの場を借りて感謝申し上げたい。

第６　授業案�について

１	 実施条件

日時	 令和6年6月5日、7日、17日 　各50分×2コマ 

場所	 東京都立葛飾総合高等学校
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対象学年クラス	 2学年3学年混合の4クラス 

派遣弁護士数	 講師役は2名 

２	  実施詳細

「政経」での実施である。2〜3年生が混在している、選択授業である。そのため、グループワー

クとした場合、特段接点のない生徒同士がグループになることとなる。各クラス20〜40人参加

であり、日ごとに人数が異なる。4回にわたって、担当講師2名ずつで実施した。後半は、高校生

の発言にマイクを使用した。パワーポイントにて実施。男女比は、行った回数によりまちまちで

ある。

３	  アンケート内容

ア　難易度

	 	 普通～やや難しかったとするものが多かった。

イ　議論の盛り上がり

	 	 まぁまぁ議論できたというものが多数であった。

ウ　事例の理解度

	 	 事例が理解できたとするものが大半であった

エ　弁護士の説明のわかりやすさ

	 	 わかりやすかったとするものが大半であった。

オ　障害や差別に関して、自分の考えの変わったところはあるかどうか。

	 	 変わったと、変わらなかったがほぼ同数であった。

カ　障害、差別について疑問に思ったこと、もっと知りたいと感じたこと

・	差別にならない言い方を知りたい

・	差別してしまった人の意見を知りたい

・	トランスジェンダーのトイレの問題が気になる

・	差別・障害いじりなどは絶対にダメなことだと思った

・	どのようにしたらよりよく過ごしていけるのか

・	差別が起きてしまう理由をもう少し調べたい

・	他国の差別をなくすための法律や活動が知りたい

・	日本は差別が多い

・	なぜ少し違うだけで扱いが良くなったり悪くなったりするのか疑問

・	世の中にいろんな人がいて、一人一人を理解するのは難しくてもその人の個性を尊重した
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い

・	もっと差別に関する法を学んでみたい

・	男女差別以外にいろんな差別があることを知り、自分が知らない所で差別に苦しんでいる

人がいるのではないかと知りたい

・	差別がなくなることは難しいが一人でも多くの人に現状を知ってほしい

・	本当にあった差別についてもっと知りたい

・	障がい者と健常者のかかわり方についてもっと知りたい

キ	 授業の感想

・	外国の人や障害持っている人が、安心できる雰囲気を作っていきたい

・	知らない間に差別したりしないようにしたい

・	改めて差別がまだまだ日本に残っていることを知り、よりよい日本にするために何ができ

るか考え、これらからの生活に頑張りたい

・	こういうのも差別なんだと学ぶことができました

・	まだ習っていない憲法の内容などがあって面白い

・	すごく考えさせられる授業だった

・	とても大切なことを学べました

・	授業内容の理解を深めること、学ぶことができました

・	実際にあった事例をもとに考えることで差別の恐ろしさがより実感できました

・	もともとわからなかったこともわかった

・	差別についての法律や差別そのものについていろいろ知ることができてよかった。今回の

授業で、やっぱり差別はいけないことだと改めてわかった

・	自分が気づかないうちに差別してしまっているかもと思ってしまった

・	とても楽しく受けられた

・	グループの議論が多くて眠くなりにくかった

・	授業とても分かりやすかった

・	また機会があれば授業してもらいたい

・	具体例を使用して、差別について学べてよかった

・	素敵な授業をありがとうございました

・	コミュニケーションが取れる授業で、飽きることが一切なかった
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４	 授業実施の感想

⑴	 総合的な感想

今回は、障害者、外国人、ジェンダーと複数にまたがる差別を議論したが、アンケート結果は、

おおむね好評であった。差別というテーマで、憲法、法律や事例検討、実際の事例検討で2コマ

という長時間実施しても、おおむねの高校生に受け入れてもらえたと実感している。同内容で、

他の高校でも実施してみたい。

差別を、「見下し・遠ざけ」のある状況、また、人権が脅かされている状況を「安心・自信・

自由」が脅かされている状況とすることで、生徒に判断の基準を示し、「差別」がどのようなも

のであることを具体的にイメージさせ、自身も無意識な差別をしているかもしれないと気付かせ

ることができたのは、今後の生活の視点としてねらいが成功していると考える。授業中の生徒の

意見も、高校生としての経験から、自分事として考えを表現できていると思われ、講師も勉強に

あるものが多かった。

また、事例や実際の具体例を通して、差別が人権を脅かすものであること、実際に日本に存在

しており、社会のために行動を変えていく必要性があることを具体的に意識させることができて

よかった。

⑵	 工夫した点

今回、日程の都合により、前半、後半で2度授業を実施できたため、後半では前半の反省点を

生かして授業を円滑に進める工夫をした。

今回、1コマ目の創作事例では、多数の差別的発言を検討させることとなっているが、すべて

検討させると間延びすること、また、時間切れとなり講師が解説する時間がなくなってしまうこ

とから、2回目に実施する際には検討する発言を3つに絞り、また、生徒をいくつかのグループに

分け、別の発言を検討するようにした。1コマ目では、グループワークではなく、それぞれの生

徒ごとの発表として、順番にあてていくこととした。

また、それぞれの発言について、①人権の侵害されている状況、②なぜ差別に当たるのかなど

をあわせて検討してもらうこととした。

次に、2コマ目の医大入試差別問題については、高校生には当然ながら、医師の勤務状況や女

性の家事・育児の状況を具体的イメージできないことから、直感的にはなぜ女子差別が行われた

かの背景が理解しにくいように思ったため、問題検討のため、講師から、ある程度解説をするこ

ととした。

また、ジェンダーの問題に集中するという点では、浪人差別の問題を省くことも検討されたが、

関弁連シンポ報告2024決.indd   373関弁連シンポ報告2024決.indd   373 2024/09/13   18:112024/09/13   18:11



- 374 - - 375 -

高校生にとってはより自分事に近い多浪差別のイメージがしやすく、多彩な意見がでる傾向に

あったため、多浪差別の検討は残存させておくほうが良いように思われた。

実質的平等の検討として、工学部の女性枠についても踏み込んで検討したかったが、アンケー

トの実施時間などを考慮するとやや時間切れとなる。

判決の紹介については、言葉がわかりにくいため、やや簡潔にわかりやすくする工夫も考えら

れる。

また、生徒の発言もすべての生徒に聞いてもらうほうが勉強となるため、マイクを使用した。

感想アンケートは、授業の振り返りとなるため、試験授業に限らず、授業後に実施するほうが

望ましいと考えるが、その場合、直後に行ったほうが具体的な感想が書かれていたと感じた。

第７	 授業案�について

１	 実施条件

日時	 令和6年6月21日 　各50分×2コマ 

場所	 国立筑波大学付属中学校

対象学年クラス	 2学年の5クラス 

派遣弁護士数	 講師役は5名 

２	 実施詳細

「特別授業」として実施。まだ公民を履修していないため、憲法・条約などについての理解は

ないとの前提である。

・	5クラスで、それぞれ異なる講師にて、同時期に実施。

・	パワーポイント資料は、それぞれの講師裁量で内容に多少の変動があるが、事例とワーク

シートは共通である。

・	設問は、4名程度のグループワークとして実施。発表を行う。

３	  アンケート内容

⑴	 内容のわかりやすさ、量など教材の適切さについて

ア	 難易度

クラスごとに差はあるが、「普通」が多数であり、「やや難しかった」とするものが次に多かった。

発達障害と差別というやや取り扱いの難しいテーマにもかかわらず、中学生に受け入れられてい

る状況がうかがえる。

イ	 議論のしやすさ
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クラスごとに差はあるが、「まぁまぁ議論できた」「議論が弾んだ」とするものが多数であった。

授業中も、グループで活発に議論する様子がうかがえた。

ウ	 事例の理解

事例の理解ができたとするものが大半であった。

エ	 内容の量の適切さ

内容は適当だったとするものが多数であった。講師の印象としては、内容が多いという印象で

あったが、生徒アンケートでは、内容は適当であったとするものが多かった。

オ	 法律や条令の理解

理解できたとするものが大半であった。障害者権利条約にみられる「社会モデル」の考え方、

憲法14条の実質的平等、障害者差別解消法の合理的配慮などを盛り込んだが、おおむね理解で

きたとの回答が得られた。

カ	 講師のわかりやすさ

大半のクラスで、講師はわかりやすいとの評価であったが、わかりにくいとされる場合は、声

が小さい、パワーポイントを読み切れないまま進行するというものであった。

⑵	 授業を受けて学んだこと

ア	  授業を受けて、障害や差別について考えが変化したかどうか

おおむね、半数ほどの生徒が、授業を受けて考えが変化したと回答した。

以下は、概要の紹介であるが、①発達障害の理解②障害の社会モデルの理解③実質的平等の理

解④自らや周囲の差別意識の理解などが深まっていることがうかがわれる。

・	障害を持つ本人が治療するのではなく、その人が生活しやすいような環境を作るのが大切。

・	発達障害には二次障害もあると知ったので公平に接するべきだ

・	知るということだけでも大きいのではないか

・	障害と呼ばれる要素は自分にもあり、障碍者と健常者はそれほど変わらないのはないか

・	差別の見方が変わった

・	実質的平等についてわかった

・	周りに発達障害の人がいたときに、どうかかわったらいいかイメージできた

・	差別は人権侵害であり、してはいけない

・	社会モデルについて知った

・	障害は生まれつきのものと知っていたが社会が作っているものと理解できた

・	一人一人違うのが当たり前という考え方、差別意識をなくすにはこの考え方が大切ではない
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か。

・	差別がちょっとしたことからなるということや、発達障害の具体的なことがわかった。

・	自分の中にも、障害に対する差別があることが分かった。

・	遠ざけも差別になることが分かった

・	自分は差別しないようにしていると思っていたが、様々な形での遠ざけ、見下しに気づいた。

イ	 授業を聞いて、差別・障害についてもっと知りたいと感じたこと

・	どうして差別意識が生じるのか

・	差別に関する法律を知りたい

・	そもそも発達障害は障害なのか、レッテルはりは良くない。

・	障害を持つ人が特別な支援を受けるために別の学校に行くのが良いことなのか。

・	差別を止めるためにはどうすればよいのだろうか。

・	発達障害についてもっと知りたい

・	もっと事例を知りたい

・	自分の身を守るために距離を置くのも差別なのか

ウ	 感想（概要）

差別についての意識や、平等についての意識の深まりを感じらせる感想が多く、授業の効果が

あったと実感できる内容であった。

・	事例がわかりやすい、学びのある授業だった

・	退屈する時間がなく、楽しく参加できた

・	弁護士バッジを見ることができた。

・	難しめの内容ではあったが学校生活に生かすことのできるもので学ぶことができてよかっ

た。

・	社会モデル医学モデルについてが一番印象に残った。人が変わるのではなく、自分たちが変

わるというのはとてもいい考え方。

・	いろんな事例を使って議論をしていたので楽しかった。

・	実際の憲法なども見ながら進むことができてよい体験になりました

・	普段の授業で教えてもらえないことを教えてもらえてよかった

・	差別という重く目を背けがちな問題を考えることができてよかった

・	障害者に対する偏見があったが正しく知ることができた

・	発達障害についてよく知ることができた
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・	差別をしていないか、自分の生活を振り返りたい

・	自分の意見を思い切り言えて有意義だった

・	グループで話し合いほかの人の意見も聞けて、自分の理解も深まった

・	遠ざけという差別を知り、気を付けようと思った

・	深く考えさせられる事例でよかった。法律の観点から見た論理性もあってわかりやすかった。

・	平等と人権についてとても考えさせられた

・	これからは障害に先入観をなくして接したい

・	いじめの授業とつながりが多く、わかりやすく授業を受けられた。

・	差別がなぜだめなのか、なぜしてはいけないのかがしっかり理解できた

・	差別の事例をみんなで話し合えて有意義だった

・	事例がリアルで悲しく思った。無意識に差別しないようにしたいと思った。

・	差別は気づかずにしてしまっていたり、周りで起こっていることがわかったので、気を付け

たい。

４	 授業実施の感想

講師5名の感想を総合すると、

・	1コマ目の量が多い

・	設問量が多い。生徒はグループディスカッションに慣れた様子であったため対応してくれて

いたが、一般化するためには設問量を減らす必要がある

・	生徒の回答は、よく考えられており設問の意図に沿ったものであった

・	発達障害の説明をどこまで細かくするのか、また、もう少し肯定的に伝える必要がないかな

ど、検討される

というものであった。

生徒の回答内容からすると、差別というテーマを通して、相手に対して無意識に行っている遠

ざけ・人権侵害に気づかせるという意味ではいじめ予防授業に通じるものがあり、いじめ予防授

業を実施した学年に、異なるアプローチとして本授業を実施することも検討される。

また、高校生でも内容は十分に対応可能であると思われる。
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おわりに

2024年度関弁連シンポジウム委員会では、「初等・中等教育における弁護士の役割」をテーマ

に設定し、約1年にわたり研究してまいりました。現代の子ども達、特に小学生・中学生・高校

生は法に関して何を学ぶべきなのか、そこに弁護士は必要なのか、必要であるとすれば弁護士は

学校現場で具体的にどのように子ども達に教えたらよいのか、また弁護士の授業を初等・中等教

育の現場に広めていくにはどうしたらよいのか、委員45名は頭を悩ませ、議論を重ねました。ま

た、関東1都10県の小学校・中学校・高等学校・弁護士会にアンケートを実施して、初等・中等

教育の現場における弁護士による授業の実情を探りました。さらには、委員会にて作成した授業

案を用いて学校にて実際に授業を行って教員・児童生徒から意見をいただきました。その集大成

が、この報告書であり本シンポジウムです。今回の我々の研究が、今後、初等・中等教育の現場

において、弁護士の役割がさらに不可欠なものとなっていくための一助となることを願ってやみ

ません。そして、未来の子ども達が、法の考え方を身に付けて、自ら考えてよりよい社会をつくっ

ていけるようになることを切に望むものです。

委員会活動に際しては、委員に対し貴重な示唆に富む講演をいただいたみなさま、シンポジウ

ムにご参加いただいたみなさまには、ご多忙中にもかかわらず快く依頼をお引き受けいただきま

した。この場をお借りいたしまして、深く感謝申し上げます。また、アンケートにご協力いただ

いた学校・弁護士会のみなさま、出張授業にご協力いただいた学校のみなさまには、面倒な依頼

にもかかわらず親切にご対応いただきました。深く感謝申し上げます。最後に、関東弁護士会連

合会事務局のみなさま、特に担当の柴田瑞穂さんには、突然のお願いでも笑顔で完璧に対応して、

委員会活動を支えてくださいました。ありがとうございました。

	 関東弁護士会連合会

	 2024年度シンポジウム委員会

	 　　事務局長　　吉　　岡　　隆　　久
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【東京都】

東京学芸大学附属大泉小学校

東京学芸大学附属竹早小学校

狛江市立狛江第一小学校

狛江市立狛江第三小学校

狛江市立狛江第六小学校

狛江市立緑野小学校

小金井市立小金井第二小学校

小金井市立東小学校

小金井市立本町小学校

松が谷小学校

杉並区立高井戸小学校

杉並区立杉並第十小学校

杉並区立桃井第五小学校

杉並区立方南小学校

千代田区立お茶の水小学校

千代田区立麹町小学校

千代田区立昌平小学校

足立区立綾瀬小学校

足立区立伊興小学校

足立区立花畑第一小学校

足立区立栗島小学校

足立区立古千谷小学校

足立区立中川東小学校

足立区立中川北小学校

足立区立六木小学校

東京都日野市立旭が丘小学校

東京都日野市立東光寺小学校

東京都練馬区立大泉学園小学校

東村山市立大岱小学校

東村山市立南台小学校

東村山市立野火止小学校

楢原小学校

日野市立七生緑小学校

日野市立第七小学校

日野市立日野第五小学校

日野市立日野第四小学校

日野市立日野第六小学校

日野市立平山小学校

日野市立豊田小学校

日野市立夢が丘小学校

八王子市立みなみ野君田小学校

八王子市立横山第一小学校

八王子市立横山第二小学校

八王子市立横川小学校

八王子市立恩方第一小学校

八王子市立恩方第二小学校

八王子市立宮上小学校

八王子市立元八王子東小学校

八王子市立元木小学校

八王子市立高嶺小学校

八王子市立七国小学校

八王子市立小宮小学校

八王子市立松枝小学校

八王子市立上川口小学校

八王子市立上柚木小学校

八王子市立城山小学校

八王子市立浅川小学校

八王子市立第九小学校

八王子市立第四小学校

八王子市立第二小学校

八王子市立中山小学校

八王子市立長沼小学校

八王子市立長池小学校

八王子市立東浅川小学校

八王子市立南大沢小学校

八王子市立片倉台小学校

付　録

第１　アンケートのご協力いただいた学校一覧（順不同）

アンケートに記載いただいた校名をそのまま掲載しております。この度はご協力いただきあり

がとうございました。

関弁連シンポ報告2024決.indd   380関弁連シンポ報告2024決.indd   380 2024/09/13   18:112024/09/13   18:11



- 380 - - 381 -

八王子市立由木西小学校

八王子市立由木中央小学校

八王子市立由木東小学校

八王子市立緑が丘小学校

八王子市立椚田小学校

八王子立第八小学校

八丈町立三原小学校

品川区立宮前小学校

品川区立京陽小学校

品川区立小山小学校

品川区立大原小学校

品川区立中延小学校

品川区立浜川小学校

品川区立立会小学校

練馬区立関町小学校

練馬区立光が丘春の風小学校

練馬区立向山小学校

練馬区立高松小学校

練馬区立石神井東小学校

練馬区立大泉小学校

練馬区立大泉第一小学校

練馬区立大泉北小学校

練馬区立中村西小学校

練馬区立田柄小学校

練馬区立田柄第二小学校

練馬区立南町小学校

学校法人帝京大学　帝京大学小学校

光塩女子学院初等科

国本小学校

三育学院

昭和女子大学附属昭和小学校

星美学園小学校

日本女子大学附属豊明小学校

白百合学園小学校

立教女学院小学校

高南中学校

狛江市立狛江第三中学校

狛江市立狛江第四中学校

小金井市立小金井第一中学校

小金井市立南中学校

小金井市立緑中学校

杉並区立荻窪中学校

足立区入谷南中学校

足立区立伊興中学校

足立区立花保中学校

足立区立栗島中学校

足立区立千寿桜堤中学校

足立区立千寿青葉中学校

足立区立扇中学校

足立区立第一中学校

足立区立第六中学校

足立区立竹の塚中学校

足立区立東島根中学校

足立区立入谷中学校

東京都八王子市立甲ノ原中学校

東村山市立東村山第三中学校萩山分校

日の出町立平井中学校

日野市立三沢中学校

日野市立七生中学校

日野市立大坂上中学校

日野市立日野第一中学校

日野市立平山中学校

八王子市立ひよどり山中学校

八王子市立恩方中学校

八王子市立松が谷中学校

八王子市立城山中学校

八王子市立浅川中学校

八王子市立第五中学校

八王子市立第四中学校

八王子市立第二中学校

八王子市立長房中学校

八王子市立南大沢中学校

八王子市立別所中学校

八王子市立由木中学校

八王子市立椚田中学校

八丈町立大賀郷中学校

品川区立東海中学校

練馬区立開進第四中学校

練馬区立関中学校

練馬区立光が丘第一中学校

練馬区立光が丘第三中学校

練馬区立光が丘第二中学校

練馬区立上石神井中学校

練馬区立大泉学園中学校

練馬区立大泉西中学校

練馬区立大泉北中学校

練馬区立谷原中学校

練馬区立北町中学校

修徳中学校

芝中学校 芝高等学校
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文教大学付属中学校

東京都市大学付属中学校

宝仙学園中学校・高等学校

八王子学園八王子中学校

帝京中学校

お茶の水女子大学附属高等学校

東京工業大学附属科学技術高等学校

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校

橘高等学校

東京都立久留米西高等学校

都立総合芸術高等学校

東京都立東大和高等学校

東京都立第五商業高等学校

都立町田工科高等学校

東京都立西高等学校

東京都立戸山高等学校

都立総合工科高等学校

東京都立葛飾総合高等学校

東京都立五日市高等学校

東京都立瑞穂農芸高等学校

東京都立新島高等学校

小平南高等学校

都立東高等学校

東京都立羽村高等学校

都立神津高等学校

東京都立農業高等学校

東京都立富士高等学校

東京都立中野工科高等学校

東京都立北豊島工科高等学校

東京都内公立高等学校（校名不明）

都立日野高等学校

かえつ有明中・高等学校

下北沢成徳高等学校

岩倉高等学校

錦城高等学校

駒込学園駒込中学校高等学校

江戸川女子中学高等学校

芝浦工業大学附属高等学校

潤徳女子高等学校

昭和第一学園

杉並学院高等学校

成蹊高等学校

聖パウロ学園高等学校

聖学院中学校高等学校

青山学院高等部

多摩大学附属聖ヶ丘中学高等学校

多摩大学目黒中学高等学校

大森学園高等学校

中央大学杉並高等学校

帝京高等学校

東亜学園高等学校

東海大学菅生高等学校

東京女学館中学校高等学校

日本工業大学駒場高等学校

日本女子体育大学附属二階堂高等学校

八王子学園八王子高等学校

北豊島高等学校

明治大学付属明治高等学校

立教池袋高等学校

立正大学付属立正高等学校

千代田区立麴町幼稚園

攻玉社中学高等学校

桜蔭中学高等学校

共立女子第二中学校高等学校

新渡戸文化中学高等学校

大妻中学高等学校

私立広尾学園中学校・高等学校

武蔵野大学中学校・高等学校

学校法人明星学苑　明星中学校・高等学校

八王子市立館小学校

東京工業高等専門学校

品川区立品川学園

筑波大学附属中学校

【神奈川県】

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校

いずみ野小学校

さわの里小学校

伊勢原市立比々多小学校

横浜市立あざみ野第一小学校

横浜市立伊勢山小学校

横浜市立荏田南小学校

横浜市立永田台小学校

横浜市立下野庭小学校

関弁連シンポ報告2024決.indd   382関弁連シンポ報告2024決.indd   382 2024/09/13   18:112024/09/13   18:11



- 382 - - 383 -

横浜市立鴨志田第一小学校

横浜市立岸谷小学校

横浜市立希望ケ丘小学校

横浜市立芹が谷小学校

横浜市立高舟台小学校

横浜市立黒須田小学校

横浜市立山王台小学校

横浜市立師岡小学校

横浜市立汐見台小学校

横浜市立小菅ケ谷小学校

横浜市立新石川小学校

横浜市立新鶴見小学校

横浜市立神奈川小学校

横浜市立菅田の丘小学校

横浜市立西寺尾小学校

横浜市立太田小学校

横浜市立大口台小学校

横浜市立大曽根小学校

横浜市立中丸小学校

横浜市立都筑小学校

横浜市立南山田小学校

横浜市立馬場小学校

横浜市立白根小学校

横浜市立浜小学校

横浜市立富士見台小学校

横浜市立平戸小学校

横浜市立別所小学校

横浜市立峯小学校

横浜市立北綱島小学校

横浜市立北山田小学校

横浜市立矢上小学校

横浜市立洋光台第四小学校

横浜市立嶮山小学校

茅ケ崎台小学校

茅ケ崎東小学校

芹が谷南小学校

綱島東小学校

三浦市立初声小学校

三浦市立岬陽小学校

山元小学校

山田小学校

小田原市立三の丸小学校

小田原市立早川小学校

上白根小学校

生田小学校

川崎市立旭町小学校

川崎市立橘小学校

川崎市立戸手小学校

川崎市立御幸小学校

川崎市立今井小学校

川崎市立三田小学校

川崎市立菅小学校

川崎市立西丸子小学校

川崎市立西生田小学校

川崎市立西有馬小学校（前任校）

川崎市立中原小学校

川崎市立長沢小学校

川崎市立殿町小学校

川崎市立東住吉小学校

川崎市立東小田小学校

川崎市立東大島小学校

川崎市立南原小学校

川崎市立白幡台小学校

川崎市立百合丘小学校

川崎市立平小学校

川和小学校

倉田小学校

相沢小学校

大正小学校

潮田小学校

東希望が丘小学校

東品濃小学校

美しが丘小学校

並木第一小学校

本郷小学校

本町小学校

横浜市内公立小学校（校名不明）

伊勢原市立成瀬中学校

横浜市立みたけ台中学校

横浜市立永田中学校

横浜市立寛政中学校

横浜市立錦台中学校

横浜市立芹が谷中学校

横浜市立若葉台中学校

横浜市立小山台中学校

横浜市立城郷中学校

横浜市立新井中学校

横浜市立西谷中学校

横浜市立泉が丘中学校

横浜市立早渕中学校
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横浜市立大鳥中学校

横浜市立中和田中学校

横浜市立南高等学校附属中学校

横浜市立日野南中学校

横浜市立舞岡中学校

横浜市立平楽中学校

横浜市立並木中学校

横浜市立霧が丘義務教育学校後期課程

横浜市立緑が丘中学校

横浜市立老松中学校

横浜市立六浦中学校

横浜市立六角橋中学校

橘中学校

原中学校

三浦市立三崎中学校

三浦市立南下浦中学校

小田原市立橘中学校

小田原市立城北中学校

小田原市立白山中学校

上郷中学校

真鶴町立真鶴中学校

西金沢義務教育学校後期課程

川崎市立稲田中学校

川崎市立宮前平中学校

川崎市立菅生中学校

川崎市立菅中学校

川崎市立川崎中学校

川崎市立塚越中学校

川崎市立田島中学校

川崎市立南菅中学校

川崎市立南生田中学校

川崎市立南大師中学校

川崎市立日吉中学校

川崎市立白鳥中学校

川崎市立平間中学校

南瀬谷中学校

飯島中学校

本牧中学校

川崎市立高津高等学校定時制

川崎市立高津高等学校

横浜市立みなと総合高等学校

横浜商業高等学校

川崎市立聾学校

川崎市立田島支援学校

【埼玉県】

さいたま市立栄和小学校

さいたま市立向小学校

さいたま市立三橋小学校

さいたま市立春岡小学校

さいたま市立針ヶ谷小学校

さいたま市立大宮南小学校

さいたま市立大門小学校

さいたま市立中尾小学校

さいたま市立田島小学校

さいたま市立徳力小学校

さいたま市立美園小学校

さいたま市立片柳小学校

さいたま市立与野本町小学校

さいたま市立和土小学校

ふじみ野市立駒西小学校

ふじみ野市立上野台小学校

ふじみ野市立西原小学校

ふじみ野市立鶴ヶ丘小学校

越谷市立西方小学校

越谷市立大袋東小学校

越谷市立大袋北小学校

越谷市立平方小学校

越谷市立北越谷小学校

横瀬町立横瀬小学校

加須市立花崎北小学校

加須市立三俣小学校

加須市立種足小学校

加須市立大桑小学校

加須市立大利根東小学校

加須市立樋遣川小学校

加須市立豊野小学校

加須市立北川辺西小学校

加須市立礼羽小学校

加須私立騎西小学校

吉見町立東第二小学校

吉見町立南小学校

久喜市立小林小学校

久喜市立青葉小学校

宮代町立百間小学校
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熊谷市立吉見小学校

熊谷市立玉井小学校

熊谷市立熊谷西小学校

熊谷市立江南南小学校

熊谷市立長井小学校

戸田市立戸田南小学校

戸田市立笹目小学校

戸田市立新曽北小学校

戸田市立美谷本小学校

幸手市立長倉小学校

行田市立南河原小学校

行田市立南小学校

行田市立忍小学校

坂戸市立勝呂小学校

埼玉県宮代町立東小学校

埼玉県坂戸市立大家小学校

埼玉県秩父市立南小学校

埼玉県鶴ヶ島市立栄小学校

埼玉県東松山市立市の川小学校

志木市立志木小学校

志木市立志木第三小学校

春日部市立幸松小学校

春日部市立小渕小学校

春日部市立上沖小学校

春日部市立正善小学校

春日部市立川辺小学校

春日部市立中野小学校

春日部市立南桜井小学校

春日部市立粕壁小学校

春日部市立八木崎小学校

春日部市立豊春小学校

春日部市立立野小学校

春日部市立武里小学校

春日部市立武里西小学校

小鹿野町立小鹿野小学校

松伏町立松伏小学校

松伏町立松伏第二小学校

上尾市立鴨川小学校

上尾市立平方小学校

上里町立神保原小学校

上里町立長幡小学校

新座市立石神小学校

新座市立野寺小学校

深谷市立上柴西小学校

深谷市立深谷小学校

深谷市立深谷西小学校

深谷市立明戸小学校

神川町立青柳小学校

杉戸町立杉戸第二小学校

石原小学校

川口市立戸塚北小学校

川口市立差間小学校

川口市立在家小学校

川口市立桜町小学校

川口市立上青木小学校

川口市立上青木南小学校

川口市立朝日東小学校

川口市立南鳩ヶ谷小学校

川口市立飯塚小学校

川口市立本町小学校

秩父市立吉田小学校

秩父市立西小学校

秩父市立花の木小学校

鶴ヶ島市立鶴ヶ島第二小学校

鶴ヶ島市立藤小学校

毛呂山町立川角小学校

蓮田市立黒浜西小学校

蓮田市立黒浜南小学校

蓮田市立平野小学校

蓮田市立蓮田南小学校

蕨市立東小学校

埼玉大学教育学部附属中学校

さいたま市立上大久保中学校

さいたま市立常盤中学校

さいたま市立西原中学校

さいたま市立大谷中学校

さいたま市立東浦和中学校

さいたま市立与野南中学校

ふじみ野市立葦原中学校

ふじみ野市立大井西中学校

ふじみ野市立大井中学校

伊奈町立伊奈中学校

伊奈町立南中学校

横瀬町立横瀬中学校

加須市立加須東中学校

加須市立加須北中学校

加須市立騎西中学校

加須市立昭和中学校

加須市立大利根中学校

久喜市立久喜中学校
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久喜市立鷲宮東中学校

宮代町立須賀中学校

宮代町立前原中学校

宮代町立百間中学校

熊谷市立吉岡中学校

熊谷市立江南中学校

熊谷市立大幡中学校

熊谷市立大里中学校

熊谷市立奈良中学校

熊谷市立別府中学校

幸手市立幸手中学校

行田市立見沼中学校

行田市立行田中学校

行田市立忍中学校

坂戸市立千代田中学校

坂戸市立浅羽野中学校

埼玉県秩父市立荒川中学校

三橋中学校

三郷市立彦糸中学校

春日部市立大沼中学校

春日部市立大増中学校

春日部市立飯沼中学校

春日部市立武里中学校

春日部市立豊春中学校

松伏町立松伏第二中学校

松伏町立松伏中学校

上尾市立西中学校

上里町立上里中学校

上里町立上里北中学校

城北中学校

新座市立第三中学校

新座市立第四中学校

深谷市立南中学校

深谷市立幡羅中学校

川口市立安行東中学校

川口市立高等学校附属中学校

川口市立在家中学校

川口市立芝東中学校

川口市立十二月田中学校

川口市立榛松中学校

川口市立神根中学校

川口市立仲町中学校

川口市立北中学校

秩父市立吉田中学校

秩父市立秩父第一中学校

秩父市立尾田蒔中学校

朝霞市立朝霞第二中学校

東松山市立松山中学校

八潮市立八幡中学校

八潮市立八條中学校

冨士見市立東中学校

冨士見市立本郷中学校

北本市立宮内中学校

蕨市立第一中学校

蕨市立東中学校

浦和実業学園中学校

聖望学園中学校

浦和第一女子高等学校

岩槻高等学校

県立浦和西高等学校

県立熊谷高等学校（定時制）

埼玉県立ふじみ野高等学校

埼玉県立羽生実業高等学校

埼玉県立浦和工業高等学校

埼玉県立浦和商業高等学校

埼玉県立浦和東高等学校

埼玉県立越生高等学校

埼玉県立越谷西高等学校

埼玉県立越谷南高等学校

埼玉県立滑川総合高等学校

埼玉県立寄居城北高等学校

埼玉県立吉川美南高等学校

埼玉県立久喜工業高等学校

埼玉県立久喜高等学校

埼玉県立宮代高等学校

埼玉県立狭山経済高等学校

埼玉県立狭山緑陽高等学校

埼玉県立熊谷工業高等学校

埼玉県立熊谷女子高等学校

埼玉県立熊谷商業高等学校

埼玉県立芸術総合高等学校

埼玉県立幸手桜高等学校

埼玉県立鴻巣女子高等学校

埼玉県立三郷工業技術高等学校

埼玉県立三郷高等学校

埼玉県立三郷北高等学校

埼玉県立春日部東高等学校

埼玉県立所沢商業高等学校

埼玉県立所沢西高等学校

埼玉県立小川高等学校
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埼玉県立松山女子高等学校

埼玉県立松伏高等学校

埼玉県立上尾鷹の台高等学校

埼玉県立新座高等学校

埼玉県立新座総合技術高等学校

埼玉県立新座柳瀬高等学校

埼玉県立深谷商業高等学校

埼玉県立深谷第一高等学校

埼玉県立進修館高等学校

埼玉県立吹上秋桜高等学校

埼玉県立杉戸高等学校

埼玉県立川越総合高等学校

埼玉県立川口青陵高等学校

埼玉県立川口北高等学校

埼玉県立草加西高等学校

埼玉県立草加東高等学校

埼玉県立草加南高等学校

埼玉県立大宮高等学校

埼玉県立大宮中央高等学校

埼玉県立大宮東高等学校

埼玉県立大宮南高等学校

埼玉県立大宮武蔵野高等学校

埼玉県立秩父高等学校

埼玉県立秩父農工科学高等学校

埼玉県立秩父農工科学高等学校（定時制）

埼玉県立朝霞高等学校

埼玉県立朝霞高等学校（定時制）

埼玉県立朝霞西高等学校

埼玉県立南稜高等学校

埼玉県立日高高等学校

埼玉県立鳩山高等学校

埼玉県立飯能高等学校（定時制の課程）

埼玉県立豊岡高等学校

埼玉県立蕨高等学校

埼玉県立八潮高等学校

川越初雁高等学校

川越女子高等学校

川越西高等学校

川口高等学校

白岡高等学校

北本高等学校

蓮田松韻高等学校

浦和実業学園高等学校

叡明高等学校

埼玉栄高等学校

正智深谷高等学校

西武学園文理高等学校

川越東高等学校

本庄第一高等学校

日本薬科大学

日本工業大学

狭山ヶ丘高等学校付属中学校

特別支援学校（校名不明）

埼玉県立騎西特別支援学校

埼玉県立狭山特別支援学校

埼玉県立和光南特別支援学校

埼玉県立蓮田特別支援学校

埼玉県立久喜特別支援学校白岡分校

埼玉県立越谷西特別支援学校

和光特別支援学校

埼玉県立越谷特別支援学校

埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園

埼玉県立草加かがやき特別支援学校

埼玉県立所沢おおぞら特別支援学校

日高特別支援学校

埼玉大学教育学部附属特別支援学校

埼玉県立秩父特別支援学校

埼玉県立上尾かしの木特別支援学校

埼玉県立けやき特別支援学校

県立特別支援学校さいたま桜高等学園

富士見市立富士見特別支援学校

さいたま桜高等学園

埼玉県立行田特別支援学校

埼玉県立深谷はばたき特別支援学校

埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

埼玉県立川口特別支援学校

大宮北特別支援学校

毛呂山特別支援学校

埼玉県立久喜特別支援学校

埼玉県立本庄特別支援学校

騎西特別支援学校

埼玉県立春日部特別支援学校

大宮ろう学園

埼玉県立春日部特別支援学校宮代分校 
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【千葉県】

千葉大学教育学部附属小学校

柏市立高柳小学校

いすみ市立夷隅小学校

いすみ市立太東小学校

いすみ市立大原小学校

いすみ市立東海小学校

いすみ市立浪花小学校

旭市立豊畑小学校

一宮町立東浪見小学校

印西市立いには野小学校

印西市立小倉台小学校

印西市立西の原小学校

印西市立滝野小学校

印西市立本埜小学校

印西市立六合小学校

浦安市立高洲小学校

浦安市立高洲北小学校

浦安市立東小学校

浦安市立東野小学校

浦安市立南小学校

浦安市立日の出小学校

浦安市立入船小学校

浦安市立美浜南小学校

浦安市立美浜北小学校

浦安市立舞浜小学校

浦安市立北部小学校

浦安市立明海小学校

栄町立安食台小学校

横芝光町立上堺小学校

横芝光町立日吉小学校

我孫子市立我孫子第二小学校

我孫子市立湖北小学校

我孫子市立湖北台東小学校

我孫子市立高野山小学校

我孫子市立並木小学校

鎌ケ谷市立五本松小学校

鎌ケ谷市立中部小学校

鎌ケ谷市立東部小学校

鎌ケ谷市立南部小学校

鴨川市立鴨川小学校

鴨川市立江見小学校

鴨川市立長狭小学校

鴨川市立田原小学校

館山市立館野小学校

館山市立九重小学校

館山市立神余小学校

館山市立西岬小学校

館山市立那古小学校

市原市立牛久小学校

鋸南町立鋸南小学校

九十九里町立九十九里小学校

君津市立外箕輪小学校

君津市立小櫃小学校

船橋市立古和釜小学校

船橋市立行田東小学校

香取市立香取小学校

香取市立小見川東小学校

香取市立水の郷小学校

香取市立東大戸小学校

香取市立竟成小学校

佐倉市立井野小学校

佐倉市立印南小学校

佐倉市立王子台小学校

佐倉市立間野台小学校

佐倉市立根郷小学校

佐倉市立佐倉小学校

佐倉市立佐倉東小学校

佐倉市立寺崎小学校

佐倉市立小竹小学校

佐倉市立上志津小学校

佐倉市立青菅小学校

佐倉市立千代田小学校

佐倉市立染井野小学校

佐倉市立内郷小学校

佐倉市立南志津小学校

佐倉市立白銀小学校

佐倉市立弥富小学校

佐倉市立和田小学校

山武市立山武北小学校

山武市立松尾小学校

山武市立成東小学校

山武市立大富小学校

山武市立大平小学校

山武市立南郷小学校

山武市立日向小学校

山武市立睦岡小学校

山武市立緑海小学校
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山武市立蓮沼小学校

四街道市立栗山小学校

四街道市立山梨小学校

四街道市立四和小学校

四街道市立大日小学校

四街道市立八木原小学校

市原市立ちはら台桜小学校

市原市立加茂小学校

市原市立京葉小学校

市原市立戸田小学校

市原市立五井小学校

市原市立光風台小学校

市原市立国府小学校

市原市立国分寺台西小学校

市原市立国分寺台東小学校

市原市立姉崎小学校

市原市立市原小学校

市原市立市西小学校

市原市立湿津小学校

市原市立若葉小学校

市原市立水の江小学校

市原市立清水谷小学校

市原市立青葉台小学校

市原市立石塚小学校

市原市立千種小学校

市原市立辰巳台東小学校

市原市立鶴舞小学校

市原市立東海小学校

市原市立白金小学校

市原市立白幡小学校

市原市立明神小学校

市原市立有秋東小学校

市原市立有秋南小学校

市川市立行徳小学校

市川市立市川小学校

市川市立新浜小学校

市川市立真間小学校

市川市立大和田小学校

市川市立鶴指小学校

市川市立南行徳小学校

市川市立南新浜小学校

市川市立二俣小学校

市川市立福栄小学校

芝山町立芝山小学校

習志野市立屋敷小学校

習志野市立向山小学校

習志野市立香澄小学校

習志野市立実籾小学校

習志野市立秋津小学校

習志野市立袖ケ浦西小学校

習志野市立袖ケ浦東小学校

習志野市立大久保小学校

習志野市立大久保東小学校

習志野市立谷津小学校

習志野市立谷津南小学校

習志野市立津田沼小学校

習志野市立東習志野小学校

松戸市立古ヶ崎小学校

松戸市立根木内小学校

松戸市立小金北小学校

松戸市立松ケ丘小学校

松戸市立常盤平第二小学校

松戸市立新松戸西小学校

松戸市立六実第三小学校

松戸市立和名ケ谷小学校

神崎町立米沢小学校

成田市立久住小学校

成田市立玉造小学校

成田市立公津小学校

成田市立向台小学校

成田市立神宮寺小学校

成田市立成田小学校

印西市立大森小学校

浦安市立明海南小学校

柏市立柏第二小学校

白子町立南白亀小学校

船橋市立葛飾小学校

船橋市立行田西小学校

船橋市立高根小学校

船橋市立高根東小学校

船橋市立咲が丘小学校

船橋市立三咲小学校

船橋市立芝山西小学校

船橋市立芝山東小学校

船橋市立習志野台第二小学校

船橋市立大穴北小学校

船橋市立塚田小学校

船橋市立塚田南小学校

船橋市立坪井小学校

船橋市立田喜野井小学校
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船橋市立二宮小学校

船橋市立法典小学校

船橋市立豊富小学校

船橋市立薬円台南小学校

大多喜町立西小学校

大網白里市立瑞穂小学校

大網白里市立増穂北小学校

大網白里市立大網小学校

大網白里市立大網東小学校

銚子市立高神小学校

銚子市立双葉小学校

銚子市立椎柴小学校

銚子市立豊里小学校

銚子市立船木小学校

長南町立長南小学校

長柄町立長柄小学校

東金市立城西小学校

東金市立正気小学校

東金市立東小学校

東金市立鴇嶺小学校

東金市立日吉台小学校

東金市立豊成小学校

柏市立旭小学校

柏市立高柳西小学校

柏市立手賀東小学校

柏市立酒井根西小学校

柏市立中原小学校

柏市立田中小学校

柏市立柏第五小学校

柏市立柏第四小学校

柏市立柏第七小学校

白井市立桜台小学校

白井市立大山口小学校

白井市立南山小学校

白井市立白井第二小学校

白子町立関小学校

白子町立白潟小学校

八街市立交進小学校

八街市立笹引小学校

八街市立川上小学校

八街市立二州小学校

八千代市立みどりが丘小学校

八千代市立萱田小学校

八千代市立西高津小学校

八千代市立大和田小学校

八千代市立大和田西小学校

八千代市立八千代台西小学校

八千代市立八千代台東小学校

八千代市立睦小学校

富津市立飯野小学校

市川市立百合台小学校

富津市立佐貫小学校

富津市立大貫小学校

富津市立天羽小学校

富里市立日吉台小学校

茂原市立西小学校

茂原市立東部小学校

茂原市立萩原小学校

茂原市立豊田小学校

茂原市立本納小学校

木更津市立金田小学校

木更津市立西清小学校

木更津市立請西小学校

木更津市立畑沢小学校

木更津市立八幡台小学校

木更津市立木更津第二小学校

流山市立おおたかの森小学校

流山市立江戸川台小学校

流山市立西初石小学校

流山市立西深井小学校

流山市立八木北小学校

千葉大学教育学部附属中学校

いすみ市立国吉中学校

旭市立海上中学校

旭市立干潟中学校

印西市立印西中学校

印西市立印旛中学校

印西市立原山中学校

印西市立小林中学校

印西市立西の原中学校

印西市立本埜中学校

浦安市立浦安中学校

浦安市立高洲中学校

浦安市立日の出中学校

浦安市立入船中学校

浦安市立美浜中学校

浦安市立富岡中学校

浦安市立明海中学校

横芝光町立光中学校

我孫子市立我孫子中学校
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我孫子市立湖北台中学校

我孫子市立白山中学校

我孫子市立布佐中学校

鴨川市立安房東中学校

鴨川市立鴨川中学校

鴨川市立長狭中学校

館山市立館山中学校

鋸南町立鋸南中学校

君津市立周南中学校

成田市立公津の杜中学校

香取市立佐原中学校

香取市立山田中学校

佐倉市立臼井西中学校

佐倉市立臼井南中学校

佐倉市立佐倉中学校

佐倉市立上志津中学校

佐倉市立西志津中学校

佐倉市立南部中学校

佐倉市立根郷中学校

山武市立山武中学校

山武市立成東中学校

四街道市立四街道中学校

市原市立ちはら台南中学校

市原市立加茂中学校

市原市立菊間中学校

市原市立五井中学校

市原市立国分寺台西中学校

市原市立三和中学校

市原市立姉崎中学校

市原市立市東中学校

市原市立湿津中学校

市原市立千種中学校

市原市立双葉中学校

市原市立辰巳台中学校

市原市立東海中学校

市原市立南総中学校

市原市立八幡中学校

市原市立有秋中学校

市川市立高谷中学校

市川市立第五中学校

市川市立第二中学校

市川市立東国分中学校

市川市立福栄中学校

芝山町立芝山中学校

習志野市立第五中学校

習志野市立第三中学校

習志野市立第七中学校

松戸市立河原塚中学校

松戸市立金ケ作中学校

松戸市立栗ヶ沢中学校

松戸市立根木内中学校

松戸市立第四中学校

松戸市立第二中学校

松戸市立牧野原中学校

成田市立遠山中学校

成田市立玉造中学校

成田市立公津の杜中学校

千葉県習志野市立第一中学校

船橋市立旭中学校

船橋市立三山中学校

船橋市立三田中学校

船橋市立二宮中学校

船橋市立八木が谷中学校

船橋市立飯山満中学校

大網白里市立増穂中学校

大網白里市立大網中学校

大網白里市立白里中学校

銚子市立第二中学校

銚子市立銚子西中学校

長生村立長生中学校

長南町立長南中学校

長柄町立長柄中学校

東金市立西中学校

東金市立東金中学校

東金市立東中学校

東金市立北中学校

柏市立光ケ丘中学校

柏市立酒井根中学校

柏市立松葉中学校

柏市立中原中学校

柏市立田中中学校

柏市立柏の葉中学校

白井市立桜台中学校

白井市立七次台中学校

白井市立大山口中学校

白井市立白井中学校

白子町立白子中学校

八街市立八街中央中学校

八街市立八街中学校

八街市立八街南中学校
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八千代市立萱田中学校

八千代市立村上中学校

八千代市立村上東中学校

八千代市立大和田中学校

八千代市立東高津中学校

八千代市立八千代台西中学校

八千代市立八千代中学校

八千代市立睦中学校

富津市立富津中学校

富里市立富里中学校

茂原市立早野中学校

茂原市立南中学校

茂原市立冨士見中学校

茂原市立本納中学校

茂原市立茂原中学校

木更津市立鎌足中学校

木更津市立岩根西中学校

木更津市立金田中学校

木更津市立清川中学校

木更津市立波岡中学校

木更津市立畑沢中学校

流山市立おおぐろの森中学校

流山市立東深井中学校

流山市立東部中学校

流山市立南部中学校

流山市立南流山中学校

流山市立八木中学校

流山市立北部中学校

習志野市立習志野高等学校

千葉県立松戸国際高等学校

千葉県立旭農業高等学校

千葉県立安房高等学校

千葉県立安房拓心高等学校

千葉県立磯辺高等学校

千葉県立我孫子東高等学校

千葉県立鎌ヶ谷高等学校

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校

千葉県立館山総合高等学校（全日制）

千葉県立京葉高等学校

千葉県立九十九里高等学校

千葉県立君津青葉高等学校

千葉県立検見川高等学校

千葉県立姉崎高等学校

千葉県立市川南高等学校

千葉県立小金高等学校

千葉県立松戸高等学校

千葉県立松戸南高等学校

千葉県立松戸馬橋高等学校

千葉県立清水高等学校

千葉県立生浜高等学校

千葉県立千葉女子高等学校

千葉県立千葉大宮高等学校

千葉県立泉高等学校

千葉県立船橋古和釜高等学校

千葉県立船橋芝山高等学校

千葉県立船橋東高等学校

千葉県立船橋二和高等学校

千葉県立匝瑳高等学校

千葉県立銚子高等学校

千葉県立八千代西高等学校

千葉県立八千代東高等学校

千葉県立茂原高等学校

千葉県立茂原樟陽高等学校

千葉県立木更津東高等学校

銚子市立銚子高等学校

多古町教育委員会

千葉県内公立高等学校（校名不明）

成田市立大栄みらい学園

八千代市立阿蘇米本学園

千葉県立印旛特別支援学校

千葉県立香取特別支援学校

千葉県立飯高特別支援学校

千葉県立特別支援学校市川大野高等学園

千葉県立東金特別支援学校

千葉県立東葛の森特別支援学校

千葉県立富里特別支援学校

千葉県立市川特別支援学校

千葉県立柏特別支援学校

千葉県立長生特別支援学校

千葉県立夷隅特別支援学校

千葉県立四街道特別支援学校

市川市立須和田の丘支援学校

千葉県立栄特別支援学校

千葉県立君津特別支援学校

船橋市立船橋特別支援学校
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【茨城県】

かすみがうら市立下稲吉小学校

かすみがうら市立下稲吉東小学校

かすみがうら市立霞ヶ浦中学校

かすみがうら市立霞ヶ浦北小学校

つくばみらい市伊奈東小学校

つくばみらい市立伊奈小学校

つくばみらい市立小絹小学校

つくばみらい市立小張小学校

つくばみらい市立谷和原小学校

つくばみらい市立富士見ヶ丘小学校

つくばみらい市立福岡小学校

つくばみらい市立豊小学校

つくばみらい市立陽光台小学校

つくば市立栄小学校

つくば市立葛城小学校

つくば市立吉沼小学校

つくば市立栗原小学校

つくば市立茎崎第一小学校

つくば市立茎崎第三小学校

つくば市立茎崎第二小学校

つくば市立研究学園中学校

つくば市立今鹿島小学校

つくば市立桜南小学校

つくば市立松代小学校

つくば市立沼崎小学校

つくば市立上郷小学校

つくば市立真瀬小学校

つくば市立前野小学校

つくば市立大曽根小学校

つくば市立谷田部小学校

つくば市立谷田部南小学校

つくば市立竹園西小学校

つくば市立竹園東小学校

つくば市立島名小学校

つくば市立二の宮小学校

つくば市立並木小学校

つくば市立柳橋小学校

つくば市立要小学校

ひたちなか市立外野小学校

ひたちなか市立佐野小学校

ひたちなか市立三反田小学校

ひたちなか市立枝川小学校

ひたちなか市立中根小学校

ひたちなか市立長堀小学校

ひたちなか市立津田小学校

ひたちなか市立東石川小学校

ひたちなか市立那珂湊第一小学校

ひたちなか市立那珂湊第三小学校

ひたちなか市立那珂湊第二小学校

ひたちなか市立堀口小学校

阿見町立あさひ小学校

阿見町立阿見第一小学校

阿見町立阿見第二小学校

阿見町立君原小学校

阿見町立舟島小学校

稲敷市立あずま東小学校

稲敷市立江戸崎小学校

稲敷市立高田小学校

稲敷市立桜川小学校

稲敷市立新利根小学校

稲敷市立あずま北小学校

神栖市立植松小学校

東海村立照沼小学校

茨城町立葵小学校

茨城町立大戸小学校

下妻市立下妻小学校

下妻市立高道祖小学校

下妻市立宗道小学校

下妻市立総上小学校

下妻市立騰波ノ江小学校

下妻市立豊加美小学校

北茨城市立関本小学校

牛久市立ひたち野うしく小学校

牛久市立岡田小学校

牛久市立牛久第二小学校

牛久市立向台小学校

牛久市立神谷小学校

牛久市立中根小学校

境町立猿島小学校

境町立境小学校

境町立静小学校

つくば市立九重小学校

結城市立結城小学校

結城市立結城西小学校

結城市立絹川小学校

結城市立江川南小学校

結城市立江川北小学校
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結城市立山川小学校

結城市立上山川小学校

結城市立城西小学校

結城市立城南小学校

古河市立下大野小学校

古河市立下辺見小学校

古河市立駒羽根小学校

古河市立駒込小学校

古河市立古河第一小学校

古河市立古河第五小学校

古河市立古河第四小学校

古河市立古河第七小学校

古河市立古河第二小学校

古河市立古河第六小学校

古河市立釈迦小学校

古河市立諸川小学校

古河市立小堤小学校

古河市立上大野小学校

古河市立上辺見小学校

古河市立水海小学校

古河市立西牛谷小学校

古河市立大和田小学校

古河市立中央小学校

古河市立八俣小学校

古河市立名崎小学校

五霞町立五霞西小学校

五霞町立五霞東小学校

水戸市立五軒小学校

高萩市立高萩小学校

高萩市立秋山小学校

高萩市立松岡小学校

高萩市立東小学校

坂東市立岩井第一小学校

坂東市立岩井第二小学校

坂東市立逆井山小学校

坂東市立沓掛小学校

坂東市立七郷小学校

坂東市立神大実小学校

坂東市立生子菅小学校

坂東市立中川小学校

坂東市立長須小学校

坂東市立内野山小学校

坂東市立飯島小学校

桜川市立羽黒小学校

桜川市立雨引小学校

桜川市立樺穂小学校

桜川市立岩瀬小学校

桜川市立坂戸小学校

桜川市立大国小学校

桜川市立谷貝小学校

鹿嶋市立高松小学校

鹿嶋市立三笠小学校

鹿嶋市立大同西小学校

鹿嶋市立大同東小学校

鹿嶋市立波野小学校

鹿嶋市立鉢形小学校

鹿嶋市立豊郷小学校

鹿嶋市立豊津小学校

取手市立永山小学校

取手市立久賀小学校

取手市立宮和田小学校

取手市立戸頭小学校

取手市立高井小学校

取手市立桜が丘小学校

取手市立山王小学校

取手市立寺原小学校

取手市立取手小学校

取手市立取手東小学校

取手市立白山小学校

取手市立六郷小学校

小美玉市立堅倉小学校

小美玉市立小川南小学校

小美玉市立竹原小学校

城里町立桂小学校

城里町立七会小学校

城里町立常北小学校

城里町立石塚小学校

城里町立沢山小学校

常総市立岡田小学校

常総市立玉小学校

常総市立五箇小学校

常総市立三妻小学校

常総市立水海道小学校

常総市立菅生小学校

常総市立石下小学校

常総市立大生小学校

常総市立飯沼小学校

常総市立豊田小学校

常陸太田市立機初小学校

常陸太田市立金砂郷小学校
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常陸太田市立水府小学校

常陸太田市立太田小学校

常陸太田市立峰山小学校

常陸太田市立誉田小学校

常陸太田市立里美小学校

神栖市立やたべ土合小学校

神栖市立深芝小学校

神栖市立須田小学校

神栖市立息栖小学校

神栖市立太田小学校

神栖市立大野原西小学校

神栖市立波崎小学校

神栖市立波崎西小学校

土浦市立神立小学校

水戸市立稲荷第一小学校

水戸市立稲荷第二小学校

水戸市立下大野小学校

水戸市立河和田小学校

水戸市立吉沢小学校

水戸市立見川小学校

水戸市立鯉淵小学校

水戸市立妻里小学校

水戸市立三の丸小学校

水戸市立酒門小学校

水戸市立上中妻小学校

水戸市立常磐小学校

水戸市立新荘小学校

水戸市立石川小学校

水戸市立赤塚小学校

水戸市立千波小学校

水戸市立双葉台小学校

水戸市立大場小学校

水戸市立渡里小学校

水戸市立内原小学校

水戸市立梅が丘小学校

水戸市立飯富小学校

水戸市立浜田小学校

水戸市立堀原小学校

水戸市立柳河小学校

水戸市立緑岡小学校

石岡市立葦穂小学校

石岡市立園部小学校

石岡市立柿岡小学校

石岡市立瓦会小学校

石岡市立関川小学校

石岡市立吉生小学校

石岡市立三村小学校

石岡市立小桜小学校

石岡市立小幡小学校

石岡市立杉並小学校

石岡市立東小学校

石岡市立東成井小学校

石岡市立南小学校

石岡市立府中小学校

石岡市立北小学校

石岡市立林小学校

大子町立さはら小学校

大子町立だいご小学校

大子町立依上小学校

大子町立上小川小学校

大子町立生瀬小学校

大洗町立大洗小学校

大洗町立南小学校

筑西市立伊讃小学校

筑西市立下館小学校

筑西市立嘉田生崎小学校

筑西市立川島小学校

筑西市立河間小学校

筑西市立関城西小学校

筑西市立関城東小学校

筑西市立古里小学校

筑西市立五所小学校

筑西市立上野小学校

筑西市立新治小学校

筑西市立村田小学校

筑西市立大村小学校

筑西市立大田小学校

筑西市立竹島小学校

筑西市立中小学校

筑西市立長讃小学校

筑西市立鳥羽小学校

筑西市立養蚕小学校

八千代町立中結城小学校

潮来市立延方小学校

潮来市立牛堀小学校

潮来市立潮来小学校

潮来市立潮来第一中学校

潮来市立津知小学校

土浦市立右籾小学校

土浦市立乙戸小学校
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土浦市立下高津小学校

土浦市立荒川沖小学校

土浦市立上大津東小学校

土浦市立真鍋小学校

土浦市立菅谷小学校

土浦市立大岩田小学校

土浦市立中村小学校

土浦市立都和南小学校

土浦市立土浦小学校

土浦市立東小学校

東海村立舟石川小学校

東海村立石神小学校

東海村立村松小学校

東海村立中丸小学校

東海村立白方小学校

那珂市立瓜連小学校

那珂市立横堀小学校

那珂市立額田小学校

那珂市立五台小学校

那珂市立菅谷小学校

那珂市立菅谷西小学校

那珂市立菅谷東小学校

那珂市立芳野小学校

那珂市立木崎小学校

日立市立河原子小学校

日立市立会瀬小学校

日立市立滑川小学校

日立市立久慈小学校

日立市立金沢小学校

日立市立櫛形小学校

日立市立坂本小学校

日立市立山部小学校

日立市立十王中学校

日立市立助川小学校

日立市立諏訪小学校

日立市立水木小学校

日立市立大みか小学校

日立市立大沼小学校

日立市立中小路小学校

日立市立仲町小学校

日立市立田尻小学校

日立市立東小沢小学校

日立市立塙山小学校

日立市立豊浦小学校

日立市立油縄子小学校

八千代町立安静小学校

八千代町立下結城小学校

八千代町立西豊田小学校

八千代町立川西小学校

美浦村立安中小学校

美浦村立大谷小学校

美浦村立木原小学校

鉾田市立旭東小学校

鉾田市立旭南小学校

鉾田市立旭北小学校

鉾田市立大洋小学校

鉾田市立鉾田南小学校

鉾田市立鉾田北小学校

北茨城市立華川小学校

北茨城市立関南小学校

北茨城市立精華小学校

北茨城市立石岡小学校

北茨城市立大津小学校

北茨城市立中郷第一小学校

北茨城市立中郷第二小学校

北茨城市立平潟小学校

北茨城市立明徳小学校

神栖市立柳川小学校

利根町立利根小学校

龍ケ崎市立久保台小学校

龍ケ崎市立松葉小学校

龍ケ崎市立城ノ内小学校

龍ケ崎市立川原代小学校

龍ケ崎市立大宮小学校

龍ケ崎市立長山小学校

龍ケ崎市立馴馬台小学校

龍ケ崎市立龍ケ崎小学校

龍ケ崎市立龍ケ崎西小学校

龍ケ崎市立龍ケ崎中学校

久慈川三育小学校

開智望小学校

つくば国際大学東風小学校

江戸川学園取手小学校

水戸英宏小学校

かすみがうら市立下稲吉中学校

つくばみらい市立伊奈中学校

つくばみらい市立伊奈東中学校

つくばみらい市立小絹中学校

つくば市立茎崎中学校

つくば市立吾妻中学校
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つくば市立高崎中学校

つくば市立高山中学校

つくば市立桜中学校

つくば市立手代木中学校

つくば市立谷田部東中学校

つくば市立並木中学校

つくば市立豊里中学校

ひたちなか市立佐野中学校

ひたちなか市立勝田第二中学校

ひたちなか市立勝田第一中学校

ひたちなか市立勝田第三中学校

阿見町立阿見中学校

阿見町立竹来中学校

稲敷市立江戸崎中学校

稲敷市立新利根中学校

稲敷市立東中学校

境町立境第二中学校

古河市立古河第二中学校

神栖市立神栖第一中学校

茨城県立鹿島高等学校附属中学校

茨城県立水海道第一高等学校附属中学校

茨城県立太田第一高等学校附属中学校

茨城県立並木中等教育学校

茨城町立明光中学校

牛久市立下根中学校

下妻市立下妻中学校

下妻市立千代川中学校

下妻市立東部中学校

日立市立久慈中学校

牛久市立ひたち野うしく中学校

牛久市立牛久第一中学校

牛久市立牛久南中学校

境町立境第一中学校

結城市立結城中学校

結城市立結城南中学校

茨城県立水戸第一高等学校附属中学校

古河市立古河第一中学校

古河市立古河第三中学校

古河市立三和中学校

古河市立三和東中学校

古河市立三和北中学校

古河市立仁連小学校

古河市立総和中学校

古河市立総和南中学校

古河市立総和北中学校

五霞町立五霞中学校

高萩市立高萩中学校

高萩市立秋山中学校

高萩市立松岡中学校

坂東市立猿島中学校

坂東市立岩井中学校

坂東市立東中学校

坂東市立南中学校

桜川市立岩瀬西中学校

桜川市立岩瀬東中学校

桜川市立大和中学校

鹿嶋市立鹿島中学校

鹿嶋市立鹿野中学校

鹿嶋市立大野中学校

鹿嶋市立高松中学校

鹿嶋市立平井中学校

取手市立永山中学校

取手市立戸頭中学校

取手市立取手第一中学校

取手市立取手第二中学校

取手市立藤代南中学校

小美玉市立小川南中学校

城里町立桂中学校

城里町立常北中学校

常総市立鬼怒中学校

常総市立水海道西中学校

常総市立水海道中学校

常陸太田市立金砂郷中学校

常陸太田市立水府中学校

常陸太田市立瑞竜中学校

常陸太田市立世矢中学校

常陸太田市立太田中学校

常陸太田市立峰山中学校

常陸太田市立里美中学校

神栖市立神栖第四中学校

神栖市立神栖第二中学校

神栖市立波崎第一中学校

神栖市立波崎第三中学校

神栖市立波崎第四中学校

水戸市立笠原中学校

水戸市立常澄中学校

水戸市立石川中学校

水戸市立赤塚中学校

水戸市立千波中学校

水戸市立双葉台中学校
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水戸市立第五中学校

水戸市立第三中学校

水戸市立第二中学校

水戸市立飯富中学校

水戸市立緑岡中学校

石岡市立園部中学校

石岡市立国府中学校

石岡市立八郷中学校

石岡市立府中中学校

大子町立生瀬中学校

大子町立大子西中学校

大子町立大子中学校

大洗町立第一中学校

大洗町立南中学校

筑西市立下館西中学校

筑西市立下館中学校

筑西市立下館南中学校

筑西市立協和中学校

筑西市立明野中学校

潮来市立牛堀中学校

潮来市立潮来第二中学校

潮来市立日の出中学校

土浦市立都和中学校

土浦市立土浦第一中学校

土浦市立土浦第五中学校

土浦市立土浦第三中学校

土浦市立土浦第四中学校

土浦市立土浦第六中学校

東海村立東海中学校

東海村立東海南中学校

那珂市立第一中学校

那珂市立第三中学校

那珂市立第二中学校

日立市立河原子中学校

日立市立滑川中学校

日立市立坂本中学校

日立市立助川中学校

日立市立多賀中学校

日立市立台原中学校

日立市立大久保中学校

日立市立日高中学校

日立市立平沢中学校

日立市立豊浦中学校

八千代町立東中学校

八千代町立八千代第一中学校

美浦村立美浦中学校

鉾田市立旭中学校

鉾田市立鉾田北中学校

北茨城市立磯原中学校

北茨城市立関本中学校

北茨城市立常北中学校

北茨城市立中郷中学校

利根町立利根中学校

龍ケ崎市立城ノ内中学校

龍ケ崎市立中根台中学校

龍ケ崎市立長山中学校

茨城キリスト教学園中学校

土浦日本大学中等教育学校

智学館中等教育学校

茨城県立取手第二高等学校

茨城県立茨城東高等学校

茨城県立下館工業高等学校

茨城県立下館第二高等学校

茨城県立下妻第二高等学校

茨城県立笠間高等学校

茨城県立鬼怒商業高等学校

茨城県立境高等学校

茨城県立玉造工業高等学校

茨城県立結城第一高等学校

茨城県立結城第二高等学校

茨城県立古河第二高等学校

茨城県立佐和高等学校

茨城県立坂東清風高等学校

茨城県立三和高等学校

茨城県立取手第一高等学校

茨城県立小瀬高等学校

茨城県立常陸大宮高等学校

茨城県立神栖高等学校

茨城県立石岡商業高等学校

茨城県立石岡第一高等学校

茨城県立筑波高等学校

茨城県立土浦湖北高等学校

茨城県立土浦第一高等学校（全日制・定時制）

茨城県立那珂高等学校

茨城県立日立工業高等学校

茨城県立日立第二高等学校

茨城県立波崎柳川高等学校

茨城県立八千代高等学校

茨城県立明野高等学校

茨城県立竜ヶ崎第一高等学校
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茨城県立緑岡高等学校

茨城県立下館第一高等学校

茨城県立高萩清松高等学校

茨城県立鹿島灘高等学校

茨城県立水海道第一高等学校

茨城県立大子清流高等学校

茨城県立土浦湖北高等学校

茨城県立那珂高等学校

茨城県立那珂湊高等学校

茨城県立古河第三高等学校

茨城県立高萩高等学校

茨城県立勝田工業高等学校

茨城県立水海道第二高等学校

茨城県立多賀高等学校

茨城県立竜ヶ崎南高等学校

つくば秀英高等学校

愛国学園大学附属龍ケ崎高等学校

霞ケ浦高等学校

岩瀬日本大学高等学校

晃陽学園高等学校

鹿島学園高等学校

常総学院高等学校

常磐大学高等学校

水戸葵陵高等学校

水戸啓明高等学校

水戸女子高等学校

水戸平成学園高等学校

聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校

大成女子高等学校

東洋大学附属牛久高等学校

明秀学園日立高等学校

EIKOデジタル・クリエィティブ高等学校

江戸川学園取手中・高等学校

守谷市教育委員会

かすみがうら市立千代田義務教育学校

つくば市立みどりの学園義務教育学校

つくば市立秀峰筑波義務教育学校

ひたちなか市立美乃浜学園

河内町立かわち学園

水戸市立国田義務教育学校

土浦市立新治学園義務教育学校

日立市立中里小中学校

日立市立日立特別支援学校

【栃木県】

さくら市立南小学校

益子町立益子西小学校

塩谷町立大宮小学校

高根沢町立阿久津小学校

高根沢町立中央小学校

鹿沼市立さつきが丘小学校

鹿沼市立みなみ小学校

鹿沼市立菊沢東小学校

鹿沼市立上南摩小学校

鹿沼市立清洲第一小学校

鹿沼市立清洲第二小学校

鹿沼市立西小学校

鹿沼市立中央小学校

鹿沼市立津田小学校

鹿沼市立南摩小学校

鹿沼市立粕尾小学校

真岡市立亀山小学校

真岡市立真岡西小学校

真岡市立真岡東小学校

真岡市立西田井小学校

真岡市立大内西小学校

真岡市立大内東小学校

真岡市立長沼小学校

真岡市立物部小学校

足利市立けやき小学校

足利市立桜小学校

足利市立大月小学校

足利市立名草小学校

足利市立毛野小学校

足利市立矢場川小学校

足利市立青葉小学校

大田原市立宇田川小学校

大田原市立羽田小学校

大田原市立奥沢小学校

大田原市立金丸小学校

大田原市立佐久山小学校

大田原市立佐良土小学校

大田原市立市野沢小学校

大田原市立紫塚小学校
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大田原市立須賀川小学校

大田原市立西原小学校

大田原市立川西小学校

大田原市立湯津上小学校

大田原市立薄葉小学校

大田原市立蛭田小学校

大田原私立石上小学校

栃木県芳賀郡市貝町立市貝小学校

栃木市立国府北小学校

栃木市立真名子小学校

栃木市立静和小学校

栃木市立千塚小学校

栃木市立大宮北小学校

栃木市立大平西小学校

栃木市立栃木第四小学校

那須烏山市立境小学校

那須烏山市立江川小学校

那須塩原市立稲村小学校

那須塩原市立高林小学校

那須塩原市立三島小学校

那須塩原市立青木小学校

那須塩原市立大原間小学校

那須塩原市立大山小学校

那須塩原市立槻沢小学校

那須塩原市立東小学校

那須塩原市立南小学校

那須塩原市立波立小学校

那須町立学びの折小学校

那須町立黒田原小学校

那須町立田代友愛小学校

芳賀町立芳賀南小学校

芳賀町立芳賀北小学校

茂木町立逆川小学校

茂木町立須藤小学校

茂木町立茂木小学校

両郷中央小学校

益子町立益子中学校

益子町立田野中学校

塩谷町立塩谷中学校

高根沢町立阿久津中学校

高根沢町立北高根沢中学校

鹿沼市立加蘇中学校

鹿沼市立東中学校

鹿沼市立南押原中学校

鹿沼市立板荷中学校

鹿沼市立北押原中学校

鹿沼市立北中学校

真岡市立久下田中学校

真岡市立真岡中学校

真岡市立中村中学校

真岡市立物部中学校

足利市立愛宕台中学校

足利市立坂西中学校

足利市立山辺中学校

足利市立北中学校

大田原市立金田南中学校

大田原市立金田北中学校

大田原市立黒羽中学校

大田原市立若草中学校

大田原市立親園中学校

大田原市立大田原中学校

大田原市立湯津上中学校

大田原市立野崎中学校

栃木県さくら市立氏家中学校

栃木県鹿沼市立北押原中学校

栃木県野木町立野木中学校

栃木県立佐野高等学校附属中学校

栃木市立皆川中学校

栃木市立吹上中学校

栃木市立西方中学校

栃木市立大平中学校

栃木市立都賀中学校

栃木市立栃木東中学校

栃木市立栃木南中学校

那須烏山市立烏山中学校

那須塩原市立黒磯北中学校

那須塩原市立三島中学校

那須塩原市立西那須野中学校

那須塩原市立東那須野中学校

那須塩原市立日新中学校

那須町立那須中央中学校

野木二中学校

宇都宮女子高等学校

小山南高等学校

大田原高等学校

大田原女子高等学校

栃木県立さくら清修高等学校

栃木県立宇都宮清陵高等学校

栃木県立宇都宮南高等学校

栃木県立宇都宮北高等学校
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栃木県立黒磯高等学校

栃木県立黒磯南高等学校

栃木県立今市工業高等学校

栃木県立佐野松桜高等学校

栃木県立佐野東高等学校（生徒指導部）

栃木県立鹿沼高等学校

栃木県立鹿沼商工高等学校

栃木県立鹿沼商工高等学校定時制課程

栃木県立小山南高等学校

栃木県立上三川高等学校

栃木県立真岡高等学校

栃木県立真岡女子高等学校

栃木県立足利高等学校

栃木県立足利南高等学校

栃木県立栃木高等学校

栃木県立那須高等学校

栃木県立那須清峰高等学校

栃木県立日光明峰高等学校

栃木県立馬頭高等学校

栃木県立茂木高等学校

栃木県立矢板東高等学校

栃木農業高等学校

佐野清澄高等学校

佐野日本大学高等学校

宇都宮文星女子高等学校

足利短期大学附属高等学校

星の杜中学校・高等学校

足利大学附属高等学校

作新学院トップ英進部・英進部

青藍泰斗高等学校

文星芸術大学附属高等学校

下野市教育委員会事務局　学校教育課

那須塩原市立箒根学園

栃木県那須塩原市立塩原小中学校

栃木県立盲学校

栃木県立岡本特別支援学校

栃木県立特別支援学校宇都宮青葉高等学園

栃木県立那須特別支援学校

栃木県立わかくさ特別支援学校

栃木県立益子特別支援学校

 

【群馬県】

みどり市立笠懸西小学校

みどり市立笠懸東小学校

みどり市立笠懸北小学校

みどり市立大間々南小学校

みどり市立大間々北小学校

伊勢崎市立宮郷第二小学校

伊勢崎市立境剛志小学校

伊勢崎市立境小学校

伊勢崎市立広瀬小学校

伊勢崎市立殖蓮小学校

伊勢崎市立殖蓮第二小学校

伊勢崎市立赤堀小学校

伊勢崎市立赤堀東小学校

伊勢崎市立北小学校

伊勢崎市立北第二小学校

伊勢崎市立名和小学校

伊勢崎市立茂呂小学校

下仁田町立下仁田小学校

加須市立加須南小学校

館林市立第三小学校

館林市立第十小学校

吉岡町立駒寄小学校

桐生市立境野小学校

桐生市立桜木小学校

桐生市立新里中央小学校

桐生市立新里北小学校

桐生市立西小学校

桐生市立川内小学校

桐生市立天沼小学校

桐生市立南小学校

桐生市立北小学校

群馬県館林市立第四小学校

群馬県甘楽郡甘楽町立福島小学校

群馬県利根郡昭和村立大河原小学校

高崎市立下室田小学校

高崎市立下里見小学校

高崎市立岩平小学校

高崎市立宮沢小学校

高崎市立金古小学校

高崎市立国府小学校

高崎市立佐野小学校

高崎市立桜山小学校
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高崎市立車郷小学校

高崎市立上室田小学校

高崎市立城東小学校

高崎市立城南小学校

高崎市立滝川小学校

高崎市立中央小学校

高崎市立中川小学校

高崎市立塚沢小学校

高崎市立南小学校

高崎市立鼻高小学校

高崎市立浜尻小学校

高崎市立北部小学校

高崎市立箕輪小学校

渋川市立橘小学校

渋川市立橘北小学校

渋川市立金島小学校

昭和村立東小学校

前橋市立下川淵小学校

前橋市立岩神小学校

前橋市立宮城小学校

前橋市立桂萱東小学校

前橋市立元総社小学校

前橋市立元総社南小学校

前橋市立原小学校

前橋市立広瀬小学校

前橋市立荒子小学校

前橋市立細井小学校

前橋市立総社小学校

前橋市立大胡小学校

前橋市立大胡東小学校

前橋市立大室小学校

前橋市立大利根小学校

前橋市立滝窪小学校

前橋市立中川小学校

前橋市立東小学校

前橋市立桃井小学校

前橋市立桃川小学校

前橋市立二之宮小学校

前橋市立白川小学校

前橋市立粕川小学校

板倉町立西小学校

学校法人太田国際学園ぐんま国際アカデミー初等部

みどり市立笠懸中学校

みどり市立笠懸南中学校

みどり市立大間々中学校

みどり市立大間々東中学校

伊勢崎市立宮郷中学校

伊勢崎市立境北中学校

伊勢崎市立殖蓮中学校

伊勢崎市立第四中学校

伊勢崎市立第二中学校

甘楽町立甘楽中学校

館林市立第一中学校

桐生市立境野中学校

桐生市立清流中学校

桐生市立川内中学校

桐生市立相生中学校

桐生市立中央中学校

桐生市立梅田中学校

群馬中央中学校

高崎市立吉井西中学校

高崎市立吉井中央中学校

高崎市立高松中学校

高崎市立高南中学校

高崎市立榛名中学校

高崎市立倉賀野中学校

高崎市立倉渕中学校

高崎市立長野郷中学校

高崎市立南八幡中学校

高崎市立八幡中学校

高崎市立箕郷中学校

渋川市立子持中学校

渋川市立北橘中学校

昭和村立昭和中学校

前橋市立桂萱中学校

前橋市立荒砥中学校

前橋市立大胡中学校

前橋市立第五中学校

前橋市立第三中学校

前橋市立南橘中学校

前橋市立粕川中学校

前橋市立箱田中学校

前橋市立芳賀中学校

前橋市立明桜中学校

南牧村立南牧中学校

板倉町立板倉中学校

邑楽郡千代田町立千代田中学校

桐生市立商業高等学校

群馬県立伊勢崎商業高等学校

群馬県立館林高等学校
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群馬県立桐生工業高等学校

群馬県立桐生清桜高等学校

群馬県立高崎商業高等学校　定時制

群馬県立渋川高等学校

群馬県立渋川女子高等学校

群馬県立渋川青翠高等学校

群馬県立新田暁高等学校

群馬県立榛名高等学校

群馬県立西邑楽高等学校

群馬県立前橋工業高等学校

群馬県立前橋商業高等学校

群馬県立前橋清陵高等学校　通信制課程

群馬県立太田東高等学校

群馬県立長野原高等学校

群馬県立嬬恋高等学校

群馬県立板倉高等学校

群馬県立尾瀬高等学校

高崎経済大学附属高等学校

前橋市立前橋高等学校

関東学園大学附属高等学校

共愛学園高等学校

桐生第一高等学校

高崎商科大学附属高等学校

常磐高等学校

白根開善学校

明照学園　樹徳高等学校

ぐんま国際アカデミー中高等部

みどり市立あずま小中学校

桐生市立黒保根学園

【静岡県】

静岡県立清水南高等学校中等部

静岡県立浜松西高等学校中等部

浜名高等学校（定時制）

伊豆伊東高等学校

掛川工業高等学校

県立島田商業高等学校

沼津工業高等学校

榛原高等学校

清水東高等学校

清水南高等学校

静岡県立伊豆伊東高等学校

静岡県立伊豆総合高等学校

静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校

静岡県立伊豆中央高等学校

静岡県立稲取高等学校

静岡県立遠江総合高等学校

静岡県立横須賀高等学校

静岡県立下田高等学校

静岡県立科学技術高等学校

静岡県立掛川工業高等学校

静岡県立掛川工業高等学校

静岡県立吉原工業高等学校

静岡県立吉原高等学校

静岡県立湖西高等学校

静岡県立御殿場南高等学校

静岡県立三島長陵高等学校

静岡県立小笠高等学校

静岡県立小山高等学校

静岡県立小山高等学校定時制

静岡県立松崎高等学校

静岡県立沼津工業高等学校

静岡県立沼津商業高等学校

静岡県立沼津城北高等学校

静岡県立沼津西高等学校

静岡県立焼津水産高等学校

静岡県立焼津中央高等学校

静岡県立新居高等学校定時制

静岡県立新居高等学校

静岡県立裾野高等学校

静岡県立清流館高等学校

静岡県立静岡高等学校

静岡県立静岡商業高等学校

静岡県立静岡西高等学校

静岡県立静岡東高等学校

静岡県立静岡農業高等学校

静岡県立相良高等学校

静岡県立袋井高等学校

静岡県立袋井商業高等学校

静岡県立池新田高等学校

静岡県立天竜高等学校春野校舎

静岡県立島田工業高等学校

静岡県立島田商業高等学校

静岡県立島田商業高等学校定時制

静岡県立藤枝西高等学校
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静岡県立藤枝北高等学校

静岡県立韮山高等学校

静岡県立熱海高等学校

静岡県立磐田南高等学校

静岡県立磐田農業高等学校

静岡県立磐田北高等学校

静岡県立浜松湖南高等学校

静岡県立浜松湖北高等学校佐久間分校

静岡県立浜松工業高等学校

静岡県立浜松江之島高等学校

静岡県立浜松商業高等学校

静岡県立浜松城北工業高等学校

静岡県立浜松西高等学校

静岡県立浜松大平台高等学校

静岡県立浜松大平台高等学校定時制

静岡県立浜松東高等学校

静岡県立浜松南高等学校

静岡県立浜松北高等学校

静岡県立浜北西高等学校

静岡県立浜名高等学校全日制

静岡県立富岳館高等学校

静岡県立富士宮西高等学校

静岡県立富士宮東高等学校

静岡県立富士高等学校

静岡県立富士東高等学校

静岡城北高等学校

相良高等学校

田方農業高等学校

藤枝東高等学校

磐田西高等学校

浜松湖東高等学校

浜松北高等学校（定時制） 

【山梨県】

山梨大学教育学部附属小学校

芦川小学校

一宮西小学校

一宮南小学校

栄小学校

下吉田第一小学校

下吉田東小学校

河口小学校

櫛形西小学校

甲州市立井尻小学校

甲州市立塩山南小学校

甲州市立塩山北小学校

甲州市立玉宮小学校

甲州市立松里小学校

甲州市立神金小学校

甲州市立大藤小学校

甲州市立大和小学校

甲斐市立玉幡小学校

甲斐市立敷島南小学校

甲斐市立敷島北小学校

甲斐市立竜王小学校

甲斐市立竜王西小学校

甲斐市立竜王南小学校

甲斐市立竜王北小学校

甲府市立伊勢小学校

甲府市立羽黒小学校

甲府市立玉諸小学校

甲府市立山城小学校

甲府市立新田小学校

甲府市立石田小学校

甲府市立千代田小学校

甲府市立千塚小学校

甲府市立善誘館小学校

甲府市立相川小学校

甲府市立大国小学校

甲府市立池田小学校

甲府市立中道南小学校

甲府市立朝日小学校

甲府市立舞鶴小学校

甲府市立里垣小学校

山中湖村立山中小学校

山中湖村立東小学校

山梨市立加納岩小学校

山梨市立岩手小学校

山梨市立後屋敷小学校

山梨市立日下部小学校

山梨市立八幡小学校

市川三郷町立市川小学校

市川三郷町立市川東小学校

市川三郷町立市川南小学校

市川三郷町立大塚小学校
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勝山小学校

勝沼小学校

小菅村立小菅小学校

昭和町立押原小学校

昭和町立常永小学校

昭和町立西条小学校

上野原市立上野原小学校

上野原市立島田小学校

上野小学校

身延小学校

身延町立下山小学校

身延町立身延清稜小学校

西桂町立西桂小学校

西浜小学校

増穂南小学校

中央市立玉穂南小学校

中央市立三村小学校

中央市立田富小学校

中央市立田富南小学校

中央市立田富北小学校

中央市立豊富小学校

鳥沢小学校

笛吹市境川小学校

笛吹市立一宮北小学校

笛吹市立御坂西小学校

笛吹市立御坂東小学校

笛吹市立石和西小学校

笛吹市立石和東小学校

笛吹市立石和南小学校

笛川小学校

都留市立禾生第一小学校

都留市立禾生第二小学校

都留市立谷村第一小学校

都留市立谷村第二小学校

都留市立東桂小学校

都留市立宝小学校

道志村立道志小学校

南アルプス市内公立小学校（校名不明）

南アルプス市櫛形北小学校

南アルプス市白根百田小学校

南アルプス市立若草小学校

南アルプス市立小笠原小学校

南アルプス市立大明小学校

南アルプス市立白根源小学校

南アルプス市立白根東小学校

南アルプス市立豊小学校

南湖小学校

南部町富沢小学校

南部町立睦合小学校

韮崎市立韮崎小学校

韮崎市立韮崎北西小学校

韮崎市立韮崎北東小学校

韮崎市立穂坂小学校

忍野村立忍野小学校

白根飯野小学校

富士河口湖町立小立小学校

富士河口湖町立船津小学校

富士河口湖町立大石小学校

富士河口湖町立大嵐小学校

富士吉田市立吉田小学校

富士吉田市立吉田西小学校

富士吉田市立富士見台中学校

富士吉田市立富士小学校

富士吉田市立明見小学校

武川小学校

北杜市立高根西小学校

北杜市立須玉小学校

北杜市立泉小学校

北杜市立長坂小学校

北杜市立明野小学校

鳴沢村立鳴沢小学校

山梨学院小学校

駿台甲府小学校

河口湖南中学校

甲斐市立敷島中学校

甲斐市立竜王中学校

甲斐市立竜王北中学校

甲州市立塩山中学校

甲州市立塩山北中学校

甲州市立勝沼中学校

甲府市立上条中学校

甲府市立城南中学校

甲府市立西中学校

甲府市立笛南中学校

甲府市立東中学校

甲府市立南西中学校

甲府市立北中学校

山中湖村立山中湖中学校

山梨市立山梨南中学校

山梨市立笛川中学校
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山梨北中学校

市川三郷町立三珠中学校

市川三郷町立市川中学校

市川南中学校

小中一貫校南アルプス市立若草中学校

小中一貫校南アルプス市立白根御勅使中学校

小淵沢中学校

昭和町立押原中学校

上野原市立秋山中学校

上野原中学校

身延中学校

西桂町立西桂中学校

石和中学校

早川町立早川中学校

大月市立大月東中学校

笛吹市立御坂中学校

笛吹市立春日居中学校

笛吹市立浅川中学校

都留市立東桂中学校

都留第一中学校

都留第二中学校

道志村立道志中学校

南アルプス市立櫛形中学校

南アルプス市立甲西中学校

南アルプス市立若草中学校

南アルプス市立八田中学校

韮崎市立韮崎西中学校

韮崎東中学校

忍野中学校

白根巨摩中学校

富士河口湖町立勝山中学校

富士河口湖町立河口湖北中学校

富士吉田市立明見中学校

富士川町立鰍沢中学校

富士川町立増穂中学校

武川中学校

北杜市立甲陵中学校

北杜市立高根中学校

北杜市立泉中学校

北杜市立長坂中学校

北杜市立白州中学校

北杜市立明野中学校

山梨学院中学校

駿台甲府中学校

富士学苑高等学校

山梨学院高等学校

甲斐清和高等学校

身延山高等学校

駿台甲府高等学校

山梨県立高等支援学校桃花台学園

【長野県】

阿智村立阿智第三小学校

安曇野市立穂高北小学校

安曇野市立豊科南小学校

安曇野市立豊科北小学校

安曇野市立明南小学校

安曇野市立明北小学校

栄村立栄小学校

永明小学校

岡谷市立小井川小学校

岡谷市立神明小学校

岡谷市立湊小学校

茅野市立宮川小学校

茅野市立金沢小学校

茅野市立泉野小学校

茅野市立米沢小学校

茅野市立豊平小学校

茅野市立北山小学校

吉田小学校

宮田村立宮田小学校

駒ヶ根市立赤穂東小学校

駒ヶ根市立中沢小学校

駒ヶ根市立東伊那小学校

原村立原小学校

高森北小学校

高瀬小学校

佐久市立臼田小学校

佐久市立岸野小学校

佐久市立泉小学校

佐久市立中佐都小学校

佐久市立東小学校

佐久市立野沢小学校

佐久平浅間小学校

坂城町立坂城小学校
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坂城町立村上小学校

三穂小学校

小諸市立水明小学校

小諸市立野岸小学校

小諸私立千曲小学校

小谷小学校

松川小学校

松川町立松川北小学校

松代小学校

松本市立旭町小学校

松本市立開智小学校

松本市立鎌田小学校

松本市立山辺小学校

松本市立菅野小学校

松本市立清水小学校

松本市立筑摩小学校

松本市立田川小学校

松本市立島立小学校

松本市立並柳小学校

松本市立本郷小学校

上田市立塩尻小学校

上田市立塩川小学校

上田市立塩田西小学校

上田市立丸子北小学校

上田市立神川小学校

上田市立西小学校

上田市立西内小学校

上田市立川西小学校

上田市立川辺小学校

上田市立中塩田小学校

上田市立東塩田小学校

上田市立豊殿小学校

青木村立青木小学校

千曲市立更級小学校

千代小学校

川上村立川上第一小学校

大桑村立大桑小学校

辰野町立辰野西小学校

筑北小学校

中野市立延徳小学校

中野市立高丘小学校

中野市立中野小学校

中野市立平野小学校

中野市立豊田小学校

朝日村立朝日小学校

長地小学校

長野県上田市立武石小学校

長野市立芋井小学校

長野市立加茂小学校

長野市立共和小学校

長野市立古牧小学校

長野市立戸隠小学校

長野市立三本柳小学校

長野市立寺尾小学校

長野市立篠ノ井東小学校

長野市立昭和小学校

長野市立松ケ丘小学校

長野市立信里小学校

長野市立清野小学校

長野市立青木島小学校

長野市立大岡小学校

長野市立中条小学校

長野市立豊野東小学校

長野市立綿内小学校

長野市立柳原小学校

通明小学校

天龍小学校

南部小学校

南箕輪村立南部小学校

南木曽町立南木曽小学校

飯田市立伊賀良小学校

飯田市立山本小学校

飯田市立松尾小学校

飯田市立上久堅小学校

飯田市立上郷小学校

飯田市立川路小学校

飯田市立追手町小学校

飯田市立鼎小学校

飯田市立浜井場小学校

富士見町立境小学校

保科小学校

豊栄小学校

北相木村立北相木小学校

堀金小学校

両小野小学校

長野日本大学小学校

阿智村立阿智中学校

安曇野市立穂高西中学校

安曇野市立穂高東中学校

栄村立栄中学校
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岡谷市立岡谷北部中学校

岡谷東部中学校

岡谷南部中学校

茅野市立永明中学校

茅野市立長峰中学校

茅野市立東部中学校

茅野市立北部中学校

鬼無里中学校

高森町立高森中学校

佐久市立東中学校

佐久市立望月中学校

佐久市立野沢中学校

小諸市立芦原中学校

小諸市立小諸東中学校

小谷中学校

松川町立松川中学校

松本市立会田中学校

松本市立女鳥羽中学校

松本市立筑摩野中学校

松本市立波田中学校

上田市立塩田中学校

上田市立真田中学校

上田市立第五中学校

上田市立第二中学校

青木村立青木中学校

千曲市立屋代中学校

千曲市立更埴西中学校

千曲市立埴生中学校

大桑中学校

辰野町立辰野中学校

池田町立高瀬中学校

中野市立中野平中学校

中野市立南宮中学校

中野市立豊田中学校

長野市立三陽中学校

長野市立七二会中学校

長野市立篠ノ井西中学校

長野市立中条中学校

長野市立東部中学校

長野市立櫻ケ岡中学校

鼎中学校

東御市立東部中学校

東御市立北御牧中学校

南牧中学校

飯田市立遠山中学校

飯田市立高陵中学校

飯田市立飯田西中学校

飯田市立飯田東中学校

飯田市立緑ヶ丘中学校

飯島町立飯島中学校

豊科南中学校

豊丘村立豊丘中学校

豊野中学校

木祖村立木祖中学校

木島平中学校

長野県内公立中学校（校名不明）

佐久長聖中学校

私立長野日本大学中学校

上田西高等学校

伊那西高等学校

東京都市大学塩尻高等学校

松本秀峰中等教育学校

松本市立大野川小中学校

【新潟県】

燕市立燕東小学校

燕市立燕南小学校

燕市立小池小学校

燕市立松長小学校

燕市立島上小学校

燕市立分水小学校

加茂市立下条小学校

加茂市立加茂南小学校

加茂市立七谷小学校

関川村立関川小学校

吉田北小学校

魚沼市立伊米ヶ崎小学校

魚沼市立広神西小学校

魚沼市立広神東小学校

魚沼市立堀之内小学校

京ヶ瀬小学校

見附市立今町小学校

五泉市立愛宕小学校

五泉市立橋田小学校

五泉市立村松小学校

五泉市立大蒲原小学校
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荒浜小学校

佐渡市立羽茂小学校

佐渡市立七浦小学校

佐渡市立松ヶ崎小学校

佐渡市立赤泊小学校

佐渡市立相川小学校

佐渡市立二宮小学校

佐渡市立畑野小学校

三条市立旭小学校

三条市立笹岡小学校

三条市立森町小学校

三条市立飯田小学校

三条市立裏館小学校

糸魚川市立根知小学校

糸魚川市立糸魚川小学校

糸魚川市立糸魚川東小学校

糸魚川市立青海小学校

糸魚川市立大野小学校

糸魚川市立大和川小学校

糸魚川市立中能生小学校

十日町市立下条小学校

十日町市立橘小学校

十日町市立十日町小学校

十日町市立水沢小学校

十日町市立田沢小学校

十日町市立飛渡第一小学校

春日新田小学校

小千谷市立吉谷小学校

小千谷市立東小千谷中学校

小千谷市立片貝小学校

小千谷小学校

小千谷立千田小学校

上越市立安塚小学校

上越市立稲田小学校

上越市立下黒川小学校

上越市立吉川小学校

上越市立戸野目小学校

上越市立高田西小学校

上越市立国府小学校

上越市立黒田小学校

上越市立上雲寺小学校

上越市立大町小学校

上越市立大島小学校

上越市立谷浜小学校

上越市立中郷小学校

上越市立南川小学校

上越市立八千浦小学校

上越市立板倉小学校

上越市立富岡小学校

上越市立宝田小学校

上越市立豊原小学校

上越市立明治小学校

上越市立里公小学校

上杉小学校

新潟県上越市立直江津小学校

新潟県上越市立和田小学校

新潟県村上市立神納小学校

新潟県長岡市立大河津小学校

新潟県長岡市立与板小学校

新発田市立外ヶ輪小学校

新発田市立御免町小学校

新発田市立佐々木小学校

新発田市立紫雲寺小学校

新発田市立米子小学校

深沢小学校

清里小学校

聖籠町立蓮野小学校

西海小学校

赤石小学校

村上市立岩船小学校

村上市立朝日みどり小学校

村上南小学校

体内市立きのと小学校

胎内市立中条小学校

中之島小学校

長岡市立下塩小学校

長岡市立下川西小学校

長岡市立宮内小学校

長岡市立桂小学校

長岡市立十日町小学校

長岡市立小国小学校

長岡市立上通小学校

長岡市立新組小学校

長岡市立神田小学校

長岡市立千手小学校

長岡市立大積小学校

長岡市立大島小学校

長岡市立中島小学校

長岡市立栃尾東小学校

長岡市立日越小学校
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長岡市立豊田小学校

津川小学校

津南町立芦ケ崎小学校

東本町小学校

湯沢町立湯沢小学校

南魚沼市立三用小学校

南魚沼市立上田小学校

南魚沼市立城内小学校

南魚沼市立石打小学校

南魚沼市立大崎小学校

柏崎市立鯖石小学校

柏崎市立新道小学校

柏崎市立田尻小学校

柏崎市立内郷小学校

柏崎市立比角小学校

柏崎市立枇杷島小学校

柏崎市立北鯖石小学校

美守小学校

妙高市立新井南小学校

妙高市立新井北小学校

妙高市立斐太北小学校

両津吉井小学校

槇原小学校

新潟県内公立小学校（校名不明）

阿賀町立阿賀津川中学校

阿賀野市立安田中学校

阿賀野市立笹神中学校

浦川原中学校

燕市立燕北中学校

燕市立吉田中学校

燕市立小池中学校

加茂市立葵中学校

加茂市立七谷中学校

加茂市立若宮中学校

加茂市立須田中学校

魚沼市立魚沼北中学校

魚沼市立小出中学校

魚沼市立湯之谷中学校

魚沼市立堀之内中学校

見附市立南中学校

佐渡市立金井中学校

佐渡市立金泉小学校

佐渡市立高千中学校

佐渡市立松ヶ崎中学校

佐渡市立真野中学校

佐渡市立畑野中学校

佐渡市立両津中学校

三条市立栄中学校

三条市立下田中学校

糸魚川市立糸魚川東中学校

糸魚川市立青海中学校

糸魚川市立能中学校

十日町市立十日町中学校

十日町市立川西中学校

十日町市立中条中学校

十日町市立中里中学校

出雲崎町立出雲崎中学校

小千谷市立片貝中学校

小千谷中学校

上越市立安塚中学校

上越市立柿崎中学校

上越市立春日中学校

上越市立城西中学校

上越市立城北中学校

上越市立清里中学校

上越市立直江津中学校

上越市立直江津東中学校

上越市立八千浦中学校

上越市立板倉中学校

上越市立牧中学校

上越市立名立中学校

上越市立頸城中学校

新潟県見附市立今町中学校

新潟県十日町市立下条中学校

新発田市立川東中学校

新発田市立第一中学校

新発田市立本丸中学校

聖籠町立聖籠中学校

村上市立山北中学校

村上市立岩船中学校

村上市立神林中学校

村上市立村上東中学校

太田中学校

胎内市立黒川中学校

胎内市立築地中学校

潮陵中学校

長岡市立刈谷田中学校

長岡市立宮内中学校

長岡市立秋葉中学校

長岡市立栖吉中学校
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田上町立田上中学校

南魚沼市立大和中学校

南魚沼市立八海中学校

柏崎市立松浜中学校

柏崎市立瑞穂中学校

柏崎市立第一中学校

妙高高原中学校

県立塩沢商工高等学校

県立高田高等学校安塚分校

県立十日町総合高等学校

県立長岡農業高等学校

県立堀之内高等学校

新潟県立阿賀黎明高等学校

新潟県立加茂農林高等学校

新潟県立巻高等学校

新潟県立吉田高等学校

新潟県立久比岐高等学校

新潟県立高田商業高等学校

新潟県立高田北城高等学校

新潟県立佐渡高等学校

新潟県立十日町高等学校松之山分校

新潟県立出雲崎高等学校

新潟県立小千谷高等学校

新潟県立小千谷西高等学校

新潟県立松代高等学校

新潟県立上越総合技術高等学校

新潟県立新潟工業高等学校

新潟県立新潟江南高等学校

新潟県立新潟南高等学校

新潟県立新発田高等学校

新潟県立新発田南高等学校

新潟県立新発田農業高等学校

新潟県立村松高等学校

新潟県立中条高等学校

新潟県立長岡大手高等学校

新潟県立八海高等学校

新潟県立豊栄高等学校

新潟高等学校

長岡高等学校

三条市立大崎学園

小中一貫校まつのやま学園

県立津南中等教育学校

新潟県立燕中等教育学校

柏崎翔洋中等教育学校

新潟県立駒林特別支援学校

長岡聾学校

新潟県立高田特別支援学校白嶺分校

新潟県立小出特別支援学校

新潟県立上越特別支援学校

見附市立見附特別支援学校

新潟県立吉川高等特別支援学校

新潟県立はまなす特別支援学校

長岡市立高等総合支援学校

新潟県立佐渡特別支援学校

新潟県立月ヶ岡特別支援学校見附分校

新潟県立月ヶ岡特別支援学校

新潟県立高田特別支援学校

新発田竹俣特別支援学校 
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【東京弁護士会】

外国人の権利に関する委員会

憲法問題対策センター

裁判員制度センター

子どもの人権と少年法に関する特別委員会

消費者委員会

性の平等に関する委員会

民事介入暴力対策特別委員会

労働法制特別委員会

第２　アンケートにご協力いただいた各弁護士会の委員会一覧

【第一東京弁護士会】

憲法問題検討協議会

子ども法委員会

消費者問題対策委員会

法教育委員会

法曹の魅力を広報するためのプロジェクトチーム

民事介入暴力対策委員会

【第二東京弁護士会】

憲法問題検討委員会

消費者問題対策委員会

全ての性の平等に関する委員会

法教育の普及・推進に関する委員会

法曹養成法科大学院委員会

民事介入暴力対策委員会

【東京三会多摩支部】

法教育に関する委員会

【神奈川県弁護士会】

教育行政に係る法務相談体制構築に関するワーキングチーム

憲法問題対策本部

子どもの権利委員会

消費者問題対策委員会

法教育委員会

法曹養成委員会

民事介入暴力対策委員会

【埼玉弁護士会】

刑事弁護の充実に関する検討特別委員会

憲法委員会

憲法改正問題対策本部

子どもの権利委員会
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【千葉県弁護士会】

外国人の権利委員会

教育行政に係る法務相談体制運営PT

広報委員会

高齢者・障がい者支援センター

子どもの権利委員会

市民サービス委員会

人権擁護委員会

千葉県建築相談協議会推進委員会、住宅紛争審査会運営委員会

男女共同参画推進本部

法教育委員会

民事介入暴力被害者救済センター

民事裁判運用検討協議会

両性の平等に関する委員会

【茨城県弁護士会】

あらゆる性の平等に関する委員会

スクールロイヤーに関する委員会

外国人の人権救済委員会

刑事拘禁制度改革実現本部地方本部

刑事弁護センター運営委員会

刑事法問題委員会

憲法委員会

公害対策・環境保全委員会

災害対策委員会

子どもの権利委員会

市民のための法教育委員会

住宅紛争審査会運営委員会

消費者問題対策委員会

人権擁護委員会

接見交通権確立実行委員会

地域司法充実推進委員会

【栃木県弁護士会】

憲法委員会

子どもの権利委員会

消費者問題対策委員会

法教育委員会

民事介入暴力対策委員会

人権公害委員会

【群馬弁護士会】

消費者問題対策委員会

法教育委員会

労働・社会保障問題対策委員会

死刑廃止実現本部

消費者問題対策委員会

法教育委員会

両性の平等委員会

労働問題対策委員会
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【静岡県弁護士会】

子どもの権利委員会 法教育委員会

【山梨県弁護士会】

刑弁センター委員会

憲法委員会

子どもの権利委員会

消費者問題対策委員会

貧困問題及び自殺対策委員会

法教育委員会

民事介入暴力被害者救済センター運営

両性の平等委員会

【長野県弁護士会】

法教育委員会

子どもの権利委員会

消費者問題対策委員会

【新潟県弁護士会】

学校へ行こう委員会
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2024年度シンポジウム委員会活動報告

１　定例会議

［2023年（令和5年）］

月日 活動内容

7月28日
第1回委員会

・正副委員長、事務局長選任
・2023年度シンポジウムへの出席、見学の呼びかけ
・2024年度シンポジウムテーマの確認
・委員会及びシンポジウム・報告書・宣言案準備の進め方の検討
・委員会日程、予算についての確認
・理事者からの各委員会あて依頼・要請の確認
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・メーリングリストの設置報告

8月29日
第2回委員会

・委員会及びシンポジウム・報告書・宣言案準備の進め方の検討
・アンケート調査（茨城県内）の回答の確認
・アンケート調査（茨城県以外の学校あて、弁護士会あて）の実施の検討
・班分けに関する検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認

9月19日
第3回委員会

・アンケート調査の実施方法・集計方法の検討
・班分けに関する検討、1～6班の設置及びメンバーの決定、班長の選任
・班会議の検討・確認
・スケジュールの確認
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認

10月19日
第4回委員会

・アンケート調査の進捗確認
・班長会議の報告と班ミッション等の確認
・班からの報告と予算の執行の確認
・シンポジウムの持ち方についての検討
・授業案・教材、動画の作成等に関する検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認

11月24日
第5回委員会

・アンケート調査の進捗・作業確認
・班会議（各テーマに関する授業案ドラフト作成等検討）の報告及び課題の確
認
・シンポジウムの構成等に関する検討
・報告書の構成・内容の検討
・2024年度事業計画・予算要望書案の検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認
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12月14日
第6回委員会

・アンケート調査の進捗・回答内容・作業確認
・出張授業先（学校）候補の検討
・授業の映像化の検討
・班会議（各テーマに関する授業案ドラフト作成等検討）の報告及び課題の確
認
・シンポジウムの構成等に関する検討
・報告書の構成・内容の検討
・2024年度事業計画・予算要望書案の検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

［2024年（令和6年）］

1月9日
第7回委員会

・アンケート調査の進捗・回答内容・作業確認
・班会議（各テーマに関する授業案ドラフト作成等検討）の報告及び課題の確
認
・各班における授業案テーマの調整
・出張授業実施に関する検討・準備
・シンポジウムの構成等に関する検討
・報告書の構成・内容の検討
・2024年度事業計画・予算要望書案の検討・決定
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

2月7日
第8回委員会

・アンケート調査の進捗・回答内容・作業確認、分析担当・方法の検討
・班会議（各班における授業案作成の取組）の報告及び課題の確認
・出張授業先の検討、実施準備
・文科省、各地教育委員会との協議実施に関する検討
・シンポジウムの構成等に関する検討
・報告書の構成・内容の検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

3月13日
第9回委員会

・アンケート調査の集計、総論班（アンケート総論部分分析担当班）設置・メ
ンバーの決定
・出張授業先候補の決定・依頼、実施準備
・班会議（各班における出張授業用授業案作成状況、報告書掲載用授業案・各
テーマ部分のアンケートの分析結果検討等）の報告及び課題の確認
・シンポジウムの構成等に関する検討
・報告書の構成・内容の検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認
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4月10日
第10回委員会

・アンケート調査の分析（総論班報告）
・出張授業先の決定・実施準備
・班会議（各班における出張授業用授業案作成状況、報告書掲載用授業案・各
テーマ部分のアンケートの分析結果等）の報告及び課題の確認
・シンポジウム構成案に関する検討
・報告書目次案の確認・検討、構成の決定
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

5月8日
第11回委員会

・アンケート調査の分析（総論班報告）
・出張授業の実施準備、アンケート・録画の検討
・報告書目次案の確認、執筆担当の検討・決定
・シンポジウム構成案及びパネリストの検討
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

6月12日
第12回委員会

・アンケート調査の分析（総論班報告）
・宣言案骨子の提案、確認・検討
・出張授業の実施状況確認
・シンポジウム構成案及びパネリストの検討、配信に関する確認・検討
・シンポジウム広報（チラシ作成）に関する確認・検討
・報告書掲載用授業案の確認・検討
・報告書掲載内容・形式の確認・検討、編集会議開催の決定
・宣言案の作成・検討
・実行予算書の検討・確定
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認

7月10日
第13回委員会

・出張授業の実施状況確認
・シンポジウムのスケジュール、発表内容・パネルディスカッションの確認・
検討
・シンポジウム広報（チラシ作成・配布先）の検討・決定
・シンポジウム前日リハーサルとタイムスケジュール・配置転換図等の作成期
限の確認
・学校関係者インタビュー実施の確認・決定
・報告書の編集会議と原稿提出期限の確認、原稿作成に関する注意点の確認、
付録の決定
・宣言案提出の報告
・シンポジウム及び大会参加申込の確認
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認
・スケジュールの確認
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8月7日
第14回委員会

・シンポジウム内容・構成、タイムスケジュール、転換図の確認・検討
・シンポジウム役割分担（司会・報告者・コーディネーター等）の検討・選定
・後援依頼の決定
・シンポジウム広報（チラシ掲載内容）の確認
・シンポジウム配付資料の確認・検討
・シンポジウム前日・当日の持ち方に関する確認・検討
・報告書入稿の確認、表紙の検討、今後のスケジュールの確認
・宣言案の一部修正についての確認・追加修正の検討
・シンポジウム及び大会参加申込の確認
・次回委員会の議題及び検討テーマの確認

9月4日
第15回委員会

・シンポジウム全体スケジュール表、進行シナリオ、発表用PPT、当日出欠・
役割分担表、配付資料、前日・当日スケジュール等の確認・検討、決定
・報告書の進行確認・校正作業、表紙の検討・決定、送付先の検討
・宣言案決定の報告・確認
・宣言執行先の検討・決定
・後援依頼に対する回答状況の確認

２　勉強会・出張授業・インタビュー

［2024年（令和6年）］

月日 勉強会・出張授業・インタビュー

1月9日 渡部竜也東京学芸大学准教授勉強会

2月14日 建部豊帝京大学教授勉強会（6班）

5月31日 守谷市立黒内小学校出張授業（1班）

6月5日・7日・17日 東京都立葛飾総合高等学校出張授業（6班）

6月7日 常陸太田市立瑞竜中学校出張授業（5班）

6月17日 浜松市立東小学校出張授業（2班）

6月21日 国立筑波大学附属中学校出張授業（6班）

6月24日 千葉県立津田沼高等学校出張授業（3班）

6月26日 千葉県立船橋北高等学校出張授業（4班）

7月18日 茨城県立水戸第一高等学校校長インタビュー

7月30日 つくば市教育長インタビュー

7月30日 桜並木学園つくば市立並木中学校インタビュー

7月30日 茨城県立並木中等教育学校インタビュー

8月2日 茨城県教育委員会インタビュー

8月2日 水戸市教育長インタビュー

8月5日 茨城県立古河第三高等学校校長インタビュー
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2024年度シンポジウム委員会委員名簿

◆委員長	 根　本　信　義（茨城県）

◆副委員長	 関　山　英　忠（茨城県）　　 

◆事務局長	 吉　岡　隆　久（茨城県）

◆委員	 松　野　絵里子（東京）	 入　澤　武　久（東京）
	 朝　妻　理恵子（東京）	 工　藤　寛　泰（東京）
	 御堂地　雅　人（東京）	 井　上　俊　介（第一東京）
	 菊　地　正　志（第一東京）	 近　藤　正　篤（第一東京）
	 加　藤　博　史（第二東京）	 谷　村　紀代子（第二東京）
	 服　部　幸太郎（第二東京）	 佐　藤　恵　輔（神奈川県）
	 谷　貝　弓　子（神奈川県）	 佐　藤　有　紗（埼玉）
	 深　谷　直　史（埼玉）	 石　垣　正　純（千葉県）
	 中　間　一　裕（千葉県）	 岩　村　道　子（茨城県）
	 千　葉　真理子（茨城県）	 角　口　貴　秋（茨城県）
	 黒　澤　悠　基（茨城県）	 江　原　健　太（茨城県）
	 今　泉　圭　介（茨城県）	 鈴　木　翔　太（茨城県）
	 布　施　真紀子（栃木県）	 大　熊　拓　亮（栃木県）
	 狩　野　雅　史（群馬）	 濱　口　仁　徳（群馬）
	 根　木　孝　久（静岡県）	 柳　川　侑　馬（静岡県）
	 中　川　佳　治（山梨県）	 鶴　田　裕　樹（山梨県）
	 川　島　　　豊（長野県）	 勝　野　照　章（長野県）
	 三　科　　　俊（新潟県）	 渡　部　和　哉（新潟県）

◆担当常務理事	 望　月　直　美（2023年度）
	 篠　﨑　和　則（2024年度）

◆担当理事	 八　木　健　治（2023年度）
	 小松原　裕　介（2024年度）

◆茨城県弁護士会バックアップ委員
	 井　出　晃　哉（茨城県）	 野　村　貴　広（茨城県）
	 長　南　典　行（茨城県）	 白　石　　　裕（茨城県）
	 大和田　　　理（茨城県）	 渡　部　俊　介（茨城県）
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